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令和４年第６回苓北町議会定例会会議録（第１日目） 

 

令和４年第６回苓北町議会定例会は、令和４年９月７日苓北町議会議場に招集された。 

 

１．午前９時３０分開会 

 

２．応招議員は次のとおりである。 

１番  山口 利生          ２番  野田 謙二 

３番  廣田 幸英          ４番  髙戸 幸雄 

５番  松本 良人          ６番  石田 みどり 

７番  浜口 雅英          ９番  山本 政人 

１０番  倉田  明         １１番  田嶋 豊昭（副議長） 

１２番  錦戸 俊春（議長） 

 

３．不応招議員は次のとおりである。 

８番  野﨑 幸洋 

 

４．出席議員は、応招議員と同じである。 

 

５．欠席議員は、不応招議員と同じである。 

 

６．議会書記 

  事 務 局 長    龍 岡   学    書    記  田 中 めぐみ 

 

７．地方自治法第１２１条の規定により議案説明に出席した者は、次のとおりである。 

町 長    田 嶋 章 二    副 町 長  山 﨑 秀 典 

教 育 長    濵 﨑 敏 和    総 務 課 長  福 田 誠 一 

税務住民課長    吉 本 英 明    企画政策課長  宮 﨑 良 成 

教 育 課 長    西 川 文 孝    土木管理課長  田 尻   悟 

農林水産課長    松 井 徹 也    商工観光課長  錦 戸 雅 志 

水道環境課長    松 本 康 秀    福祉保健課長  本 田   保 

健康増進室長    田 尻 康 彦    会 計 課 長  松 村 保 則 

  行革ﾃﾞｼﾞﾀﾙ対策室長 山 下 晃 弘 
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８．議事日程 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

日程第２ 会期決定の件 

日程第３ 諸般の報告 

日程第４ 行政報告 

日程第５ 一般質問 
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９．議事の顛末 

開会 午前９時３０分 

 

○議長（錦戸俊春君） おはようございます。 

只今の出席議員は１１人です。野﨑議員から欠席届と、一般質問取下願書が提出され

ております。定足数に達しておりますので、只今から令和４年第６回苓北町議会定例会

を開会します。 

これから本日の会議を開きます。 

―――――――○――――――― 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（錦戸俊春君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

本定例会の会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定によって、２番、野田謙二

君、３番、廣田幸英君を指名します。 

―――――――○――――――― 

日程第２ 会期決定の件 

○議長（錦戸俊春君） 日程第２、会期の決定の件を議題とします。 

お諮りします。本定例会の会期は、日程（案）を作成し配付しておりますとおり、本

日から９月１５日までの９日間にしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（錦戸俊春君） 異議なしと認めます。 

したがって、会期は本日から９月１５日までの９日間に決定しました。 

―――――――○――――――― 

日程第３ 諸般の報告 

○議長（錦戸俊春君） 日程第３、諸般の報告を行います。 

６月３０日、天草防犯協会評議員会に出席しました。 

７月１１日、天草広域連合議会、議会運営委員会に出席しました。 

７月１４日、全国町村下水道推進大会・研究会議に田嶋副議長とともに出席しました。

７月１９日、天草広域連合議会臨時会に出席しました。 

７月２５日、天草陶石研究推進協議会総会に出席しました。 

７月２６日、天草広域連合議会、議会運営委員会に出席しました。 

７月２７日、県町村議会議長会、常任委員長・議会運営委員長研修会に廣田総務文教

厚生常任委員長、松本建設経済環境常任委員長、倉田議会運営委員長とともに出席しま

した。御船町で開催されました。 

８月５日、県町村議会議長会、第１回正副会長会に出席しました。 
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８月１０日、天草広域連合議会定例会に出席しました。県町村議会議長会理事会、オ

ンライン会議に出席しました。 

８月２２日、天草地域国県道路整備促進期成会の会計監査をいたしました。 

８月２４日、県町村議会議長会、正副議長研修会に田嶋副議長とともに出席しました。 

苓北町監査委員から、令和３年度、令和４年５月分、令和４年度、令和４年５月、６

月、７月分の現金出納検査結果報告書が提出されました。 

なお、資料は議会事務局に保管してありますので、ご覧いただきたいと思います。 

以上で諸般の報告を終わります。 

―――――――○――――――― 

日程第４ 行政報告 

○議長（錦戸俊春君） 日程第４、行政報告を行います。 

町長から行政報告の申し出があっております。町長。 

○町長（田嶋章二君） 行政報告をさせていただきます。 

皆様ご承知のように、新型コロナウイルスの感染拡大は第７波となり、感染者は全国

的に急増しております。 

苓北町におきましても、最初の陽性者確認から８月末日まで延べ５２１名の陽性者が

確認されており、特に本年７月１日から８月末日までの２カ月間で３９１名の方の感染

が確認されました。 

苓北町といたしましては、８月２日の熊本県「ＢＡ．５対策強化宣言」の発令を受け、

町民の皆様方には、更なる感染拡大防止のため、今後も、基本的な感染防止対策の再徹

底や３つの密のある場所への外出を控える等、引き続き、感染拡大予防対策にご協力い

ただき、感染の抑制に向けたお願いをしているところでございます。 

なお、新型コロナウイルスのワクチン接種につきましては、苓北町では、８月末現在

で、４回目接種３,０００名、５１.８％の接種実績でございます。 

ワクチンの接種にかかる情報につきましては、今後も随時、広報等により町民皆様方

にお知らせしてまいります。 

次に、７月からこれまでの主な行事についての報告でございます。 

まず、７月３日（日曜日）、苓北町消防団の夏季訓練を農村運動広場において開催い

たしました。 

また、７月１０日（日曜日）、町内全域において、令和４年度苓北さわやかクリーン

作戦を実施いたしました。 

また、７月１４日、１５日の２日間は、志岐集会所を主会場として、第３９回全国町

村下水道推進大会を開催いたしました。 

なお、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、７月に予定されておりまし
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た、苓北じゃっと祭、長崎ペーロン選手権大会は中止となりました。 

また、８月の各地区における盆行事等も中止になっております。 

次に、今後の町主催行事等についてのお知らせでございます。 

９月１７日（土曜日）から１８日（日曜日）の２日間、熊本県民体育祭、水俣・芦北

大会が、無観客で開催予定となっております。 

９月から１０月に予定しておりました、坂瀬川・志岐・富岡地区の町民体育祭、敬老

会、富岡城お城まつり、志岐氏サミット、関東ふるさと苓北会総会は、中止することが

決定しております。 

また、熱中症予防のため、従来の７月開催から１１月に延期し、実施を予定している

避難訓練及び、例年１１月に予定しております防災訓練につきましては、今後、検討す

ることとしております。 

また、１０月７日（金曜日）から１１日（火曜日）までの５日間、苓北町と天草市天

草町の各窯元において、第３３回天草西海岸秋の窯元めぐりが開催される予定でありま

す。 

また、１１月１２日（土曜日）から１３日（日曜日）に開催予定の苓北町産業文化祭

につきましては、飲食の提供をなくし、規模を縮小した上で実施する予定としておりま

す。 

それぞれの今後の行事につきましては、新型コロナウイルスの感染状況により、行事

開催の判断をしてまいりたいと考えております。 

また、任期満了に伴う町長選挙、町議会議員一般選挙は、令和５年１月１７日ですね、

火曜日に告示、令和５年１月２２日（日曜日）に、投・開票、立候補者説明会は、１２

月１３日、午前９時３０分から、役場大会議室で開催されます。 

以上、行政報告をさせていただきました。 

○議長（錦戸俊春君） これで行政報告を終わります。 

―――――――○――――――― 

日程第５ 一般質問 

○議長（錦戸俊春君） 日程第５、一般質問を通告順に行います。 

通告１番、山本政人君。 

○９番（山本政人君） 皆さん、改めまして、おはようございます。 

心配されました台風１１号、この苓北町におきましては、大した被害もなく、無事に

済んだことを大変喜んでおります。ただ、長時間にわたって吹き荒れた沖縄、そしてま

た通路となった長崎対馬。ここにおいては、大変大きな被害が出ております。お見舞い

を申し上げたいと思います。また、隣の韓国にも上陸をして、お亡くなりになった方も

いらっしゃるという報道がなされております。 
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それでは、只今から、通告に従いまして、一般質問を行いたいと思います。 

田嶋町長は、平成３年、苓北町長にご就任以来、今日まで、国会議員・官僚との太い

パイプをお持ちになり、そのことを、苓北町の渉外活動に生かされ続け、現在、８期目

であります。他自治体に先駆け、町の発展に寄与、数々の成果を上げてこられました。 

公共水域保全のための下水道整備。少子社会は国を滅ぼすの理論のもと、少子化対策

に着手。そしてまた、九州電力火力発電所１号機、２号機の運転開始の見守り。天草の

要害であり、観光の拠点となる富岡城の復元。資源循環型社会の構築。広域合併をせず、

単独での「まちづくり」の選択。そしてまた、都呂々笹尾浄水場更新工事実施の英断

等々。 

その期、その期に尽力をしてこられました。 

また、全国の行政各種関係団体の長も歴任され、辣腕を振るってこられました。 

先程、報告もありましたように、全国町村下水道推進協議会の会長もされておりまし

て、苓北町で、７月に開催がされたところであります。ちょうど、コロナの真っ盛りで

ございまして、なかなか町内全域に周知徹底がなされることも難しい中で、縮小されて

開催されたものと思いますけれども、そのように、全国的にも活動をなされております。 

このことは、苓北町民が高く評価するところであると確信しています。 

令和３年４月１日に、過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法が施行され、

苓北町も新たな同法に基づく、過疎地域として公示されました。 

今後も、田嶋町長の英知を苓北町の行財政運営に生かされるべきとも考えます。 

町長。次の町長選挙、いかがでしょう。 

苓北町民、皆がこの町に住んでよかったと言えるまちづくりのため、令和５年１月に

執行が予定される苓北町長選挙へのお気持ちをお伺いいたします。 

○議長（錦戸俊春君） 町長。 

○町長（田嶋章二君） 只今の山本議員のご質問にお答えさせていただきます。 

大変ありがたいお言葉をいただきまして、感謝を申し上げます。 

結論から申し上げますと、来年１月の町長選には、出馬をしないということで決めて

おります。その理由といたしましては、以前から、私よりも、苓北町民を幸せにできる、

そして苓北町の発展をしっかりと支えることができる人に声をかけておりました。その

方が、７月になりまして出馬を快諾なさいましたので、この方にお任せをした方が、苓

北町民のためにも、非常に前向きな町政になるのではないかという思いでありますので、

それが１つでございます。 

もう１つは、後々、決算の審査があると思いますが、決算もですね、我々が、副町長

をはじめ、役場幹部職員と計らいまして、しっかりとした長期計画を練ってまいりまし

た。その結果、財政もですね、非常にすばらしい状況に進んでおります。よく孫子の代
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まで借金を残していくのかという質問が度々ございましたが、今の状況でいきますと、

後４、５年もいたしますと、その借入金、そして基金残高を見比べまして、全く我々の

時代で解決ができる状況になってきております。そういうひとつの大きな区切りができ

ました。 

そういった意味で、今回の選挙は、新たな方で、この町政を担って、さらなる苓北町

の発展に対応していただきたいと、そういう思いであります。 

以上、山本議員のご質問に答えさせていただきました。 

○議長（錦戸俊春君） 山本政人君。 

○９番（山本政人君） 只今の答弁を聞きまして、非常に残念であります。 

非常に残念ですが、このたびの田嶋町長の今期限りでの勇退という決断を重く受け止

めます。幸いにして、自らの意を汲む、流れを汲む、後継者が見付かったということで

大変喜ばしいことでございます。 

今後、新たに取り組むこととされている事業、とりわけ、天草広域で取り組むことと

なる、天草広域連合新ごみ処理施設の建設費、建設事業、このことについても、まだま

だ大きな問題が残されております。これは、令和９年４月稼働を目指すわけであります

けれども、このときの均等割、予算全体の１００分の２０が、負担割合がどうかという

ことでありましたが、このことについては、それぞれ、天草市、上天草市、苓北町、そ

れぞれが３分の１ずつの負担というふうになっておりましたけれども、これじゃいかん

じゃないかということで、検討がなされ、そして、天草市が１５分の１０、上天草市が

１５分の４そして、苓北町は１５分の１に留まった、変更されることになった。 

この変更されることになったということは、天草島民にとって何が平等かという視点

から、田嶋町長が尽力されたもの、その結果、このような負担割合になったものだとい

うふうに私は思っています。 

これから、まだ苓北町としての道半ばの事業、それは、自らの意を汲む、流れを汲む

方を後継者として、指名するということでございました。大変うれしく思うところであ

ります。 

もう一度このことについて、ご意見をいただき、私の一般質問を終わります。 

○議長（錦戸俊春君） 町長。 

○町長（田嶋章二君） 失礼ですが、私が指名するというような、そんなおこがまし

い態度ではありません。あなたが、町民が必要とする方だから、出ていただけないかと。

そういうお願いをしたところでございますので、その辺のところは、ひとつご理解をい

ただきたいと思います。 

また、天草のごみ処理場につきましては、何年かですね、合併以降です、合併問題以

降、相当、苓北町は何だか継子扱いみたいにされてきました。これは、ほかの問題でも
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同じでございます。 

でも、今の上天草、天草市長は、非常にその辺は前向きな態度でありまして、議会を、

それぞれの議会を説得していただいて、今、ご質問にあったとおりの、それぞれの規模

に応じた、分担割合になったわけでございます。 

あとは、入札等々で、もっと、価格が抑えられればですね、また、苓北町の負担も減

ってくるというようなことでございますので、それを期待をしているところでございま

す。 

以上です。 

○議長（錦戸俊春君） これで、山本政人君の一般質問を終わります。 

次に、通告２番、廣田幸英君。 

○３番（廣田幸英君）  おはようございます。通告２番、３番議員、廣田でございま

す。苓北町が管理する港湾、上津深江港に浮体式係船岸等の設置を検討いただきたいと

いうことで、質問をさせていただきます。 

ある自治体の公式ホームページに、港湾と漁港の違いは何ですかという問いがあり、

その答えとして、漁港は、漁業従事者の船舶に専用的に利用されますが、港湾は、不特

定多数による平等の利用が原則であり、貨物輸送船や定期旅客船、作業船、漁船あるい

はヨット等、ほとんどの種類の船舶に利用されているとあります。 

苓北町には、苓北町が管理する港湾として、上津深江港と都呂々港がありますが、そ

の上津深江港では、漁船が係留され、漁業活動も行われています。 

現在、有志で作成された、係留用のいかだの設置がなされておりますが、やはり、干

満の差が激しいこの海域においては、浮体式係船岸（ポンツーン）等の設置が必要では

ないでしょうか。 

上津深江港に係留する漁船を所有する家族については、４０歳代の漁業後継者の存在

もあり、また、嗜好・良好の漁場（上津深江の一文字堤付近、また、上津深江沖）に近

いという利点もあります。 

苓北町が管理する港湾、上津深江港にも、ぜひ、漁業振興、労務軽減の観点から、浮

体式係船岸（ポンツーン）等の設置を検討いただければと考えます。 

以上、１点、お願いをいたします。 

○議長（錦戸俊春君） 町長。 

○町長（田嶋章二君） 只今の廣田議員のご質問に答えさせていただきます。 

現在の上津深江港の浮体式係船岸は、平成１８年度に地元漁業者、漁協関係者と協議

を行い、幅２.５メートルから３.１メートル、長さ９メートルの浮体式係船岸９基分の

原材料費７４７万６,０００円及び、重機借り上げ等の経費を町が負担し、施設利用さ

れる関係者の方々が、整備主体として、組み立て作業を行う方法により、平成１９年に



 

－ 11 － 

施設整備を行っております。本施設は整備時において、約２０年程度は利用できる材料

により、簡易浮体式係船岸施設として整備しており、現在まで１５年間、地元関係者で、

補修を重ねられながら、ご利用をいただいております。 

今後におきましては、施設の利用想定期限を間もなく迎えることや、議員ご指摘の労

務軽減、漁業振興の観点も踏まえ、まずは、日頃から利用されている関係者の皆様方か

らのご意見をしっかりとお伺いしました上で、問題解決に向けて検討を重ねてまいりま

す。その中で、浮体式が出てくるのか、どうかですね、地元の方たちのご意見を尊重し

ながら、高齢者対策という観点もございますので、しっかりと、前向きな頑張りをして

まいりたいと考えているところでございます。 

以上で、廣田議員のご質問に答えさせていただきました。 

○議長（錦戸俊春君） 廣田幸英君。 

○３番（廣田幸英君） 只今、平成１８年度に、町がお金を出して作った施設である

ということでございました。 

１５年から２０年は大丈夫だということでございますけれども、地元の皆さんにお聞

きしますと、３年、４年経ちますと、やはり、孟宗竹等の、やっぱり寿命がきまして、

危険であるということで、みんな共同作業で、もちろん資金も、自分たちで負担をして

いるということで、自分たちの作業でやっているということでございました。 

今、苓北町の漁港の中で、これは土木管理課と違いますけれども、農林水産課の課長

にちょっとお伺いしますけれども、ポンツーンが、都呂々から坂瀬川まで、漁港につい

ております。そうしたところで、ポンツーンが台風、また、事故等で破損した場合、利

用者が負担して修理をするものか、それとも、公費で修理が済むものか、ちょっとお聞

かせください。 

○議長（錦戸俊春君） 農林水産課長。 

○農林水産課長（松井徹也君） ちょっとですね、今、明確なお答えの準備ができて

ないんですけども、おそらく、負担金ですね、利用者の方の負担金というのが出てくる

のか、出てこないのか、そこらあたりで、どういった事業で修繕が行われるのかをちょ

っと調べまして、改めてお答えさせていただければと思います。 

○議長（錦戸俊春君） 町長。 

○町長（田嶋章二君） これを、公の経費でつくった場合にですね、これは災害です

から、当然、全部災害としてですね、県・国と相談しながら、町の負担でやるべきだと

考えております。 

○議長（錦戸俊春君） 廣田幸英君。 

○３番（廣田幸英君） 只今、町長から、公費で設置した場合においては、災害等に

遭った場合は、公費で修理はするんだというお答えがございました。１５年、２０年と
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いうのは桟橋のことではないかなと思うんですけど。橋ですね。橋は、まだ大丈夫みた

いなんですけど、船を繋ぐいかだ、あのいかだをどうしてもつくり替えなければいけな

いということをお聞きします。 

そういった意味で、波が来たら、やはり危ないということで３、４年経ったら、みん

なで出て作り直すんだと、個人負担で作りますということでした。その点についてちょ

っと、土木管理課長、一言。 

○議長（錦戸俊春君） 町長。 

○町長（田嶋章二君） この上津深江の件におきましてはですね、地元の関係者の

方々の厚意もあって、自分たちが使うところは自分たちの力も出してやっていこうとい

う、そういうお気持ちであったと、非常にありがたいお考えであったと思っております。 

そういった意味でですね、今後、その方たちも高齢化してきておられます。ですから、

やはり、これは町で作って、災害等あった場合にはですね、町で災害復旧していくとい

うようなことも考えた中で、検討しなければならないと私は考えております。 

ただし、先程も答弁いたしましたように、地元の関係者の方々のご意見も拝聴しなが

ら、今後、どういう形でやっていくのか、対応を考えてまいりたいと思っております。 

○議長（錦戸俊春君） 土木管理課長。 

○土木管理課長（田尻 悟君） 先程の廣田議員のご質問ですけれども、上津深江の

方は、本当に共同で、その施設を管理していこうというお気持ちの中で、３から４年毎

に、竹等でですね、補修しながら、みんなで使っていくんだよという愛着の中で、大切

に上津深江港を使っていただいている現状でございます。 

町長の答弁、申し上げましたとおり、そういう方針の中でですね、しっかりと上津深

江港を利用される皆さんと話した中で、この問題解決にですね、努めてまいりたいと思

っております。 

以上でございます。 

○議長（錦戸俊春君） 廣田幸英君。 

○３番（廣田幸英君） ちょっと歯切れが悪いような気がいたしますけれども、それ

は確かに、先程、町長がおっしゃられたように、設置をしたときには、まだあそこの地

区の人たちも若かった。まだまだ２０年、３０年は、バリバリやりますよという年だっ

たかもしれません。 

しかし、今、やはり６０代が若手というような時代です。高齢化がどんどん進んでお

ります。そうした中で、年金暮らしの人たちもかなりおられるわけですね。その人たち

が沖に行くのに、もし万が一、そこで事故があった場合とか何とかっちゅうのは、どこ

の責任であるかということを考えますと、ちょっと頭をかしげるところが出てきますの

で、もう町長が、地元の人たちと話し合いをまた持って、ちゃんとやっていきたいとい
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う答弁でございましたので、それを楽しみに、また、１２月に頑張りたいと思います。 

これで、私の一般質問を終わります。 

○議長（錦戸俊春君） これで、廣田幸英君の一般質問を終わります。 

次に、通告３番、浜口雅英君。 

○７番（浜口雅英君） おはようございます。通告３番、７番議員、浜口雅英です。

質問の相手は、苓北町長。質問形式は一問一答です。 

まず、質問事項１、安心して住めるれいほく。 

質問要旨（１）高齢化社会への対応。 

２０２２年版高齢社会白書によれば、６５歳以上の日本の人口は３,６２１万人で、

総人口に占める割合、いわゆる高齢化率は２８.９％になったと、内閣府から令和４年

６月に公表されています。 

これらの高齢者問題は、昭和２２年から２４年に生まれた俗にいう団塊の世代が７５

歳以上の後期高齢者入りするため、社会が負担する社会保障費等の額が大きくなってい

くことが見えます。 

少子高齢化の原因は多岐にわたり、一概にこれという原因は掴みにくいとされていま

すが、価値観の多様化による未婚率の上昇、晩婚化、晩産化などが考えられると言われ

ています。 

さらに、世代間の扶養関係を見てみれば、高齢者一人に対して生産年齢人口、何人で

支えているかというと、１９６０年、昭和３５年１１.２人が、少子高齢化の影響によ

り、昭和５５年、７．４人、２０１４年、平成２６年には２．４人とこの５０年間で大

きく減少しています。苓北町の２０１５年、平成２７年の国勢調査の高齢者数２,９１

３人に対して、生産年齢者数は３,９３２人が示されています。 

このようにとどまることを知らない高齢化社会により厳しい財政運営が予測される中

で、先の第３回定例会の一般質問で、田嶋議員から、「健康寿命を延ばす取り組みにつ

いて」として、あん摩、はり、きゅう等施術料助成事業の内容拡充の検討をお願いした

いという一般質問がなされ、これに対して町長は、他自治体の状況を参考にしながら、

サービス内容拡充につき検討してまいると回答されております。 

いつ頃、どのような内容の助成に関する条例を考えておられるのかお尋ねします。 

また本町の施術料金助成に関する条例では、第１条、目的に、老人の健康の保持と謳

ってあり、第２条では、満６５歳以上の者が助成対象者ということになっています。６

５歳以上の高齢者の皆さんはもちろんですが、デスクワークあるいは、先天的に腰痛を

抱えておられる６５歳に達しておられない町民の皆さんも、本条例の対象とする運用を

検討されてはいかがでしょうか。 

他自治体に先駆け、年齢制限と老人という言葉を抹消し、すべての町民を対象にした
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福祉の向上を図り、この高齢者施策条例の見直しにより、名実ともに、福祉の町れいほ

くを目論み、移住者の増による人口増のまちづくりを目指すべきです。 

質問要旨（２）新型コロナ感染症の現状。 

令和４年８月２２日の新聞報道によれば、世界の新型コロナウイルス感染者数は、米

国の９,２６３万人を筆頭に、全体では５億９,５６７万人を超え、死者数は６４５万人

とされています。 

国内では、東京が２７４万９,５１３人で、総計１，７２０万５，８６３人のうち、

死者数３万７,０７６人とのことのようです。 

熊本県内では、２１日、３，６２７人の感染者が確認され、累計では２６万３,６４

３人、死亡者は４８２人との報道があっております。 

さらに町内では、令和２年１０月以降、令和４年８月２２日までの期間で４４８人の

町民の方が感染されております。特筆すべきは、令和４年の８月の感染者数です。実に、

８月２２日までの期間で、２３０人が感染されています。この数値は、令和２年１０月

から令和４年８月までの総数の５１％の数値になります。単に数値という言葉が適切か

わかりませんが、この異常値の原因は何でしょうか。 

私は、先の本年第３回定例会でも、コロナ感染症の現状と題して一般質問をいたしま

した。このとき、町長の答弁によれば、対策本部会議を１００回以上開催し、危機感を

持って、感染拡大防止等の対策、対応の協議を行い、感染者が出たときには、経路等し

っかり掴んで、これへの対策を考えておられるということのようです。この８月の２３

０人という数値の原因は、どのような事案と考えられたのでしょうか。 

このコロナ感染症に対しての防止策は、全世界で検証されているようですが、これと

いった感染症撲滅策は見当たらないようです。 

さらに日本の政府は、今まで実施してきた全数把握の手段を各自治体で判断するよう

見直しを決めました。都道府県レベルの知事の中には、現行の取り組みを続けると発言

された知事もおられるようです。このことの詳細は理解仕切れておりませんが、もし、

保健所等の事務量が増え、これに対応するための処置ということであれば、もちろん、

本コロナに関しては、医学的な見地から、国や県の専門部署での取り扱いが主流になら

ざるを得ないということは理解しますが、通常の事務等の範囲で、保健所管内自治体の

職員をこれらの機関に派遣し、事務処理に当たることも可能と考えます。 

本町では、この全数把握への取り組み、保健所等への職員派遣についてどのような取

り組みを考えておられるのでしょうか。 

質問事項２、いきいきと暮らせるれいほく。 

質問要旨（１）ライフラインの整備。 

ライフラインとはエネルギー、水供給、交通、情報等の日常生活に必要なインフラ設
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備を表すと思います。日常生活の維持のためには、ごみ処理場や交通、上下水道、電話、

インターネット、テレビ、ラジオ等が挙げられ、近年、スマートフォンの普及等により、

快適な通信環境を提供するための通信網は欠かせないとされています。 

このような中で、道路はすべての住民が必ず利用しなければならないものでしょう。

本町における道路の現況は、国道が３２４号と３８９号の２本、県道が主要地方道本渡

苓北線９,４２４メートル。ほか一般県道５本でこれらの実延長は３万１,６７２メート

ル、改良済みが１万２,０００メートル、未改良が１万８,０００メートル。町道が３８

７本、２６万３,４７６メートル、舗装率は９２.４％になっていますが、舗装面の凹凸

やクラック、路肩の流出がかなりの箇所を占めているのではないでしょうか。この人体

に例えれば、血管の役割を果たしている道路は、人や車の適切な流れを保持するために、

日常的な維持管理が求められるのではないでしょうか。 

これまでも、この道路の維持管理について、度々、提言してきましたが、目に見えた

状況にはありません。この維持管理の手段として、道路パトロールを実施しているとの

ことでしたが、このパトロールの方法はどのようなものでしょうか。そして、この結果

をどのような形で生かしておられるのか、お尋ねします。 

また、路面の維持管理と合わせて、道路に差し掛かった枝葉がトンネルになっている

樹木が目立ちます。そしてこの樹木は、路面に落ち葉や枝を落下させるだけでなく、本

質問の冒頭に申し上げましたが、通信や電力の線を巻き込み、断線等による障害を起こ

す可能性が大きいと考えます。これも、道路パトロール時に観察しておく必要があるの

ではないでしょうか。町は、これらの支障木を所有者により処理すべきという考えのよ

うです。このことは、度々、町の広報紙で土地所有者へ呼びかけておられます。 

そこで、この支障木の処理場所の件ですが、現在、年柄地区に用意してある箇所イゲ

林だけでしょうか。ここは、途中の道路の管理も悪く、距離もかなりあります。もっと

集落に近いところに仮置場所でも構わないので、これの処置場所を用意すべきではない

でしょうか。このことによって、いくらか支障木の処理が進むのではないでしょうか。

しかも、このイゲ林には、崩落防止のための手段は何もされていないようです。近年、

線状降水帯という激しい雨が降ります。事故が起こる前に何らかの対応をすべきです。 

さらに、快適な通信環境の提供に当たっては、先頃、ＫＤＤＩに通信障害が発生しま

した。大規模な通信障害は、他の携帯会社でも起きているとのことのようです。これに

伴って利用者側も、万一に備え、公衆電話や各戸等の固定電話の活用も考えておかなけ

ればならないとの報道もなされています。このためには、既設の通信線の適正管理が求

められます。しかし、現状は先程、触れましたが、樹木の枝葉の中に埋もれてしまって

います。これへの対応は、通信線の所有者なのか、道路の管理者なのか、責任の所在を

明確にして、この現状を打破するために、国県道は熊本県が、そして町道関係は、苓北
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町が責任を持って、確実に対応すべきと考えますが、いかがでしょう。 

質問事項３、ふるさとと呼べるれいほく。 

質問要旨（１）公有施設等の利活用。 

令和４年６月開会の第３回定例会で、白木尾旧郷土資料館を貸し出すためのサテライ

トオフィスに改修する設計委託料の補正予算が可決されました。この建物は、これまで

も議会の中で幾度となく、再利用の要望が提案されていました。今回の取り組みは望ま

しいことと考えます。 

ところで、町は町内に、現在使用していない施設や土地を複数所有しておられます。

例えば、坂瀬川花園台地の旧坂瀬川公民館と広場。旧坂瀬川中学校の校舎の二階部分。

旧都呂々中学校校舎も別棟の特別室は、地元有志によって有効利用されているようです

が、校舎本体はどうなのでしょうか。 

また、富岡温泉跡地の高台は眼下に、富岡海水浴場、町の一次産業の中核を支える富

岡漁港、県内唯一の水産関係の授業を受けることができる拓心高校、さらには、県内の

電気エネルギーの７０％を供給することができる九州電力火力発電所が続き、そして、

日本伝統工芸品の磁器の原料である陶石の産地を望み、目を西から南に向けると東シナ

海が広がっています。この富岡半島は、国立公園に指定されており、いくつかの規制が

かけられていることとは思いますが、この絶景を望める大地を町の活性化につなげるこ

とはできないのでしょうか。 

さらに、この度、昭和４５年に起工式が行われ、その後、町の主要産業として町づく

り、地域づくりにご貢献いただいた株式会社キューアサが事業を閉鎖されました。この

工場跡地の広大な用地は、今後どのような活用が予定されているのでしょうか。 

明神山津波避難所の周辺にも、広大な広場があります。売却用宅地を造成されました

が、そのままのようです。民間の会社も移転され、広い跡地も残っています。用地所有

者が複数おられることとは思いますが、町が旗振りをし、官民の協議の中からでも、妙

案をつくり、町の活性化のための施策はないのかと考えますが、いかがでしょうか。 

私は児童公園等の取り組みは、子どもさんをお持ちの保護者等の皆さんの声に応えて

いるのではないかと思います。 

以上です。 

○議長（錦戸俊春君） 町長。 

○町長（田嶋章二君） 只今の浜口議員のご質問に答えさせていただきます。 

まず、高齢化社会への対応についてでありますが、苓北町老人あん摩、はり、きゅう

等施術料金助成に関する条例の改正につきましては、今議会であります令和４年第６回

定例会に一部を改正する条例案を提出しております。 

改正する条例案の内容でありますが、助成金を１回６００円から８００円と、２００
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円を増額し、利用回数を１２回から１６回へと、４回分を追加するものでございます。 

議員ご指摘の対象年齢の年齢制限につきましては、苓北町の内外の利用状況等を見な

がら、今後の対応を検討させていただきたいと思っておりますが、確かに、若くてもで

すね、はりの治療が必要な方たちはたくさんいらっしゃいます。私も６０年前に大けが

をした後、はりの治療をずっと、これ自費ではありますが、続けております。最近はで

すね、筋肉が弱くなったせいか、昔ほどの傷みは少なくなってまいりましたが、やはり

若い方でも、それだけ厳しい状況にある方は、必要な方もいらっしゃるかと思っており

ます。中にはですね、保険適用ができるところもございます。 

そういった意味では、こういう方々にどういう対応をしていくかというのは、検討す

べきことであるかと考えておりますので、いろんな条件をつけるとか、そういうことも

踏まえながらですね、対応を検討させていただきたいと考えております。 

次に、苓北町内での新型コロナウイルス感染者の発生状況でありますが、令和２年１

０月に最初の感染者が確認され、その後、令和４年４月まで４７人の感染者の確認があ

りましたが、５月から感染者が急増し、４カ月間で４７４人の感染者が確認され、令和

４年９月６日の昨日まで公表されている天草保健所管内における町内の感染者は、これ

まで累計で５５０人となっております。 

新型コロナウイルス感染症に関しましては、これまで、防災行政無線や広報誌等を通

じ、都度、都度の状況を見ながら、感染予防対策の周知を図ってまいりましたが、今年

度に入り、令和４年５月から７月には、学校や保育園で感染者が確認され、感染者の自

宅療養中に、家庭内での感染が拡大してまいりました。８月に入りますと、家庭内感染

のほかに、夏休みやお盆での帰省客等による人の移動によりまして、さらに感染が拡大

し、感染経路が不明な感染者の増加や、病院等に入院されている高齢者の感染拡大もご

ざいまして、これらが増加の原因であると考えております。 

この問題点はですね、７月ぐらいまでは、保育園児や学童児の感染によって自宅待機

をさせると、自宅待機をさせることで、自宅に一緒におられる方、全てがかかってしま

われるというような状況もございまして、急拡大をしたわけでございます。 

そのときにですね、我々は、熊本県知事そして保健所長、広域本部長に対しまして、

できるだけ感染者が出た場合は、感染者とご家庭の事情によって、どなたか大人の方お

一人、病院かホテルに隔離できないものかどうか。それのお願いをしたところでござい

ます。保健所の方のおっしゃることはですね、それもお勧めをしております。お勧めを

しておりますが、ほとんどの方々が、自宅療養をさしてくれとおっしゃるということで

す。 

そういうことの中で感染者が増えたと。一番怖いのは、８月になってからですね、経

路不明の感染者が増えているということでございまして、その辺のところが、今、保健
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所に聞きましても、どこの誰が罹ったかとか、そして、その経路について教えてくれま

せん。多分、保健所の方も手が回らなくてですね、わからないんじゃないかと思ってお

りますが、非常にその点について不安を感じております。 

新型コロナウイルスの流行で、業務がひっ迫する医療機関や保健所の負担軽減のため、

感染者の情報を特定する全数把握につきましては、国におきまして見直しが行われまし

て、今月９月２６日から、全国一律で実施する方向で協議なされているようであります

が、熊本県におかれましては、これまでどおりの全数把握で対応していくことの方針の

ようでございますので、苓北町といたしましても、引き続き、感染予防対策を行ってま

いります。人手が足りないということでございますが、確かに、その関係もあって、保

健所でも、感染者の方の中身、経路等のですね、把握ができていない状況であるようで

ございます。 

また、熊本県におかれましては、「ＢＡ．５対策強化宣言」にあります、県民一丸と

なった対策の基本的な感染予防対策の再徹底の呼びかけかけを行うとともに、広報れい

ほく及び防災行政無線等を通じまして、感染の予防活動等につきまして、町民の皆様方

へ周知を図ってまいりたいと考えております。 

ご質問にあったようにですね、これはもう基本的なことをやっていくしかないという、

ほかにしっかりした、決め手がないというのが、もう残念なことではございますが、非

常に、今後の不安を感じるところでございます。そのために職員の派遣についてであり

ますが、これは、医療関係者は感染者が出たら、お一人ずつ詳細な報告をしなければな

らないということで、これに仕事が終わられてから夜中じゅうかかってやっておられる

医療関係者が多いと。このことについての人手不足ということが中心であるとお聞きし

ております。 

そういった意味では、ある程度、専門的な要素も必要ではないかと考えております。

そのために、職員の派遣につきましては、何も知らないで行って、充分な対応ができる

のかどうかということと、苓北町も、やはりコロナ対策を行っております。そういった

面でですね、苓北町も限られた人数での対応を行っておりますので、なかなか職員派遣

というのは、いろんな面でのことを考えますと、難しい点があると考えているところで

あります。 

次に、ライフラインの整備についてのご質問でありました。 

道路パトロールの方法は、土木管理課職員または、会計年度任用職員が、各町道を公

用車により走行し、路面状況や路肩状況などを目視で確認しながら、パトロールを実施

しております。 

パトロールの結果、路面の堆積物や路側雑草、側溝の閉塞物の除却等が必要な場合に

おきましては、会計年度任用職員による作業班で除去等を実施し、ポットホールなどの
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補修につきましては、発見した職員により、舗装合材による補修等を直ちに実施してお

ります。 

年柄イゲ林以外のもっと集落に近いところに仮置場所でも構わないので、草木の処置

場所を用意すべきではないかというご提案につきましては、適地の選定や周辺環境への

配慮など、様々な課題がございますので、現在のところ、大変難しいものがあると考え

ておりますが、周辺地域の方々のご理解があって、適地があるということであればです

ね、その地域とよく話し合いをしながら、今後の対応を考えてまいりたいと思っており

ます。 

また、イゲ林の崩壊防止対策につきましては、令和５年度において、専門家による現

地踏査等による調査を進めていきたいと考えておりまして、ご指摘のように、今のまま

では、これは後々大変なことになるのではないかという思いでありますので、その件に

ついては、なるべく早く調査を終えて、今後、どういう対応をしていくのかという、具

体的に決めてまいりたいと考えております。 

次に、道路上の通信線の管理につきましては、通信事業者等の占有物であり、道路パ

トロールにおいて、支障があると確認した際に、随時、占用者に連絡し、除去をお願い

をしているところでおりますので、今後とも、しっかりした対応をしてまいりたいと考

えております。 

次に、公有施設等の利活用についてのご質問でありました。 

１点目の旧坂瀬川公民館と広場についてでありますが、このうち、旧坂瀬川公民館は、

株式会社キューアサが、本年１２月３１日まで解体に伴う現場事務所として借用されて

おられます。なお、令和５年につきましても、引き続き、借用を検討中であると聞いて

おりますので、そういう申し出があったら、こちらも前向きに対応してまいりたいと思

っております。また、広場につきましては、数年前までは、グランドゴルフやゲートボ

ールなど、高齢者の方々が利用されておりましたが、現在は地元保育園の散歩コース等

に利用されている状況であります。 

２点目の旧坂瀬川中学校校舎の二階部分につきましては、今後、旧郷土資料館に展示

されている展示物の展示スペースとしての利活用を検討していきたいと考えております。 

また、この展示物の資料でありますが、旧郷土資料館に山積みにされております。整

理をされて、積んでありますが、本当に必要なのかどうか。もう一度、関係の方々に点

検をしていただきたいということを指示いたしております。私が何回か見た中では、こ

れは預かってあるばかりで、本当に苓北町が展示をしていいものかどうか、疑問に思う

のも相当ありました。ですから、文化保存の関係で、本当に必要かどうかの結論も早く

出して、片付けるものを片付けるということでやっていただきたいと考えているところ

でございます。 
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３点目の旧都呂々中学校校舎本体につきましては、来年１月から、風力発電事業者の

サテライトオフィスとして活用していく計画となっております。 

４点目の旧富岡温泉ホテル跡地につきましては、令和３年度に熊本市内のホテル関連

事業者と売買について数度交渉を行いましたが、契約には至りませんでした。ご指摘が

あったように、非常に風光明媚で、すばらしい場所ではあると考えておりますが、なか

なか買い手がつきません。そういった意味においては、ホテルと限らず、介護施設、福

祉施設等の、要するに利用を狭く限定しない中での売買というのも、考えていいのでは

ないかと考えているところでございます。 

５点目の株式会社キューアサの工場跡地につきましては、親会社の株式会社旭化成に

おいて、太陽光発電設備設置を検討されていると聞いておりますが、あくまでも検討段

階で、詳細は未定とのことでございます。 

６点目の明神山津波避難場周辺（旧苓北町ふれあい館跡地、旧テニスコート跡地）に

つきましては、令和３年度に旧テニスコート跡地、旧苓北町ふれあい館跡地の一般競争

入札を行いましたが、入札者はございませんでした。令和４年度におきましても、まず、

事業用地としての利活用を想定し、現在、二筆に分けて募集を行っておりますが、購入

者がおられない場合は、個人向け用地として、購入をされやすいように分筆し、販売す

る計画をいたしております。 

以上、浜口議員のご質問に答えさせていただきました。 

○議長（錦戸俊春君） 浜口雅英君。 

○７番（浜口雅英君） この会議の中でですね、今定例会の中で、補正予算が計画さ

れているようですが、条例化が優先されているようですが、天草市と上天草市と苓北町

で格差がありますけども、これは、いつ頃から、これだけの格差があっているんでしょ

うか。 

○議長（錦戸俊春君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（本田 保君） このような差になった時期については申し訳ござい

ません。わかりません。 

○議長（錦戸俊春君） 浜口雅英君。 

○７番（浜口雅英君） やっぱそれはおかしいでしょ。ですね。あなたが町の高齢化

対策の一番柱ですよ。一番礎ですよ。苓北町の中でですね。でしょ。そういう立場にお

られる部署が、よその自治体との比較はできないと、わからないんだと。 

先程の町長の答弁の中では、年齢制限をかけないということについては、他の自治体

を検証してみるという話がされました。どういうことなんですか。ですね。 

やはりそこら辺は充分にそういう質問が議会であったから慌てて調べるんだというこ

とでなくて、普段の業務の中で、高齢化対策を進めていくという、言うならば過疎地域
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の小さな町村には一番大事なことじゃないですか。 

自治体次第では、高齢化率が５０％、６０％になっている自治体もあるんですよ。そ

ういうことも調べておられますか。そういうことを調べながら、苓北町をどうしていく

んだ。そのためには、よそでそういう取り組みをされているならばそれを見習ってみよ

う。ただ、財源的に間に合わないという部分があれば、それはそれでまた別途検討する

と。しかし、その基礎資料だけは掴んでおくべきですと思いますが、その点は、回答は

できんとやろけんな。それでは、今後の心構えでも聞かせてください。 

○議長（錦戸俊春君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（本田 保君） 大変申し訳ございません。今後、他市町の数字とか

動向等の調査を重点にさせていただきたいと考えております。以上です。 

［「･･･して、したっじゃかっか」と呼ぶ者あり］ 

○議長（錦戸俊春君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（本田 保君） 当時、令和３年３月１１日現在のときから、既に、

天草市と上天草市の状況を把握しておりまして、天草市が国民健康保険の加入者で、一

世帯４０枚で、一回当たり８００円の助成。上天草市は国民健康保険の加入者で、一世

帯２４枚交付で、一回当たり７００円の助成。天草市の後期高齢者につきましては、８

００円を、一人２０枚交付しております。上天草市では、一人当たり１２枚、７００円

の助成を行っている。そういう状況は、令和３年の３月１１日に調査をしております。 

以上です。 

○議長（錦戸俊春君） 浜口雅英君。 

○７番（浜口雅英君） 私が質問するよりも、副町長が質問したほうが、明確な答え

が出てくるようですけども、冗談はさておいて、苓北町がですね、高齢化社会への対応

は、一番優れている施策を進めているというような形になるように、全部で協力しても

らいたいと思います。 

それから、新型コロナについてですが、コロナ感染によってですね、生活苦になって

困っているから、何かそれへの対応はできないのかというそういう要望はあっておりま

せんか。 

○議長（錦戸俊春君） 健康増進室長。 

○健康増進室長（田尻康彦君） コロナに係ります生活困窮に関する相談等につきま

しては、これまで健康増進室の方にはあっておりません。 

○議長（錦戸俊春君） 浜口雅英君。 

○７番（浜口雅英君） 今までの資料の中でですね、何か企業とかなんとか、飲食店

とか、そういった方々からの声をですね、やっぱよく聞くわけですよ。どがんかならん

とや。客人はひとりも来んとやっとんという話がありますけども、概数で構いませんの
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でそういう状況はあるのか、あるとすれば総額で当然、国のコロナ関係の交付金あたり

を使っておられるというふうに思いますけども、どのくらいになっているのか教えてく

ださい。 

○議長（錦戸俊春君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（錦戸雅志君） 飲食店等につきまして、私のほうから、把握してい

る状況だけご報告させていただきたいと思います。 

令和３年度実績で言いますと、内容的にはですね、飲食店等の感染防止対策ですね、

あと、中小企業、企業者の支援ということで、４分の３の補助の上限６０万円の部分の

補助金、並びに、中小企業の方のですね、借り入れ等の利子補給の特別措置、熊本県の

方で営業時間の短縮の要請等がございまして、それに係る支援の方を行っております。

そのうち、トータルで、飲食店等の件数だけですけれども、４６件ということで、詳細

まだありますけれども一応そういったところでございます。 

○議長（錦戸俊春君） 浜口雅英君。 

○７番（浜口雅英君） 生活苦の状況の方は話がないということですけども、これ相

談の窓口、もし、あるとすれば町で相談を受けるんですかね。それとも、保健所とか県

とかになってくるんでしょうか。 

○議長（錦戸俊春君） 健康増進室長。 

○健康増進室長（田尻康彦君） 新型コロナウイルス感染症に関する相談につきまし

ては、町の方では、福祉保健課、健康増進室の方で、相談を受ける窓口ということでし

ております。 

それと、町に対して相談がありましたら、関係機関の方にですね、相談事を情報共有

させていただいた中で、対応をしていきたいというふうに考えております。 

○議長（錦戸俊春君） 浜口雅英君。 

○７番（浜口雅英君） 相談がないということはですね、良いことなのかもしれませ

んけども、なかなか相談しにくい案件だろうというふうに思うわけですよ。ですから、

そこら辺のところも、町民の皆さんには情報発信をされて、「いつでもいいですよ」、

「特別室でお伺いしますよ」とかそういう話をして、相談しやすいような雰囲気をやっ

ぱり行政がつくるべきではないかというふうに思います。よろしくお願いします。 

それから感染されると、一週間とか１０日間待機しなければならないとかそういう話

がありますけども、そのコロナ感染症の症状っちゅうのは具体的にどういうことがあっ

て、それで苓北町で死者数は今のところ、亡くなられた方がおられないようなことです

けども、新聞とかテレビとか見るとですね、感染者数は何人ですよとか何とかっていう

話だけですよね。もうちょっと具体的に、感染されるとどうなるのか。例えば、３日以

内に血清を打たないと４日目には命を失うよとか、そういうことがあるのか、ないのか。
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そこら辺をちょっとわかっている範囲で構いませんので、あれば教えてください。 

○議長（錦戸俊春君） 健康増進室長。 

○健康増進室長（田尻康彦君） 町におきましては、町内のどなたが感染されたかわ

かりませんので、私の方ではですね、町職員が感染したというところで、症状はどうだ

ったのかというところを確認させていただいた中ではですね、喉の痛みがあったとか、

あと、熱が出たとかというところの情報は掴んでおりますけど、それ以外の情報、症状

というのはちょっとわかりません。申し訳ございません。 

○議長（錦戸俊春君） 浜口雅英君。 

○７番（浜口雅英君） 今のようなですね、室長からお話がありましたようなことは、

私も、新聞とかテレビで聞くわけですけども、もうちょっと詳しくないのかどうかです

ね。ないとすれば、それは構わんとですが、ただ、問題は感染者数が増えましたよとか

だけでしょう。それで判断していく。そういうことで、果たしてこの地球上からこのコ

ロナ感染症をですね、ゼロに、撲滅させることができるのかどうかって思うわけですよ。

感染されたならば、必ず、それに予防接種の注射もありますけども、感染された方への

注射、もちろん、何か薬がなからんと。注射しても一緒でしょうけども。そういうもの

の進み具合はどうなっているのか、もし、情報を掴んでおられれば教えてください。 

○議長（錦戸俊春君） 健康増進室長。 

○健康増進室長（田尻康彦君） 町といたしましてはですね、基本的な感染予防対策、

日常的にできること、まず、マスク着用とか、手指消毒とか、そういった呼びかけにお

いてですね、皆様方が感染しないような呼びかけを実施していきたいというところで、

町の方のですね、安全対策の方には努めてまいりたいというふうに考えております。 

○議長（錦戸俊春君） 浜口雅英君。 

○７番（浜口雅英君） これに対するですね、具体的な症状、並びにそのことに対す

る対応というのが掴めてないということならばですね、やっぱ、いろんな会議なんかな

んかでも、問題提起されて、その解決策を、小池都知事さんがテレビでもきらびやかな

イヤリングなどして、東京都は減っていますよとか何とかて言わすばってんか、感染者

数が減ったから、なくなるということではないと。ゼロになれば、話は別ですけどね。

ゼロにはならんわけですよね。何万人もやっぱおられるわけですので。やっぱ、そうい

う問題について、今後いろんな会議があろうかと思いますので、できますれば、問い合

わせをして、その結果が分かれば、また町民に対してＰＲをしてほしいと思います。 

それから、ライフラインの件についてですが、道路パトロールをしておられるという

ことです。今の町長の答弁の中では、舗装を、すぐ修理するんだと、職員で修理するん

だということでしたので、具体的にどういう状況なのか。私が想像する範囲の中ではで

すね、例えば、１メータ－四方とか、あるいは、言うならば、袋詰めのアスファルトを
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持っていって、スコップで叩いて補修するという、その程度だろうというふうに思いま

す。 

私が今回質問しているのはですね、もうちょっと本格的に、実際、現場に行かれると

わかると思いますけど、道路パトロールの手段とも思いますけども、山間部に入ると路

肩が、舗装は大体してあります。舗装の下のいわゆる上層路盤、下層路盤ですね、ある

いは地山がもうくい込んでいます。舗装の下までくい込んでいる。その原因は何なのか

というと、これも推測ですが、現場の状況を見た限りでは、イノシシがまず何か餌を探

したんだろうと、そこに今度は雨が降ったんだ、その水処理が、道路側溝が不適切、葉

っぱ、落ち葉でですね、詰まってしまっている。そういう状況があって、側溝に水が流

れないで、路面に流れてくる。そしてその路面は、路側側に流れていく、それでその水

が今度はイノシシが耕した道路の敷地の中に、水がくい込んで、その路盤がずーっと下

に下がってしまうと、流れてしまうという状況があると思います。 

それでその後には、舗装がずーっと路肩部分は何メートル、何十メートルも渡ってで

すね、下がっている状況があるわけですね。やっぱそういう形で、道路パトロールは、

もちろん、そこに５０センチとか１メーター真四角ぐらいの凹凸は、自前で処理しても

らっても構わんと思いますけども、自前ではどうしてもできないだろうという、箇所も

あるわけですので、そういう部分について振興計画などでですね、長期的な取り組みを

せざるを得ない部分があろうかと思いますので、そういう取り組みをしてほしいと思い

ますが、いかがでしょうか。 

それから、道路パトロールのあり方もですね、やはり日程を、スケジュールを決めて、

全部で何本ですかね、５００本あっとですか、６００本ですかね、担当者と会計年度任

用職員と、昔で言う、アルバイトさんとペアをつくって現場を見ると。それは、やっぱ

具体的な日誌としてまとめてみるということをされたらどうかと思いますが、いかがで

すか。 

○議長（錦戸俊春君） 土木管理課長。 

○土木管理課長（田尻 悟君） 先程の浜口議員の２点の質問について、答弁させて

いただきます。 

１点目につきましては、確かに、現状的に、山間部ではイノシシ等が道路を荒らした

り、例えば、もうそのまま、あまり通らないので、木の根がそのまま道路に生えてきて

いるような状況が見受けられております。 

これにおきましては、道路点検というところの中で、調査をしながら改修をしている

ところですけども、今は追いついていないのが現状でございます。それと道路パトロー

ルの方では、日を決めてですね、日誌に保存しながら、今年度始めたところでございま

して、そのように議員ご指摘のとおりですね、そういった日誌に保存して、そこを補修
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していくようなことで、実施をしているところでございます。 

まだまだ改善の余地がございますので、その点につきましては議員のご協力よろしく

お願いいたします。 

以上です。 

○議長（錦戸俊春君） 浜口雅英君。 

○７番（浜口雅英君） それでは町が道路現況台帳を保管しておられますけども、そ

の中から気付いた点をいくつかお尋ねします。全部で７項目ありますけども、良かです

かね、いいですかね。 

まず、１番目にですね、路線番号２０７の貝曲線と２２６の内田中村線、生コンクリ

ート会社ですね。あそこに白木尾内田方面から来た道路があそこで途切れています。そ

れで国道から上がった道は、生コンをすり抜けるような形でまた国道に戻っています。

しかし、現実は生コンの敷地内を、敷地内という言い方おかしいわけですが、を通って

通行している状況がありますが、これはどういう形での対応を考えておられるのか。取

り扱いですね。 

１７４の京の坪線は、町営斎場の横を通って、２２０の白木尾線と接続していますけ

ども、町営斎場から、富岡方面から白木尾方面に行くと、直線の部分７０メーターぐら

いは、町道なのか、県道なのか、私道なのか。町道の印がしてありません。現状ではも

う通常の道路として利用されています。 

それから神の迫線、失礼しました、３番目に１２０の神の迫線が、県道からため池の

方に下っているわけですが、その道からですね、平山浄水場連絡道路が１００メートル

ぐらいありますけども、これも、町道の現況、道路台帳現況図には、何の表示もしてな

いわけですね。どういうことなのか。こういう施設、しかも浄水場への管理道路として

使われているにもかかわらず、そういう表示がないのに、どういうことなのか。 

それから、同じく神の迫線の終点部分のですね、志岐川と年平線の終点部分、この間

も約１００メートルありますけども、これはどういう取り扱いになるのか。 

それから、１４６の鵜瀬線の終点から５０メーターぐらい行くと町有地がありますが、

その間は単なる町有地としての取り扱いをされているのか。それとも町道の指定はする

のか、しないのか。 

それから民宿一休、富岡のですね、から川本商店までの、いわゆる百間土手の道路が

５００メートルくらいありますけども、これも現況図には何の表示もしてないわけです

ね。そういうことで、どうするのか。 

それから、３２４号の一丁目バス停から港湾道路を通ってペーロン小屋の横を通って、

同じく川本商店に抜ける道もどうなのか。 

それから、これはもう直接関係ないのかもしれませんが、３２４号と３８９号が、以
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前は３８９号は、富岡三差路ぐらいまでじゃったっちゃなかったですかね。３２４号は

港まで。鬼池から来て港まで行ったのが３２４号で、３８９号はウッディ－ハウスのと

ころで切れとったというふうに感じますが、今はずっと一緒の名称をされているようで

すけども、具体的には、区分けはできないのかどうかお尋ねします。 

○議長（錦戸俊春君） 土木管理課長。 

○土木管理課長（田尻 悟君） 先程の７点の質問につきまして、お答えをさせてい

ただきます。 

まず、貝曲線と、内田の中村線の町道ですけれども、これは生コン様の私有地を挟ん

でおる道路で一応接続はされていません。 

２点目のですね、京の坪線と町営の斎場の横を通りまして、白木尾線の方に接続して

います道路につきましては、これは直進する道路については、法定外の公共物、公衆用

道路という位置づけでございます。 

３点目の神の迫線から平山の浄水場への連絡道につきましては、これは法定外の公共

物ということで、これも公衆用の道路という位置づけでございます。まず、農業用施設、

水道施設等の整備等で舗装がなされております。 

４点目の神の迫線の終点なんですけども、これにつきましては志岐川にかかります神

の迫橋から年柄方面に６０メートルほどまでが、この神の迫線の終点になっております

ので、年平線と接続している状態でございます。 

次は、鵜瀬線の終点から鵜瀬の海岸までにつきましては、保安林の作業道として町が

整備したものでございます。 

次が、一休から川本商店の部分でございますけれども、これにつきましても、現在、

法定外の公共物ということで公衆用道路という位置づけであります。 

続いてが、一丁目バス停から港湾道路ペーロン小屋を通って川本商店付近までのとこ

ろでございますけれども、これは富岡港湾管理者、熊本県が管理する港湾道路となって

おります。 

最後の国道３２４号と３８９号というところの区分けということで理解しております

けども、この国道の３２４号はですね、苓北で例えますと、富岡から西川内、二江の町

境ですね、の間でございます。 

国道３８９号は、逆に西川内と二江の境界から、苓北交番を直進して、志岐中央線と

交わる部分から、今度は、都呂々方面、三叉路から萱の木までの区間が３８９号となっ

ておりまして、町内ではですね、この西川内の町境から志岐中央線、終点の交差点付近

までは、３２４号と３８９号の重複区間となっております。ただ、管理においては、国

道は若い番号の方が管理するということになっておりますので、３２４号というところ

で管理しております。 
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以上でございます。 

○議長（錦戸俊春君） 浜口雅英君。 

○７番（浜口雅英君） なかなかわかりにくい。何ですか、法定外公衆用道路ですか。 

私が提案したのはですね、もしこの区間で、きちっとした町が管理する、あるいは県

が管理する、それがはっきりしていない中で、事故が起こったときは誰が対応するのか

ということなんですよ。 

そういう意味もありますので、この法定外公衆用道路がどのような位置づけであるの

か、また、これ後でお尋ねしようと思いますが、そういう部分がありますので、通行者

の安全を守る意味からもですね、町、国、県でどこがするのかはっきり決めるべきだろ

うというふうに思います。 

道路はですね、道があればですね、イノシシは道がなくても、行きますけどもね、人

は道があればですね、通るわけですね。そうしたときに事故があったときどうするのか。

それともう１つは道路に認定することによって、地方交付税の算定基礎が上がるんじゃ

ないんですかね。その額は僅かなのかもしれませんけども、そういう面で有利な対応は、

積極的にやっていくべきだろうというふうに思います。 

それから公有施設の利活用で、宅地造成、テニスコート跡地ですね。あそこは何か売

却するために、宅地造成を、工事をしたんだということですけどもなかなか売れない。

売れないことは、そういう情報発信はですね、やっぱ積極的にするべきだろうと思いま

す。 

今日のお知らせ版の中には、早速１ページにですね、一般競争入札物件情報、町有地

の売却についてとして旧テニスコート跡地、苓北町ふれあい館跡地がそれぞれ、９００

万円と１,０００万円で広告を出されています。やっぱこういう形でですね、積極的に

やっぱＰＲをしていかんと、一部の、例えば町長が独自でいろんな方に交渉されるより

も、やっぱこういう広報誌があるわけですので、お知らせ版などを使って、全ての方々

にお知らせをしていくということが大事ではないかというふうに思います。 

終わります。 

○議長（錦戸俊春君） 答弁はいいですか。 

○７番（浜口雅英君） はい。 

○議長（錦戸俊春君） 浜口雅英君の一般質問を終わります。 

ここで１１時１５分まで休憩いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時０３分 

再開 午前１１時１５分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 
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○議長（錦戸俊春君） 休憩前に引き続き、本会議を再開します。 

一般質問を続けます。 

通告４番、山口利生君。 

○１番（山口利生君） 通告４番、１番議員、山口利生です。質問通告書に沿って、

教育長と町長へ質問いたします。 

まず、学校給食費保護者負担金の予算計上についてお聞きいたします。 

令和２年１２月定例会において、教育長へ学校給食費の公会計化について質問を行い

ました。その際の教育長の答弁では、文部科学省から出された学校給食費等の徴収に関

する公会計化等の推進については、教員の働き方改革に伴う業務負担の軽減の観点の推

進であり、苓北町では、給食費の会計事務は全て学校調理場で行っている。保護者から

の給食費の徴収についても、毎月払い、または一括払いで納入を口座振替でお願いして

いるため、教員の負担はないとのことでした。また、給食費の管理は、監査委員の特別

監査を実施し、ペイオフ対策も済んでおり、現時点では、保護者との信頼関係の中で、

滞納等の問題もなく、現在のやり方で、引き続き適正な管理を行っていくとのことでし

た。 

苓北町は、少子化に歯止めがかからず、児童・生徒数が年々減少しています。教育委

員会の資料によると、令和４年度の児童・生徒数は４８４人で、令和１０年度には３４

２人となり、実に１４２人（３割）減少すると推計されています。 

また、原油価格の高騰や円高等により、物価が高騰している中、現在の学校給食制度

を継続した場合、保護者負担金の引上げが必要になるものと考えます。 

新型コロナウイルス感染拡大により収入が減少している世帯が増加し、今年に入り、

ロシアのウクライナ侵攻や原油価格の高騰等による物価高騰で、生活困窮世帯がさらに

増加しています。 

苓北町では、先の８月臨時議会において、給食費の物価高騰対策として、学校給食費

負担軽減事業補助金３０７万７,０００円を予算化し、苓北町学校給食共同調理場運営

委員会に補助金を支出することとされました。当該、運営委員会は、町の条例では、

「共同調理場の運営を適正かつ円滑にするため、苓北町学校給食共同調理場の運営に関

する重要な事項について審議し、助言することとされ、重要な事項の審議を行うための

調査研究を行う」と規定されています。 

学校給食費の保護者負担金は、この運営委員会で決定されているとのことですが、町

の諮問機関である苓北町学校給食共同調理場運営委員会へ補助金を支出することは、町

が町に補助することになり、疑問視するところです。 

学校給食費は、学校給食法第１１条及び同法施行令第２条で、学校設置者と保護者が

負担すべき経費区分が規定され、学校設置者が負担すべき経費を、学校給食の実施に必
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要な施設及び設備の修繕費、光熱水費とし、児童・生徒の保護者は食材料費を負担する

とされています。 

苓北町は、この法律に基づき、人件費、電気代、修繕費等を一般会計の学校給食費に

予算計上し、保護者からの給食費負担金については、学校徴収金いわゆる「私会計」と

して取り扱ってこられたものと思います。地方自治法第２１０条では、予測しうる収入

及び支出はすべて予算に計上し、住民代表の議会の議決を得た予算を通して、執行され

なければならないと規定しています。学校給食は、学校設置者が基本的に提供するとの

考え方に立てば、給食に係る保護者負担金（食材料費）は「公金」として取り扱うべき

性質のものであり、町の一般会計に予算計上すべきであると考えます。 

保護者負担金を一般会計に予算計上する効果として、①給食会計のより一層の公正・

透明性を確保し、厳正な徴収管理ができる。②学校ごとの徴収状況に影響されることな

く、質の高い給食を提供できる。③保護者の口座振替手数料の負担がなくなり、手続き

の負担が軽減できる。④給食費の収納状況が会計システムで随時把握でき、公的扶助な

どの相談、未納への早期対応ができる等の効果が挙げられます。 

今回の物価高騰対策にあたっても、一般需要費（賄い材料費）を補正して支出するこ

とで、事務手続きが複雑な補助金支出に比べ、担当者の事務負担が格段に軽減でき、ま

た、地元の食材を政策的に使用させることも、柔軟に対応が可能になると考えます。 

隣の天草市や熊本市、玉名市は既に公会計化し、今後、予算に計上する自治体も増加

してくると思います。苓北町も他の市町村に遅れることなく、早く予算に計上すべきと

考えますが、今後の対応方針を教育長にお聞きいたします。 

次に、障害者の雇用対策についてお聞きします。 

「障害者雇用促進法」は、障害者の社会参加を促進するため、雇用者のうちの一定割

合以上を障害者とすることを求めており、令和３年４月から、国や自治体は２.６％、

民間企業は２.３％に改正され、民間企業が未達成の場合には、４万円または５万円の

納付金が徴収されます。 

厚生労働省がまとめた令和３年障害者雇用状況の調査結果によると、市町村の雇用障

害者数は３万３,３７０人、実雇用率は２.５１％で、前年より増加しています。また、

令和４年３月末に総務省女性活躍・人事活用推進室長から、都道府県総務部に発出され

た通知によると、地方公共団体に選任が義務づけされている障害者雇用推進者について、

選任されていない市町村が存在するなど、いまだ必要な措置を講じていない団体が見受

けられ、引き続き、障害者が活躍しやすい職場づくりに向けて必要な措置を講じていた

だくよう要請されています。 

また、厚生労働省の労働政策審議会は、企業などに義務付けている障害者の法定雇用

率について、週２０時間未満の短時間労働者を算定対象に加えることを柱とする意見書
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をまとめ、政府は早ければ、今年秋の臨時国会に関連法の改正案を提出する予定との新

聞記事がありました。意見書は、働く精神障害者が急増し、重度障害者の就労意欲も高

まっており、多様なニーズを踏まえた働き方を推進するため、勤務時間が週１０時間以

上２０時間未満の精神障害者や重度の身体・知的障害者を算定対象に加えることが適当

とし、１人を０.５人として取り扱うとされました。 

デジタル化の進展を受け、多くの企業で働き方や事業の見直しが進み、デジタルの力

を借りて、障害者の事情や希望に応える多様な働き方を創出し、就労機会を広げること

で、障害者の社会参加を促進させたいとのことです。法律に従うべき国や自治体は、障

害者法定雇用率を達成する義務を負っていると思います。 

苓北町の振興計画においても、障害者の社会参加、とりわけ雇用・就業に対して力を

注いでいく旨記載していますが、苓北町の障害者雇用率の達成状況及び今後の障害者雇

用の考え方を町長へ質問します。 

以上で一般質問を終わります。 

町長の答弁に対して、一問一答方式により、自席にて再質問させていただきますので、

よろしくお願いいたします。 

○議長（錦戸俊春君） 町長。 

○町長（田嶋章二君） 只今の山口議員のご質問に答えさせていただきます。 

まず、障害者雇用のご質問を、私を先にやりまして、その後、教育長からの答弁とさ

せていただきます。 

障害者の雇用対策についてでありますが、苓北町役場において、障害者雇用率２.

６％を達成するために雇用しなければならない障害者の数は２人以上となっております

が、残念ながら、現在、苓北町で雇用している障害者は、会計年度任用職員も含め、在

職していらっしゃいません。 

苓北町役場では、平成２６年度から平成２９年度までと、令和元年度から令和３年度

までの間に、お一人の障害者を雇用しておりましたが、いずれも障害者雇用率としては、

未達成でありました。 

このため、令和元年度から職員採用に障害者枠を設けて募集を続けておりますが、障

害者枠への応募はほとんどなく、また、応募があっても、試験結果により採用までには

至っておりません。 

このような状況を踏まえまして、令和元年度に障害者活躍推進計画を策定し、総務課

長を障害者雇用推進者に選任をしまして、会計年度任用職員への採用等を含め、関係機

関からの情報収集などを行い、障害者雇用に取り組んでおりますが、残念ながら、実績

には結びついていないのが現状であります。 

非常に難しい状況でありますが、只今、質問のご指摘にもありましたように、障害者
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の生活の多様性等も鑑み、町といたしましても、障害者雇用率を達成できるように、い

ろんな面での対応の柔軟性も今後考えてまいりたいと思っているところでございます。 

以上、山口議員のご質問に答えさせていただきました。 

○議長（錦戸俊春君） 教育長。 

○教育長（濵﨑敏和君） 只今の山口委員のご質問に答えさせていただきます。 

１点目の学校給食費負担軽減補助金の苓北町学校給食調理場運営委員会への支出につ

いてでございますが、地方自治法第２３２条の２において、「普通地方公共団体は、そ

の公益上必要がある場合においては、寄附または補助をすることができる」と規定され

ており、苓北町学校給食調理場運営委員会への補助金支出については問題ないというふ

うに捉えておりましたが、ご質問を受けまして、改めて、県市町村課に問い合わせをい

たしました。回答は、実際上、わからないという回答が返ってきたところでございます。 

私どもとしましては、今後、ご指摘いただきましたようなご心配が生じることのない

補助金の流れとなるよう、さらに研究を進めてまいりたいというふうに考えております。 

２点目の給食費公会計化につきましては、議員ご指摘のとおり、自治法第２１０条及

び令和２年１２月議会でお答えしましたように、文部科学省通知文、「学校給食費等の

徴収に関する公会計化の推進について」に基づいて推進していこうとするものであり、

ガイドラインには、先程、ご紹介いただきました６点が示されました。 

本町における給食費は、口座振替による毎月払い、または一括払い等の方法で徴収を

し、会計事務に教職員の業務負担はありません。また、給食費の管理につきましては、

令和２年度決算分から、特別監査を実施していただき、ペイオフ対策も済ませており、

現時点では、問題なく運用しております。このことについては、先の議会でお答えをし

たところでございます。 

ただ、今後、法的な規定に則り、公会計へ移行していくべきものだと考えます。 

この件につきまして、先の熊本県町村教育長理事会におきましても、議題となり、協

議をしたところでございますけども、本町を含め、多くの自治体で即時の移行に足踏み

をせざるを得ない理由として、移行に伴うシステム改修の費用及び毎年の運用費用の捻

出が挙げられております。 

県教育委員会に費用負担につきましての考え方を確認することで、現在、県教委の方

には、こちらの代表が質問を行っているところでございます。 

また、１０月４日、これは学校給食関係者会議が開かれて、その場で公会計への移行

についての改めて県教委としての考え方を示すという通知が来ておりますので、その考

え方も改めてまた確認をしていきたいと思います。 

従いまして、移行の時期としましては、県教育委員会の費用負担に対する考え方を確

認するとともに、今後、関係課と調整し、多額の費用をかけないで、公会計化する方法
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や、町のシステム改修に伴う費用負担を軽減していくため二重負担とならないような形

でのシステム移行、これを目指して、町のクラウド化と聞いておりますけども、その際

での、給食会計の取り扱い、これが低経費でできないかというふうに考えております。

ちなみに、システムの改修費用としましては、よその町でございますけども、甲佐町１

２１万６,０００円と、年間利用料が４３万６,０００円。湯前町導入費が１５０万円の

年間利用料４０万円。苓北町もこれに準じたシステム導入の経費、そして運用経費が入

ってまいります。ここら辺をさっき、委員会でも協議をしたところでございますが、と

にかく県の考え方、それから町のシステム改修に対する私どもの二重経費とならないシ

ステム移行、これを待とうと。それを協議して、その時点での移行、これをやっていこ

うという段階でございます。また、相良村とあさぎり町は、令和３年度から、それから、

その他の自治体につきましても、少しずつ公会計の方が進んでおりますけども、県内の

約７割の自治体は、現在のところはまだ動けないという状況でございます。 

以上、山口議員のご質問にお答えさせていただきました。 

○議長（錦戸俊春君） 山口利生君。 

○１番（山口利生君） それでは、学校給食費保護者負担金の予算計上についてから、

再質問させていただきたいと思います。 

私の質問の趣旨についてですけれども、やっぱり私はですね、今、この学校給食費自

体の徴収と支出については、町の担当者、調理場を担当している職員が１人で、経理を

やって、それに確認として教育課長が決裁を行っているという状況です。これはもう、

通常の一般会計、特別会計の支出と同じような形態をとっているわけですね。ただ違う

のは、先程申し上げた、学校徴収金と同じ扱いを給食もしているということで、俗に言

う私会計、公会計と私会計というふうに振り分けた場合は、私的な徴収金というふうな

取り扱いをしていると。これについては、監査委員の方でも、年間３,０００万円以上

あるということで、やっぱりそれを担当者が責任を、何かあった場合は負わされるとい

うような危険性もあることでもあるしですね、銀行のペイオフ対策も、全てのお金につ

いて補てんできないというようなこともあってですね、いろいろと問題化したところで

す。 

私が質問で申し上げたようにですね、なぜ一般会計に計上できないのかと。 

昔は当然、給食費は保護者負担金というような建前の中でですね、学校が集めて、そ

れを給食センターの方にお渡しすると、そこでよろしくお願いしますという流れがあっ

たかと思います。ただ、それがいろんな諸問題とかが噴出してきてですね、やはり、予

算の方に計上して、適正な管理をすべきだというふうなことでですね、今、全国的に、

公会計への移行と。これはですね、教職員の負担軽減という問題以前にですね、やっぱ

りその予算のあるべき姿が、どうあるべきかというようなことをですね、本当に町長が
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考えるべき問題だというふうに思っておりますので、今回、質問を再度させていただい

たところです。 

回答の中でいくと、７割近い市町村がまだ足踏みしていると。それに対しては、予算

の問題、当然、システムの中に、負担金、収入の負担金、それと歳出の一般財源、需用

費の中の賄い材料に計上するというシステムを改修しなければなりませんが、一般会計

の福祉の方でも、補助金が県から来るといった場合には、当然、システム改修で１００

万円ポンと予算化をされてますよね。 

今回、お聞きいたしますと、甲佐町が１２１万１,０００円、通常が４３万６,０００

円、経費がかかる。湯前町は１５０万円。私はこれ、１,０００万円ぐらいシステム改

修にかかるのかというふうに思っておりましたが、意外と、一般会計の中のシステムを

改修する経費とほぼ変わらないと。私も大体そのぐらいかと思ってたんですよ。収入の

負担金に予算を上げて、当然、負担金は今、一般会計でも取ってますから、同じような

ことを、保護者負担金で、個別に名前と金額を入力すれば、システムの中で、あとは納

入通知書が出てきますから。また、歳出の方も、一般財源のほうに予算さえ上げれば、

支出は今のシステムの中で打てばいいわけですから、そんな大それたものは必要ないと。 

ただ、学校徴収金、修学旅行であるとか、授業、何ですか、いろんな学校で特別に徴

収している、当然それは、生徒たちが負担すべきものっていうものを、もろもろ集めて

学校徴収金というふうな言い方をされていらっしゃいますが、それもひっくるめて、全

て一般会計に計上というのは、大きなシステム改修が必要となってきますが、単純に給

食の負担金等、賄い材料費を上げるということ自体はそんなに難しいものでもないし、

現に、隣の天草市は、あれだけの学校がある中でですね、もう既に実現してるという状

況ですよ。 

なぜ苓北町では、そんなに財政が厳しいとおっしゃいますけれども、先程の町長の話

では、非常にもう財政的には安定してきたというような中にあってですね、基金の方も

もう、この２年で３億円程度、財調を積み増すぐらいの財源を生み出された。これは一

生懸命職員の皆さんがですね、やっぱり予算の見直しに懸命に努力された成果が今あら

われてると思います。将来負担比率も５０を切るというようなことになってきましたの

で、これはもう、私も町長がおっしゃるとおりですね、財政健全化に向けた、この３、

４年の努力の賜物だというふうに、深く敬意を表するところでございます。 

ただ、この給食費の問題をですね、今のようなことで先送りすると、これも県の教育

委員会の費用負担に対する考え方を聞くとか、これは学校設置者が考えるべきもので、

県も、自分ところの県立高校、また特別支援学校、中学校、これについてはもう独自で

取り組むわけですよね。 

なぜ、県、国が補助金を出さないと、自分たちがやらなければならない事柄を先送り
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していくのかという問題ですよ。だから、これを一般会計に移行することで、先程申し

上げたような利点が相当あります。これ担当者の方もですね、システムの中に、予算シ

ステムの中に入れば、皆さんが一般的に支出するのと同じようなことが、簡単にできる

ようになるわけですよね。で、あとも全部、収入金についても、会計管理者が責任を持

って扱っていくわけですよ。 

なぜ、苓北町では、そんな個人に大きな責任と、負担をかけるということに対する意

識がないのかどうか。私は非常にそこがわかりません。 

私ならば、即刻そういうふうに職員大きな負担をかけてるやつは、システムの中に取

り込んでですね、いかにスムーズに執行できるのかというものを検討するというふうに、

私は考えます。当然、これは財政課も絡みますが、やっぱり町の執行部としてもですね、

財政的な問題、また、移行したときの職員の事務軽減、含めてですね、もっともっと真

剣に考えるべきですよ。 

私はこれ、令和２年の一般質問で申し上げてましたけれども、何ら先に進んでない。

やっぱり、本当に必要なものはすぐ検討して、必要な経費はどうするか。１２０万円ぐ

らいだったらば、今、今年の予算を見て、私はあげんとしますが、施設改修費に何億と

いうことを予算化しようとしてますよ。それだけのこととやっぱり職員が一回システム

に入れれば、これ永久に通常と同じような形で支出ができますから、長く職員の負担軽

減につながると思います。 

その点も含めて再度、長期的じゃなくて、短期的にどう教育長考えるか。お答えをお

願いします。 

○議長（錦戸俊春君） 教育長。 

○教育長（濵﨑敏和君） お答えいたします。 

１点目のシステム導入の費用でございますが、先程、甲佐と湯前の方、これはＲＫＫ

システム何とかっていうところが、見積もったということでございます。私どもの方で

ございますが、現在のシステムでそのまま、公会計移行しますと、これも大まかな見積

りしかございません。約６００万円。そして、年間の利用料が７０万円ほどは見込まれ

るだろうというところで、今のところ数字をいただいているところでございます。 

それから、先程ありました、本当にですね、調理場の課長補佐の方がもう一点に引き

受ける形で日々食材の調達、それから注文、経費等に対しましても取り組んでいるとこ

ろでございますけれども、一番の現在までの県教委が上げてきたメリットってのは全く、

メリットの方には全くうちは該当しなかったという、この甘い考えもございます。そし

てさらに、調理場で直接、直接といいますか、金融機関、そこにできるだけ早く滞納そ

れから返金、そういうシステムに、窓口として、即対応ができると。滞納に関しまして

も、翌月にはご本人、ご家庭に連絡をしてお願いをしていくことができるという、そう
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いうそれぞれの児童・生徒の保護者さんとのつながりという段階でやってきておりまし

た。 

これを大きな会計にしてしまいますとどうしても、今んところのシステム等でいきま

すと、やはり、翌月のお願いということを、翌々月のお願いに現在のところせざるを得

ない状況に入ってしまいます。そこら辺のデメリットっていうのもございましたので、

現在までですね、そこら辺のよその状況を伺いながらとか、そういう県全体の様子を見

ながら、そして、先程、即やれということでございますけど、よその町はこれほどに出

費をどう考えているんだろう。そして、即、公会計へ、町財政移行をするというところ

でやりますと、今回のシステムの移行と、さらに町が考えております町全体のシステム

移行と、そのとき二重払いになってしまいやしないかという、そちらの方の、私自身の

危惧もございました。そして、今日を迎えてるわけでございますけれども、先程申し上

げましたように、今後ですね、法に則り、着実に、早めに移行を考えていきたいという

ふうに考えております。 

以上でございます。 

○議長（錦戸俊春君） 山口利生君。 

○１番（山口利生君） 今、教育長の方からですね、二重払いの心配があると。これ

はですね、今の仕組みをそのまま継続しながら、一般会計の予算システムにも上げるて、

二つの事務をするというふうな考え方をお持ちじゃないかと思いますが、そういうこと

はしちゃならんのですよ。予算システムとして予算に計上したらですね、一般の予算、

これは教育委員会の方も使っていらっしゃるかと思いますが、それと同じことをしない

と、ちょうどあの昔ですね、わたしも昭和５１年に県庁に入りましたが、そのときはみ

んな素手で、会計システムはつくってました。帳簿も。それを、電算システムを導入し

てですね、もう本当に最初はですね、間違いが起きたらどうしようかとか、二重に帳簿

もつけながらですね、やってましたけれども、やっぱり３年ぐらい経つとですね、何で

こういうばかなことをするんだろう。やっぱシステムを、システムだけを考えてですね、

やっていく、それが正しい数字がくるんですよね。やっぱ人間の手ですると過ちが往々

にしてですね、あります。ただそれは、システムを入れれば、その部分についてはもう

解消していくということになります。 

で、私ちょっと企画政策課長にお聞きします。財政的な面からですね。先程、苓北町

の改修には６００万円かかるというふうな教育長の話がありましたが、今、システムは、

業者に委託されてますよね。システム改修と維持管理も含めて。そこからの見積りが６

００万円かかるということでしょうか。確認します。 

○議長（錦戸俊春君） 企画政策課長。 

○企画政策課長（宮﨑良成君） 只今、教育長から答弁があった６００万円っていう
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数字はですね、すいません、財政のほうでは把握しておりませんので、すいませんがお

答えできません。 

以上でございます。 

○議長（錦戸俊春君） 山口利生君。 

○１番（山口利生君） 私たちの一般質問に対して、どのように皆さんが考えておられ

るのか。この公会計への計上というのはですね、当然、一般会計に計上する。この一般

会計の大元は、町の企画政策課が所管する。全体ですよね。これを計上することは。な

ぜそこに対して、教育委員会もきちんとシステムをですね、ほかの業者に依頼なんかで

きないんですよ、システム改修は。それをやったら、本体のシステムとの間でエラーが

ですね、大きな問題が生じてしまう。だから、一般会計に予算計上するということは、

町の予算システムの改修、だから、皆さんどこも補助金が、ひとつ新たに、国の施策で

できたってなった場合には、即、予算システム、会計システムの改修費ということで１

００万円、やっぱかかると。それ個人徴収金であるとか支出が生じてくるとか、あるい

は、１００万円程度かかると、やっぱり全体システムの中で、ミスが生じないような形

をやらにゃいかんから、やっぱそこはかかるんだろうと私は思っておりますが、だから、

やっぱりそういうことをですね、教育委員会も考えないと。自分で勝手にほかのところ

の業者から見積りとって６００万円かかるっていうふうになったって、その業者はシス

テム改修できないんですから。だから、きちんと企画政策課の方に、予算要求なりをし

てですね、そのシステムの担当してる会社からですよ、こういうことでしたらどうなる

かと。どんな問題があるかということを具体に聞かないと。そして経費がいくらになる

かということを聞いてですね。 

皆さん、給食の担当者になってみなさいよ。自分で、保護者からの徴収金を調定して、

これでお願いしますと、まず頭下げて、未納であればお願いしに行って集める。これが

当たり前て。もしも、その年に入らなければどうなりますか。一般会計の予算に計上し

てればですね、当然、システムの中で、納入が遅れれば、納付書をお送りしております

けど、まだ未納になってまして、督促状を出すんですよね、システムで。今は自分で書

かにゃいかんでしょ。全体を考えれば、すごく職員の負担は軽減になるはずです。当然、

銀行とのやりとりも、会計管理者を通していきますから、安全ですよ。ほかの町では、

ちょっと誤って、何千万円というのを振り込んだというような問題が、全国ニュースで

ありましたけど、苓北町はそういうことは絶対ない。これは、指定金融機関であるＪＡ

との連携もきちんと行ってるから、そういうことは絶対起きないだろうと私は思ってお

ります。 

ですから、教育委員会だけで考えるんじゃなくて、やっぱりそこは企画政策課も財政

もひっくるめてですね、今の問題点、入れたときの改善点あたりも含めてですね、調整
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しないと、自分たちだけで考えてるから、今の、私たちは知りませんというふうな答弁

になるでしょう。先はないですよ。それじゃ。これは、一般会計に計上するということ

は町の予算に上げるということですから、根本的な問題ですよ。そこを充分踏まえてで

すね、教育委員会としても、公会計、一般会計に予算計上するということの重要さ、教

職員の軽減じゃないです。これは町としての問題と思いますので、よろしくお願いいた

します。お答えは結構です。ですから、いや、次がありますから。 

○議長（錦戸俊春君） 教育長。 

○教育長（濵﨑敏和君） 只今のご指摘につきましてはですね、私ども本当にこう、

町の予算へという形ではもう、大きな責任を持っているっていうふうには考えておりま

す。ただ、今回の場合でございますけれども、町村の理事会、それから町村の教育長会

議の資料としまして、移行すると、どれぐらいかかるんだっていう、それを持ち寄って

それをもとに、県教委の考え方を問うという段階でございまして、先程、企画政策課長

の方が申し上げましたように、私どもとしては、企画政策課の方にまだ通してはおりま

せんでした。その前段階での資料ということで、現在の状況を先程答弁の中でお届けし

たところでございます。 

今後ですね、実際に情報を共有して、進めていきたいと思います。申し訳ありません。 

○議長（錦戸俊春君） 山口利生君。 

○１番（山口利生君） 熊本県が、県が、というふうなことは･･･。やっぱり苓北町は

独立の自治体でございますので、自分たちの考え方の中でどう進めていくかということ

を考えた上で進むと。これが地方自治の根幹と思いますので、よろしくお願いいたしま

す。 

次に障害者雇用対策についてです。 

今現在、雇用者がゼロということで答弁がありましたが、ビジターセンターの方に除

草作業員として、会計年度任用職員が１名雇用されてました。それ以外の雇用はないと

いうことで、その方が退職されてですね、今、補充がないのでゼロだというふうなこと

だと思いますが、私、前回もやっぱり同じような雇用対策について質問をいたしました。

そのときは、やっぱり障害者の雇用は非常に重要な問題であるという町長がお答えされ

てですね、今後、新たな職種での障害者雇用を検討してまいりたいというふうな、前向

きな答弁をいただきました。これ平成３１年３月議会の一般質問でございますが、その

際、職員の採用についてもできるだけ、雇用できる、採用できるような形をやりたいと

いうふうなことでございましたけれども、現実的に雇用されてないと。 

やっぱり障害者のですね、持っている、やっぱハンディあたりも充分考えてですね、

外向けの炎天下の除草作業というのは、私たちでももう１時間もできないですよ。それ

をあえて障害者の方に、頑張ってくださいっていうところのですね、考え方が私はよく
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理解はできません。 

車椅子の方だって、内部作業であれば手を挙げて、ぜひ私も採用していただきたいと

いうようなことで、希望があろうかと思いますけど、会計年度任用職員ですよ。職員採

用はここに書いてあるとおり、まず一次試験をクリアしないというようなことで先に進

めないというのは、これは根本的な問題ですので、これ県の人事委員会とも充分調整し

ながらできると思いますが、会計年度任用職員の任用の考え方について再度お聞きいた

します。 

○議長（錦戸俊春君） 総務課長。 

○総務課長（福田誠一君） 障害者の雇用に関しましては、障害者活躍推進計画を町

の方で令和２年の４月に策定をしております。 

その中では、障害者の方が活躍しやすい職場づくりということで推進をしております。

私が責任者でございます。内容といたしましては、熊本労働局天草公共職業安定所等と

連携を取りながら、例えば、町の環境対策、障害者の方が利用しやすい職場づくり、採

用と募集に関しましては、例えば、会計年度任用職員の採用に関しましては、職種によ

り、障害者の方を優先して採用するような方向で考えております。 

なかなか一般の募集に関しても今年度は、今、一次募集をしておりますが、障害者の

方の募集はございませんでした。来年度、会計年度任用職員の切替え年度でもあります

ので、その時点では、会計年度任用職員の方に関しましては、障害者の方を優先して、

申し込んでいただいた方には優先して採用の方を考えております。 

以上でございます。 

○議長（錦戸俊春君） 山口利生君。 

○１番（山口利生君） 今、前向きな答弁いただきました。会計年度任用職員の中にで

すね、やっぱり障害者枠というものをぜひ設けていただいて、その方ができる業務をで

すね、ぜひ、つくり上げていただきたいと思います。そら、一般の人と同じような業務

内容ってなればですね、やっぱそのハンディをどう行政の方が補ってやるのかというこ

とも考えないといけないですよ。やっぱり業務自体が、できる仕事をぜひ考えて、募集

をお願いいたしたいというふうに思います。 

最後になります。今、地球温暖化防止に向けて社会が大きく動き始めております。 

苓北町を時代に即応して変革しなければ、ますます過疎化に拍車がかかるんではなか

ろうかというふうに思います。 

私も、笑顔で活気あふれる苓北町、これを実現したいというふうに思います。町民の

皆様、また役場職員の知恵と力を結集して、国の脱炭素社会の実現に向けた施策を最大

限活用して、新たな企業誘致を図りながら、町を出ていった子どもたちを呼び戻したい

というふうに考えて、先だって苓北町長選挙への出馬を表明したところでございます。 
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町会議員の任期も残り５カ月となりましたけれども、引き続き、町民の皆様のご意見

をこの議会に反映させるために、頑張ってまいりたいと思います。 

これで、私の一般質問を終わります。 

色々な、きちんとしたご答弁ありがとうございました。 

○議長（錦戸俊春君） これで山口利生君の一般質問を終わります。 

ここで午後１時まで休憩をいたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後 ０時００分 

再開 午後 １時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（錦戸俊春君） 休憩前に引き続き、本会議を再開します。 

一般質問を続けます。通告６番、松本良人君。 

○５番（松本良人君） 通告６番、５番議員、松本良人でございます。通告に基づき、

ご質問をいたします。質問が多くありますので、要旨のみ簡単に質問をいたします。 

まず１点目、本町におけるコロナウイルス感染対策についてお尋ねをいたします。 

新型コロナウイルス感染が第７波に入り、その感染力はすさまじいものがあります。 

本町においては、二桁台の日もあり、その感染者は非常に多いのが懸念されますが、

①防災無線による感染拡大防止の町民への呼びかけは毎日行われていますが、本町にお

ける感染予防の具体的な対策をお尋ねします。②感染者、特に自宅療養者、それに伴う

濃厚接触者、関係者への手厚い援助等が必要であると思われますが、その対策について

お尋ねをいたします。 

続きまして、２点目、富岡～下田間、産交バス路線廃止後のこれまでの対応不足と今

後の町営バス運行計画についてお尋ねをいたします。 

このことは先の６月議会において一般質問をいたしましたが、納得いく回答が得られ

なかったので、再度質問いたします。 

なお、質問の要旨については、前回６月議会とほぼ同じであるので省略させていただ

きます。 

今回の質問内容に、前回の質問内容と重複するところもあると思われますが、ご了承

をお願いします。なお、わかりやすく回答が得られるように、項目ごとに個々に質問さ

せていただきます。大きな１番、利用状況についてお尋ねをします。①年度ごとの実績

は。②年度ごとの一人当たりの原価計算。③温泉バス、これ温泉センター発着の利用実

績。④以上の３点から、この利用状況をどのようにお考えか、お尋ねをいたします。 

２番目です。平成２７年３月議会において、町有バスの運行と利便性、スクールバス

の有効活用について質問をいたしました。その時、町長の答弁は、「初めての取り組み
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であるので、取りあえず計画を実施してみて、不便が出た場合考えたい」ということで

した。 

①「不便が出た場合考えたい」ということでしたが、現在の運行は、実に不便であり、

町民はＪＡバス、病院の送迎バスに頼っている状況であります。どのようにお考えか。 

３番目、平成２７年３月議会、平成２８年３月議会の一般質問のほか、再三要望して

いる巡回バスとスクールバス併用による運行はできないか、その有効活用について質問

をいたしました。「不便が出た場合考えたい」、「需要があれば検討したい」というご

回答でした。巡回バスとスクールバスを併用した運行は、大きなメリットがあると考え

ますが、本町では採用されていません。ご承知のことと思いますが、スクールバスは片

道は空車です。 

このことを踏まえ、次の件についてお尋ねをいたします。①世界的な脱炭素問題、原

油生産国の生産調整やロシアのウクライナ侵攻、円安等により、原油の価格は高騰し、

国費の上乗せにより燃料の高騰が抑えられている現状の中、効率、利便性を考慮した運

行計画が求められますが、どのようにお考えか。②現在、実施されている運行は、便数

が少なく、運行時間体も利便性が悪く不便であると言われております。併用した場合、

運行回数が増便できることから、利便性も大きく変えると思いますが、どのようにお考

えか。③高齢者の運転免許返上に伴い、それに代わる対策が必要と思われますが、その

対策は。④高齢化社会はもとより、自動車の免許を持たない人のために、町民の足とな

る定期に動くバスの運行が必要になると考えられますが、どのようにお考えでしょうか。 

大きな４番目です。富岡～下田間のバス路線の充実は、崎津集落の世界遺産登録と大

きく関わってくる重要な施策であると思われます。このことから、①低迷していると考

えられる富岡城を始めとした苓北町の観光振興に大きく関わってくると思われますが、

どのようにお考えでしょうか。②富岡～長崎間の高速船の利用拡大に大きく影響すると

も思われますが、どのようにお考えか。 

大きな５番目でございます。先の６月議会に、私なりに作成した都呂々方面の中学校

及び都呂々小学校のスクールバスによる運行計画表を配布しました。通学と併用したも

のです。先にも申し上げましたが、富岡～下田間、往復８便、それに準じた都呂々～木

場方面、往復１０便が運行でき、また、最終便の調整によりそれぞれ増便もできます。 

このことは先の６月議会一般質問でも申し上げましたとおりですが、この運行が、ス

クールバスのみの運行であり、町営バスは含まれておりません。仮に、坂瀬川方面スク

ールバス、町営バス２台、計３台は、他にですね、他にあります。計３台がありますの

で、町費、ＣＯ２削減のためにも、運行計画の見直しは大いに進めるべきではないかと

思われますが、町のお考えをお尋ねをします。 

なお、参考資料として、先の６月議会一般質問時に配付した富岡～下田方面スクール
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バスのみによる運行表を、再度、添付、提出しております。 

３点目でございます。町有施設での町としての管理責任についてお尋ねをいたします。 

このことについても、先の６月議会一般質問の中で、町有施設での町としての管理責

任について質問いたしましたので、中身については省略をいたしますが、町管理道をは

じめとした町管理施設の事故防止と、危険箇所の表示等について、その対策を要求した

ところでございます。 

町道の維持管理につきましては、維持管理の課題解決に向けて、努力していくという

回答を得ました。しかし、町管理の施設は町道だけではありません。河川、漁港、港湾、

農道、観光施設、教育施設、他町管理の各種施設等もたくさんあります。町民が安心し

て暮らせるように、危険箇所の掘り起こしと安全対策に努められるようお願いしたとこ

ろですが、これまで一週間に一回は巡回しているという町長の答弁がありました。 

このことについて、①本当に一週間に一回巡回されているのか。②もし巡回されてい

るとしたら、不備な点があった場合、どのような手だてがなされるのか。 

以上、２点についてお尋ねをします。 

４点目でございますが、九州電力発電所石炭灰の有効活用についてお尋ねをいたしま

す。 

これまで、国道３８９号、これは年柄～竹の迫関係ですが、崩壊対策については、事

あるごとにお願いをしてきました。その解決方法として、平成３０年１２月議会一般質

問において、国道３８９号（竹の迫）崩壊に伴う対策について要求し、その対策として

九州電力火力発電所、石炭灰を活用して、危険防止対策や崩壊による慢性化した交通止

め対策に、１０メーター、約２年、１０メーター上げますと、約２年分の石炭灰が必要

でありますが、これで国道の嵩上げを提案いたしました。 

このことについては、町は否定的な答弁に終始されましたが、九州電力の存続は、町

民にとっては最重要課題であります。国としても、世界的な原油生産国の生産調整や、

ロシアのウクライナ侵攻に伴うサハリンⅡの天然ガスの問題、円安等により原油価格の

高騰、原子力発電所問題等からの電力不足等が課題であり、このようなことから苓北町

は、電力供給地点として、重要視されていることは間違いありません。 

石炭特有の脱炭素問題については、徐々に解決策が得られてきています。このことか

ら、苓北火力発電所の存続は、火力発電所立地町として、また、町が誘致した株式会社

エコアッシュの経営安定確保のため、苓北町は精一杯の努力が必要であります。 

このようなことから、次の点をお尋ねします。①誘致企業の株式会社エコアッシュの

現状と、今後のＡＣⅡ等、石炭灰活用計画をお尋ねします。②これまで国道３８９号、

年柄～竹の迫区間は崩壊、落石が毎年発生し、通行不能になっていましたが、ここ数年

は、気象庁の大雨情報発令に併せて交通止めが実施されています。 
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このことを踏まえて、石炭灰有効活用と国道３８９号の安心安全確保のため、埋立て

の材料に石炭灰を利用した国道３８９号嵩上げ工事は、これは特に慢性化した交通止め

解消、安全性の確保、石炭灰の有効活用、雇用の拡大、地域の活性化等々、最も有効な

手段と考えます。国土交通省の国道関係を始めとし、経済産業省電源開発関係です。環

境庁、これ環境関係等々、国の関係省庁と連携した協議等を実施し、特別な対策が必要

と思われますが、どのようにお考えか、お尋ねをいたします。③併せて、平成３０年１

２月議会一般質問において提案しましたが、関係機関の協議等は行われたのか、お尋ね

をいたします。④この箇所は、崖の高さが数十メートルあり、知られていないと思われ

ますが、上部には小さな谷間に荒廃した元水田があり、その上部には老朽ため池もあり

ます。これまで事あるごとに、危険度の重大さを説明し、お願いをしてきましたが、国、

県への要望はしてあるのか。なお、現在、年度ごとに防災工事として、防護柵等施工さ

れていますが、頂上付近から崩壊した場合、何の足しにもならないと思われます。 

過去に、都呂々川が、地山が崩壊し、炭坑の倉庫が土砂に埋まり全滅した経緯があり

ます。このことは、都呂々川の現場を見ていただければご理解いただけると思います。 

５点目に行きます。犬、猫等飼育管理指導等について、お尋ねをいたします。 

近年、犬の散歩、猫の徘回等が多くなっています。特に、犬の散歩による糞の処理に

ついては、私にも苦情が相次いでいます。このことから、①このことについては、担当

課、担当職員にも苦情等あっているものと思われますが、どのような対応が行われてい

るのか、お尋ねをいたします。②防止対策として、町独自による（仮称）でございます

けれども、迷惑防止条例等を制定することも考えられます。この条例が制定された場合、

警察権も行使できることから、被害も減少し、町への苦情処理、負担の軽減も図れると

思われますが、町としてのお考えをお尋ねをいたします。 

以上、ご質問いたします。 

回答内容次第では、自席において一問一答方式により、再質問をさせていただきます。 

○議長（錦戸俊春君） 町長。 

○町長（田嶋章二君） 只今の松本議員のご質問にお答えをいたします。 

まず、コロナウイルスの感染拡大に伴う、町の予防の具体的な対策の質問でありまし

たが、新型コロナウイルスに感染し、重症化しますと、死に至る恐れがありますので、

第一に、町民の皆様の命を守るため、また、感染しない、感染させないために、これま

でに防災行政無線や広報紙等を通じまして、基本的なマスク着用、手指消毒等の感染予

防対策への協力を呼びかけてまいりました。 

また、新型コロナウイルスのワクチンが開発され、国の薬事承認後に、新型コロナウ

イルスワクチンの予防接種を行い、感染予防対策を継続して実施しているところでござ

います。 
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なお、新型コロナウイルスワクチンの接種率につきましては、令和４年８月末現在で、

３回目接種が７９.９％、４回目接種が５１.８％となっております。 

次に、２点目の新型コロナウイルス感染者、濃厚接触者、関係者への手厚い援助等が

必要であると思われるので、その対応についてのご質問でございます。 

新型コロナウイルス感染症は、現在、いつ、誰が、どこで感染するかわからない状況

でございますので、感染された場合には、保健所の指示に従って、療養期間中にしっか

り治していただきたいと考えております。 

援助の件でございますが、原則として、保健所からの感染者公表につきましては、陽

性確定日、居住地、年代、性別が公表されておりますが、氏名は公表されないため、苓

北町におきましては、新型コロナウイルスに感染された方が、町内のどなたなのか、特

定できない状況であります。保健所は全く教えてくれません。経路も教えてくれません。

これでは我々は対策はとれません。そういう状況でございます。 

このことから、家族全員が感染された場合などで、買い物等のための外出が困難なご

家庭がある場合につきましては、本人やご家族から直接町に連絡をいただいた上で、買

い物代行の事業者等の紹介を行うことといたしております。 

２点目の富岡～下田間産交バス路線廃止後の、これまでの対応不足と今後の計画につ

いてであります。 

①に、年度ごとの利用実績は、令和元年度が６,９５１人、２年度が４,３６７人、３

年度が４,４２３人であります。なお、令和２年度、３年度は、コロナウイルス感染症

に伴う外出自粛の影響も出ていると分析しております。 

②に、利用者１人当たりの原価は、令和元年度が１,００７円、２年度が１,８５０円、

３年度が２,１２９円です。これは、令和３年１０月から２台体制に移行したことによ

るものであります。 

③に、バス利用者のうち、温泉センターの利用実績は、令和元年度が５,４９２人で、

全体の７９％、２年度が３,６０３人で８３％、３年度が３,６１４人で８２％でありま

す。 

④に、この利用状況をどのように考えるかとの質問でありました。これは、長引くコ

ロナ禍で、利用の低迷が続いておりますが、巡回バスは、地域住民の生活及び福祉向上

を図るための移動手段として、その役割を果たしているものと考えております。 

次に、２番目の町民はＪＡバス及び病院の送迎バスに頼っている状況である。どのよ

うに考えているかとの質問でありますが、ＪＡバス及び病院の送迎バスは、企業経営に

おけるサービスの一つとして運行されており、その利用も限定されます。 

なお、巡回バスは、その運行ルートにＪＡ施設及び病院も組み込まれており、現在、

それぞれのバスが役割を補完する形で運行できているものと考えております。 
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次に、３番目の巡回バスとスクールバスの併用についてであります。 

①効率、利便性を考慮した運行計画が求められるが、②併用した場合、運行回数が増

便されることから、利便性も大きく変えられると思う。しかし、どのように考えるかと

の質問でありますが、巡回バス及びスクールバスは、その使用目的が明確に定めてられ

ており、繰り返しとなりますが、巡回バスは、地域住民の生活及び福祉向上を図るため

の移動手段として、スクールバスは、町内小学校または中学校に遠距離通学する児童・

生徒の利便性を図り、教育効果を高めることにあり、その目的に沿って、現行の運行計

画が策定されておりますが、私の考えでは、これを混乗することにも可能であると思い

ますので、このことについては、現在の運行計画を見直すことができるのかどうかの検

討をするべきだと考えております。 

なお、スクールバスは、児童・生徒が通学するに供する時間体での地域住民の利用が

可能ではありますが、通学以外の学校行事等での運行もあることから、巡回バスと同様

に定時、定ルートでの運行に使用することは、制約をせざるを得ない状況であるのは事

実でございます。しかし、このことについても、使えないときは使えないことでありま

すから、この件についてもですね、やはり、もう少しの検討が必要ではないかと考えて

おります。 

③に、高齢者の運転免許返上に伴う対策につきましては、現行の苓北町在宅高齢者等

移送サービス事業の拡充も含め、そして、只今のバスの利用も含め、検討してまいりま

す。 

④に、町民の交通の足となる定期バスの運行が必要となるとのご質問でありますが、

現状、民間運営のバス路線は、本町を走る本渡～富岡線を始め、これは私も答弁を読ん

でみて、おかしいなと。定期バスというのは町が運行してもいいわけですね。だから、

ここはちょっと、もう少し検討するべきだと思っております。 

現状、民間運営のバス路線は、本町を走る本渡～富岡線を始め、その多くが赤字路線

で、国並びに関係自治体からの補助金により、路線が維持されている状況にあり、さら

に国からの生産性向上のための取り組みが求められていることからも、新たな路線の確

保、増便等については、大変厳しい状況にあるわけであります。 

このことについては、定期バスというのを、産交バスと勘違いしてるんじゃないかと

思います。私は、この定期バスっていうのは、町が運行してもいいのではないか。 

ただし、財政の観点から見て、それがリーズナブルであればですね、それも考えの一

端として検討すべきではないかと思っております。 

４番目に富岡～下田間のバス路線の充実について、①苓北町の観光振興に大きく関わ

ってくると思われるが、②富岡～長崎間の高速船の利用拡大に大きく影響すると思われ

るがとの質問でありますが、現在、富岡～下田間は、運休日を除き、毎日一往復してお
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りますが、昨年度の利用実績が一便当たり０.５人でありました。 

長引くコロナ禍が、その要因の１つではありますが、世界遺産登録により恒常的に観

光客を誘致できる遺産はほんの僅かであります。そのほとんどの遺産は、登録の年に、

訪問者のピークを迎え、その後減少していきます。 

天草地域におきましても、長崎・鹿児島を含めた広域的な観光ルートの取り組み強化

がより必要ではないかと考えております。 

次に、５番目の松本議員からのスクールバスを活用した富岡～下田間往復８便、都

呂々～木場方面往復１０便運行のご提案につきましては、教育委員会において検討させ

ていただきましたが、学校行事等でのスクールバス利用に影響があること、運転手の拘

束時間延長により、スクールバスを活用しての増員は、現状厳しいものであると考えま

す。このことは、都呂々～木場方面とか富岡～下田方面以外でもですね、苓北町でまだ

まだ不便なところもございます。そういった意味でですね、これも財政との相談もしな

ければなりませんが、やはり、もう少し突っ込んだ検討をするべきではないかと考えて

いるところであります。 

また、巡回バスはその活用につきましても、地域住民の生活及び福祉向上を図る観点

から、都呂々地区だけを重視するのではなく、可能な限り町内全域をバランス良く運行

すべきものだと考えます。この件については、都呂々地区を否定するのではなく、全町

的に、もうちょっと深く検討すべきであるということであります。松本議員がおっしゃ

る町費、ＣＯ２削減は大変重要なことであります。しかし、費用対効果だけを重視して、

住民サービスの低下を招くことがあってはなりません。 

引き続き、地域の皆様方からのご意見をいただきながら、それぞれ運行役割を果たす

中で、補完し合い、運行の充実が図られるように進めてまいります。ここでは、費用対

効果を言っております。その前には、多額の費用が生じるからできないと言っておりま

すが、これは矛盾しておりますので、改めまして、この件については、やはり全町的に

深く突っ込んだ検討もし、それが財政と相談した中で、成り立つのかどうか、そのこと

について検討をいたさせます。 

次に、質問事項３、町有施設での町としての管理責任についてのご質問でありました。 

１点目、町道につきましては、土木管理課職員または会計年度任用職員が、各町道を

公用車により走行し、路面状況や路肩の状況などを目視で確認しながら、道路パトロー

ルを実施しております。また、河川、漁港、港湾、農道、観光施設、教育施設等におき

ましても、各担当課職員が随時、状況把握を行っております。 

２点目の巡回の結果、不備があった場合の手だてにつきましては、路面の堆積物や路

側雑草、側溝の閉塞物の除去がある場合においては、会計年度任用職員による作業班で、

除去等を実施し、ポットホールなどの補修につきましては、発見した職員により、舗装
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合材による補修等を行っております。また、各施設等におきましても、修繕費予算によ

り、補修等の対応を行っております。 

本当に巡回されているのかということでありますが、巡回している証拠に日誌をつけ

ているようでございますので、その点について、間違いはないと私は信じております。 

次に、九州電力発電所石炭灰の有効活用についてであります。 

まず１点目の誘致企業の株式会社エコアッシュの現状と、今後のＡＣⅡ等石炭灰活用

計画について、企業の現状につきましては、同社にお尋ねしたところ、同社の社長が、

間違いがあっていけないので文書で書くから、それで回答してくれということでありま

した。『弊社は、苓北町が定めた「苓北町地域資源有効活用ビジョン」達成のため、苓

北町の公共工事等に積極的に活用していく趣旨の「石炭灰リサイクル事業に関する協定

書」を締結していただき、平成１６年に誘致企業として操業を開始いたしました。 

以来１８年、最盛期には１５名の従業員を雇用し、約７５万立方メートルの石炭灰リ

サイクル資材ＡＣⅡを製造・販売してきました。このことは、苓北町の産業振興、雇用

の確保等に大きく貢献できたものと自負をしております。 

また、当時、大きな問題に発展する恐れのあった「都呂々ダムの補助金返還」という

問題につきましても、弊社が内田工業団地に進出したことにより回避できたものと考え

ております。 

ご存じのとおり、弊社製品ＡＣⅡは、国の認定を受け、熊本県の許可を受けた製品で

あり、かつ苓北町議会におきましても、平成２１年「石炭灰リサイクル調査検討特別委

員会」にて、安全性が全会一致で確認され、全町民に広く証明していただいた製品であ

ります。 

しかしながら、先の苓北町議会に提案された「白木尾台地法面崩壊防止対策事業」に

おける弊社製品ＡＣⅡの使用について、その使用を阻害したいがための執拗な質問に終

始され、最終的に否決に追い込まれました。あの議会の状況を目の当たりにいたし、弊

社の苓北町における存在自体が否定されたものと強く感じられ、非常に残念でした。 

近年の原材料費の高騰を受け、経営状況が一段と厳しさを増す中、このような状況で

は、今後の見通しも立たなくなり、事業の大幅な縮小へと向かわざるを得ないと判断を

いたしました。 

長年、苦楽を共に頑張ってきてくれた１５名の従業員、またそのご家族のことを思う

と、断腸の思いでありましたが、大半の従業員を解雇するという苦渋の決断をいたしま

した。 

今後は、石炭灰リサイクル製品ＡＣⅡの製造販売を一旦中止し、同業他社に対する

「アッシュクリート技術」の技術指導を行いながら、将来の事業再開を目指していくこ

ととしております』とのことであります。 
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先程、ご説明しました、都呂々ダムへの補償問題のことについて、もっと具体的にご

説明をいたします。 

都呂々ダムは、発電所ができることによって、工業用水が必要であるということの中

で、資源エネルギー庁が補助を出し、あとの残りは九電からの借り入れで、熊本県がつ

くったダムであります。その資源エネルギー庁が、２５億円補助をしたということにつ

きましては、これは当時、苓北町が産炭地域の指定を受けていたということで、産炭地

域における小水力発電ダム、これに対しての補助を２５億円行うということでありまし

た。２５億円と、熊本県は４４億円ほどを九州電力から無利子で借り入れて、ダムを作

られたわけでございます。 

ダムの技術者の方々は、もしかしたら、このお金が産炭地域である苓北町のために回

ってきたということをご存じないかもしれません。直接、熊本県に２５億円行きました

ので。 

ただし、条件がありました。この条件は、九州電力１社で使うことは相成らないとい

うことであります。九州電力一社で最初使っておりましたら、資源エネルギー庁から強

いお達しがあって、このままで補助金返還も厭わないということでございました。これ

は熊本県企業局にも、苓北町にも、強い指導があったわけでございます。 

苓北町は、そこですぐそこの鳥越地区を工業団地に指定をしておりましたので、そこ

があるからということで、説明いたしましたところ、まだ山であって、企業が来たくて

も来れないじゃないかと。こんなことでは返してもらわなきゃしようがないということ

でありました。 

それで、企業誘致をですね、熊本県にも、九州電力にも強くお願いをいたしまして、

いろいろやりましたがなかなか難しい。で、まだまだ返還要求がございましたので、工

業団地を造ろうと。造って誠意を見せてくれということでありましたので、内田にあっ

た土地を公売して、造成をして、造ったわけでございます。 

資源エネルギー庁のお考えでは、一応、誠意が見られたので、早く企業誘致をしてく

れということでございました。そういう中でありました。 

しばらくしてから、エコアッシュが進出をし、二つ目の工業用水を使う会社ができた

わけで、その中で、資源エネルギー庁も、その後、何のお達しもないような状況でござ

います。 

その証拠にですね、つい最近、エコアッシュと九州電力に、熊本県企業局長がお見え

になられたようでございます。とにかく閉鎖はしないでくれと、事業継続をやってくれ

と。少しでもいいから工業用水を使ってくれというようなお願いがあったようでござい

ます。その帰りに、苓北町にもお寄りになったようです。私がちょうど出張で留守にし

ておりましたが、その旨の話をして、お帰りになられたようでございます。 
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そういった意味でですね、雇用と苓北町の発展に大いに活躍をしてくれたエコアッシ

ュでありますが、ほかの面でもですね、２５億円の返還を免れる大きな役目を果たして

くれておったと。 

今もですね、一応、縮小はしてしまいましたけれども、全く閉めてはいないというこ

とであります。いつかは、また、その材料、これはもう相当、評価が高いわけでござい

ますので、今後ですね、使い道が出てきましたら、また事業が再開できるものと、そう

期待をしているところでございます。 

なお、石炭灰の活用についてでございますが、石炭灰リサイクル事業に関する協定書

に基づき、毎月、株式会社エコアッシュから出荷状況の報告を受けております。 

令和４年３月以降、苓北発電所からの受け入れ及び製品の出荷もない状況が続いてお

り、今後の石炭灰活用は大変厳しいものと考えておりますが、これは九州電力にとりま

してもですね、非常に大きな課題でございます。 

この石炭灰をどう地域で活用してもらうか、よそに運べばですね、輸送費がめちゃく

ちゃ高くなってくる。九州電力も、１２、３年前までの九州電力とは違って、大変経営

に苦労をしておられます。そういった意味でですね、この石炭灰の再利用というのは、

非常に九州電力にとっても、大事なことであるかと思っております。 

次に２点目、３点目の、石炭灰有効活用と国道３８９号の安全安心確保のために、平

成３０年１２月議会における松本議員からの石炭灰を有効利用した国道３８９号の１０

メートル程度の嵩上げによる防除対策の提案につきましては、その際の苓北町の対応と

して、工事費等も含めて、実現可能な工法で早期に国道の防災機能を発揮するためにも、

熊本県が計画されている防災対策事業について、予算確保と早急な事業完成のために要

望をしていくこととして回答しておりましたので、防災工事の早期完成につきましては、

要望を行っておりますが、アッシュクリートを１０メートル嵩上げするということにつ

きましては、口頭で、当時の部長さんと相談したところ、ちょっと無理であろうという

ようなことでございましたので、まずは、熊本県で、とにかく落石等がないような状況

を早くつくり出していただきたいということでですね、お願いをし、そしてそのとおり

に進んでおります。 

次に、４点目の国、県への要望につきましては、平成２８年７月に、苓北町長、天草

市長、上天草市長の連名で、国土交通大臣、県選出の国会議員、熊本県知事及び県関係

担当課へ、国道３８９号の防災対策についての要望を提出しております。 

また、平成２９年７月には、熊本県知事や天草広域本部長への要望、事業が着手され

た平成３０年度からは、早期完成に向けて、天草３市町で結成している天草国県道路整

備促進期成会での、熊本県への要望や天草広域本部土木部所管事業要望でのお願いなど、

毎年要望を実施しております。 
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現在までの事業進捗状況は、平成２８年度に本箇所の斜面調査を実施されております。

その調査結果に基づき、危険度が高く、防災対策が必要な８工区、１０箇所において、

平成２９年度から災害防除工事が着工され、令和３年度までに６工区、８箇所の整備が

実施されて、残りの２工区においては、本年度実施され、完了する予定となっておりま

すが、この前の国県道の会議で、松本議員もご出席なさって、今のままではまだやり足

りない、ちょっと不安じゃないかという、ご指摘もございました。我々も、その件につ

きましては、もう一度、県ともよく話をしております。 

ただし、熊本県はこれで大丈夫という太鼓判をしておられますので、その件が今後ど

ういうふうな展開になるかですね、注視をしていくべきではないかと考えております。 

次に、犬、猫等飼育管理指導等についてであります。 

松本議員ご指摘のとおり、苓北町には、犬の散歩中の糞の処理についての苦情が数件

寄せられております。苓北町ではその対策として、モラルのある犬の飼養を心がけてい

ただくよう、広報紙や告知端末などを通じて周知を図っております。また、苦情が寄せ

られたときに、現場の状況を確認し、啓発看板の設置を行っております。これからも適

正な飼養管理をしていただくよう、より一層の周知告啓発を図ってまいります。 

条例等の制定につきましては、犬や猫の糞尿が町民皆様のご迷惑になっていることは

理解しておりますので、熊本県や他の市町村の条例等を参考にしながら、条例制定を検

討させていただきます。 

また、その間は、熊本県が制定している熊本県動物の愛護及び管理に関する条例に基

づき対応してまいりたいと考えておりますが、以前はですね、犬、猫、野良犬、野良猫、

捕まったら焼却処分になっておりました。動物愛護団体からの抗議の中で、熊本県はそ

れはしないということで、しかし、それをしなかったことによってもめちゃくちゃな飼

い方をしておられます。その件については、熊本県にも、犬、猫、生きているものを大

事にするということは、本当に正しいことだとは思いますが、しかし、めちゃくちゃな

飼い方が正しいかどうかわかりません。そういった意味でですね、犬、猫を可愛がって

いらっしゃる方々、お一人おひとりがですね、他人に迷惑をかけないような、そういう

飼い方をしていただけるような、そういうことで、それに違反したときにはどうなるの

かという条例っていうのは、必要になってくると思いますので、先程も申し上げました

ように、条例制定についても、前向きで検討をしてまいります。 

以上で、松本議員のご質問に答えさせていただきました。 

○議長（錦戸俊春君） 松本良人君。 

○５番（松本良人君） まず、コロナウイルス関係でございますけれども、私の聞く

ところによりますと、あまり進んだ予防対策等は取ってないっていうような認識をして

おります。これ通常、当然、これぐらいはテレビ見たり、ラジオ聞いたりしとけばすぐ
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わかるぐらいなもんで、町独自でどういったことをやってるかというのをお尋ねしたん

ですけれども、そこら辺がない、当然してないと思いますが、そこら辺をしてないと思

いますが、今後はですね、力を入れてやっていただきたい。苓北特有のですね、やり方

もあろうと思いますので、ぜひ。 

それから、感染者が自宅療養になったときに、外出あたりができんわけですね。その

ときに、家の冷蔵庫ん中にもう４、５日分ぐらいしかなかって、どうしても食糧あたり、

買い出しも行かれんと。濃厚接触とか合わせますので、どがんすればよかっじゃろ、わ

けくちゃわからんというようなことを私の方にご相談があった感じでですね。やっぱ大

変だなっていうことで、大変じゃったなということで、そこら辺ですね、他町を見ます

と、もう自宅待機になったと一緒にですね、即日ですね、自治体から箱詰めで、一週間

分ぐらい、その食事あたりが送ってくるという町村もあるそうです。 

そういったことはできんかというふうに思うわけですけど、そこら辺がどがんでしょ

かね。 

○議長（錦戸俊春君） 健康増進室長。 

○健康増進室長（田尻康彦君） 只今の松本議員のご質問にお答えをさせていただき

ます。コロナウイルス感染症への対策につきましては、基本的な対策、町の新型コロナ

ウイルスへの対策につきましては、基本的な対策、先程、浜口議員の中でも申し上げま

したが、マスク着用、手指消毒、日常生活の中でできることをやっていただきたいと思

い、現在、呼びかけを行っているところです。 

先程の町長答弁の中にもありましたが、ワクチン接種の推奨も実施をしてまいりたい

という考えでおります。 

次に、感染者が外出できないということで食糧の買い出しにも出ることができないと

いうことでございますが、現在、町の方では食糧の配給は行っておりません。感染され

た方の中にはですね、食物アレルギーをお持ちの方や、好き嫌いがあられる方もいらっ

しゃるかと思います。町が準備した食事を配給してもですね、廃棄されますと、食品ロ

スにつながる恐れもございますので、ご自分に合った食料をご自身で準備をされるのが

最良だと考えております。町の「広報れいほく」、「お知らせ版」（９月５日号）にも

周知をさせていただいておりますが、近くにですね、頼れる方がいない場合など、外出

ができない場合などにつきましては、商品をですね、購入しますと、無料で配達をして

くれる事業所が町内の中にございますので、その事業所の紹介を、ご相談があった方に

はお伝えしているところでございます。 

○５番（松本良人君） そこら辺はどこの市町村もやってると思いますよ。ただ、こ

こは特別にですね、よそは特別、自治体から、もうなったとと一緒に、カップラーメン

とか何かを届けている自治体もあるのでできんかと。ただ、私が一番懸念するのはです
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ね、名前がわからん、誰かわからんというような言い方が多分返ってくると思いますけ

れども、わからんから困っとですよ。濃厚接触者の方、あるいは感染者の方が、もう食

うとんなかけん、シープルに買いが行こう、Ａコープに買いが行こうと言っても、誰も

知らんわけですからね、なっとるっていうのを。そうした場合、感染するわけですよ。

そういった形で苓北町はいっぱい感染しとっとじゃなかですか。そこら辺、把握しとら

っさんですか。 

○議長（錦戸俊春君） 健康増進室長。 

○健康増進室長（田尻康彦君） 町におきましては、コロナに感染された方が町内の

どこにお住まいなのかはわかりませんけども、外出できない場合にはですね、近隣のご

親族や知人に連絡をすることによって、食料の調達や確保については可能であるかと考

えております。実際、私の方で知ってるのは、町職員の感染者でございますので、少し

話を伺ったところ、近所の方から差し入れ等をいただいて、食料に困ったことはないと

いう回答をいただいております。 

○議長（錦戸俊春君） 松本良人君。 

○５番（松本良人君） 都合の良かことは、都合の良かで良かですけれども、私は都

合の悪かことを、最低のことを言いよるわけですからね。もし、室長がたばこをのむと。

たばこの切れたと。どがんしたっちゃ、買うごて、のむごてたまらん。感染者であって

ですよ。絶対買いが行かっですよ。そろっと。わからんわけでしょ。そんときに感染者

が増ゆっとじゃなかろうかな。そういったことがあるので。 

余りお金は要らんと思いますので。だいぶ、交付金が来よっとでしょ。そこら辺から

感染者、あるいは濃厚接触者には、提供できんかということを言いよるわけですよ。 

そこまでの手厚い看護は、苓北町ではできないかということをお尋ねしよっとですよ。 

ぜひ、このことはですね、時間がありませんので、前向きにですね、検討していただ

いて、かなりのお金が国から来よるわけですから、そのお金をですね、やっぱりそっち

のほうにも回していただいて、なるだけ感染者を出さない。出す隙を与えないというよ

うなことをやってもらう。 

ぜひお願いします。ぜひですね、私思うのは、健康増進室でしょ。お宅は。コロナ増

進室にならんようにしてくださいよ。案外、苓北町はですね、人数の割には多かですよ。

ぜひ、コロナ感染増進室にならんように、健康増進室でおるように頑張ってください。 

新しい発想でですね、やってくださいよ。人がしとらんどうのこうの、しにっかのど

うのこうのじゃなくて、される方向でやってください。よろしくお願いします。 

○議長（錦戸俊春君） 健康増進室長。 

○健康増進室長（田尻康彦君） 意見につきましては、意見としてお伺いしておきま

して、町の方で内容等を、再度考えさせていただきたいと思います。 
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○議長（錦戸俊春君） 松本良人君。 

○５番（松本良人君） 町長、よろしくお願いします。これ大変だと思いますよ。濃厚

接触者になられた方は、買い出しに行かれんわけですから。それがずっと重なっていく

わけですね。家族の中で、例えば、一番最初、子どもさんがもろてきた。そん次、お母

さんがもろた。今度、子どもさんがようなったら、ご主人がなる。長男坊がなる。全部

出られんわけですよ。食うとはなかごてなっとですよ。そういったことがありますので、

前向きにどがんですか。町長。 

○議長（錦戸俊春君） 町長。 

○町長（田嶋章二君） ちょっとその辺のところはですね、只今、健康増進室長が答

弁をいたしました中において、まだまだ、町民に対する広報が足りない。やっぱりそう

いうやり方もあるんだということを、しつこくやっぱり放送のところでやるべきだと思

います。それでもって、どうしてもできない人たちにおいては、町から配送するという

ことも検討したいと考えております。 

○５番（松本良人君） 次に移ります。まだ言いたいことありますけれども。 

バスの関係でございます。私は、都呂々んことばっか言いよるじゃっかというような

感じでございますけれども、私は、試しにですね、小学校と中学校のスクールバスだけ

で、だけでですよ、富岡と内田関係から都呂々、下田関係の表ば作ったわけで、皆さん

におあげしとるはずです。後は言うたごとして、巡回バス２台、坂瀬川側の方面のスク

ールバスも空いとっですよ。それで存分に、それに合わせて回したら、予算の関係、ど

うのこうのせんやったっちゃ、ゆっくりできっとじゃなかろうかなと思いますね。 

そこら辺ですね、学校関係がスクール関係のバスのどうのこうので、手薄いなと。そ

のときは、タクシーでも何か頼んで代車ば回せばよかじゃなかですか。そして、利便性

のある苓北町をつくっていただく。今、利便性悪かでしょ。相当便利の良かごたっ答弁

ですけれども。悪かですよ。とつけんなか時に、１０時頃回ってきたりなんだりして。

おまけに、一緒ん時間帯に２台回ってくる。ですね。 

そこら辺をですね、もう１回、再度考えていただいて、もう少し頭を使ったやり方を

やってくださいよ。私が作ってやったでしょうが。あれは、金は要らんとですよ。運転

手はいるかもしれんです。運転手は３人雇って交代制にしてよかっですから。あがしこ

便利ようなれば、運転手ぐらいは出したっちゃ良かと思います。車んかわりは要らんわ

けですから。もう１回確認してください。もし、わからんときは、私に尋ねてください。 

それから、石炭灰関係ですね。石炭灰関係も、私は県とかなんかには言いませんよ。

特別な対策として、電源を守るということで、特別に国土交通省とか、あるいは企業局

あたりと一体となって、そして石炭灰をどがんかしてせんば、九電も大変やっかという

ことで、ここにしてくれた方が良うはなかかというようなことですよ。そうした場合は、
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今、一番困ってる国道３８９号の嵩上げして、そこに埋めた方が、誰もつまらんちゅう

人間はおらんとですよ、と思いますよ。そうした場合は、国も良か、町も良か、九電も

良か、仮にエコアッシュがまた頑張ってくるっとならエコアッシュも良か。地域の方も

万々歳、観光にも良かですよ。良かばっかじゃっから、そこら辺を、国土交通省だけで

なくて、企業局のそっちの方からでも、あるいは元通産ですね、そっちの方からでも後

押しいただいて、環境省あたりとか、一緒になっていただいて、その電源を守るという

やり方はできんかということで、私は再三お願いしよっとですよ。県とかなんかじゃな

くて、それを超えて、国土交通省だけじゃなくて、それを超えた枠の中でですね、でき

んかということをお願いしとっとですよ。どうでしょう。町長。 

○議長（錦戸俊春君） 町長。 

○町長（田嶋章二君） 電源の重要性については、熊本県のトップの方は希薄であり

ます。考え方が。例えば、今度、台湾からやってくる半導体製造企業、ものすごく県は

期待してますし、我々も期待してます。そこについて、道路が必要、鉄道が必要、家屋

が必要、水が必要というのを一生懸命やってるのに。最近ですね、エネルギー政策課長

が広域本部に来てましたので、あんたたちは電力のことはどがん考えとっとかって聞い

てみましたら、全く考えてない。 

水と電力が１秒でも止まれば半導体はだめになるんですよ。だからそういうこともや

っぱり考えていないから苓北町を軽く扱う。電力の、電気のふるさとですよ、苓北町は。

熊本県の７割も供給しているのに、電気のありがたさ、昨日の台風のことでわかったじ

ゃないですか。長崎県の人だって、皆、電気が止まったらどがんしようと。熊本県の人

だって同じです。やっぱり、そういった面で、電力を作ることに対する批判ばっかり報

道関係者もしてます。批判ばっかりしてますけど、電力を使って電力がなくなったとき

の不自由さってのはどんなに大変なのか。それをやっぱりしっかり報道も含めてやって

ほしい。 

そして、今、九州電力も火力でありますので、石炭でありますからＣＯ２を出します。

でもこれを低減させていくというのを国との約束をしてます。国も大々的に変えるとき

は補助を出すと言ってくれてます。ですからそういった意味でですね、実証工事をやり

ながら、どの程度の製造部品のですね、変更をすればいいのかですね、今後、大きな課

題になってくると思います。 

２０３０年までにですね、２０％のＣＯ２をまず減らす。減らすという中で、次には

２０５０年には、カーボンニュートラル。全く、計算上はですね、ＣＯ２を出さないと

いうような状況まで上げていく。そういうことを担ってまいります。九州電力もそうで

すし、今、日本風力発電は３基、どっからでも見えます。回ってます。風があるときは、

充分な電力供給をしてくれてます。で、来年から工事を始めるレノバの１３基、これは
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もう熊本県で最大の風力発電になると思っております。レノバは、もしここで成功すれ

ば、今度マグロの養殖場に使おうとしてたところ、ここについてもですね、今度、洋上

風力を考えてもいいんではないかと。これはまだレノバの正式な考え方じゃないんです

が、レノバでここに駐在しておられる方の考えで、洋上風力を具体的に検証してみたい

ということも言っておられますので、それこそまさに、苓北町がですね、電気のふるさ

とと言える状況でありますので、そういった意味で、熊本県にもＴＳＭＣが来る菊陽町

周辺だけ見ないで、その大元となる苓北町にも少し愛情を注いでいただきたいなとお願

いに上がりたいと思っているところでございます。 

○議長（錦戸俊春君） 松本良人君。 

○５番（松本良人君） こっちの電力関係については、私と町長の考えはまだ一致し

とると思いますのでですね、やはり九電関係も、私は、もうぎりぎりまで続けていただ

くと、やっぱり日本のために頑張っていただくと、我々も日本のために努力せにゃいか

んということで、私は今、そこの石炭灰が我々が一番、協力でくっとは石炭灰じゃなか

ろうかなと思いましたので、そこら辺、問題提起をしたわけですよ。そこら辺をですね、

ぜひともですね、国交省とか経済産業省ですね、あるいは環境省あたりでも、やっぱり

手を握りながらですね、別枠で、別枠ででしょ、防災とか何かというそういった小さい

もんじゃなくて、大きな考え方でやっていただければなと思うところでございます。 

それから、犬、猫の問題ですね。 

ぜひですね、前向きで検討していただくということでございますので、これはもう確

かに今努力してしておられますよ。いたるところに注意してくださいという看板がいっ

ぱい立っとります。努力はそうなしておられると思いますので、そこら辺ですね。私は

もうそれじゃもう間に合わんと思いますよ。夜、散歩される方は、全然、袋は持っとら

っさんとですよ。 

私たちも、ボランティアあたりでですね、道路の畦畔なんかを、草刈りをするときな

んかですね、犬の糞に当たれば飛んでくっとですよ。もうそこら辺、もうしゅうごとな

かっですね。そういったことがあってけえばですね。今、町道とか農道とかの草刈りあ

たりも段々協力者が減ってくっとじゃなかろうかな、必然的に。苓北町は沈滞すっとじ

ゃなかろうかと思いますのでですね。お互いにボランティアでもですね、楽しく参加で

きるような雰囲気をつくっていただいて、少し大変だろうと思いますけれども、頑張っ

てください。 

以上、終わります。 

○議長（錦戸俊春君） これで松本良人君の一般質問を終わります。 

これで、本日の一般質問を終わります。 

以上で、本日の日程は全部終了しました。 
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会議を閉じます。 

明日は午前９時３０分から本会議を開きます。 

どなた様も大変お疲れさまでした。 

 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

散会 午後２時０２分 
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令和４年第６回苓北町議会定例会会議録（第２日目） 

 

令和４年第６回苓北町議会定例会は、令和４年９月７日苓北町議会議場に招集された。 

 

１．午前９時３０分開会 

 

２．応招議員は次のとおりである。 

１番  山口 利生          ２番  野田 謙二 

３番  廣田 幸英          ４番  髙戸 幸雄 

５番  松本 良人          ６番  石田 みどり 

７番  浜口 雅英          ９番  山本 政人 

１０番  倉田  明         １１番  田嶋 豊昭（副議長） 

１２番  錦戸 俊春（議長） 

 

３．不応招議員は次のとおりである。 

８番  野﨑 幸洋 

 

４．出席議員は、応招議員と同じである。 

 

５．欠席議員は、不応招議員と同じである。 

 

６．議会書記 

  事 務 局 長    龍 岡   学    書    記  田 中 めぐみ 

 

７．地方自治法第１２１条の規定により議案説明に出席した者は、次のとおりである。 

町 長    田 嶋 章 二    副 町 長  山 﨑 秀 典 

教 育 長    濵 﨑 敏 和    総 務 課 長  福 田 誠 一 

税務住民課長    吉 本 英 明    企画政策課長  宮 﨑 良 成 

教 育 課 長    西 川 文 孝    土木管理課長  田 尻   悟 

農林水産課長    松 井 徹 也    商工観光課長  錦 戸 雅 志 

水道環境課長    松 本 康 秀    福祉保健課長  本 田   保 

健康増進室長    田 尻 康 彦    会 計 課 長  松 村 保 則 

  行革ﾃﾞｼﾞﾀﾙ対策室長 山 下 晃 弘 
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８．議事日程 

日程第１ 一般質問 
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９．議事の顛末 

開会 午前９時３０分 

○議長（錦戸俊春君） おはようございます。 

只今の出席議員は１１人です。野﨑議員から欠席届が提出されています。定足数に達

しておりますので、只今から本日の会議を開きます。 

それでは、昨日に引き続き、一般質問を行います。 

通告７番、田嶋豊昭君。 

○１１番（田嶋豊昭君） おはようございます。通告７番、１１番議員、田嶋豊昭で

す。 

農業者・漁業者における生産資材価格高騰対策実施の検討を一般質問いたします。よ

ろしくお願いいたします。 

今現在、農漁業者は大変な危機に立っています。今回各地で、農漁業者は、緊急集会

など、国・県に肥料や飼料、燃料など生産資材価格の高騰を受けての支援要請を行って

います。苓北町でも同じだと思います。 

特に、ハウス栽培農家の方々は大変だと言っています。ＪＡ苓北でも、色々なことで

対応していますが、なかなか大変です。肥料なども価格が高騰する前に買い取り、倉庫

に保管してあります。レタスの肥料などは予約で、使用することがわかっている資材は、

事前に購入できますが、やはり全体的にはできません。 

新型コロナ禍、円安などで落ち込んだ地域経済の回復や物価対策など、苓北町でも考

えていただきたいと思うのです。 

今年度の春夏秋冬野菜価格の低迷で、冬野菜だけでは経営が大変だと、夏秋野菜を推

進、多くの農家がそれに取り組んでいますが、その中でのこの価格低迷です。米の価格、

特にオクラなどは、例年の半額です。これでは、農家の所得が少なくなるばかりです。

町へ納める税金も少なくなり、その影響も大きいのではないかと思います。 

農業も漁業も、高齢化で大変です。その中で、後継者である若者たちは頑張っていま

す。その人たちの将来のために育てていかなければ大変です。 

新型コロナ禍で、町もいろいろ大変だと思いますが、ご検討のほどをよろしくお願い

いたします。 

終わります。 

○議長（錦戸俊春君） 町長。 

○町長（田嶋章二君） 只今の田嶋議員のご質問に答えさせていただきます。 

農業者・漁業者に対しましては、これまで、新型コロナウイルス感染症対応地方創生

臨時交付金を活用し、農業省力化生産資材導入支援事業や貝類等養殖漁業支援事業など

の支援を行っているところであります。しかし、現状におきましては、燃料を始め飼料、
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肥料など、ご指摘のように、全て価格が高騰しているところであります。 

その中でこの度、これまでの支援策に加えまして、町の物価高騰支援策として、農業

者に対しましては、経営耕地面積３０ａ以上の農業者に対し、１０a当たり１,０００円

を支給する「農業資材価格等高騰対策事業補助金」を、また、漁業者に対しましては、

漁船用燃油の直近２年間分の価格上昇分、１リットル当たり２９円を支援する「漁業燃

油価格高騰対策事業補助金」を、それぞれ９月議会補正予算に計上しておりますので、

予算が成立いたしましたら、これらの支援策を実施してまいります。 

以上で、田嶋議員のご質問に答えさせていただきました。 

○議長（錦戸俊春君） 田嶋豊昭君。 

○１１番（田嶋豊昭君） お答えありがとうございます。 

経営耕地面積の３０a以上の１０a当たり１,０００円ということでいろいろ検討して

いただいております。本当にそういう中で、やっぱり私たちは、どうしなきゃいけない

かと、もう今でも油あたりも高騰しております。 

そういう中で、私たちは生きていかなければなりません。 

だから、もうちょっと深く、町も考えていただき、援助の方よろしくお願いいたしま

す。 

以上で終わります。 

○議長（錦戸俊春君） これで、田嶋豊昭君の一般質問を終わります。 

 次に、通告８番、倉田明君。 

○１０番（倉田 明君） 通告８番、倉田です。通告の２件について質問させていた

だきます。 

最初に、町財政の状況についての、①令和３年度、町財政の状況と今後の見通しでご

ざいますが、２０２０年１月１５日、日本で新型コロナ感染者第１例が確認され、その

後、５月１２日まで１万５,８５４人の感染者、死者６６８人との報道がありました。

その猛威は変わらず、今年８月１９日には、全国の感染者数は、過去最多の２６万１,

０２９人。国内感染者は、１,６７２万５,８３０人、死者３万６,５８３人となり、そ

の収束は見えておりません。 

このような中、政府は感染防止のため、人と物の移動制限や企業等の営業時間短縮等

の影響で、社会経済が低迷し緊急経済対策として、事業者等に持続化給付金や休業支援

金、また、国民を対象に「特別定額給付金」など、各種の支援救済対策を講じられてき

ました。併せて、「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金」など現在も支

援策が続いております。 

流行が本格化した２０２０年度コロナ対策のため、３度の大型補正予算を編成し、大

量の国債を追加発行し、２０２０年３月比１０１兆９,２３４億円に膨らんだと言われ、
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国債と借入金など２０２１年３月末時点で、１,２１６兆４,６３４億円。そして、２０

２２年８月１０日、財務省は「国の借金」は、６月末時点で、１,２５５兆１,９３２億

円と発表。また、２,０２２年度末には１,４１１兆円になる見込みとの報道があってお

ります。 

国の２０２２年度予算は、過去最大規模の一般会計総額１０７兆５,９６４億円、１

０年連続で過去最大の更新となり、コロナ感染再拡大に対応するため、前年同額の５兆

円の予備費を計上されております。一方、２０２１年度国の税収は、前年度から６兆２,

０００億円増え、６７兆３７９億円と２年連続で過去最高になったと財務省が発表され

ておりますが、よくも、このコロナ禍の中で税収が増えたものだと思っております。 

苓北町においても、これまでコロナ感染防止対策の事業予算とともに、各種事業に取

り組まれてこられましたが、令和２年度の決算書によると、一般会計の歳入は６１億９,

４８９万７,５４９円、歳出は６０億４,０６２万４,４６９円。形式収支は１億５,４２

７万３,０８０円、単年度収支は１,１１９万３,３５４円の黒字となっております。ま

た、これらは、「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金」の本町交付金２

億４,５１３万９,０００円や感染拡大防止のため事業の中止等の影響もあると思ってお

ります。 

近年、町税は全体的に減少傾向にあり、その分、地方交付税が増えつつありますが、

自主財源に勝るものではありません。そのような中、令和２年度一般会計の基金残高は

令和３年５月末で、１１億９,４２５万２,３０２円。特別会計は１億８,０９４万９,４

２５円、合計１３億７,５２０万１,７２７円と前年度より増額しております。一方、町

債は一般会計で６８億８,１２６万６,０００円、特別会計２４億８,０３２万６,０００

円、合計９３億６,１５９万２,０００円となっております。 

財政力指数は０.４８、経常収支比率８９.５％、将来負担比率８３.６％で、財政力

指数は、ここ数年低下気味でありますが、経常収支比率と、将来負担比率は、近年改善

し、特に、前年度１０７.６％から８３.６％まで改善してきた将来負担比率は、財政健

全化へ進みつつあります。また、事業量、事業内容にもよりますが、財政健全化の取り

組みとして、令和３年度は元金償還額６億９，２９１万２,０００円に対し、地方債発

行額を３億８,６６０万（うち臨時財政対策債２億８,５００万円）とあります。この９

月定例会で令和３年度の決算書が提出されますが、町財政の状況と今後の見通しについ

て伺います。 

②ふるさと寄附金の現状と今後の取り組みについてでございますが、令和２年１２月

議会で、コロナ禍で税収減の中、新年度町予算編成の方針について伺いました。町長答

弁では、国税及び町税等の大幅な減収が見込まれ、令和３年度の予算編成に、新たに一

般財源の「枠配分方式」を導入。基本方針は、歳入で町有財産の売却を含む有効活用、
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「ふるさと納税」の拡充等による自主財源の確保。歳出では、各事業の費用対効果等の

検証で経費抑制、効率化、簡素化及び職員一人ひとりのスキルアップ、財政サービスの

向上、人件費や公債費、扶助費等の義務的経費を除く、政策的経費圧縮が必要とのこと

でありました。 

町税が減収する昨今、町振興計画ふるさと苓北未来プラン「実施計画書（令和３年度

から令和５年度）」の中に、「自主財源の確保に努めるなど･･･健全な財政運営を推進

する」とあります。 

そのような観点から、今後は自主財源の確保にさらに努力していかなければならない

と思うところであります。その財源確保の一つに、「ふるさと寄附金制度」があります。 

本町２年度予算５００万円に対し、決算で８５８件の寄附金は１,５５１万１,０００

円寄せられました。寄附に対する返礼品費用等として７８２万１,１０４円であり、令

和３年度ふるさと寄附金予算は、２,０００万円、４年度は５,６００万円組まれ、寄附

金増額を図るため、返礼品の充実や代行業務委託事業者及びウェブサイドの追加など試

み、寄附金額は年々と増加しておりますが、寄附金額は、県下４５市町村の中で下位の

方と伺っております。他市町村と比較するのもいかがなものかと思いますが、その状況

等と今後の取り組みについて伺います。 

③の「過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法」での事業状況でございます

が、ご承知のとおり、令和３年４月１日、第５次「過疎地域の持続的発展の支援に関す

る特別措置法」が施行され、苓北町もその適用を受けました。 

ご承知のとおり、充当率１００％、元利償還金７０％は、後年度の普通交付税に算入

されることとされ、対象地域にとっては、活用の幅ができました。事業計画については

国、県などとの協議、同意等が伴いますが、町の事業状況と今後の事業計画について伺

います。 

最後に２点目の町の「やまびこ予算」の拡充（増額）についてお尋ねいたします。 

町内５１行政区の中で、区民皆さま方には、日頃から、地域活性化に向け、いろんな

活動や諸行事等が行われておりますが、地域活動や地域を維持していくには、地域なら

ではの問題、課題もあります。現在、「やまびこ予算」で、それぞれの地域の実情に合

った、小規模工事等に行政区が取り組まれ、令和３年度は２７件の申し込みがあり、申

し込みが多ければ補正予算で対応されております。 

今年度の申し込みは１８件と伺っておりますが、令和４年度予算は前年同様１件３０

万円の２０件分、６００万円が組まれております。１件の工事規模、予算が大きい場合、

完了には数年を要する場合もあります。 

もちろん、工事規模が大きい場合は、町発注となりますが、行政区的工事規模はでき

るだけ早く完了し、安全性と利便性を求められておりますが、近年、少子高齢化が進み、
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地域集落を維持していくには、年々、厳しくなっていく中、地域の「協働」と、やはり

そこに住まわれている方々の要望、意見等をより以上に伺い、対応し、区民の意識が高

まり希望が持てる地域環境づくりが必要ではないかと考えるところであります。 

そのような観点から、「やまびこ予算」の１件当たりの増額ができないか、町長の見

解を伺います。 

以上です。 

○議長（錦戸俊春君） 町長。 

○町長（田嶋章二君） 只今の倉田議員のご質問にお答えさせていただきます。 

まず１点目は、町財政状況についてであります。 

財政状況につきましては、本議会において、「令和３年度決算における健全化判断比

率について」を報告することになっております。値を申し上げますと、実質公債費比率

が１２.９％、将来負担比率が４９.３％であります。将来負担比率は、令和２年度の８

３.６％から３４.３％の健全化が図られております。 

令和３年度末における一般会計の起債残高は、約６５億３,５００万円でありますが、

この中に、臨時財政対策債が入っております。臨時財政対策債は、国が地方自治体に交

付金として配るべき資金でありまして、その資金が国において足りないので、しばらく

借りといてくれという性格のものでございます。従いまして、この臨時財政対策債の返

済は、全て国が責任を持って返していくということでありまして、事実、毎年、毎年、

臨時財政対策債は、国において普通交付税によって措置されていることになっておりま

す。 

先程、申し上げましたとおり、臨時財政対策債を除く起債残高は約３７億１,５００

万円。これまでの地方債借入実績の交付税措置率から、約５２％は交付税措置されるこ

とが見込まれ、この交付税措置額を除く起債残高は約１７億８,３００万円となります。

現在の年度末による、３年度の年度末における一般会計の基金総額は１６億４,８００

万円であり、令和３年度末における財政調整基金と減債基金の合計額が約１４億８００

万円であります。引き続き、基金の積み増しも図ることで、さらに財政の健全化が進ん

でいくと考えられます。 

なお、議員ご指摘のとおり、町税は減少傾向にあり、地方交付税に頼らざるを得ない

状況に変わりはありません。また、今後も膨らむであろう扶助費を始めとした義務的経

費と併せ、公共施設等の老朽化に伴う維持管理費の増加も、今後の財政運営における重

要な課題でございます。 

引き続き、中・長期的視点に立ち、必要に応じ過疎対策事業債を始めとした有利な地

方債の活用も検討のうえ、健全な財政運営に努めてまいります。過疎の指定は、昨年の

４月に行われましたが、まだ、そのメリットというのは、少ししか表れておりません。
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これから、過疎指定のメリットが大きく反映されてくるものと考えております。 

次に、２点目の「ふるさと納税の現状と今後の取り組みについて」であります。 

令和３年度に２,１０６万６,０００円の寄附をいただきましたが、県内４６自治体、

これ熊本県を含んだ中でございますが、下から２番目の４５番目の寄附受け入れ額とい

う結果でございます。これは大変心配しなければならない金額であります。 

令和４年度につきましては、８月末で約５３０万円の寄附をいただいております。 

今後の取り組みについてでありますが、特に苓北町の強みとなる返礼品の発掘をメイ

ンに進めております。他自治体等の傾向を見ますと、主軸となる返礼品があり、他の返

礼品がそれに追従する形となっているようであります。苓北町でも昨年度は、共通返礼

品の牛肉が主軸となっておりましたが、しかし、牛肉に関しましては競争が激しく、今

年度は申し込みが少し落ち込んでおります。 

そこで、今後の苓北町の主軸となる返礼品について、代行事業者と協力をいたしまし

て、発掘を進めているところでございます。 

今年度、新しく登録された返礼品は２３品目で、お米やスイカ、食事券などがござい

ます。また、年内の登録として、トラベルクーポンや海産物を計画しているところでご

ざいます。 

また、寄附受付等に係る役務として、オンラインワンストップ特例申請等のサービス

についても充実を図ってまいります。 

次に３点目の「過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法での事業状況につい

て」でありますが、過疎対策事業債につきましては、令和３年度に国の承認を得ました

「苓北町過疎地域持続的発展計画」に基づき、各種事業に充当しております。 

令和３年度におきましては、「志岐漁港道路整備事業」のハード事業のほか、「地域

が輝く行政区活動補助金」や「苓北町子育て支援医療費助成事業」等のソフト事業を含

め、総額９,７００万円を充当し、令和４年度におきましては、前年度と同様に「地域

が輝く行政区活動補助金」や「苓北町子育て支援医療費助成事業」等のソフト事業に充

当するほか、ハード事業では、昨年度からの繰越事業の「志岐漁港臨港道路整備事業」

のほか、「町道舗装事業」と併せ、今回の補正予算に計上しております「温泉プール改

修事業」、「ペーロン船格納庫改築事業」、「苓北町農協選果場改修事業補助金」を加

え、総額で約２億４,０００万円の充当を予定しております。 

なお、次年度以降につきましては、過疎地域持続的発展計画及び振興計画に基づき、

必要な事業に充当していくことといたしますが、新たに「天草広域連合新ごみ処理施設

建設に係る負担金」や「苓北中学校校舎改築事業」への充当も考慮する必要がございま

すので、これらも含め、中・長期的な視点での財政運営を見据え、適切に対応してまい

ります。このことから、これからも、多額の資金が必要なわけでございますが、過疎地
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域の指定を受けたことによりまして、過疎債の発行が、今申し上げた事業に関してまし

ても、全て認められることになります。先程、倉田議員の質問の中にもございましたよ

うに、交付税充当率が今までゼロだった、例えば、町道舗装とか、２割だった公共等事

業債とかに比べまして、７割の交付税措置率がございますので、今後の町財政にとって

は、大きな武器になってまいります。そのことをしっかり踏まえまして、事業もむやみ

やたらに増やすということではなくて、必要な事業をしっかり整えていく中で、財政の

健全化をより図ってまいりたいと考えているところでございます。 

次に「やまびこ予算の拡充について」のご質問でございました。議員ご指摘のとおり、

１件の工事規模、予算が大きい場合は、完了までには数年を要する箇所もございます。

その対策として、このような場所につきましては、１年単位の事業上限額３０万円を変

更せず、２年分を事業着手年度に一括して申請し、事業が実施できるような取り扱い基

準の見直しにつきまして、検討を進めていきたいと考えているところでございます。 

以上で、倉田議員のご質問に答えさせていただきました。 

○議長（錦戸俊春君） 倉田明君。 

○１０番（倉田 明君） 町財政状況につきましては先般、苓北町監査委員から、歳

入歳出決算審査意見書が提出され、その中の資料、また、只今、町長の答弁にもありま

したが、非常に数字的に改善されつつあるようでございます。 

やはり極論でございますが、事業をしなければ公債費等も不要でございますが、現状、

そういうわけにはいかないわけでございます。 

また今後、振興計画に基づき、大幅な地方債の残高を圧縮していくという旨の答弁が

ありました。その中で現在、地方債残高等があるわけでございますが、その中で、臨時

財政対策債、ご承知のとおり答弁もありましたが、この元利償還につきましては、５年

度交付税措置されるということで、一応６５億３,５００万余りの地方債、その中に、

これ一般会計でございますが、臨時財政対策債２８億２,０００万円余り、意見書でも、

答弁でもありましたが、それを、借入金でありますが、後年度手当てされるということ

で差し引くと実質３７億円の、３７億１,５００万円ほどの数字になると、私は思って

おりますし、町長もそのような答弁でございました。 

そういう中で、一般会計の積立金、基金残高、これは４年５月末現在で１６億４,８

６２万５,５３９円と表示してあり、前年度に４億５,４３７万３,０５７円が加えられ

ておるような状況下になっております。 

そこで現在、今申しましたが、苓北町の一般会計の地方債残高は６５億３,５００万

円余りあるわけでございますが、これまでいろんな事業に携われ、長きにわたり、各種

の公共事業の中で生活基盤整備等に多額の財源を投入し、地方債にあっては、中長期的

に返済していかなければなりません。よく借金を次世代に残さないようにと言われてお
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ります。それに越したことはないわけですが、やはり、社会インフラ等の整備といろん

な施設の維持管理、これは国においても、各都道府県、あるいは市町村自治体において

も、同様なことと思われますが、過去、現在、未来にわたり、何らかが変わらない限り、

繰り返しではないかと私は思っております。 

したがって、公債に限らず、事業から生まれた遺産は、次世代とともに、必然的に共

有化することになり、今までもそうでありました。言い換えれば、次世代の人もそれな

りの経済負担が生じるのはやむを得ないし、致し方ないと考えますが、町長の見解を伺

いたいと思います。 

○議長（錦戸俊春君） 町長。 

○町長（田嶋章二君） 只今のご質問でございますが、やはりこの持続的に継続を図

っていける、いわゆる今流行りで言いますとＳＤＧｓ、こういう社会をつくっていかな

ければなりませんし、その中で、やはりそこに住んでおられる方々が希望の持てる、そ

して、ここに住んでよかったと思っていただけるような、町づくりにしていかなければ

ならないと考えているわけでございます。 

そのためには、もろもろの事業をやるのに、やはり資金が要ります。その資金も、自

前でできる資金と、自前で足りなければ、国から、あるいは県からの補助金をいただく、

あるいは借金、いわゆる起債をする、そういう形の中で運営を続けていかなければなら

ないわけでございます。 

それと併せて、自前のお金も増やしていく努力もしていかなければならないわけでご

ざいます。そういうことを組み合せた中で、健全な財政の中で、町民皆さん方が、ここ

に住んでよかったと思っていただける町にしていかなければならない。 

今現在の課題はですね、九州電力から入る、大きな割合を占める固定資産税、これが

年々減ってきておりますし、やはりいろんな面でですね、減る自前の資金、そしてまた、

増えるのは、高齢化に伴いまして扶助費がどんどん増えていく。こういうことも念頭に

置きながら増やしていかなければならない。 

今の状況を考えますときに、昨年完成しました風力発電３基分でありますが、今年は

確かに２,５００万円ぐらいの税収があったはずでございます。また、来年から始まる

レノバの１３基分、これも合わせてしますと、２０億、１７億か、１０数億円の固定資

産税が見込まれます。 

また、今、九州電力もですね、低炭素化に向けて、２０３０年に向けてもろもろの実

証を始めておられます。そんな中で２０％のＣＯ２削減を図っていくという、取りあえ

ずの２０３０年までの目標をクリアしたいと、低炭素化の中で。そうしますとですね、

アンモニアを混焼していくためにもですね、いろんな部品に障害が生じる恐れがあるん

で、少しずつ、少しずつアンモニアを増やしながら、その様子を見ていくと。その様子
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を見た上で、部品を大幅に取替えなければならない状況が出てくるということでありま

す。結果的には、それが固定資産税につながってくるということでありますので、苓北

町の将来にとりましてですね、これ将来と言っても、近い将来でございます。非常に強

い頼みになる電気のふるさと、全て今申し上げたのは、電気に関わる、電力に関わるこ

とであります。 

そういう状況でまさに熊本県の電気のふるさととして、火力も、そして自然エネルギ

ーも充実した中で、町の財政を潤していくと。その中で、町民の生活をですね、より豊

かなものにしていきたいと。 

今まだ、財政がですね、ようやっと上向きになってきたところでございますので、こ

れからでございます。そういった意味でですね、私も今回で引かしていただきますが、

皆様方のご支援とご協力の中で、年々、充実した町財政に変化してきている。これを止

めてはならない。続けていかなければならないという気持ちでございます。 

○議長（錦戸俊春君） 倉田明君。 

○１０番（倉田 明君） 今、町長答弁にもありましたが、やはりこの持続的な町運

営、そういった中で、やはり自主財源、今申されましたが、例えば、風力発電等の今後

の運転開始に伴う税収、また、もう既に事業が開始され、風力発電の一部の税収が入っ

ている状況下でありますが、併せまして、やはり、九州電力のいわゆる機械等の更新、

それに向けた固定資産税が入るという可能性も大きいのではないかと思っております。 

いずれにいたしましても、やはり苓北に限らず、やはり人間が生活していくにはある

程度の、やはり豊かさといいましょうか、こういったことを保持しながら、生活してい

くにはやはりどうしてもいろんな事業、時代に合った事業等が必要になってくるかと思

います。そういう中で、今、町長が必要な事業はするんだ。もちろん、私も皆もそれは

理解されると思いますが、やはりそういう事業もですね、今後は必要において時代とと

もに展開していただきたいと思っております。 

昨日の一般質問の答弁にもありましたが、町長におかれては、田嶋町長におかれては

いろんな事業、やはり生活の質を上げるといいますか、併せて、防災等に対する事業、

そういった幾多の大きな事業を展開されてきました。当然、それには財源が必要であり

ます。従いまして、そういった整備の中で、私は相当な成果があったと評価していると

ころでございます。いずれにいたしましても、苓北町に限らず、やはり日本がですね、

持続的可能な道を、舵をとっていただくよう国民と共につくっていかなければと思うと

ころでございます。 

続いて、ふるさと納税の件ですが、一応、相手さんもおられることでしょうし、あと

半年あります。そのような中で返礼品、これは寄附者の方が選択されるわけでございま

すが、なかなかこの返礼品も新たに２３品目加わったということが報告されましたが、
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やはり代行業者といろんな協議を重ね、周知徹底を図ってですね、少しでも多くの寄附

金が集まるよう、伸びますよう、検討方お願いしたいと思っております。 

もう答弁は要りません。 

３点目の過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法、いわゆる過疎債等でござ

いますが、３年度併せて４年度の事業等のご説明も伺いました。 

４年度においては、温泉プールの改修、ペーロン倉庫の改修、農協の倉庫改築の改修

等々が挙げられ、また次年度については、ご案内のとおり、天草広域連合新ごみ処理場

のいわゆる負担金の問題、それと苓北中学校校舎改築事業等が含まれておるようでござ

いますが、やはり有効にですね、活用いただきたいと思っております。 

答弁は要りません。 

最後に「やまびこ予算」でございますが、１年の３０万円は変更せずに、前倒して、

２年分計上してはどうかということを検討したいという旨を申されましたが、そのよう

な方向で少しでも改善され、地域に夢と希望を与えていただきたいと思います。 

併せてやはり今後のまちづくりは、地域の住民の方の協力がなければ、やはり推進が

厳しいものがあると思っております。ぜひ、その辺も含めまして、ご検討方よろしくお

願いいたしまして、質問を終わります。 

ありがとうございました。 

○議長（錦戸俊春君） これで、倉田明君の一般質問を終わります。 

次に、通告９番、野田謙二君。 

○２番（野田謙二君） お世話になります。通告９番、２番議員、野田謙二でござい

ます。今回の質問は、町長への質問とさせていただきます。 

さて、苓北町では毎年のように何らかの自然災害が起こっております。がけ崩れであ

ったり、道路の崩壊であったり、河川の決壊であったりと、これらはなかなか予測ので

きないものでございます。 

そんな中での自然災害ですが、この災害の補修は、地方交付公共団体においては、必

ずやり遂げなければならないことだろうと考えております。 

ただ、その仕事の進み具合が遅いのではないかということを心配しています。 

最近では、森林基幹道苓北天草線のがけ崩れや、町道善亀線の崩落事故等があり、ほ

かにもいろいろとございました。 

先に挙げた２件では特に、一般の人の感覚からすると、工事の開始が遅れ、いつにな

ったら工事をするんだろうかと、最初は心配されていました。役場の職員や土木事業者

等からすると、その遅れの原因についても想像がつき、むしろ普通なのでしようがない

もんだろうと感じることも多いかとは思っております。 

さて、このような自然災害により発生する公共工事は、このままの対応で遅いんでな
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いだろうかという、それで良いのでしょうかというのが今回の質問になります。 

自然災害での結果、起こっている公共工事は、基本的には、そのほとんどが国や県の

査察が入ります。その後、国や県の予算が承認されて初めて、町の予算として計上され、

議会に提出され、議決を得て初めて工事の入札が行われるというのが基本だろうと思っ

ております。ですから、手間も暇もかかるのが当たり前です。細かいことを言うと、町

長の判断で工事を先に発注して、議会には専決処分として、後から承諾を得る等のほか

の方法もございますが、それでも、公共工事は遅いのが当たり前です。つまり、自然災

害で起こる公共工事は、ある意味で遅いのは当たり前です。 

しかし、近年の全国版のニュースを見ていると、気候の変動もあってか、災害が想定

外とのニュースを耳にする機会が増えました。 

幸いにして、苓北町では人的被害が出るような災害が起こっておりません。しかし、

人吉球磨地方の水害が県内でも発生をしたように、また、熊本地震でも甚大な被害が出

ております。 

このような人的被害が出るような場合は、地方公共団体や国は避難住宅を用意したり、

災害への補助をコストをかけて行っております。これは天災による人的な直接的な被害

ですから、言葉は悪いかもしれませんが、当然に職業的義務が発生する、国や地方公共

団体には当然の仕事であると、必要なものであると言えるでしょう。 

そこで、苓北町の対応ですが、苓北町は直接的な人的被害が出ていないからといって、

このまま遅い公共工事を放置していて、良いのだろうかということをお伺いしたいと思

います。 

実際の自然災害においては、直接的な人的被害が出なくても住民の生活にかなり影響

を与えている事例は多々ございます。 

例えば、自宅近くの道路が災害に遭い、車の通行が遠回りをせざるを得なくなったり

とか、河川の決壊が原因で田んぼへの水路が崩壊したりとかは過去にも聞いております。 

過去の事例では、例えば、道路の崩壊などは、以前は個人と建設会社との話し合いで、

仮設道路を用意したりして、その後に自治体へ請求をかけるなどの方法も取られていた

ように記憶しております。また、田んぼへの水路の崩壊などは田植えまでに工事が行わ

れないなら、個々人が水路を確保したりしていたように記憶しております。これらは子

どもの頃の記憶ですので、あくまでも私の勝手な思い込みかもしれません。 

しかし、そのような方法は、今では結果的に二次災害が発生した場合に、誰が責任を

持つのかとの意見から、細かく法整備がなされ、中途での工事変更や仮設道路の建設な

ども、土木業者が資料をそろえ、提出、認可されなければ何もできないようになってい

ると思ってます。 

だからと言って、自然災害の復旧工事は遅いのは当たり前というような状態のままで
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良いのだろうかと。 

直接的な人家への被害がなければ、行政の対応が遅いのをじっと待つしかないのでし

ょうかということです。 

例えば、人家への直接の被害がなくても、田畑への水路が寸断されたとか、日常的に

通用する道路が寸断されたとかの日常生活への直接の被害がある場合などは、町の責任

で仮設の水路や、仮設の道路を早急に整備するのが良いのではないかと考えております。 

具体的には、災害が確認された後、被災地の近隣住民や地主に細かくお伺いをするだ

けで対応ができると思っています。 

それを聞いて、町長の判断で田畑への影響が大きいとか、日常生活への変化が大きい

と町長が判断した場合には、仮設の水路や仮設道を建設するというのはいかがでしょう

か。もちろん、国や県が査察する本来の公共工事とは別物で、あくまでの仮設道路であ

り、仮設の水路となります。これは実行すると、あくまで仮設の工事ですので、今まで

以上にコストが必要になります。しかし、確実に、現状の町の総生産数を維持できるよ

うになります。 

苓北町は何だかんだと言っても、農業などの一次産業が主力産業です。そんな中で只

今、本町は高齢化に伴い、いつもどおりの作業ができないのであれば、その土地での作

業は放棄するという判断をするのかが出るんじゃないだろうかと心配をしております。

仮設水路の工事の発注は、時期的に耕作時に水が必要な場合の水路工事が間に合わない

場合などの緊急時が予想される場合などに限られたことすればよいのです。あくまで仮

設ですが、そのような農家が一軒でも減るようにしたいっていうための案でございます。 

町の支出は大きくなりますが、それが、町の総生産を減らさないことには間違いなく

つながると思っています。 

仮設道や仮設水路が一時的であれ、町の貴重なインフラとなり、町の発展に貢献する

ものと考えますが、いかがでしょうか。 

以上で私の質問を終わります。 

○議長（錦戸俊春君） 質問の途中ですが、ここで休憩をいたします。４５分まで休

憩いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１０時３４分 

再開 午前１０時４５分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（錦戸俊春君） 休憩前に引き続き、本会議を再開します。 

町長。 

○町長（田嶋章二君） 只今の野田議員のご質問に答えさせていただきます。 
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町道等の災害が発生した場合において、公共土木施設災害復旧事業費国庫負担法及び

関係法規に基づき、事業申請を行い、災害復旧事業により工事を実施しているところで

ございます。 

災害復旧事業を実施する場合、小中規模の、小さい・中程度規模の災害事業において

は、災害発生から工事発注まで４カ月から半年程度の期間が必要となります。議員ご指

摘の大規模の地すべり等における災害復旧工事におきましては、原因調査として地盤状

況や水位の変化等の観測調査などを実施した上で、その原因に該当する事業において実

施する必要があることから、長期間、道路の通行止め等を実施する必要がございます。 

このような場合に、応急工事につきましては、仮設道路、仮設橋等の事業も国負担の

災害復旧事業として、定められた条件により、迂回路の距離、幅員、耐荷重、路面状態、

交通量等を勘案した上で認定され、実施することができます。 

また、国の応急工事の対象とならない場合であっても、応急工事は原則として公共土

木施設災害におきましては、施設管理者の負担で施工すべきものでございますので、町

道におきましては、迂回路等がなく、生活に支障を来すなどの場合は、仮設道路の整備

や土砂の除去、防護柵の整備等の応急的対策を苓北町において実施してまいります。 

なお、国負担の災害復旧事業に係る農業用の用排水路の復旧工事につきましては、町

条例に基づき、受益者からの分担金及び測量設計手数料の徴収が発生することになりま

す。 

このことについては、ご指摘のとおりですね、災害復旧事業の認定までに国等の作業

がですね、非常に時間がかかっているのは間違いありません。その場合にですね、補助

もいただいて、しっかりとした工事もしなければなりませんので、致し方ない部分もあ

りますが、日常生活の中で、本当に困っておられるような状況であればですね、これは、

今、答弁申し上げましたように、国にもよく相談をして、できれば国の国庫補助事業で

やっていただく。もしできなくて、とにかく仮設道路もないと生活ができないというこ

とになりますならば、これは町が判断をして、町の負担においてやるべきこともあるか

と思いますので、それはその案件、案件で検討をしてまいりたいと考えておりますし、

専決という形で国にもですね、認めていただけないかどうかも、ご相談をしてみていい

のではないかと考えております。 

以上で、野田議員のご質問に答えさせていただきました。 

○議長（錦戸俊春君） 野田謙二君。 

○２番（野田謙二君） 只今、ご答弁いただき大変ありがとうございます。 

只今のお答えっていうのは、大体想像はついていたんですけれども、実際に、今回質

問させていただいたというのは、私の生まれ故郷である木場地区で大規模災害が起こり、

それがいつ工事するとねっていう声を聞いていたというのが今回の質問の原因となって
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おります。 

実際に、今回、災害に遭った地域っていうのは通行量が少なく、実際に不便だったっ

ていう人があまりいませんでしたので、実際に被害があったっていうよりも、要らん心

配をされた方が多かったっていうだけなんですよね。 

要するに、ただ、一番大事なのは地域住民の人たちにどう声かけをしてたのかと。そ

こがあったら、そういう声は上がらなかったんだろうと単純に思っております。 

実際に国の補助があって、仮設工事でも何でもやればできるよっていうのを知らない

っていう人が圧倒的に多いんですよね。ですから、こういう声が上がるのであって、そ

の人たちを減らすためにも、地域住民にそういう声かけをする機会が増えて、そういう

ときには、こういう対応ができますよっていう話が聞ければですね、地域住民の不満っ

ていうのはそれだけでも消えると思っております。実際に多くの人たちが、いつ工事が

始まるっちゃろか、いつ終わるっちゃろかわからないっていうのが一番の問題点であっ

て、実際に直接的な被害があったら、そういう声かけは、実際、田畑の所有者であった

り、土地の所有者であったりていうふうには声かけをすると思うんですよ。 

そうではないそのさらにその先の人たちが心配をしている。そういう人たちに声が届

くように、実際にその地域の一定区画の人たちには声かけをするっていうことを、役場

がしていただければ、今回のような話が大きくなるっていうこともなくなろうかと思い

ますけども、その辺の対応のご準備とかはされているのでしょうか。 

○議長（錦戸俊春君） 町長。 

○町長（田嶋章二君） これは今聞きまして、なるほどと思いました。やはり、それ

ぞれの細かい気遣いが足りなかったと。町職員。 

やはり、国からの情報が入ったら、あるいは、国に情報を求めてですね、その災害復

旧の状態、状況をですね、地域の方々によく連絡をするということを心がけていくよう

にいたさせますので、反省をしながらお答えをいたします。 

○議長（錦戸俊春君） 野田謙二君。 

○２番（野田謙二君） ありがとうございます。やっぱりですね、役場の仕事、そし

て大事なのは、地域住民にいかに情報を伝えるかっていうのが一番大事なんじゃないだ

ろうかと。で、現実に、直接的な被害があった方たちにはすぐに補償が出たり、仮設住

宅をつくったりっていうふうなのがすぐできますので。そうじゃないときなんですよ、

わからないのは。皆さんがですね。その辺のことを、役場の職員、皆さんが同じように、

あの辺の人たち心配しとっちゃなかろうかっていう方に声かけをするっていうのが、公

的にできるようになれば、こういう声も減っていくだろうと思っておりますので、どう

ぞよろしくお願いいたします。 

各課課長さんの皆さんたちも、職員たちにそのようにお伝えできるように願って、今
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回の質問を終わらせていただきます。 

以上です。 

○議長（錦戸俊春君） 答弁はいいですか。 

○２番（野田謙二君） はい、よろしいです。 

○議長（錦戸俊春君） これで野田謙二君の一般質問を終わります。 

 次に、通告１０番、石田みどり君。 

○６番（石田みどり君） 通告１０番、６番議員の石田みどりでございます。今回は、

町長に３点質問をさせていただきます。通告は要旨で提出をしておりますので、説明を

加えながら質問をさせていただきます。 

まず１点目でございますが、６月議会でも質問をさせていただきましたが、子育て支

援として給食費の無償化をということです。 

８月９日の臨時議会で、小・中学校給食費の補助ということで、物価高騰による値上

げ分、小学生１食３０円、中学生１食４０円の補助を１年間するという補正予算が可決

をされました。それはそれでよかったと思い、私も賛成をいたしましたが、今までにな

い多数の品目が値上げをされ、まだまだ値上げは続いております。 

おまけに苓北町でもコロナ感染が急激に多くなり、低年齢への感染が広がっているの

が現状ではないでしょうか。親は子どもが年齢が低いほど心配だし、手もかかります。

仕事も休まざるを得ない状態で、生活の上でも影響が出てきています。 

８月９日の臨時議会の席でも、町長もおっしゃいました。苓北町で働いている人は、

ほとんどの人が日給月給であり、休めばその分差し引かれるので生活は大変になるとい

うことも、町長もおっしゃいました。 

そのような状況の中で、６月議会で、今回の政府の物価高騰分の交付金の活用につい

て質問をしました。４月２８日付、文部科学省３９１号、文部科学省初等中等教育局長

名で、学校給食等の保護者負担の軽減に向けた取り組みを進めるよう通知が来ているこ

との答弁もいただきました。期間を決めてでも無償化、又は半額補助でも考えてほしい

と質問をさせていただきました。でも、８月９日の臨時議会での補正では値上げ分のみ

の予算でした。先程も言いましたように、小学生１食３０円、中学生１食４０円でした。

月にしたら２０日間の給食としても、月６００円が小学生、中学生で８００円。あまり

にもちゃっちいではないでしょうか。物価高の中で、保護者負担の重さがこれで解消で

きるのでしょうか。 

九州のある町では、９月から半年間、小・中学校の給食費を無償にすることを決めま

した。小学校５校、中学校２校の児童・生徒合わせて１２００人を超えているようです

が、９月から２月までの半年間を無償にしました。予算は３,３２８万４,０００円です。 

苓北町は、小・中学校合わせて４８３名と聞きました。その町は規模が大きく、苓北
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町はその町と比べても３分の１強の児童・生徒数です。補正予算の額も苓北町は３０７

万７,０００円と１０分の１にしかなりません。その町の教育課の担当者は、物価高騰

なども併せて、町民に経済的な影響が出る中、子育て世帯への支援を検討した結果だと

話をしています。 

苓北町はどのような検討をされて、値上げ分のみの補助に至ったのか、検討された経

過をお聞かせください。 

なぜ、期間を決めてでも無償にすることができなかったのか。予算は国の物価高騰分

を使うので、直接町の金が出るわけでもないはずです。国からのコロナ補助金等で、町

の基金も増えてきているのではないでしょうか。お尋ねをいたします。 

２点目でございます。高齢化に伴う難聴者の補聴器購入に対して町の助成をというこ

とで、この件については、今までも令和２年３月議会と同年の１２月議会で質問をして

きました。 

３月議会の答弁は、日常生活への支障程度やその基準を調査した上で、今後の対応を

考えていくとの答弁でした。 

１２月議会の答弁は、日常生活に困難が生じたら、身体障害者手帳を申請し、認定後、

助成支援を行うとのことだったので、３月議会の答弁より後退していると私は言った記

憶があります。 

聴力が７０デシベル以上の人が、身体障害者手帳を交付された人へは、補聴器支給制

度がありますが、私が助成をしてほしいと質問をしているのは、それ以外、身体障害者

と認定されない難聴者です。２０デシベルが正常であり、ＷＨＯは、４１デシベル以上

の人へは、補聴器を勧めているということです。 

国の研究機関の調査では、６５歳以上の６割が難聴であると推計があります。 

難聴は日常生活の質の低下や認知症のリスク要因であるし、コミュニケーション障害

もあるという指摘もされています。難聴になると家族や友人との会話も少なくなり、外

出や会合への出席の機会も減り、社会的にも孤立しやすく、引きこもりの原因にもなり、

認知症のリスクも高くなります。厚労省の引きこもりの要因の一つにも聴力低下が挙げ

られています。難聴者の認知機能低下は正常聴力の人より３２％から４１％というデー

タも出ています。うつ病の危険要因にもなることが明らかになりました。補聴器は難聴

が進行してからではなくて、なるべく早く使用した方がいいと医者も勧めているようで

す。 

日本の難聴者の補聴器の所有率は１４.４％で、他の先進国は４０％以上がイギリス、

フランス。ドイツも３７％で、日本の２倍から３倍になっています。 

日本では、かなり重度の難聴者でも、補聴器を使用しない理由の一つが、価格が高い

というアンケート結果も報告されています。うつ病や引きこもり、認知症予防のために
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も、補聴器の装着が必要ではないでしょうか。聞こえのバリアフリーも大切だと思いま

す。医療費や介護費用削減の１つとしても、また、高齢者に元気で年齢を重ねてもらう

ためにも、補聴器購入助成を考えていただくことはできないでしょうか。 

お尋ねをいたします。 

３点目でございます。安倍元首相の国葬の閣議決定に反対する立場で質問をいたしま

す。安倍元首相が銃撃を受け、亡くなったことについて心から哀悼の意を表明するもの

です。今回の事件は、いかなる理由があろうとも絶対許されるものではありません。 

しかしながら、岸田内閣は安倍元首相の国葬を９月に行うことを、国会を経ずして、

閣議決定によって決めてしまいました。決めてしまったことには賛同できないので反対

するものです。 

まず１点目ですが、国葬が実行できる法的根拠が存在しないということです。 

岸田首相は、国葬について内閣府設置法に基づいて、閣議決定を根拠として、行政が

国を代表して行うことができると説明をしていますが、その経費を全額国費で支出する

ことなどの法的根拠や基準は存在していません。また、国権の最高機関である国会の審

議を経ずして、閣議決定で決めてしまうことは、民主主義の根幹を揺るがす問題ではな

いでしょうか。これについての法律をつくろうにも、つくれないのが事実であると憲法

学者も言っています。 

２点目です。憲法１９条で保障された内心及び良心の自由に反するということです。 

岸田首相は、国葬とする根拠について、安倍首相の業績を評価し、国全体として弔慰

を示すべきだと説明をしています。業績をどう評価するかは、国民各自が判断すること

であるし、国葬を実施すれば、弔意を国家が求めるようなものではないでしょうか。 

３点目です。国葬が民主主義を蹂躙してきた歴史の恐怖に学ぶことも大事だと思いま

す。 

日本では、１９２６年、明治憲法下で国葬が法的に規定されましたが、戦後、国葬令

は日本国憲法の施行と同時に失効しました。例外的に一度だけ吉田茂元首相の国葬が実

施されましたが、国民の中から反対運動が起こり、内閣法制局長官も法的根拠が明確で

ないと表明をし、国葬は受け入れられなかったという経過もあります。佐藤栄作元首相

のときも国葬が提案はされたものの、内閣法制局が認めず、大平正芳元首相以降は、政

府と自民党の合同葬が慣行的に続いています。 

こうした歴史的経過から見ても、岸田政権による安倍元首相の国葬は、手続き的にも、

法的にも重大な問題があると思います。世論調査でも、国民の半数以上が反対をしてい

ます。 

そこで、町長にお尋ねをいたします。国葬について、町長としての立場でどうお考え

か、お尋ねをいたします。 
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また、二つ目です。国民の半数以上の反対がある国葬が開催された場合、町民に対し

て、また職場や学校に弔意をあらわす行動（黙とうや半旗の掲揚など）を求めるつもり

はあるのか、お尋ねをいたします。 

以上、３点です。あとは自席で、再質問をさせていただきます。 

○議長（錦戸俊春君） 町長。 

○町長（田嶋章二君） 只今の石田議員のご質問に答えさせていただきます。 

１項目目の材料費のみの補助についてでございますが、今回の交付金は、令和４年４

月５日付け文部科学省通知に基づき、「物価高騰に伴う学校給食等に関する負担軽減」

を行う事業となります。 

コロナ禍において、食材費等が高騰する中にありまして、地方公共団体の判断により、

高騰する食材費の増額分の負担を支援し、保護者負担を増やすことなく、学校給食の円

滑な実施のための事業にも臨時交付金の活用が可能となりましたので、交付金事業とし

て支援するものでございます。 

なお、コロナ禍の中での学校給食の無償化についてでございますが、先の令和３年６

月議会において申し上げましたとおり、苓北町では、経済的理由によって就学困難と認

められる児童・生徒の保護者に対して、学用品費をはじめ、給食費等を補助する就学援

助制度を実施しており、本年度も小学生３６名、中学生１９名に給食費の全額補助を行

っております。この中には、認定基準を超えている世帯もございますが、小学生５人、

中学生４人の６世帯に対しましては、家庭状況の変動等を考慮し、柔軟な認定を行った

ところでございます。 

今後も児童・生徒の家庭環境の変動を注視し、関係課とも緊密に連携しながら、柔軟

に対応していきたいと考えております。 

従いまして、全児童・生徒に対して一律に給食費を無償にすることは考えておりませ

ん。 

続きまして、２項目目の高齢化に伴う難聴者への補聴器購入時の助成についてでござ

いますが、苓北町の現行の制度では、１８歳未満の人であれば、身体障害者手帳を所持

していなくても、要件を満たすと、３分の２の購入費助成を行う苓北町難聴児補聴器購

入費助成事業がございます。 

ただし、１８歳以上の人につきましては、補聴器購入費助成のためには、身体障害者

手帳所持が要件となっております。 

身体障害者手帳の該当基準につきましてでありますが、身体障害者福祉法によります

身体障害者障害程度等級表で確認いたしますと、視覚障害、失礼しました、訂正します。

聴覚障害６級相当で、両耳の聴力レベルがそれぞれ７０デシベル以上のものと規定され

ております。 
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この７０デシベルというものがどのような状態や支障かと申し上げますと、騒々しい

事務所の中、相当の騒音レベルに該当いたしまして、会話が成り立つ目安として、大声

で１メートル以内で会話が可能というものでございます。 

それに比較しまして、障害程度等級表の基準に満たない６０デシベルにつきましては、

普通の会話相当の騒音レベルに該当いたしまして、大声で３メートル以内で会話が可能

というものでございます。 

以上のことから、身体障害者福祉法に定められている聴覚障害６級相当の基準が、現

在のところ、日常生活に困難が生じている基準であると言えるかと思います。 

そのようなことで、役場福祉保健課に相談していただければ、まず、身体障害者手帳

の申請を行っていただき、認定の後、補装具申請を出していただくという形で、助成支

援を行ってまいりたいと考えております。当然、これは役場福祉保健課から町民に対し

ての広報が必要になってまいりますので、そのことをしっかりした上で、障害を感じて

おられる方々、ぜひ障害者手帳をおつくりいただき、障害に応じた中で認定をしてもら

うということになってまいります。 

次に、安倍元首相の国葬についてでございます。７月８日、凶弾に倒れられた安倍元

首相にこの場をお借りいたしまして、哀悼の意を表します。 

９月２７日の国葬につきましては、戦後、吉田茂元首相以来２例目となります。 

安倍元首相は、８年８カ月にわたり、内閣総理大臣を務められ、アベノミクスをはじ

め、様々な国策を実現され、国に大きな功績があられたということで、岸田首相は、国

葬の決断をされたものだと考えております。 

町長としての立場での考え方をお尋ねでございますが、町長としてでありますと、国

がお決めになったことでございますので、町長として、私、町長としての私から、どう、

こう申し上げることはございません。 

また、町民に対しましての弔意を求めるかにつきましては、国からも、「国民一人ひ

とりに喪に服することを求めるものではない」という情報がきておりますので、国から

の通知等を踏まえ、町としても、町民の方々にそのことを求めることはございません。 

以上、石田議員の質問に答えさせていただきました。 

○議長（錦戸俊春君） 石田みどり君。 

○６番（石田みどり君） 給食費の問題でございますけども、現在もですね、これか

らもまだまだ原材料費は上がっていくというふうに思っておりますし、本当に上がる率

がすごく高いというのか、今までの上がる率と比べてもすごく高いというのがあります。 

今以上に材料費が値上げになった場合は、どのような対策をお考えなのか、お尋ねを

いたします。 

町長は口では、自給自足なので休めば生活は大変になるとおっしゃいました。実態を
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掴んでいらっしゃるのかどうかなぁと、ちょっと疑問に感じました。９月議会でもいい

ではないでしょうか。学校給食を、今のこういう時期です。期間を切ってでも、無償化、

又は無償化にならなくても、保護者負担をできるだけ軽く、軽減するような取り組みは

できないのでしょうか。お尋ねをいたします。 

○議長（錦戸俊春君） 町長。 

○町長（田嶋章二君） 当然、材料費が上がっていけば、町は補助をしてまいります。

で、この全員となるというよりも、むしろ私が考えているのは、非課税世帯よりももっ

と上の方の段階をですね、いかにしてあげるか、いわゆる生活に困っておられる方たち

が、非課税世帯のほかにもたくさんいらっしゃると思いますので、その方たちをどうお

救い申し上げるかということを念頭に置いております。 

ある程度、お金の余裕のあられる方はそうたくさんいらっしゃらないと思いますが、

払える人には、やっぱり払っていただく。そういう考え方でございます。 

もう一度強調させていただくのは、非課税世帯よりももっと困っておられる家庭もい

らっしゃるということでございます。その方たちの段階をですね、どこまで上げていく

のかというのは、現状をしっかりお伺いしながら、今後、対応してまいりたいと考えて

いるところでございます。 

○議長（錦戸俊春君） 石田みどり君。 

○６番（石田みどり君） 原材料費が、今からまだまだ上がるということで、その分

は考えていくということでございますので、ぜひそれは、やっていただきたいというふ

うに思います。 

町長もおっしゃいましたように、非課税世帯ギリギリの家庭とかいうのが本当に大変

だろうというふうにも思います。だから全体を、やっぱり給食費を無償にするというこ

とは、期間を決めてでも、例え３カ月でも、半年でもということでの考えはないのか、

お尋ねをしたいと思うんですが。 

○議長（錦戸俊春君） 町長。 

○町長（田嶋章二君） 確かに、皆さん無償になれば、もう非常に感謝されると思い

ます。ただし、やはり、無理してでも払える人、無理してでも払えない人、そこのとこ

ろの線引きというのは、しっかり我々も見定めていきまして、無理しても払えない方に

は、やはりしっかり支援をしていく。ある程度収入があるところは、そこはしっかり、

自分の子どもさんのためにもですね、通常の給食費をお支払いいただく。そこの線引き

が非常に難しいと思いますので、しっかり、担当を含めた中で協議をしていきたいと考

えております。 

○議長（錦戸俊春君） 石田みどり君。 

○６番（石田みどり君） 線引きがなかなか難しいというふうにおっしゃいましたけ
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ども、私たちが今アンケート活動をやっておりますが、本当にこの物価高の中でですね、

給食費が本当に払うのがつらいというアンケートも出てきております。そこら辺を本当

に調べていただいて、ぜひ、皆さんにも、知らせていただきたい。大変なところは、ぜ

ひ相談に乗りますとかいうことでの、やっぱり広報活動というんですかね、そこら辺は

きっちりやっていただかなかったら、本当に大変な状況の中で、このコロナで本当に休

まざるを得ない部分で、大変というのがあります。 

本当にアンケートの中ででもですね、本当に大変だというのがひしひし感じるような

アンケートもございまして、給食費が本当に大変なんだと。子どもさんがたくさんいら

っしゃればいらっしゃるほど大変だと思うんです。だから町は子どもさん、それこそ少

子化の中でですね、子どもさんをひとりでもたくさん産んで育ててほしいというのがあ

ると思いますけども、そこら辺との兼ね合いも含めて、ぜひ検討をしていただきたいと

いうふうに思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（錦戸俊春君） 町長。 

○町長（田嶋章二君） 当然、子どもさんが多いということは、生活費がたくさんい

るということでございます。そういう方々で、非課税の水準をですね、大幅に超えてお

られ、しかし、実態は非常に生活が苦しい、そういう方のことにつきましては、我々も

支援をしていくべきだと。そういった意味で、調査が非常に大事だと考えておりますの

で、これは、教育委員会等にですね、もう聞いておると思いますので、しっかり調査を

進めていただいて、やはり本当に収入は少し上だけども、苦しいところには、やはり当

然支援をすべきだと。そういうことの対応はですね、しっかりしていかなければならな

いと考えております。 

○議長（錦戸俊春君） 石田みどり君。 

○６番（石田みどり君） 町長からそういう答弁をいただきました。本当に実態をで

すね、調べていただく。親からのやっぱり聞き取りというのかね、そこら辺もちゃんと

やっていただくということで、本当に心のこもった、やっぱりそういう援助をしていた

だきたいというふうに思っておりますので、よろしくお願いしたいというふうに思いま

す。 

２点目でございます。難聴者への補聴器補助でございますけども、これはですね、町

長がおっしゃいましたのは、身障者手帳を取得せえと、取得する方がいいと。だからそ

の相談にはのるということでしたけども、身体障害者手帳が交付されない部分、中間の

部分を私は質問をさせていただいているわけでございましてですね。 

２０１９年の３月にですね、日本共産党が国会質問で、国の補聴器助成を質問いたし

ました。その後、全国的に助成をする自治体が増えております。人口４,０００人台の

町や、それより小さい村までもが助成を決めています。人口３３０人の離島でも助成制
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度を導入しています。２１年度は、助成を実施する自治体が増えました。県段階でも兵

庫県は２２年度予算案にモデル事業として、補聴器購入補助制度への導入事業が盛り込

まれました。助成の金額や基準は、それぞれ自治体でまちまちでございますが、町とし

てもそこら辺を調べていただいて、考えていただくということを切に願うものでござい

ます。 

日本共産党の国会議員団も、８月２４日にですね、厚労省へ補聴器購入補助について

の申入れを行いました。対応した厚労省の担当者は、自治体からの要望を受けている。

聞こえは人権問題であり、情報を得られることが大切であると述べています。介護保険

事業計画策定に向け、聞こえの調査も重視すること、また補聴器の装着や、町政への専

門家の支援なども同時に求めております。 

外で仕事をしていても、防災無線が聞こえづらく、有事の際には支障が出ます。健康

寿命を延ばす、お年寄りが生き生きと暮らせ、医療費、介護費用削減のためにも、ぜひ、

補聴器購入の助成を考えていただくようご検討していただくことはできないのでしょう

か。 

○議長（錦戸俊春君） 町長。 

○町長（田嶋章二君） そこにはいろんな段階があると思います。聞こえづらい人、

聞こえない人、いろいろいらっしゃると思いますので、先程の６級程度がという話をい

たしましたが、まずは、聞こえづらい人に広報いたしまして、事情を聞いた上でその後

の対応を考えていきたいと思っております。 

○議長（錦戸俊春君） 石田みどり君。 

○６番（石田みどり君） 老人会の集まりとかですね、その他お年寄りが集まられる

ところへ出向いていただいて、そこら辺の事情もですね、聞いていただきたいというふ

うに思うんですね。本当に、難聴の方がたくさんいらっしゃる。先程も言いましたよう

に、認知症の引き金にもなるとか、いろいろ出てますので、本当に健康保険、それから

介護費用、医療費、介護費用の削減のためにもですね、ここら辺は本当に心から考えて

いただきたいというふうに思っております。 

だから、町長が答弁なさいました身障者手帳というとこだけじゃなくてですね、本当

に高齢化による難聴というとこら辺にちょっとこう、光を当てていただきたい。先程も

言いましたように医療費削減、介護費の削減のためにもですね、考えていただきたい。

先々のことも考えていただいて、考えていただきたいというふうに思っております。 

それと安倍元首相の国葬の件なんですが、町長も、国がそれを求めないということを

言ってるので、弔意を示すことは町民には求めないというふうにおっしゃいましたので、

それでいいかなというふうに思います。 

本当に今、反対がですね、半数以上。どこの調べでも、世論調査でも反対が半数以上
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出ております。国費を使うということですけども、昨日ですか、１１６億円でしたっけ

ね。６兆円ということで出ておりますので、そこら辺もですね、国費を使うということ

に、本当に今、コロナ、それこそ物価高騰で大変な状況が、国民の中に起こっておりま

すので、そういう国費を使うんであれば、そういうとこへ使っていただきたいというふ

うに私は思ってるわけです。 

だから、国民の半数以上が反対をしている中で、国費を使うということよりも、そう

いう本当に皆さんからも、一般質問でも出てますように本当に今、物価高騰の中で、

農・漁業者、それこそ一般の町民の方も大変困っていらっしゃいます。そういうところ

にもっとやっぱり、その予算を回してほしいというのが本音でございますので、ぜひ、

そういうことで国の方もしていただきたいというふうに、国にも要望をしておりますの

で、そういうふうにしていただきたいというふうに思ってます。 

以上で質問を終わります。 

○議長（錦戸俊春君） これで、石田みどり君の一般質問を終わります。 

次に、通告１１番、髙戸幸雄君。 

○４番（髙戸幸雄君） 通告１１番、４番議員、髙戸幸雄です。議長より一般質問の

許可を得ましたので、通告内容に従い、質問を行いたいと思います。 

９月定例会、私ども第１７期議会議員にとっては、最後の決算議会で、審査の議会で

ございます。事業が終わったことに対する意見でもございますので、多くは望めません

が、少しでも意見を参考として、来年度の予算編成に臨まれることを期待し、決算の議

会に臨みたいと思います。 

それでは早速、質問に移りたいと思います。私は今回１つ目に、上津深江線の局部改

良工事について、２つ目に、県管理河川上津深江川修繕工事について、３つ目に、苓北

中学校プールの改修に伴う諸課題について、以上の３点について質問を行いたいと思い

ます。 

それではまず、上津深江線の局部改良について質問を行います。当該箇所は、旧上津

深江分校跡地の道路に面した法面部分であります。熊本県及び苓北町においては、熊本

地震発生を機とし、種々の安全防止対策が講じられているところでございます。当町に

おいても、町民の方に対し、「苓北町危険ブロック塀等安全確保支援事業補助金要綱」

を定め、人身保護と避難経路確保に努めておられます。 

さて、当該箇所につきましては、先日、住民の方による法面の草刈り奉仕作業中、一

部に膨らみが生じているような状況が見られ、そのため、危険を察し、急遽を中止した

という連絡をいただきました。 

現地に出向き構造形態を見ると、下部工を石積み、上部をブロック塀で施工し、学校

用地、特にグラウンド面積を少しでも多く確保するため、当時としては最善の方法で施
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工がされたではないかと推測したところでございます。 

しかし、現在では、このような構造物は、安全対策を鑑みると危険な方法であると言

わざるを得ません。上津深江分校閉校後、地区の社会教育施設として集会所が整備され、

現在に至っていますが、本来ならば、地震発生後、当然、町の施設でもありますので、

ブロック塀等しっかりとした点検がなされていたなら、最初に改修が必要とされ、改良

が提案された箇所ではなかったかと思うところでございます。 

また当該箇所は、道路幅員も狭く曲がっている箇所でもあり、見通しも悪い状況であ

ります。現在、管理がどのような状況下であるか存じませんが、事故が起こってからで

は遅いわけでございます。いずれにしても早急なる改良が必要と思われますが、いかが

ですか。町長の見解をお伺いいたします。 

次に、県管理河川上津深江川修繕工事について質問を行います。 

この案件につきましては、過去何回となく、定例議会において質問がなされています

が、河川管理者が熊本県ということで、毎回、毎回の回答は、広域本部へ要望活動を行

ってまいりますという状況で、その域を出ることはできない状態でございます。 

なお、私自身、以前同様の案件について、要望活動に伴う書類の作成をしていたこと

から、大変なことだとは理解をしているところでもございます。 

さて、本件は、平成２７年６月に発生した集中豪雨により上津深江川が氾濫し、下流

域において、家屋の床上浸水という大変な被害が発生しております。 

当該箇所は、本流である本河川に、町管理河川大川が合流した地点でもございます。

被災後、緊急対策として大型の土嚢袋、通称“トン袋”が設置をされていますが、その

土嚢袋も設置後、数年を経ったため、経年劣化が進んでいる状況であり、応急、緊急が

いつの間にか期間を定めない、長期にわたる当分の間の対策工事ということで、残念の

感がしているところでございます。 

なお、河川の管理に関し、河川法第１５条の２（河川管理施設等の維持又は修繕）で、

河川管理者または、許可工作物の管理者は、河川管理施設または、許可工作物を良好な

状態に保つよう維持修繕し、もって公共の安全が保持されるよう努めなければならない

と定めております。 

ならば、財政上、管理上許さない行為とは思いますが、被災を受けた町民の方が安心

して住めるまちづくりの上から、最終手段として、法第２６条工作物の新築等の許可を

基に、熊本県に対し、被災箇所の対策工事を苓北町が代行して施工する申し出の検討は

できませんか。お伺いをいたします。 

最後に、苓北中学校のプールの改修に伴う諸課題について。 

私は、先の６月定例会一般質問において、教育内容の充実に則した設備の整備を図る

とするならば、必要だからこそ当然のごとく学校内に設置されている施設は、その場所
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で整備されるのが本来あるべき姿であるとし、維持管理に伴う費用等を念頭に置いた判

断については、私は適切ではないと考えるとし、見解を伺ったところでございます。 

実は定例会後、７月１２日火曜日、ＮＨＫおはよう日本の番組で、「プールがなくな

る。変わる水泳授業」として、東京都葛飾区の民間プールを利用した小学校の水泳授業

が放送され、また一方では、岐阜市立長良小学校では、プール建設に関し、２０２０年

当初、入札不調により、プール建設の中止を決定し、民間施設の利用を表明したとあり

ます。しかし、市議会は、既に議決したプール建設は、予定どおり進めるべきとして強

い反発が起こり、さらに、地域住民からも建設続行を求める署名活動が起こり、教育委

員会には、長良地区に「プールのない学校の惨めさ」はとても容認できませんという意

見書も提出され、最終的には、建設の運びとなったとありました。 

自治体からコメントとして、地方自治体を取り巻く財政状況が厳しさを増す中、建設

についてはしっかりとした検討をする必要がある。なお、今後、老朽化対策として、全

国では複数の学校でプールを共同利用、公営プールの活用、こういった取り組みが進ん

でいる。今後は、少子化が進む中、重要性が増してくるとあります。 

本町においても、今年度から、温泉プールを利用した授業が実施されていますが、現

在の状況をまずお伺いをいたしたいと思います。また私は、過去何回となく、財政の健

全化を訴えてまいりました。最近になり、努力の成果が少しだけ数値として上がってき

たように思います。先の議会での質問において、プール改修については、改修計画策定

の中で審議していただくということでしたが、温泉プールを活用した授業が進む中、そ

して、その温泉プールの一部改修を進めようとしている現在、児童・生徒を含め、人口

減少も進んでいる当町の全体を鑑み、将来の温泉プールと学校の水泳事業のあり方につ

いて、早急に町全体で取り組む必要があるんじゃないかと考えますが、いかがでしょう

か。見解をお伺いしたいと思います。 

以上で、最初の一般質問を終わります。答弁を受けた後、自席にて、一問一答方式に

より再質問を行いたいと思います。 

○議長（錦戸俊春君） 町長。 

○町長（田嶋章二君） 只今の髙戸議員のご質問に答えさせていただきます。なお、

プールの関係は後ほど教育長から答弁をいたします。 

まず、町道上津深江線改良工事についてでございますが、旧上津深江分校跡地の道路

に面した法面部分の膨らみについては、現地調査を行った結果、下部工を石積み、上部

工をブロック塀で施工され、経年劣化等による膨らみを確認しております。道路通行の

安全対策上、町有施設管理者として、取り壊し等の改修が必要であると思われます。 

また、改修を実施する場合は、本箇所は道路曲線半径が２０メートルで、石積みが高

く、見通しが悪い箇所となっているため、議員ご指摘のとおり、道路改良工事として道
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路曲線を緩やかにし、見通しのよい道路として改修した方が、町有財産の保全及び町道

利用者の安全対策にもつながるのではないかと考えます。 

なお、その課題といたしましては、旧上津深江分校跡地には、各記念碑等が建立され

ておりますので、これらの記念碑等の移設も含め、上津深江地域の皆様方のご意見をお

聞きしながら、施設の保全、道路利用の安全対策のための事業実施に向けた検討を進め

てまいります。 

このことは、地域の方々、また道路を利用される方々の安全性に大きくつながります

ので、もう議会が終わり次第、しっかりと地域の方とお話し合いをして、できるだけ早

い機会で、これ専決でもやらしていただいた上で、もし改修が必要であればですね、改

修をなるだけ早くやっていきたいと考えているところでございます。 

次に、県河川上津深江川修繕工事についてであります。 

上津深江川改修計画に関する考え方を熊本県に確認しましたところ、上津深江川は、

１０年に一度程度の頻度で発生する洪水を流せる河川整備が実施されているとのことで

ございます。要望箇所のみの部分的な護岸嵩上げは、対岸や下流側の周辺地域に影響を

与えることから、難しいとのことであります。 

また、苓北町から町施工による護岸嵩上げが申請された場合は、審査の結果、対岸や

下流側の周辺地域への影響を与えるようであれば、許可は難しいとの回答でありました。 

熊本県では、現在、苓北町管内の河川整備の優先度などを考慮し、志岐川の改修を第

一番目に進めていることから、上津深江川の要望箇所につきましては、応急対策として、

ご指摘のあった大型土嚢による対応を行っているということでございました。 

今後の取り組みといたしましては、河川改修に着手するまでの間、上津深江川にたま

った土砂や暖竹の除去など、現在の河川流下能力を回復させる対策は実施できますので、

現地調査の上、できることから取り組む計画であるとの回答がございました。 

苓北町におきましては、上津深江川の改修事業が熊本県において、早期に実施できる

よう要望をさらに重ねてまいります。 

以上、髙戸議員のご質問に答えさせていただきました。あとは教育長からが答弁をい

たさせます。 

○議長（錦戸俊春君） 教育長。 

○教育長（濵﨑敏和君） 只今の髙戸幸雄議員の質問に答えさせていただきます。 

今年度から、町内小・中学校３校(坂瀬川小学校、都呂々小学校、苓北中学校)では、

温泉プールを利用して水泳の授業を実施しております。 

１点目の事業の状況でございますが、５月の末から１学期終了までの期間に、坂瀬川

小学校は全学年１０時間、都呂々小学校は１１時間の授業、苓北中学校は１年生８時間、

２年生４時間の授業が行われております。不足している時間は２学期の授業で補ってい
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く予定になっております。 

なお、自校プールの場合は天候等の状況により、学年ごとに実施時間数が異なります

が、志岐小学校は平均８.８時間、富岡小学校は９.５時間のプールでの授業が実施され

ました。 

温泉プールを利用しての授業では、インストラクターと指導内容について、事前に打

ち合わせを行い、安全の心得の徹底と技能の習得を図るとともに、インストラクターは、

志岐小学校、富岡小学校にも派遣し、町内全教職員の指導力の向上を図ってきたところ

でございます。１学期末までの学校職員、児童・生徒の感想としては、おおむね好評で

はありましたが、使用の時間帯や更衣室の利用の仕方等についての課題が残りました。 

また、次年度以降の授業は温泉プールを希望するが２校、どちらでも良いが１校でし

た。 

ご質問２点目の将来の温泉プールと学校の水泳授業の在り方についてですが、学校の

水泳授業は、気象状況による予定変更や授業時数の不足等の教育課程実施の面、熱中症

や日焼け防止等の健康面、プール管理のための日々の教職員の負担等を総合的に考え合

わせたとき、温泉プールの利用が望ましいと考えております。 

また、現在の児童・生徒の授業のための温泉プールの在り方だけではなく、温泉プー

ルはこれから大きくなっていく子どもたちのためにも、やはり健康の保持増進のための

スポーツ施設として維持すべき財産だと考えております。 

以上、髙戸議員の質問にお答えさせていただきました。 

○議長（錦戸俊春君） 髙戸幸雄君。 

○４番（髙戸幸雄君） それでは早速、再質問を行いたいと思います。 

質問の順番は異なりますが、まずプール改修に伴う諸課題について再質問を行いたい

と思います。 

プールを利用した授業については、いずれにしてもですね、全課程が終わり次第、ア

ンケート等を実施し、確かな検証に努めて、来年度利用に活かしてほしいと思います。 

ただ、来年度以降の希望調査の中で、どちらでも良いという回答を得た学校があると、

今、教育長申されましたけれども、実際問題として、今年度１年間自校プールを利用し

ない、そのプールが来年使えるのか、使うことが可能なんですか。まずその点について

お伺いをいたしたいと思います。 

○議長（錦戸俊春君） 教育長。 

○教育長（濵﨑敏和君） どちらでも良いと回答した学校は苓北中学校でございます。 

苓北中学校は、本年度はプールサイドのコンクリートの危険性、それから、回りに張

っておりますフェンスの取付け部分のひび割れ等、そちらの方の危険性があるというこ

とで、温泉プールの方の利用をというところで、温泉プールを利用することになったわ
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けでございます。ただ、プール本体に関しましては、水を抜いてみなければ内部の壁面

の経年劣化ってのはわかりませんけども、水の漏れっていうのは現在起こってはおりま

せん。ですから、今年度同じような安全策といいますか、その補修を来年度組むとすれ

ば、苓北中学校も自校プールで授業はできると。 

ただ、こちらの考え方としましては、苓北中学校の教育課程それから水泳の授業の指

導効果といいますか、それについては支障ないという形でのどちらでも良いということ

でしたので、苓北中学校にも、次年度ですね、温泉プールの方を使用するような方向で

話をしていきたいというふうに考えております。 

以上でございます。 

○議長（錦戸俊春君） 髙戸幸雄君。 

○４番（髙戸幸雄君） 私はですね、先の議会でプール改修を質問した折に、改修策

定の中で、そのプールの新たなプールの建設を進めていくということでございました。

ただ、審議をするということは、まずもって苓北町教育委員会は、将来はこういうふう

にしてプールの授業を進めてまいりますという、その方向性をまずもって示す必要があ

るのではないかと今思います。審議するに当たっては当然のごとく諮問をして、今度は

審議員の方からその答申をいただくという形式をとるわけでございます。 

私は、先の当初の質問の中で、岐阜市のプール建設の事例を挙げて質問したわけでご

ざいます。これは何かというとですね、自治体の財政、これから先、今年度決算の中で、

少し好転が見られるようでございますけれども、今度は、苓北中学校全体の校舎改築の

問題が出てまいります。そのときにプールがその中学校の授業の一環として、最小限必

要なんだと思うならば、当然のごとく、プールの設置が必要であるかと思いますけども、

いや、将来的には全面的に温泉プールを利用するんですよということを、審議の中に決

められると、プール改修に伴う経費を今度は中学校全体の改修の中で利用ができる、充

当することができるわけですよね。 

また、将来的には小学校の統合も避けて通れない問題でございます。今のところ、志

岐小学校と富岡小学校のプールは利用できるということでございますけども、将来的に

この２つの学校のプールをどうするんだということ、併せてですね、できたら諮問のあ

ったときには、一環として、その項目としてあげてほしいと思います。 

幸いなことに今、苓北町では、保育園全体が温泉プールを利用した水泳教室を行って

いるようでございます。そうすると私みたいにその学校には必ず必要なんですよという

意見が少しずつ収まってくるんではないかと思います。そうすると、保育園から小学校、

中学校全てが、温泉プールを利用した授業を、水泳教室を行うんだということで、そう

なりますと必然的に、今、温泉プールの指定管理をしていただいております従業員の方、

インストラクターの方の雇用を確保できるんじゃないかと思います。 
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そういったことで、将来の財政計画とですね、照らし合わせながら、この問題につい

ては進めていっていただきたいと思います。 

次に、上津深江川修繕工事について、再質問を行いたいと思います。 

本河川の改修については、実は私も町の職員当時、この改修事業に県との協議に携わ

った１人でございます。私が担当していたときに、この上津深江の一時的な改修工事は

全て終了、完成をいたしました。ただ、一部上部においては、用地買収は済んでおりま

すけれども、護岸工事については、当時の住民の方との話し合いにより、これで結構で

すということで、１００％の完遂を見たところでございます。 

当時から比べてですね、上流域を含めて周りの荒廃が大変進んでおります。というこ

とは、保水能力が水田そのものも、山林そのものも少なくなっているかと思います。で

すから併せて大雨の気運が本当に、以前、そのときに比べて、降水量が多いわけですよ

ね。ちょっとわからないと思いますけども、そういったことで、災害要因が増大してい

ることもわかっていただけると思います。 

町長、当該発生箇所はですね、平成２７年、２０１５年の６月でございます。そうす

ると今年は２０２２年なんです。もう既に７年間経過してるわけですよね。その間、大

型土嚢袋もただ設置されて、応急工事をこれでやっているんだ。 

今、広域本部との協議の中で掘削とか、暖竹の伐採とか、そういったものではとても

その被害を受けた住民の方は、安心してそこで過ごすことができないと思います。私た

ちももう７年も経っていると改めてその現場を見ると、先程申しましたとおり、経年劣

化で土嚢袋そのものが傷んでおります。そこで家族のことを思うと、１日でも早いです

ね、確かな工事、それで完成を見たいと思うわけです。 

町長、再度このことに関して、何かご意見ございますか。 

○議長（錦戸俊春君） 町長。 

○町長（田嶋章二君） 先程、答弁いたしましたように、これは今の県の状況でいき

ますと、町でやらざるを得なくなる。町でやるためにはしかし制約があるということで

すね。で、県も苓北町全体の中で考えて、まず志岐川、松原川という段取りをしている

ようでございます。これ一緒にやれということになりますとですね、やはりなかなか難

しい状況があるかと思います。 

ただ、やはり今は国土強靱化という国の大きな施策が出てきておりまして、当初３年

で終わるということが、令和７年まで延長されておりますので、そのことの中で、予算

が今までよりも割と融通がきくような段階になってるというふうに思いますので、さら

にですね、志岐川も当然ですし、松原川も当然ですし、上津深江川もやはり一緒にやっ

てくれ。そういうお願いは強くしていきたいと考えております。 

○議長（錦戸俊春君） 髙戸幸雄君。 
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○４番（髙戸幸雄君） 先程も申しましたとおり、私もこの河川事業に携わった１人

でございますので、優先順位とか、そういった中身についても重々承知をしております。

承知をした上で、あえてこういった質問をさせていただきました。確かにですね、自分

の枕もとの上の方に、大型土嚢袋で、これで安全ですよ、仮設ですよと言われると、安

心して過ごすことはいかがなものかなあと思います。 

町長、先日の一般質問の中で今回をもって勇退をされるということを述べられました。

どうか、町長在籍中にですよ、発生した災害が１件たりとも、言い方は悪いかもしれな

いけども、全部完成して、退職をされるんだという姿勢を見せてほしいと思います。 

最後にですね、上津深江線の局部改良工事について、再質問を行いたいと思います。 

改良が今回必要となった場所は、住民の方々が草刈りの奉仕作業によって発見された

ということがまず重要視されると思います。いつも言われます。自分たちが利用してい

る、使用する場所、道路については、自分たち自らが奉仕作業によって安全性を保って

いくんだという、この住民の思い、これは土木管理課長、大切してほしいと思います。 

そして課題とされている記念碑、閉校記念碑と古希の記念碑、還暦の記念碑、三つの

記念碑が隣接しておりました。私、現場行ってから、当初は閉校記念碑だけかなと思っ

てたんですけども、残り二つの記念碑が建っております。設置者の方々との意見聴取が

これから必要と思いますけども、先程、町長がありがたいことに、専決でもやるんだと

いう強い決意をなされております。そういったことで早急にですね、この工事について

は、住民の方々との協議を推し進めてほしいと思いますけども、土木管理課長いかがで

すか。 

○議長（錦戸俊春君） 町長。 

○町長（田嶋章二君） 住民の方々にはですね、意見を聞くというよりも、危険を早

く取り除かなきゃだめだということの中で意見を聞きたいと。もう今週中に行くように

今言ってますので、そういうことの中で記念碑も大事です。しかし人の命が大事です。

もっと。ですから、そこのところは記念碑を優先するのか、工事を優先するのかという

ことじゃなくて、工事を優先して、安全性をしっかりと保つ。そのために記念碑をどっ

かに移動するのか、そのままでいいのか。それはその次の話になると思いますので、ま

ずは、地元の人たちの意見を早く聞いて、明日にでも震度４か５が出たら、崩れるかも

しれないじゃないですか。そういうことも踏まえながらですね、まず、地元の人の意見

を聞いて、聞くというよりも我々の意見も申し上げて、まずは安全性を確保したいと、

そういうことを申し上げた中で話を進めていきたいと。その場合に、本会議や臨時会を

開く暇がない場合は専決をさせていただきます。 

○議長（錦戸俊春君） 髙戸幸雄君。 

○４番（髙戸幸雄君） この問題は地元から要望された問題でございます。ですから
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記念碑等々についても、充分な理解が得られるだろうと私自身思っております。 

以上をもって、私の今回における一般質問の全てを終わりたいと思います。ありがと

うございました。 

○議長（錦戸俊春君） これで、髙戸幸雄君の一般質問を終わります。 

これで、一般質問を終わります。 

以上で、本日の日程は全部終了しました。会議を閉じます。 

なお、明日は午前９時３０分から本会議を開きます。どなた様も大変お疲れさまでし

た。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

散会 午後０時０３分 
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令和４年９月９日（金）  

（第３日目） 
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令和４年第６回苓北町議会定例会会議録（第３日目） 

 

令和４年第６回苓北町議会定例会は、令和４年９月９日苓北町議会議場に招集された。 

 

１．午前９時３０分開会 

 

２．応招議員は次のとおりである。 

１番  山口 利生          ２番  野田 謙二 

３番  廣田 幸英          ４番  髙戸 幸雄 

５番  松本 良人          ６番  石田 みどり 

７番  浜口 雅英          ９番  山本 政人 

１０番  倉田  明         １１番  田嶋 豊昭（副議長） 

１２番  錦戸 俊春（議長） 

 

３．不応招議員は次のとおりである。 

８番  野﨑 幸洋 

 

４．出席議員は、応招議員と同じである。 

 

５．欠席議員は、不応招議員と同じである。 

 

６．議会書記 

  事 務 局 長    龍 岡   学    書    記  田 中 めぐみ 

 

７．地方自治法第１２１条の規定により議案説明に出席した者は、次のとおりである。 

町 長    田 嶋 章 二    副 町 長  山 﨑 秀 典 

教 育 長    濵 﨑 敏 和    総 務 課 長  福 田 誠 一 

税務住民課長    吉 本 英 明    企画政策課長  宮 﨑 良 成 

教 育 課 長    西 川 文 孝    土木管理課長  田 尻   悟 

農林水産課長    松 井 徹 也    商工観光課長  錦 戸 雅 志 

水道環境課長    松 本 康 秀    福祉保健課長  本 田   保 

健康増進室長    田 尻 康 彦    会 計 課 長  松 村 保 則 

行革ﾃﾞｼﾞﾀﾙ対策室長 山 下 晃 弘    監 査 委 員  登 本 玄 一 
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８．議事日程 

日程第 １ 認定第 １号 令和３年度苓北町一般会計歳入歳出決算の認定につい 

 て 

日程第 ２ 認定第 ２号 令和３年度苓北町坂瀬川財産区特別会計歳入歳出決算

の認定について 

日程第 ３ 認定第 ３号 令和３年度苓北町都呂々財産区特別会計歳入歳出決算

の認定について 

日程第 ４ 認定第 ４号 令和３年度苓北町国民健康保険特別会計歳入歳出決算

の認定について 

日程第 ５ 認定第 ５号 令和３年度苓北町介護保険特別会計歳入歳出決算の認

定について 

日程第 ６ 認定第 ６号 令和３年度苓北町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決

算の認定について 

日程第 ７ 認定第 ７号 令和３年度苓北町水道特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて 

日程第 ８ 認定第 ８号 令和３年度苓北町下水道特別会計歳入歳出決算の認定

について 

日程第 ９ 認定第 ９号 令和３年度苓北町農業集落排水特別会計歳入歳出決算

の認定について 

日程第１０ 認定第１０号 令和３年度苓北町特定地域生活排水処理事業特別会計

歳入歳出決算の認定について 

日程第１１ 認定第１１号 令和３年度苓北町宅地造成事業特別会計歳入歳出決算

の認定について 

日程第１２ 報告第 ６号 令和３年度決算における健全化判断比率について 

日程第１３ 議案第３６号 苓北町学校教育審議会設置条例の制定について 

日程第１４ 議案第３７号 苓北町議会議員及び苓北町長の選挙における選挙運動

の公費負担に関する条例の一部を改正する条例につい

て 

日程第１５ 議案第３８号 苓北町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正す

る条例について 

日程第１６ 議案第３９号 苓北町税条例等の一部を改正する条例について 

日程第１７ 議案第４０号 苓北町老人あん摩、はり、きゅう等施術料金助成に関

する条例の一部を改正する条例について 

日程第１８ 議案第４１号 令和４年度苓北町一般会計補正予算（第４号） 
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日程第１９ 議案第４２号 令和４年度苓北町坂瀬川財産区特別会計補正予算（第

１号） 

日程第２０ 議案第４３号 令和４年度苓北町都呂々財産区特別会計補正予算（第

１号） 

日程第２１ 議案第４４号 令和４年度苓北町国民健康保険特別会計補正予算（第

１号） 

日程第２２ 議案第４５号 令和４年度苓北町介護保険特別会計補正予算（第１

号） 

日程第２３ 議案第４６号 令和４年度苓北町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第１号） 

日程第２４ 議案第４７号 令和４年度苓北町水道特別会計補正予算（第２号） 

日程第２５ 議案第４８号 令和４年度苓北町下水道特別会計補正予算（第２号） 

日程第２６ 議案第４９号 令和４年度苓北町宅地造成事業特別会計補正予算（第

１号） 

日程第２７ 報告第 ７号 教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評

価報告について 

日程第２８ 発議第 ６号 苓北町議会委員会条例の一部を改正する条例について 

日程第２９ 発議第 ７号 苓北町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条

例の一部を改正する条例について 
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９．議事の顛末 

開会 午前９時３０分 

○議長（錦戸俊春君） おはようございます。 

只今の出席議員は１１人です。野﨑議員から欠席届が提出されています。定足数に達

しておりますので、只今から本日の会議を開きます。 

ここで、認定第１号からの決算の認定に入ります前に、登本代表監査委員が出席され

ておられます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第 １ 認定第 １号 令和３年度苓北町一般会計歳入歳出決算の認定につ

いて 

日程第 ２ 認定第 ２号 令和３年度苓北町坂瀬川財産区特別会計歳入歳出決

算の認定について 

日程第 ３ 認定第 ３号 令和３年度苓北町都呂々財産区特別会計歳入歳出決

算の認定について 

日程第 ４ 認定第 ４号 令和３年度苓北町国民健康保険特別会計歳入歳出決

算の認定について 

日程第 ５ 認定第 ５号 令和３年度苓北町介護保険特別会計歳入歳出決算の

認定について 

日程第 ６ 認定第 ６号 令和３年度苓北町後期高齢者医療特別会計歳入歳出

決算の認定について 

日程第 ７ 認定第 ７号 令和３年度苓北町水道特別会計歳入歳出決算の認定

について 

日程第 ８ 認定第 ８号 令和３年度苓北町下水道特別会計歳入歳出決算の認

定について 

日程第 ９ 認定第 ９号 令和３年度苓北町農業集落排水特別会計歳入歳出決

算の認定について 

日程第１０ 認定第１０号 令和３年度苓北町特定地域生活排水処理事業特別会

計歳入歳出決算の認定について 

日程第１１ 認定第１１号 令和３年度苓北町宅地造成事業特別会計歳入歳出決

算の認定について 

 

○議長（錦戸俊春君） 日程第１、認定第１号、令和３年度苓北町一般会計歳入歳出

決算の認定についてから、日程第１１、認定第１１号、令和３年度苓北町宅地造成事業

特別会計歳入歳出決算の認定についてまでの１１件を一括議題としたいと思いますが、



 

－ 99 － 

これにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（錦戸俊春君） 異議なしと認めます。 

認定第１号から認定第１１号までを一括議題とします。 

一般会計から順次、提案理由の説明を求めます。 

認定第１号、令和３年度苓北町一般会計歳入歳出決算の認定について説明を求めます。 

町長。 

○町長（田嶋章二君） 認定第１号、令和３年度苓北町一般会計歳入歳出決算の認定

について、ご説明申し上げます。 

令和３年度苓北町一般会計歳入歳出決算は、地方自治法第２３３条第１項及び第２項

の規定による所定の手続きを終わりましたので、同条第３項の規定により監査委員の意

見を付して議会の認定をお願いするものでございます。 

一連の手続きは、会計管理者から、令和４年６月２８日付で提出を受けました一般会

計及び特別会計に係る決算書につきまして、同日付で監査委員に監査をお願いいたしま

した。 

監査委員におかれましては、令和４年６月２８日から７月２６日までの間、各費目ご

とに担当課からの内容聴取を含め慎重な審査をしていただき、その結果として、令和４

年８月３０日付けで、適正であるとの審査意見書をいただきました。膨大な資料と長期

間にわたり審査をしていただきました監査委員のご労苦に対しまして、深く敬意を表す

るものでございます。 

この後、認定第１号、令和３年度苓北町一般会計歳入歳出決算の認定につきましては、

企画政策課長から、認定第２号、坂瀬川財産区特別会計から、認定第１１号、宅地造成

事業特別会計までの各特別会計の決算の認定につきましては、それぞれ担当課長から説

明をいたさせますので、よろしくご認定のほどお願い申し上げます。 

○議長（錦戸俊春君） 企画政策課長。 

○企画政策課長（宮﨑良成君） 認定第１号、令和３年度苓北町一般会計歳入歳出決

算の内容について、ご説明申し上げます。 

決算書の７ページをお開きください。実質収支に関する調書です。１、歳入総額が５

７億１,０９３万８,３４６円。２、歳出総額が５５億２,８０７万４,４１５円。３、歳

入歳出差引額が１億８,２８６万３,９３１円です。４、翌年度に繰り越すべき財源とし

て、繰越明許費繰越額の２,９２７万８,０００円を差し引いた、５、実質収支額が１億

５,３５８万５,９３１円となります。 

この剰余金の処理につきましては、地方自治法第２３３条の２及び地方財政法第７条

の規定により、全額を令和４年度の繰越金とし、令和４年度において、剰余金のうち２
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分の１を下回らない額の７,７００万円を財政調整基金に積立てます。 

従いまして、６、実質収支額のうち、地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰

入額はありません。 

詳細につきましては、歳入が決算書の１０ページから５３ページに、歳出が５４ペー

ジから１８４ページに掲載しております。 

また、３０３ページから３１０ページに、財産に関する調書を掲載しております。 

併せて、決算に係る資料として、令和３年度における主要施策成果説明書を別冊で配

布しております。 

以上、ご審議方よろしくお願いいたします。 

○議長（錦戸俊春君） 次に、認定第２号、令和３年度苓北町坂瀬川財産区特別会計

歳入歳出決算の認定について説明を求めます。 

総務課長。 

○総務課長（福田誠一君） 認定第２号、令和３年度苓北町坂瀬川財産区特別会計歳

入歳出決算の認定について、ご説明いたします。 

決算書の１８７ページをお開き願います。 

苓北町坂瀬川財産区特別会計の実質収支に関する調書でございます。歳入総額２８１

万３,３２０円。歳出総額１８１万３,７８６円。歳入歳出差引額９９万９,５３４円。

翌年度へ繰り越すべき財源はございません。実質収支額は、９９万９,５３４円で、実

質収支額のうち、地方自治法第２３３条の２の規定の規定による基金繰入額はございま

せん。 

以上、ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（錦戸俊春君） 次に、認定第３号、令和３年度苓北町都呂々財産区特別会計

歳入歳出決算の認定について説明を求めます。 

総務課長。 

○総務課長（福田誠一君） 認定第３号、令和３年度苓北町都呂々財産区特別会計歳

入歳出決算の認定についてご説明いたします。 

決算書の１９５ページをお開き願います。 

苓北町都呂々財産区特別会計の実質収支に関する調書でございます。歳入総額５,５

３１万９,４８０円。歳出総額２６４万５,９８５円。歳入歳出差引額５,２６７万３,４

９５円。翌年度へ繰り越すべき財源はございません。実質収支額は、５,２６７万３,４

９５円で、実質収支額のうち、地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入額はご

ざいません。 

以上、ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（錦戸俊春君） 次に、認定第４号、令和３年度苓北町国民健康保険特別会計



 

－ 101 － 

歳入歳出決算の認定について説明を求めます。 

健康増進室長。 

○健康増進室長（田尻康彦君） 認定第４号、令和３年度苓北町国民健康保険特別会

計歳入歳出決算の認定について、ご説明いたします。 

決算書の２０４ページをお願いします。 

実質収支に関する調書でございますが、１、歳入総額９億８,８３６万１,９５１円。

２、歳出総額９億８,４１９万１８１円。３、歳入歳出差引額４１７万１,７７０円。４、

翌年度へ繰り越すべき財源はありません。５、実質収支額４１７万１,７７０円。６、

実質収支額のうち、苓北町国民健康保険財政調整基金条例第２条の規定による基金繰入

額はありません。 

以上が令和３年度苓北町国民健康保険特別会計決算の状況でございます。 

ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（錦戸俊春君） 次に、認定第５号、令和３年度苓北町介護保険特別会計歳入

歳出決算の認定について説明を求めます。 

福祉保健課長。 

○福祉保健課長（本田 保君） 認定第５号、令和３年度苓北町介護保険特別会計歳

入歳出決算の認定について、ご説明をいたします。 

決算書の２２７ページをお願いいたします。 

実質収支に関する調書ですが、１、歳入総額１０億６,４４８万３,１９６円。２、歳

出総額１０億５,５４１万１９２円。３、歳入歳出差引額９０７万３,００４円。４、翌

年度へ繰り越すべき財源はありません。５、実質収支額９０７万３,００４円。６、実

質収支額のうち、苓北町介護給付費準備基金条例第２条の規定による基金繰入額はござ

いません。 

以上が、令和３年度苓北町介護保険特別会計歳入歳出決算の状況でございます。 

ご審議のほどよろしくお願いします。 

○議長（錦戸俊春君） 次に、認定第６号、令和３年度苓北町後期高齢者医療特別会

計歳入歳出決算の認定について説明を求めます。 

健康増進室長。 

○健康増進室長（田尻康彦君） 認定第６号、令和３年度苓北町後期高齢者医療特別

会計歳入歳出決算の認定について、ご説明いたします。 

決算書の２４６ページをお願いします。 

実質収支に関する調書ですが、１、歳入総額１億２,１６３万２,４９６円。２、歳出

総額１億２,０２５万１,２２８円。３、歳入歳出差引額１３８万１,２６８円。４、翌

年度へ繰り越すべき財源はありません。５、実質収支額１３８万１,２６８円。６、実
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質収支額のうち、地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入額はありません。 

以上が、令和３年度苓北町後期高齢者医療特別会計決算の状況でございます。 

ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（錦戸俊春君） 次に、認定第７号、令和３年度苓北町水道特別会計歳入歳出

決算の認定について説明を求めます。 

水道環境課長。 

○水道環境課長（松本康秀君） 認定第７号、令和３年度苓北町水道特別会計歳入歳

出決算の認定について、ご説明いたします。 

決算書の２５７ページをお願いいたします。 

実質収支に関する調書です。１、歳入総額が１億９,４３８万８,８５１円。２、歳出

総額が１億７,６０３万６,０６１円。歳入歳出差引額が１,８３５万２,７９０円。翌年

度へ繰り越すべき財源はございません。５、実質収支額１,８３５万２,７９０円です。

６、実質収支額のうち、地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入額はございま

せん。 

以上が、令和３年度苓北町水道特別会計歳入歳出決算の状況でございます。 

ご審議のほどよろしくお願いします。 

○議長（錦戸俊春君） 次に、認定第８号、令和３年度苓北町下水道特別会計歳入歳

出決算の認定について説明を求めます。 

水道環境課長。 

○水道環境課長（松本康秀君） 認定第８号、令和３年度苓北町下水道特別会計歳入

歳出決算の認定について、ご説明いたします。 

決算書の２６７ページをお願いいたします。 

実質収支に関する調書です。１、歳入総額が３億４,８５５万８,２８５円。２、歳出

総額が３億３,７６９万１,５６２円。３、歳入歳出差引額が１,０８６万６,７２３円。

４、翌年度へ繰り越すべき財源は、繰越明許費として１０万円。５、実質収支額１,０

７６万６,７２３円。６、実質収支額のうち、地方自治法第２３３条の２の規定による

基金繰入額はございません。 

以上が、令和３年度苓北町下水道特別会計歳入歳出決算の状況でございます。 

ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（錦戸俊春君） 次に、認定第９号、令和３年度苓北町農業集落排水特別会計

歳入歳出決算の認定について説明を求めます。 

水道環境課長。 

○水道環境課長（松本康秀君） 認定第９号、令和３年度苓北町農業集落排水特別会

計歳入歳出決算の認定について、ご説明いたします。 
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決算書の２７９ページをお願いいたします。 

実質収支に関する調書です。１、歳入総額が１,７０９万６,９５８円。２、歳出総額

が１,７０９万６,９５８円。３、歳入歳出差引額０円。４、翌年度へ繰り越すべき財源

はございません。５、実質収支額０円です。６、実質収支額のうち、地方自治法第２３

３条の２の規定による基金繰入額はございません。 

以上が、令和３年度苓北町農業集落排水特別会計歳入歳出決算の状況でございます。

ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（錦戸俊春君） 次に、認定第１０号、令和３年度苓北町特定地域生活排水処

理事業特別会計歳入歳出決算の認定について説明を求めます。 

水道環境課長。 

○水道環境課長（松本康秀君） 認定第１０号、令和３年度苓北町特定地域生活排水

処理事業特別会計歳入歳出決算の認定について、ご説明をいたします。 

決算書の２８８ページをお願いいたします。 

実質収支に関する調書です。１、歳入総額が３,９４１万２,９３９円。２、歳出総額

が３,９４１万２,０６２円。３、歳入歳出差引額が８７７円。４、翌年度へ繰り越すべ

き財源はございません。５、実質収支額８７７円です。６、実質収支額のうち、地方自

治法第２３３条の２の規定による基金繰入額はございません。 

以上が、令和３年度苓北町特定地域生活排水処理事業特別会計歳入歳出決算の状況で

ございます。 

ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（錦戸俊春君） 次に、認定第１１号、令和３年度苓北町宅地造成事業特別会

計歳入歳出決算の認定について説明を求めます。 

土木管理課長。 

○土木管理課長（田尻 悟君） 認定第１１号、令和３年度苓北町宅地造成事業特別

会計歳入歳出決算の認定について、ご説明いたします。 

決算書の２９８ページをお願いいたします。 

実質収支に関する調書でございます。１、歳入総額３１万９,５６１円。２、歳出総

額４万１,８００円。３、歳入歳出差引額２７万７,７６１円。４、翌年度へ繰り越すべ

き財源はございません。５、実質収支額２７万７,７６１円。６、実質収支額のうち、

地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入額はございません。 

以上が、令和３年度苓北町宅地造成事業特別会計歳入歳出決算の状況でございます。

ご審議のほどをよろしくお願いいたします。 

○議長（錦戸俊春君） 以上で提案理由の説明が終わりました。 

これから質疑を行います。 
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ただし、来週月曜から決算審査特別委員会において審査をお願いする予定でございま

すので、総括的な質問に限らせていただきます。 

質疑は各会計ごとに行います。 

なお、質疑については、決算書のページを言ってから質疑されますようお願いします。 

認定第１号、令和３年度苓北町一般会計歳入歳出決算の認定について質疑を許します。

本案について質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（錦戸俊春君） 質疑なしと認めます。 

令和３年度苓北町一般会計歳入歳出決算の認定に対する質疑を終わります。 

次に、認定第２号、令和３年度苓北町坂瀬川財産区特別会計歳入歳出決算の認定に対

する質疑を許します。本案について質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（錦戸俊春君） 質疑なしと認めます。 

令和３年度苓北町坂瀬川財産区特別会計歳入歳出決算の認定に対する質疑を終わりま

す。 

次に、認定第３号、令和３年度、苓北町都呂々財産区特別会計歳入歳出決算の認定に

対する質疑を許します。本案について質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（錦戸俊春君） 質疑なしと認めます。 

令和３年度苓北町都呂々財産区特別会計歳入歳出決算の認定に対する質疑を終わりま

す。 

次に、認定第４号、令和３年度苓北町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定に対

する質疑を許します。本案について質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（錦戸俊春君） 質疑なしと認めます。 

令和３年度苓北町国民健康保険特別会計歳入歳出決算に対する質疑を終わります。 

次に、認定第５号、令和３年度苓北町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定に対する

質疑を許します。本案について質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（錦戸俊春君） 質疑なしと認めます。 

令和３年度苓北町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定に対する質疑を終わります。 

次に、認定第６号、令和３年度苓北町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定に

対する質疑を許します。本案について質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 
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○議長（錦戸俊春君） 質疑なしと認めます。 

令和３年度、苓北町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定に対する質疑を終わ

ります。 

次に、認定第７号、令和３年度苓北町水道特別会計歳入歳出決算の認定に対する質疑

を許します。本案について質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（錦戸俊春君） 質疑なしと認めます。 

令和３年度苓北町水道特別会計歳入歳出決算の認定に対する質疑を終わります。 

次に、認定第８号、令和３年度苓北町下水道特別会計歳入歳出決算の認定に対する質

疑を許します。本案について質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（錦戸俊春君） 質疑なしと認めます。 

令和３年度苓北町下水道特別会計歳入歳出決算の認定に対する質疑を終わります。 

次に、認定第９号、令和３年度苓北町農業集落排水特別会計歳入歳出決算の認定に対

する質疑を許します。本案について質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（錦戸俊春君） 質疑なしと認めます。 

令和３年度苓北町農業集落排水特別会計歳入歳出決算の認定に対する質疑を終わりま

す。 

次に、認定第１０号、令和３年度苓北町特定地域生活排水処理事業特別会計歳入歳出

決算の認定に対する質疑を許します。本案について質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（錦戸俊春君） 質疑なしと認めます。 

令和３年度苓北町特定地域生活排水処理事業特別会計歳入歳出決算の認定に対する質

疑を終わります。 

次に、認定第１１号、令和３年度苓北町宅地造成事業特別会計歳入歳出決算の認定に

対する質疑を許します。本案について質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（錦戸俊春君） 質疑なしと認めます。 

令和３年度苓北町宅地造成事業特別会計歳入歳出決算の認定に対する質疑を終わりま

す。 

以上で質疑を終わります。 

お諮りします。 

認定第１号から認定第１１号については、議長と議選の監査委員を除く１０人の議員
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で構成する決算審査特別委員会を設置し、これに付託して審査、事項の検査を行うため、

地方自治法第９８条第１項の権限をこの決算審査特別委員会に委任することにしたいと

思います。 

これにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（錦戸俊春君） 異議なしと認めます。 

したがって、認定第１号から認定第１１号については、議長と議選の監査委員を除く

１０人の議員で構成する決算審査特別委員会を設置し、これに付託して、審査、事項の

検査を行うため、地方自治法第９８条第１項の権限をこの決算審査特別委員会に委任す

ることに決定しました。 

決算審査特別委員会の日程は、９月１２日（月曜日）、１３日（火曜日）、１４日

（水曜日）のいずれも午前９時３０分から大会議室及び第１・第２委員会室で行います。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１２ 報告第６号 令和３年度決算における健全化判断比率について 

○議長（錦戸俊春君） 日程第１２、報告第６号、令和３年度決算における健全化判

断比率についてを議題とします。 

ここで提案理由の説明を求めます。 

企画政策課長。 

○企画政策課長（宮﨑良成君） 報告第６号、令和３年度決算における健全化判断比

率について。 

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項の規定により、令和３年度決

算における健全化判断比率の財政指標を別紙監査委員の意見を付して議会に報告する。 

令和４年９月７日、苓北町長、田嶋章二。 

健全化判断比率の財政指標について説明をさせていただきます。 

資料の２ページをお開きください。 

まず、①の実質赤字比率とは、一般会計における赤字額の財政規模に対する割合です

が、赤字額はございませんので数値はありません。 

次に、②の連結実質赤字比率とは、特別会計を含む全体会計における赤字額の財政規

模に対する割合ですが、こちらも赤字額はございませんので数値はありません。 

次に、③の実質公債費比率とは、公債費の財政規模に対する割合の３ヶ年平均ですが、

１２.９％で、早期健全化基準である２５％の以内です。 

次に、④の将来負担比率とは、地方債など、現在抱えている負債の大きさの財政規模

に対する割合ですが、４９.３％で、早期健全化基準である３５０％の以内です。 

なお、３ページから５ページには、各指標の算出に用いた数値を掲載しております。 
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また、決算審査意見書の４９ページに、只今申し上げた数値を監査委員に審査してい

ただいた意見書が掲載されております。 

以上で、令和３年度決算における健全化判断比率についての報告を終わります。 

○議長（錦戸俊春君） 説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（錦戸俊春君） 質疑なしと認めます。 

これで報告第６号を終わります。 

監査委員の方におかれましては大変ご苦労さまでした。 

本日はこれでご退席いただいて結構でございますが、来週月曜からの決算審査特別委

員会へのご出席につきましてもよろしくお願いをいたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１３ 議案第３６号 苓北町学校教育審議会設置条例の制定について 

○議長（錦戸俊春君） 日程第１３、議案第３６号、苓北町学校教育審議会設置条例

の制定についてを議題とします。 

提案理由の説明を求めます。 

教育課長。 

○教育課長（西川文孝君） 議案第３６号、苓北町学校教育審議会設置条例の制定に

ついて。 

苓北町学校教育審議会設置条例を、別紙のとおり制定することとする。 

令和４年９月７日提出、苓北町長、田嶋章二。 

提案理由でございますが、苓北町における小中学校の規模の適正化及び施設設備の充

実・向上を図るため、執行機関である教育委員会の附属機関として、苓北町学校教育審

議会を設置する必要があるためでございます。 

次のページをお開き願います。 

条例（案）の内容についてご説明いたします。 

まず、第１条で、設置規定として、苓北町立小中学校の規模の適正化及び施設設備の

充実・向上を図るため、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）、第１３８条の４第３

項の規定に基づき、苓北町学校教育審議会（以下「審議会」という）を設置すると定め

ております。 

第２条で、任務に関する事項について、苓北町教育委員会の諮問に応じ、調査審議す

る内容を規定しております。 

第３条では、組織に関する事項について、委員の構成を規定しております。 

町内４地区の住民代表（各地区区長代表）４人、町内小・中学校の校長５人、町内
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小・中学校の保護者代表１０人、町内保育園の園長６人、町内保育園の保護者代表６人、

識見を有する者（大学教授等）若干人としております。 

第４条で、委員の任期に関する事項について定めております。 

第５条から第６条で、委員の報酬、費用弁償について規定しており、３ページの別表

に、報酬額、旅費の額を町長等の給料諸手当及び旅費に関する条例第４条による副町長

の旅費相当額としております。 

２ページをお開き願います。 

第７条では、会長及び副会長に関する事項、第８条では、会議に関する事項、第９条

では、部会の設置に関する事項、第１０条では、審議会の庶務に関する事項を規定し、

第１１条は、この条例に定めるもののほか、審議会の運営に関し必要な事項は、会長が

会議に諮って定めるとしております。 

附則としまして、１、施行期日は、公布の日から施行する。 

２、苓北町中学校統廃合問題審議会設置条例（平成２４年苓北町条例第１０号）は廃

止するとしております。 

補足説明をいたします。 

学校教育の在り方等につきましては、令和元年度に学校教育充実検討委員会を設置し、

児童数の減少状況と授業の充実度、集団活動に及ぼす影響等について、各学校の意見を

集約しながら協議を続けてきたところでございます。 

今回、新たに審議会を立ち上げ、小学校の統廃合並びに中学校の改築に係る諸課題の

検討・協議を進めていきます。 

以上ご提案申し上げます。 

ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（錦戸俊春君） 説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

松本良人君。 

○５番（松本良人君） 組織の件でお尋ねをいたします。この組織の中でメンバーを

見てみますと、組織のことでお尋ねしますけれども、町民の代表として区長さん４名で

すね。ほかは学校関係、子ども関係が主になっているように思われますけれども、案外、

偏った面があるんじゃなかろうかなと思います。一般的に、６番の識見を有する者とい

うことで、この方たちが、どの方が入られるかわかりませんけれども、例えば、小・中

学校の校長先生たちは、地元にはもう長くは滞在されないのでですね、将来を見据えた

ことができるのかどうかということでございますけれども、やはりもう少し幅を広げて

ですね、全体的な見方で、今後は相当やっぱり重要な、いろんなことが審議されて、町

政の方に上がってくるんじゃなかろうかと思いますけれども、広く大きく上がってきた
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意見を聞くために、もう少し何かの形でですね、大きく意見を聞くような組織がでけん

ものかと思いますけれどもいかがでしょうか。 

○議長（錦戸俊春君） 教育課長。 

○教育課長（西川文孝君） 委員の構成につきましては、幅広い意見を聞くというこ

とで、各地区の住民代表、それと各小・中学校の校長、保護者代表、保育園の園長、保

護者代表、識見を有する者（大学教授等）としております。 

とにかく幅広い意見を聞きたいということで、これだけのメンバーを組織に入れてお

ります。 

○議長（錦戸俊春君） 松本良人君。 

○５番（松本良人君） 私が言うのは、案外、子どもさんのおられる方ですね、例え

ば、小・中学校の保護者の方とか、あるいは学校関係、保育園関係が主で決めてありま

すが、偏った考え方が出てきやせんかなというようなことを思うわけですね。そこら辺、

今、教育課長これでいいんだということでありますけれども、私はそう思わんとですよ。

私も小学校のＰＴＡから高校の育英会長までしましたけれども、案外ですね、自分の子

どもたちしか見ん、保育園の園長さんたちも私付き合いありますけれども、本当に将来

を見据えた、苓北町を見据えたいろんな立案ができるかなというような感じがいたしま

す。 

そういうことで、もう少しですね、何ていうんですかね、世間ずれした方、世間を見

きられる方々をやっぱりこういった重要な形には入れるべきじゃなかろうかなと私は思

います。 

例えば、世間ではですね、何々の団体は一般的な常識がないとか、私も役場におりま

したけども、役場職員も一般的なあれはなかっちゃんないと言われておりました。なる

だけ地域に溶け込むようにしたわけですけれども。現在はそういったことで言われつつ

あります。役場の職員さんたちも。やっぱり注意していただきたい。そういった形でで

すね、各地に籠ればそこだけしか見えんとじゃなかろうかな。大きく目を開いてですね、

やっぱり物事には対応するとが本当じゃなかろうかなと私は思います。そこら辺でです

ね、もう少しこの、これにプラスすれば良かわけですからね。 

これがつまらんっちゅうわけじゃなかです。もう少し世間ずれした、世間に慣れた方、

本当に地域を見てこられた方なんかのことも必要じゃないかなと思いますね。 

それで、いかがでしょうか。私は今の課長の言うたとに反発するから、意見を言うわ

けですよ。これがだめとは言わんとですよ。プラスアルファがいっとじゃなかろうかな

と。そのようなことを言ってるわけです。 

○議長（錦戸俊春君） 教育課長。 

○教育課長（西川文孝君） 委員の構成の中には、各地区の区長さんも入っておられ
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ますし、ＰＴＡの保護者の代表につきましても、それぞれ各地域の団体に入っておられ

ると思いますので、幅広い意見が聴けると考えておりますので、委員につきましては問

題ないと考えております。 

○議長（錦戸俊春君） 松本良人君。 

○５番（松本良人君） 私は問題ないというのは、課長の考え方かもしれませんが、

意見があるかということで聞きますので、こういったことは考えられないかと言いよっ

だけですよ。これが悪いとか言わんですよ。プラスアルファをしていいんじゃなかろう

かなと。 

例えば、今、常識がないと言われる方は、公務員が常識がなかって、世間体がわから

んと、学校の先生、警察官、自衛官、自衛隊、役場の職員も含むとですよ。そういった

形でですね、保護者の方がどうのこうのじゃなかですよ、保護者の方は今の子どもだけ

しか見んから、あるいは卒業後、あるいは地域のことは大きく見ん。私はＰＴＡ会長も

長年しとったから、その状況わかっとですよ。それだけしか見られん方が、この中には

多かもんですからね。保育園の園長先生が万能じゃなかっですよ。そこら辺、一般ずれ

した方を入れていただいた方がいいんじゃなかろうかなということを言いよっとですよ。

これだけかみ砕いて言わんばんですか。私、議事録に載るもんじゃっけん、あんまり悪

かことは言われんとですよ。私が質問しよっとと、これに書いてあっと違うようなとこ

ろがある。妥当だと言うならば、徹底的に妥当と言うてください。どういうことである

ので良いと。 

○議長（錦戸俊春君） 教育課長。 

○教育課長（西川文孝君） 第８条の第５項に、会長は、必要があると認めるときは、

関係者に対し、会議への出席を求めて意見もしくは説明を聴き、又は資料の提出を求め

ることができるとしておりますので、関係者の皆さんに対しましては、会議への出席を

求めて、意見を伺う機会も設けてと規定に入れております。 

それで対応できると考えております。 

○議長（錦戸俊春君） ほかに質疑ありませんか。 

教育長。 

○教育長（濵﨑敏和君） すいません、補足をさせていただきます。 

今回、提案しております審議会と申し上げますのは、いわゆる審議会、このメンバー

の中で今後のことについての答申をいただくと。 

その答申に基づきましてそれぞれ必要な部会、これを立ち上げていきますので、それ

ぞれの部会の中で、多くの意見を集約するような、また多くの方の意見をいただくよう

な機会を設けていくと、そのように考えておりますので、この答申そのものをいただく

審議会のメンバーとしましては、これで充分じゃないかなというふうに考えております。 
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以上でございます。 

○議長（錦戸俊春君） 山口利生君。 

○１番（山口利生君） このような審議会を設けてですね、今確かに小学校の、先だ

って、教育委員会からもらった資料を見ると、令和８年では富岡小学校も複式学級化す

る見込みがあるぐらいの、非常に人数が減ってくると。また、もう都呂々小学校、坂瀬

川小学校の複式学級が複数あってると。保護者の方からもですね、やっぱり複式学級の

弊害というようなことも聞いております。兄弟だけでもうすぐ小学校が成り立つんじゃ

ないかと。 

やっぱりたくさんの人との切磋琢磨をしながら勉強することで、より幅広い人格形成

もできるし、能力も上がるということで、非常に危機感を持っているというようなこと

で、このような委員会を立ち上げてですね、やっぱりそこの複式学級は良い面もあるけ

れども、非常にやっぱり子どもにとっての課題、問題点、その辺りをじっくりですね、

調べていただいてですね、このような特に識見を有する方を委員としてですね、そのよ

うな専門的な意見をですね、ぜひ地元の皆さんにも話をしていただくようなことをやっ

ていただいてですね、やっぱり、苓北を支える子どもたちがどのようにしたら一番良い

のかということを本当に真剣に、これまでも議論されてきているかと思いますが、今危

機的な状況に今、少子化の波が押し寄せていると思いますので、その点よろしくお願い

いたしたいと。 

特に、私はちょっと一点だけ。識見を有する者の方に対するですね、報酬が１日５,

７００円ということで決められておりますけれども、町内の人とか、校長先生はこの報

酬額で良いかと思うんですが、やっぱりその専門的な知識を有する方に対してですね、

１日５,７００円という金額で、果たして来ていただけるのかどうか。多分、１時間ぐ

らいの金額じゃないかというふうに思います。大学の先生たちはですね。一般に講演会

とかいう場合の国等が定めている金額は、これ以上高いんじゃないかと思いますが、や

っぱり優秀な、やっぱり将来を担う子どもたちをどうしていくかというような考えをお

持ちの先生にですね、来ていただいて、委員として検討してもらうのであるならですね、

やっぱここには、もっとお金をかけるべきじゃないかというふうに考えますけれども、

ほかの区長さんとか、保護者、校長先生とおんなじ金額をですね、一律に特別な先生た

ちに報酬として決めてしまうということはいかがなものかと思いますが、その点いかが

でしょうか。 

○議長（錦戸俊春君） 教育課長。 

○教育課長（西川文孝君） 報酬につきましては、別表に規定している金額でそのま

まいきたいと考えております。 

○議長（錦戸俊春君） 山口利生君。 
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○１番（山口利生君） それはどういう理由で、同じで良いというふうに考えられた

のかですよ。 

やっぱり私は、大学の先生とかやっぱ識見を有する人たちに対してですね、苓北町は

どう考えるのかですよ。やっぱりこのような専門的な方はですね、いろんな面で、やっ

ぱり知識を売るためにですね、それなりの勉強されてきていらっしゃいますよ。だから、

やっぱりそれを活かすためにはですね、それなりの報酬も当然用意していかないと、や

っぱり、すいません、私は多忙ですということでですね、なかなか引き受けていただけ

ないという現実があろうかと思います。 

これから２０年、３０年どうするかという大切な審議会でしょ。それをどうするかと

思うならば、ここの人たちのいかに優秀な人に来ていただいて、みんなに影響を与える

かということを重要視する必要があるかと思います。 

だから、それ以外のところで、今度は逆に、委員会以外で来てもらうときは１時間１

万円とかいう形で報酬を払うことができるのかどうかですよ。多分、ここで決めてしま

えば、特別にその委員会以外で来たときもどうするかという問題が出てくるかと思いま

す。その点は、多分この委員会以外ででもですね、やっぱり町の執行部の方もやっぱこ

のような委員会をつくってるかと思うんですが、やっぱりそのように町民の代表と同じ

ようなレベルで、全てを統一的に決めてしまうということは非常に問題かと思います。 

やっぱりその人にはその人なりの報酬というものがあるということを、やっぱり考え

るべきじゃないかと思います。 

もう一回答弁お願いします。その考え方をですね。 

○議長（錦戸俊春君） 教育課長。 

○教育課長（西川文孝君） 報酬、費用弁償につきましては、町で委員の日額、半日

額の報酬が決められておりますので、学校教育審議会委員についても同じような金額を

設定をしているところでございます。 

○議長（錦戸俊春君） 山口利生君。 

○１番（山口利生君） これは、今の教育課長の答弁は、一律に町が決めているとい

うようなことで、この審議会についてもそれに倣わざるを得ないと、特別視できないと

いうような答弁だったかと思います。 

これは、統一的な方針を決めてるのは総務課でしょうか。 

今、町で統一的な金額を定めているので、それ以上払えないというような答弁でした

けれども、その点決めてあるのか。担当課の方に再度ご説明をお願いします。そういう

ような特別扱いというのはもうできないようになっているのか。 

○議長（錦戸俊春君） 総務課長。 

○総務課長（福田誠一君） 今回の条例改正の分と若干ずれますが、例えば、町にお



 

－ 113 － 

きまして、大学教授等に講演とかを頼んだ場合は、別に内規がございます。今回の条例

改正に伴う報酬以外の分に関しましては、例えば、熊本から一泊で来られる場合は、宿

泊費、交通費を別途支給いたしますということでございます。 

○１番（山口利生君） 金額はいくらですか。 

○総務課長（福田誠一君） 金額はちょっと、内規の一覧表が今手元にございません

ので、後でご提示できればと思っておりますけど、それでよろしいでしょうか。 

○１番（山口利生君） はい、結構です。 

○議長（錦戸俊春君） ほかに質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（錦戸俊春君） ほかに質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（錦戸俊春君） 討論なしと認めます。 

議案第３６号を採決します。 

本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

［「異議あり」と呼ぶ者あり］ 

○議長（錦戸俊春君） 異議がありますので、起立によって採決します。 

なお、起立されない方は反対とみなします。 

原案のとおり可決することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（錦戸俊春君） 起立多数です。 

したがって、議案第３６号、苓北町学校教育審議会設置条例の制定については、原案

のとおり可決することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１４ 議案第３７号 苓北町議会議員及び苓北町長の選挙における選挙運動

の公費負担に関する条例の一部を改正する条例につい

て 

○議長（錦戸俊春君） 日程第１４、議案第３７号、苓北町議会議員及び苓北町長の

選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例についてを議題と

します。 

提案理由の説明を求めます。 

総務課長。 

○総務課長（福田誠一君） 議案第３７号、苓北町議会議員及び苓北町長の選挙にお

ける選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例について。 
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苓北町議会議員及び苓北町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部

を、別紙のとおり改正することとする。 

令和４年９月７日提出、苓北町長、田嶋章二。 

提案理由でございます。公職選挙法施行令の一部を改正する政令（令和４年政令第１

７２号）の施行に伴い、本条例の一部を改正する必要があるためでございます。 

次のページをお願いいたします。 

苓北町議会議員及び苓北町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部

を改正する条例（案）。 

苓北町議会議員及び苓北町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例（令和

３年苓北町条例第１６号）の一部を、次のように改正する。 

今回の改正は、最近の物価の変動を考慮した衆議院議員及び参議院議員選挙における

選挙運動に関する選挙運動用自動車の使用及び選挙運動用通常はがき等の作成の公営に

要する経費に係る限度額の引き上げに伴い、苓北町議会議員及び苓北町長選挙運動に要

する経費についても同様の措置を講じ、選挙における候補者の負担の緩和を行うもので

ございます。 

改正内容につきまして、新旧対照表で説明いたしますので、新旧対照表をお開きくだ

さい。右側が改正前、左側が改正後、下線部分が改正部分となります。 

１ページの第４条では、選挙運動用自動車の使用の公費負担額及び支払手続について

規定されたものですが、一般乗用旅客自動車運送事業者の契約以外の自動車の借入契約

について規定した第２号のアについては、物価上昇に伴いまして、１日当たりの上限額

を「当該金額１万５,８００円を超える場合には、１万５,８００円」を、「当該金額が

１万６,１００円を超える場合には、１万６,１００円」に改正するものでございます。 

また、同条第２項のイは一般乗用旅客自動車運送事業者との契約以外の燃料費の供給

に関する契約について規定したものですが、１日当たりの上限額を「７,５６０円」か

ら「７,７００円」に改正するものでございます。 

次のページをお開きください。 

第８条は、選挙運動用ビラの作成の公費負担額及び支払手続について規定したもので

す。ビラ作成業者とビラの作成に関して有償契約を結んでいる場合の１枚当たりのビラ

単価について、「当該作成単価が７円５１銭を超える場合は７円５１銭」を、「当該作

成単価が７円７３銭を超える場合には、７円７３銭」に改正するものでございます。 

それでは条例（案）本文に戻っていただきまして、附則、この条例は公布の日から施

行する。 

以上、ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（錦戸俊春君） 説明が終わりました。 
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これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

山口利生君。 

○１番（山口利生君） 最近の物価高に伴っての経費の増額というような説明があり

ましたが、このほかにポスターの印刷がありますが、ポスターも公費負担ができるよう

になりましたけれども、ポスターについての物価上昇を加味するようなことはしないん

でしょうか。 

○議長（錦戸俊春君） 総務課長。 

○総務課長（福田誠一君） 今回の改正につきましては国の方の政令の改正で、ポス

ターに関しては、昨年９月に提案させていただきました２,０００円から変わってござ

いませんので、そのままの金額で今回は条例の改正は行っておりません。 

以上です。 

○議長（錦戸俊春君） 山口利生君。 

○１番（山口利生君） いや、私はポスターもビラもですね、やっぱりその印刷業者

が当然受けられるわけですから、その辺りの経費が上がったときにですね、その印刷業

者の人たちにしわ寄せが行くんじゃなかろうかと。そういうことでビラの単価も、若干、

国の方が上げられたんじゃないかというふうに思ったところで質問いたしたところです。 

やっぱ当然、ポスターもですね、相当な金額がかかります。ですから、２,０００円

というのは、議員提案で２,０００円の金額にいたしましたけれどもですね、やっぱり

その金額内で収めることがいいのか、若干やっぱりビラと同じような形で、若干でも引

上げて、それだけの経済効果を持たせた方がいいんじゃないかというようなことで、う

ちが２,０００円で議員提案したからできないのか、それとも、全国的にポスターは物

価上昇分は反映しないんだというようなことになっているのかがちょっとわからなかっ

たので、その点をお聞きしたところです。 

なお、ポスターは、国のほうも物価上昇は加味してないということですね。そこだけ、

再度確認します。 

○議長（錦戸俊春君） 総務課長。 

○総務課長（福田誠一君） その件につきましては、昨年度、議員の皆様に、９月議

会で審議していただいて、２,０００円を決めていただきました。山口議員さんの、当

然ながら今の印刷業界の方もお困りだと思いますが、国の方からそういう改正はきてお

りませんので、うちの方は申し訳ありませんが２,０００円のままで、公費負担の方は

考えております。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（錦戸俊春君） ほかに質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 
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○議長（錦戸俊春君） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（錦戸俊春君） 討論なしと認めます。 

議案第３７号を採決します。 

本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

［「異議あり」と呼ぶ者あり］ 

○議長（錦戸俊春君） 異議がありますので、起立によって採決します。 

原案のとおり、可決することに賛成の方は起立願います。 

なお、起立されない方は反対とみなします。 

（賛成者起立） 

○議長（錦戸俊春君） 起立多数です。 

したがって、議案第３７号、苓北町議会議員及び苓北町長の選挙における選挙運動の

公費負担に関する条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決することに

決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１５ 議案第３８号 苓北町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正す

る条例について 

○議長（錦戸俊春君） 日程第１５、議案第３８号、苓北町職員の育児休業等に関す

る条例の一部を改正する条例についてを議題とします。 

提案理由の説明を求めます。 

総務課長。 

○総務課長（福田誠一君） 議案第３８号、苓北町職員の育児休業等に関する条例の

一部を改正する条例について。 

苓北町職員の育児休業等に関する条例の一部を、別紙のとおり改正することとする。 

令和４年９月７日提出、苓北町長、田嶋章二。 

提案理由でございます。地方公務員の育児休業に関する法律の一部改正及び人事院規

則１９－０（職員の育児休業等）の一部を改正する人事院規則が令和４年１０月１日か

ら施行され、育児休業の取得回数制限の緩和、育児参加のための休暇の対象期間の拡大

等に伴い、本条例の一部を改正する必要があるためでございます。 

次のページをお願いいたします。 

苓北町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例（案）。 

苓北町職員の育児休業等に関する条例（平成４年苓北町条例第１４号）の一部を次の

ように改正する。 
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今回の改正は、男性職員の育児参加や女性職員の更なる活躍を目的として、非常勤を

含めた職員が育児休業等を取得しやすい環境の整備をするための制度改正が国家公務員

について行われ、地方公務員についても同様の措置を講ずるため、地方公務員の育児休

業等に関する法律の改正により、育児休業の取得要件の更なる緩和を行うものでござい

ます。 

改正内容につきまして、新旧対照表で説明いたしますので、新旧対照表をお開きくだ

さい。右が改正前で、左が改正後、下線の部分が改正部分になります。 

１ページの第２条は、育児休業をすることができない職員について規定されたもので

すが、改正前の第３号では、「非常勤の職員であって、次のいずれかに該当するもの以

外の非常勤職員」と規定されておりますので、改正前の第３号のアからウまでの者が、

育児休業をすることができる職員ということになります。 

第２条第３号のアの改正は、非常勤職員は、現行では子が１歳６カ月に達する日まで

に引き続き採用され、また更新が見込めないと、育児休業を取得することができません

でしたが、今回の改正では、改正後の第３条の２で規定する、子の出生の日から５７日

間以内の育児休暇の取得に限っては、「子の出生の日から５７日間の末日から６月を経

過する日まで」引き続き採用され、また、更新の見込みがあれば、育児休業を取得する

ことが可能になるものでございます。 

第３号のイは、規定の整備を行うもので、その内容の変更はございません。 

２ページをお願いいたします。 

第２条の３は、子が１歳から１歳６カ月までの間に育児休業を取得する場合の手続き

について、３ページの第２条の４は、子が１歳６カ月から２歳までの間に育児休業を取

得する場合の要件について規定したものです。 

現行では、非常勤の職員又はその配偶者の育児休業開始日は、１歳及び１歳６カ月の

到達日に限定されておりましたが、今回の法律の改正により、その期間中であれば、い

つでも育児休暇を取得することが可能になります。これに伴いまして、３ページの第２

条の３では第３号のエの規定を追加し、４ページの第２条の４では第４号の規定を追加

しております。 

第２条の３と第２条の４の只今説明した部分以外は、表現を変更しただけで、内容の

変更はございません。 

４ページをお願いいたします。 

改正前の第２条の５は、改正後の第３条の２の条文整理を行うものですが、内容の変

更はございません。 

また、今回の法律の改正により、１歳までは原則として育児休業を２回取得すること

ができるようになりました。また、これに伴いまして、４ページの改正前の第３条第５
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号「育児休業を取得する場合の育児休業等計画書の申出及び復帰後３か月以上の期間を

経過したことの要件」については削除いたします。 

５ページをお願いします。 

第１０条６号では、「育児休業等計画書」を「育児短時間勤務計画書」に改正するも

のでございます。 

その他、第３条、第７条は、字句等の整備を行うもので、規定する内容に変更はござ

いません。 

それでは条例（案）本文４ページに戻っていただきまして、附則、施行期日、この条

例は、令和４年１０月１日から施行する。 

経過措置、２、この条例の施行の日の前に育児休業等計画書を提出した職員に対する

この条例による改正前の第３条（第５号に関わる部分に限る。）及び第１０条（第６

号）に係る部分に限る。）の規定の適用については、なお従前の例によります。 

以上、ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（錦戸俊春君） 説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

山口利生君。 

○１番（山口利生君） この条例に対応する町の非常勤の職員というのは何人ぐらい

いらっしゃるのか。この非常勤の職員っていうのは会計年度任用職員の人たちを指すの

か。それ以上非常勤の職員といった場合には、その対象範囲がどのくらいまで広がるの

か。人数とその対象範囲というものを教えてください。 

○議長（錦戸俊春君） 総務課長。 

○総務課長（福田誠一君） 今回の対象者でございますが、非常勤職員、苓北町に限

って言いますと会計年度任用職員でございます。今、会計年度任用職員の総数が最新で

令和４年７月１日現在で６４名でございます。 

以上です。 

○議長（錦戸俊春君） 山口利生君。 

○１番（山口利生君） ありがとうございます。非常勤職員が、嘱託職員が会計年度

任用職員に全体的にひっかかったということがあって、あと非常勤職員というのが、そ

の概念がですね、どうもよくそこら辺がこんがらがってたもんですから、非常勤職員と

いった場合に、会計年度任用職員、一般に臨時職員と言ってましたけれども、そのよう

な職員と、それ以外、また特別職とかいうのがあるのかなというふうに思ったもんです

から。苓北町はもう非常勤職員といった場合は、会計年度任用職員だけということでよ

ろしいんですね。ちなみに、この人たちでですね、育児休業をこれまで、そんなに深く

は要りません。去年か一昨年、わかってる範囲でいいんですが、取られた方っていうの
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はいらっしゃるんでしょうか。 

○議長（錦戸俊春君） 総務課長。 

○総務課長（福田誠一君） ございません。 

以上でございます。今まではございません。 

○議長（錦戸俊春君） 山口利生君。 

○１番（山口利生君） やっぱり最近、こういう会計年度任用職員にですね、申し込

みをされる方が、ここも若い方が、多分申し込みをなされない状態で、もう子育ても終

わられた方がたくさんいらっしゃるのかなというふうに思いますが、ぜひ、若い方が入

ったときですね、お腹に子どもができたり、出産したりしたときにはですね、絶対、役

場としても手を差し伸べていっていただくと。このような条例改正をしながら、やっぱ

り育児にも手厚くやってますというようなこともですね、ぜひ宣伝しながら、運用の方

もよろしくお願いいたしたいと思います。 

ちなみに職員の場合は、もう既に条例改正があったですね、私もちょっとよく把握し

なかったもんですから。今、男性職員ですね。すいません。これは非常勤職員ですが、

役場の職員で国の方は育児休業を盛んに取れ、取れということで推進されてますが、苓

北町も男性職員の育児休業ということに対しては率先してとるようなことを進めていら

っしゃるのか。ちょうどこの条例と直接関係しませんが、育児休業という観点から職員

に対する育児休業の取得に対する取扱い、その辺りがどのようにされていらっしゃるの

かをちょっとお聞きいたします。 

○議長（錦戸俊春君） 総務課長。 

○総務課長（福田誠一君） 男性職員の育児休業につきましては、国の方から指導は

なされております。町におきましても、該当者の方にはできるだけとっていただくよう

にお願いという形でですね、周知はしているところでございますが、今現在、女性の方

の育児休業が２名でございます。男性は０名でございます。 

以上でございます。 

○議長（錦戸俊春君） ほかに質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（錦戸俊春君） ほかに質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（錦戸俊春君） 討論なしと認めます。 

議案第３８号を採決します。 

本案は、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 
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○議長（錦戸俊春君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第３８号、苓北町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する

条例については、原案のとおり可決することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１６ 議案第３９号 苓北町税条例等の一部を改正する条例について 

○議長（錦戸俊春君） 日程第１６、議案第３９号、苓北町税条例等の一部を改正す

る条例についてを議題とします。 

提案理由の説明を求めます。 

税務住民課長。 

○税務住民課長（吉本英明君） 議案第３９号、苓北町税条例等の一部を改正する条

例について。 

苓北町税条例の一部を、別紙のとおり改正することとする。 

令和４年９月７日提出、苓北町長、田嶋章二。 

提案理由でございますが、地方税法等の一部を改正する法律（令和４年法律第１号）、

地方税法施行令等の一部を改正する政令（令和４年政令第１３３号）及び地方税法施行

規則等の一部を改正する省令（令和４年総務省令第２７号）が、令和４年３月３１日に

それぞれ公布されたことに伴い、苓北町税条例の一部を改正する必要があるためでござ

います。 

補足説明をいたします。 

令和４年度の税制改正部分につきましては、施行日が令和４年４月１日とされている

ものにつきましては、令和４年３月３１日付け専決処分し、平和４年第３回定例会にお

いてご承認をいただいたところですが、今回は、施行日が平和５年１月１日及び令和６

年１月１日並びに令和６年４月１日とされているものを改正するものでございます。 

次のページ、条例本文（案）の１ページをお願いいたします。 

苓北町税条例等の一部を改正する条例（案）。 

苓北町税条例の一部改正。 

第１条、苓北町税条例（昭和４０年苓北町条例第３３号）の一部を次のように改正す

る。 

改正内容につきましては、新旧対照表によりご説明いたしますので、新旧対照表の１

ページをお願いします。新旧対照表の右の欄が改正前、左の欄が改正後で、下線部分が

今回改正するものでございます。 

第１条による改正、苓北町税条例（昭和４０年苓北町条例第３３号）。 

第１８条の４第１項は、登記事項証明書におけるＤＶ（ドメスティック・バイオレン

ス）被害者等の住所の取扱いを踏まえ、固定資産税課税台帳の証明書の交付において、
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ＤＶ被害者等である旨の申出者の住所を記載せず、「住所に代わる事項」を記載するこ

ととされたことによる規定の追加でございます。 

第３３条第４項及び第６項は、上場株式等の配当等及び上場株式等の譲渡所得につい

ては、現行制度において、所得税と個人住民税で申告不要や申告分離課税又は総合課税

など異なる課税方式を選択できることとなっております。これについて、金融所得課税

は、所得税と個人住民税が一体として設計されてきたことなどを踏まえ、公平性の観点

から、納税義務者から所得税において総合課税又は分離課税の適用を受けようとする旨

の記載がある確定申告書が提出された場合は、個人住民税の申告不要の規定を適用しな

いこととし、所得税と個人住民税の課税方式を一致させることとされたものでございま

す。 

２ページをお願いします。 

第３４条の９第１項及び第２項は、総合課税又は分離課税がある場合の配当割額又は

株式等譲渡所得割額の税額控除について、前条の第３３条と同様に納税者の申告方式の

選択により、確定申告書への記載によって適用するものでございます。 

３ページをお願いします。 

第３６条の２第１項及び第２項は、公的年金等受給者の扶養親族等申告書の提出義務

者の改正に伴う規定の整備及び項ズレを反映したものでございます。 

３６条の３第２項は、法改正に伴う規定の整備でございます。 

４ページをお願いします。 

第３６条の３の２第１項は、給与所得者の扶養親族申告書について、記載事項に退職

手当等に係る所得を有する一定の配偶者の氏名を追加することとされたものでございま

す。 

第３６条の３の３第１項は、公的年金等受給者の扶養親族申告書について、退職手当

等を有する一定の配偶者及び１６歳を超える扶養親族を有する者についての提出義務を

追加し、また、記載事項に配偶者の氏名を追加するものでございます。 

５ページをお願いします。 

第７３条の２及び第７３条の３は、１ページの第１８条の４第１項と同様に、新たに

ＤＶ被害者等の保護のための制度が設けられたことによる規定の追加でございます。 

附則第７条の３の２第１項は、個人の町民税の住宅借入金等特別税額控除において、

新築住宅等について控除の適用期限を４年間延長し、令和７年末までの入居者を対象と

するほか、控除期間については、新築の認定住宅等について１３年間とする上乗せ措置

が講じられたものでございます。 

６ページをお願いします。 

附則第１６条の３第２項は、上場株式等に係る配当所得等の申告分離課税を、申告方
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式の選択により所得税での適用がある場合に限り適用するものでございます。 

附則第１７条の２第３項は、引用条項の削除に伴う規定の整備でございます。 

７ページをお願いします。 

附則第２０条の２第４項及び附則第２０条の３第４項及び８ページの第６項は、申告

方式の選択に係る規定の整備でございます。 

８ページをお願いします。 

附則第２５条は、次条の附則第２６条を削る改正に伴う規定の整備でございます。 

９ページをお願いします。 

附則第２６条は、５ページの附則第７条の３の２第１項において、新型コロナウイル

ス感染症による影響を踏まえた住宅借入金等特別税額控除の適用要件の見直しが図られ

ることから削除するものでございます。 

続いて、第２条による改正、苓北町税条例の一部を改正する条例（令和３年条例第１

８号）の改正は、扶養親族申告書の改正に伴う規定の整備により改正するものでござい

ます。 

恐れ入りますが、条例本文（案）の３ページへお戻りください。 

附則としまして、第１条で施行期日を、４ページをお願いします。 

第２条で納税証明書に関する経過措置を、第３条で町民税に関する経過措置を、第４

条で固定資産税に関する経過措置を規定しております。 

以上が、苓北町税条例等の一部を改正する条例の内容でございます。 

ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（錦戸俊春君） 説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（錦戸俊春君） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（錦戸俊春君） 討論なしと認めます。 

議案第３９号を採決します。 

本案は、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（錦戸俊春君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第３９号、苓北町税条例等の一部を改正する条例については、原案

のとおり可決することに決定しました。 

ここで１１時５分まで休憩いたします。 
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－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１０時５２分 

再開 午前１１時０５分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（錦戸俊春君） 休憩前に引き続き、本会議を再開します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１７ 議案第４０号 苓北町老人あん摩、はり、きゅう等施術料金助成に関

する条例の一部を改正する条例について 

○議長（錦戸俊春君） 日程第１７、議案第４０号、苓北町老人あん摩、はり、きゅ

う等施術料金助成に関する条例の一部を改正する条例についてを議題とします。 

提案理由の説明を求めます。 

福祉保健課長。 

○福祉保健課長（本田 保君） 議案第４０号、苓北町老人あん摩、はり、きゅう等

施術料金助成に関する条例の一部を改正する条例について。 

苓北町老人あん摩、はり、きゅう等施術料金助成に関する条例の一部を、別紙のとお

り改正することとする。 

令和４年９月７日提出。苓北町長、田嶋章二。 

提案理由でございます。 

老人のあん摩、マッサージ、指圧、はり及びきゅう施術料金負担の軽減を図り、これ

まで以上の老人の健康の保持及び福祉の向上に資することに伴い、本条例を改正する必

要があるためでございます。 

次のページをお願いします。 

令和４年苓北町条例第 号。 

苓北町老人あん摩、はり、きゅう等施術料金助成に関する条例の一部を改正する条例

（案）。 

改正内容につきましては、次のページの新旧対照表によりご説明させていただきます

ので、次のページをお願いいたします。 

苓北町老人あん摩、はり、きゅう等施術料金助成に関する条例の一部を改正する条例

（案）新旧対照表、まず、施行というか、期間がちょっと違いますので、２段になって

おります。 

上の段であります。 

第１条（令和４年４月１日適用）でありますが、この件について、右側が改正前、左

側が改正後となっており、回数を４回増やしまして、１２回から１６回に改正するもの

でございます。年額を７,２００円から６００円掛ける１６回という意味で、９,６００
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円に改正するものでございます。また、２の苓北町国民健康保険事業の方法に準じの部

分につきましては、基本となる苓北町国民健康保険あん摩、はり、きゅう等施術利用規

則が現在廃止となっておりますので、この部分についても削除いたします。 

下段の方をお願いします。 

第２条（令和４年１０月１日施行）になっております。改正前であります。１回につ

き６００円と定めというところと、１６回で９,６００円が改正前でございますが、１

回当たりの金額を８００円と改正するものでございまして、合計金額の方も８００円の

１６回分で１万２,８００円とするものでございます。 

前のページの条例（案）に戻っていただきたいと思います。 

附則です。 

この条例は、公布の日から施行し、令和４年４月１日から適用する。ただし、第２条

の規定は、令和４年１０月１日から施行する。 

そういうことでございます。４月頃に１２枚受領された方は、申し出をいただきまし

たら、４枚の追加の交付ができる内容になっております。 

以上で、説明を終わらせていただきます。 

ご審議のほどよろしくお願いします。 

○議長（錦戸俊春君） 説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

山口利生君。 

○１番（山口利生君） １点だけ。こういう高齢者の方、非常になかなか体がうまい

具合に動けないというような方のお声もお聞きいたします。 

はり、きゅう、あん摩で、こういう助成をすることでですね、健康な体を取り戻すと

いうことは非常に重要なことと思います。 

ただ１点だけ。この助成金ですね、６００円を８００円に引き上げると、これは１０

月１日じゃなくて、４月１日から一遍に変更、改正、遡り改正というのができない理由

を教えてください。 

○議長（錦戸俊春君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（本田 保君） この点につきましては、既にお支払いを済まされて

る方がいらしておりますので、その分を考慮して、８００円に改正する分は、もう１０

月１日からということにしております。 

ご理解のほどお願いします。 

○議長（錦戸俊春君） 山口利生君。 

○１番（山口利生君） 事務の効率化のためだけていうことですかね。１０月１日か

らする人には８００円、もう既に、逆に言えば９月まで終わってる人はもう６００円だ。
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追加払いは、もう助成金の追加払いはもうしませんと、許してくださいということで、

１０月１日からは、新たに、あと２００円助成しますのでっていうことだけですね。さ

ようでございますか。いや、確かにこういう年度途中でですね、枚数はもう枚数だとプ

ラスして、出せばいいわけですからいいんですけども、１０月１日から助成金を引き上

げるというのはあんまり聞いたこともない。 

法律的で引き上げるというのであればですね、そういうことも、やっぱりその法律に

従って、単価引上げということはあろうかと思うんですが、単独の中で、４月１日、１

０月１日ということ自体を、今、４月１日から９月いっぱいまで使ってる人は、引き上

げればですね、追加でまた、使った方からの事務手続きもまた煩雑だというようなこと

もあって、このようなことをされたんだと思いますが、単純にそれだけの理由ですね。

１０月１日に、６００円を８００円に引き上げるというのは。何かそのまだ、１条の方

もまだ承認もされてないのにですね、２条で、もういかにもその条例が改正されたとい

うような形で、ここに書いてあるもんですから、この１条の条例を否決すると、みんな

否決ということになるようなことになろうかと思いますので、やっぱり、ある程度、年

度当初からですね、単価あたりは特に充分、どのようにするのかを検討してですね、年

度途中で引上げたときに、もう前で使った人と、１０月以降使った人の、やっぱり平等

性がそこでおかしくなってしまいますのでですね、やっぱりこのようなやり方はあんま

りすべきじゃないかというふうに思います。回答いいです。 

○議長（錦戸俊春君） ほかに質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（錦戸俊春君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（錦戸俊春君） 討論なしと認めます。 

議案第４０号を採決します。 

本案は、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（錦戸俊春君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第４０号、苓北町老人あん摩、はり、きゅう等施術料金助成に関す

る条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１８ 議案第４１号 令和４年度苓北町一般会計補正予算（第４号）につい 

            て 

○議長（錦戸俊春君） 日程第１８、議案第４１号、令和４年度苓北町一般会計補正
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予算（第４号）についてを議題とします。 

提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（田嶋章二君） 今回の補正予算は、失礼しました最初から読み上げます。議

案第４１号、令和４年度苓北町一般会計補正予算（第４号）（案）について、ご説明申

し上げます。 

今回の補正予算は、歳入では、前年度繰越金の確定によるもの、オミクロン株対応ワ

クチン接種に係る対策費国庫負担金の追加、各種事業実施に係る過疎対策事業債を始め

とした地方債の追加・変更が主なものであります。 

歳出では、オミクロン株対応ワクチン接種に要する費用、新型コロナウイルス感染症

対応地方創生臨時交付金を活用した農業、漁業への物価高騰対策を含む事業の追加に要

する費用、併せて、温泉プール、旧郷土資料館、ペーロン船格納庫など各種施設の改

修・整備に要する費用等を補正するものでございます。 

内容につきましては、企画政策課長から説明をいたさせますので、よろしくご審議の

ほどをお願い申し上げます。 

○議長（錦戸俊春君） 企画政策課長。 

○企画政策課長（宮﨑良成君） 議案第４１号、令和４年度苓北町一般会計補正予算

（第４号）（案）の内容について説明いたします。 

今回の補正は、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ３億５,５３３万７,０００

円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ５３億２,３７５万６,０００円と

するものです。 

５ページをお願いします。 

第２表、債務負担行為の補正です。中小企業振興資金貸付１件の申請があったため、

令和５年度から令和７年度までの利子補給分１７万８,０００円を追加するものです。 

６ページをお願いします。 

第３表、地方債の補正です。１、追加は、苓北町農協が事業主体となり実施する苓北

町農協選果場の改修に係る補助金への充当分として、過疎対策事業債１,０００万円を

追加するものです。２、変更ですが、緊急自然災害防止対策事業債は、松原川河口付近

の護岸嵩上げ工事に係る分として、次の過疎対策事業債は、ペーロン船格納庫改築工事

に係る分として、次の緊急防災・減災事業債は、町道東目線の改良を含めた臨港道路か

ら紺屋町避難地へのアクセス道路整備工事に係る分として、一番下の過疎対策事業債は、

温泉プール改修工事に係る分として。これに臨時財政対策債の減額を含め、５件の合計

で、現限度額の１億６５０万円を２億２,０４０万３,０００円に変更するものです。 

９ページをお願いします。歳入です。 
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款１４国庫支出金、項１、目１民生費国庫負担金、節１社会福祉費負担金は、給付対

象者の追加による育成医療給付事業国庫負担金７万５,０００円の増額。 

節３保険基盤安定負担金は、国保税の未就学児に係る均等割減免分の国保未就学児均

等割保険税国庫負担金１６万３,０００円の増額です。 

目２衛生費国庫負担金は、オミクロン株対応ワクチン接種に係る新型コロナウイルス

ワクチン接種対策費国庫負担金１,５２２万９,０００円の増額です。 

１０ページをお願いします。 

項２、目１総務費国庫補助金、節１個人番号カード等交付事業費補助金は、出張申請

対応に係る事務費補助金６,０００円の増額。 

節２社会保障・税番号制度システム整備費補助金は、戸籍事務の情報連携に係るシス

テム整備補助金（法務省分）６２９万７,０００円の増額。 

節３、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金は、農業資材価格等高騰対

策事業など１３事業の充当分として、３,２６２万３,０００円の増額。 

節５デジタル田園都市国家構想推進交付金（地方創生テレワーク）は、旧郷土資料館

改修に係る交付金１,４１０万円の増額です。 

目３衛生費国庫補助金は、オミクロン株対応ワクチン接種事務費に係る新型コロナウ

イルスワクチン接種体制確保事業費国庫補助金５２１万６,０００円の増額です。 

１１ページをお願いします。 

項３、目２民生費国庫委託金は、取扱い件数の増加による特別児童扶養手当事務委託

金３,０００円の増額です。 

１２ページをお願いします。 

款１５県支出金、項１、目１民生費県負担金、節１社会福祉費負担金は、給付対象者

の追加による育成医療給付事業県負担金３万７,０００円の増額。 

節３保険基盤安定負担金は、国保税の未就学児に係る均等割減免分の国保未就学児均

等割保険税県負担金８万１,０００円の増額です。 

目２衛生費県負担金は、交付決定による健康増進事業県負担金３万円の増額です。 

１３ページをお願いします。 

項２、目１総務費県補補助金は、保育所の感染防止対策事業など４事業充当分として、

新型コロナウイルス感染症対応総合交付金２２３万８,０００円の増額です。 

目２民生費県補助金、節１社会福祉費補助金は、介護施設の新型コロナウイルス感染

拡大防止対策事業採択に伴う、熊本県介護基盤緊急整備特別対策事業補助金８５８万円

の増額。 

節３児童福祉費補助金は、保育所の新型コロナウイルス感染拡大防止対策事業に係る

感染症対策のための改修整備等事業補助金４１１万６,０００円の増額です。 
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目３衛生費県補助金、節１保健衛生費補助金は、骨髄等移植提供の普及を目的に新た

に創設された骨髄移植ドナー助成支援事業費補助金１０万円の増額。 

節２環境衛生費補助金は、交付決定による海岸漂着物地域対策推進事業補助金１２万

９,０００円の増額です。 

目４農林水産業費県補助金、節１農業委員会補助金は、交付決定による農業委員会等

振興助成費補助金５万１,０００円の増額。 

節２農業費補助金は、持続的経営体支援交付金が、農地利用効率化等支援交付金への

名称変更によるもの、その他の補助金は交付決定により合わせて４１７万７,０００円

の減額です。 

目５商工費県補助金は、苓北町物産館看板の多言語化改修費用増額に伴う熊本地震復

興観光拠点整備等推進事業交付金３万円の増額です。 

目６土木費県補助金は、申請箇所追加による土砂災害危険住宅移転促進事業補助金１

件分３００万円の増額です。 

目７教育費県補助金は、伝統文化の継承及び地域コミュニティの維持に係る上津深江

区議会の事業採択による伝統文化団体支援事業補助金２０万円の増額です。 

１４ページをお願いします。 

項３、目１総務費県委託金は、令和５年３月から予定されている旅券電子申請導入に

伴う機器購入分として、旅券事務（権限移譲事務）一般交付金３９万７,０００円の増

額です。 

１５ページをお願いします。 

款１８繰入金、項１、目１介護保険特別会計繰入金は４６万１,０００円の増額。 

目３後期高齢者医療特別会計繰入金は２万８,０００円の増額です。 

１６ページをお願いします。 

款１９繰越金、項１、目１繰越金は、前年度繰越金１億４,０２０万１,０００円の増

額です。 

１７ページをお願いします。 

款２０諸収入、項４、目２農林水産業費受託事業収入は、交付決定による農業者年金

事務受託収入１４万３,０００円の増額です。 

１８ページをお願いします。 

項５、目１雑入、節１健康増進事業収入は、地域検診の実績による生活習慣病健診か

ら後期高齢者健診の個人負担金合わせて１３万３,０００円の増額。 

節２雑入は、行政手続きのオンライン化対応に係るデジタル基盤改革支援補助金３６

２万円の増額。交付決定による国立公園島での滞在型ワーケーション推進事業補助金２

５５万７,０００円の減額。交付決定による宝くじ公式サイトでのインターネット販売
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ＰＲ補助金２万５,０００円の増額。子育て支援医療費助成金返還金１,０００円の増額。

実行委員会の解散に伴う、天草・宇土半島地域広域連携実行委員会残余財産分配金９,

０００円の増額。対象者の町外転出に伴う誕生祝い金返還金２件分４万円の増額です。 

目２過年度収入は、富岡港船客待合所の電気水道料及び施設使用料の過年度収入合わ

せて７万６,０００円の増額です。 

１９ページをお願いします。 

節３民生費国庫負担金過年度収入は、令和３年度事業費確定に伴う障害児福祉費国庫

負担金過年度収入３６万１,０００円の増額。節４民生費県負担金過年度収入は、令和

３年度事業費確定に伴う障害者福祉費県負担金過年度収入３６万９,０００円の増額で

す。 

２０ページをお願いします。 

款２１町債、項１町債は、６ページの地方債補正で説明したとおりで、合わせて１億

２,３９０万３,０００円の増額です。 

２１ページをお願いします。歳出です。 

なお、歳出における職員の人件費に係る補正分は異動に伴うもので説明を省略いたし

ます。 

款２総務費、項１、目１一般管理費、節４共済費は、会計年度任用職員の雇用保険料

５万３,０００円の増額。 

節８旅費は、出張所事務補助員費用弁償３万２,０００円の増。 

節１２委託料の入札資格申請書受付システム導入委託料２９万７,０００円の増額、

及び節１３使用料及び賃借料の入札資格申請書受付システム利用料１７万４,０００円

の増額は、新型コロナウイルス対策事業として指名願受付業務の電子システム化を図る

ものです。 

節２４積立金は、歳計剰余金の処分として、財政調整基金積立７,７００万円の増額

です。 

目２文書広報費は、町公式ホームページの全面リニューアルに係るホームページ更新

業務委託料６３６万３,０００円の増額です。 

目５財産管理費、節１０需用費は、坂瀬川集会所ほか施設電気料の値上げに係る電気

料１７万円の増額。 

節１２委託料は、令和３年災害箇所の分筆面積増による土地分筆測量委託料１００万

円の増額及び旧郷土資料館改修工事の施工に係る監理業務委託料１２０万円の増額。 

節１４工事請負費は、旧郷土資料館改修工事費２,８００万円の増額です。 

２２ページをお願いします。 

目６企画費、節１８負担金補助及び交付金は、タクシー事業者の新型コロナウイルス
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感染対策に係る経費の補助、及び、天草エアラインの新型コロナウイルス感染拡大によ

る令和３年度収入減額分の補助を合わせた公共交通応援事業補助金２１２万６,０００

円の増額です。 

目８諸費は、電気料金の値上げに係る外灯電気料１１０万円の増額です。 

目１２庁舎管理費は、電気料金の値上げに係る電気料３００万２,０００円の増額で

す。 

目１３電算システム管理費は、ＱＲコード納付対応に係るシステム改修委託料及び、

マイナポータルを活用した手続きのオンライン化推進に係る申請管理システム導入・ネ

ットワーク構築委託料、合わせて９０９万２,０００円の増額です。 

目１４情報化推進費、節１１役務費及び節１３使用料及び賃借料は、対象箇所の追加

による電柱共架照会料及び電柱共架料合わせて２万円の増額。 

次ページの節１７備品購入費は、教育委員会設置プリンターの買い替えのための備品

購入費６万２,０００円の増額です。 

２５ページをお願いします。 

項３、目１戸籍住民基本台帳費、節８旅費は、マイナンバーカード出張申請に係る普

通旅費６,０００円の増額。 

節１２委託料は、戸籍法の一部を改正する法律により、マイナンバー制度に基づく情

報連携や戸籍証明書等の広域交付を可能とするための戸籍情報システム改修業務委託料

６２９万８,０００円の増額。 

節１７備品購入費は、旅券電子申請導入に係るノートパソコン及びバーコードリーダ

ー購入のための備品購入費１７万２,０００円の増額です。 

２６ページをお願いします。 

項４、目５苓北町長選挙費は、節１０需用費の消耗品費から節１８負担金補助及び交

付金の苓北町長選挙公費負担金まで、条例の改正等に伴う必要経費の精査による合わせ

て８０万４,０００円の増額です。 

目６苓北町議会議員一般選挙費は、苓北町長選挙費に同じく条例の改正等に伴う必要

経費の精査により２４６万７,０００円の増額です。 

２７ページをお願いします。 

款３民生費、項１、目１社会福祉総務費、節１０需用費から節１３使用料及び賃借料

までは、苓北町戦没者追悼式の中止による合わせて３２万１,０００円の減額。 

節１８負担金補助及び交付金は、熊本犯罪被害者支援センター負担金１万円の増額、

及び新型コロナウイルスによる集団感染が発生した高齢者施設等の経営を支援する福祉

施設等感染症対応緊急支援金５０万円の増額。 

節２７繰出金は、国民健康保険特別会計繰出金３２万８,０００円の増額です。 
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２８ページをお願いします。 

目２老人福祉費、節１９扶助費は、助成内容の見直しによるあん摩、はり、きゅう等

施術助成３３万９,０００円の増額です。 

目３老人福祉センター費は、買い替えのための備品購入費（消火器）２万５,０００

円の増額です。 

目４介護保険事業費、節１８負担金補助及び交付金は、県の事業採択による介護基盤

緊急整備特別対策事業補助金８５８万円の増額で、簡易陰圧装置３台分の整備に係る補

助です。 

節２２償還金利子及び割引料は、介護保険料軽減に係る国及び県への負担金返還金合

わせて２５万４,０００円の増額。 

節２７繰出金は、介護保険特別会計繰出金（介護給付費・過年度精算分）及び、（日

常生活支援総合事業・過年度精算分）合わせて５３９万６,０００円の増額です。 

２９ページをお願いします。 

目５後期高齢者医療費、節１２委託料は、地域検診受診者数確定による後期高齢者健

診委託料１万９,０００円の増額です。 

目６障害福祉費、節１９扶助費は、申請件数の追加による育成医療給付費１５万円の

増額。 

節２２償還金利子及び割引料は、令和３年度事業確定に伴う障害児入所給付費等国庫

負担金返還金から、障害者自立支援医療（更生医療）費県負担金返還金まで、合わせて

９０万９,０００円の増額です。 

３０ページをお願いします。 

項２、目１児童福祉総務費、節１０需用費は、町内保育所の抗原検査キット購入に係

る消耗品費９０万１,０００円の増額。 

節１８負担金補助及び交付金は、町内保育所６園の新型コロナウイルス感染症対策用

の消耗品等の購入を支援する感染防止対策事業補助金（保育園）及び、各保育所の感染

症対策のための施設改修等を支援する感染症対策のための改修整備等事業補助金合わせ

て８６７万４,０００円の増額。 

節２２償還金利子及び割引料は、令和３年度事業費確定に伴う子育て世帯等臨時特別

支援事業補助金返還金及び子育て世帯生活支援特別給付金給付事業補助金返還金合わせ

て２９８万円の増額です。 

３１ページをお願いします。 

款４衛生費、項１、目１保健衛生総務費、節１８負担金補助及び交付金は、骨髄移植

等提供者の検査や入院に要する費用を支援する骨髄移植等ドナー支援事業補助金２０万

円の増額。 
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節２２償還金利子及び割引料は、令和３年度実績による未熟児養育医療費等国庫負担

金返還金から母子保健衛生費国庫補助金返還金まで、合わせて１６万円の増額です。 

目２予備費、節１０需用費は、オミクロン株対応ワクチン接種に際し、感染の有無の

確認を必要とされる人に対する感染予防用抗原検査キット購入等に係る消耗品費及び、

接種券発送用封筒作成に係る印刷製本費、合わせて２６６万８,０００円の増額。 

節１１役務費は、ワクチン接種通知書発送に係る後納郵便代及び天草圏域外接種分に

ついて国保連合会へ支払う事務手数料合わせて７１万４,０００円の増額。 

次ページの節１２委託料は、オミクロン株対応ワクチン接種者を５,７００人と見込

んだ新型コロナウイルスワクチン接種委託料１,６７６万３,０００円の増額。 

節１８負担金補助及び交付金は、県外での子宮頸がんワクチン接種に係る予防接種補

助金（償還払）２５万４,０００円の増額です。 

目３環境衛生費は、下水道特別会計繰出金（事務費分）及び（公債費分）、合わせて

１００万円の減額です。 

目４斎場費、節１０需用費は、斎場ホール照明器具取替等の修繕料４２万４,０００

円の増額。 

節１７備品購入費は、斎場和室エアコンの老朽化に伴う買い替えのための備品購入費

（エアコン）４７万５,０００円の増額です。 

目５健康増進事業費は、令和３年度実績による健康増進事業県負担金返還金９万９,

０００円の増額です。 

３３ページをお願いします。 

項２、目２塵芥処理費は、海外漂着物地域対策推進事業補助金の増額による財源内訳

の変更です。 

３４ページをお願いします。 

款５農林水産業費、項１、目１農業委員会費は、農地利用最適化推進用タブレット端

末５台分の情報通信回線使用料及び、タブレット保険料、合わせて１９万７,０００円

の増額です。 

目３農業振興費、節１１役務費は、水田産地化総合推進事業補助金の交付決定による

郵便切手代３,０００円の減額。 

節１８負担金補助及び交付金は、中山間地域等直接支払交付金から中山間農業モデル

地区支援事業補助金までが交付決定による合わせて４１４万９,０００円の減額。 

苓北町農協が事業主体となり実施する苓北町農協選果場の改修に係る経費について、

２０％、１,０００万円を限度に補助する苓北町農協選果場改修事業補助金１,０００万

円の増額。 

次ページは、新型コロナウイルス対策事業として実施する農業資材の価格高騰に対応
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し、農業者の経営面積に応じて、１０アール当たり１,０００円を補助する農業資材価

格等高騰対策事業補助金３５０万円の増額。持続的経営体支援交付金は事業名称の変更

により、農地利用効率化等支援交付金として、差額３万１,０００円の増額です。 

目５農地費は、確定見込みによる都呂々ダム共同管理費負担金７５万２,０００円の

減額です。 

目６農業経営基盤強化促進対策事業費は、担い手育成支援事業補助金の増額による財

源内訳の変更です。 

目７堆肥センター管理費、節７報償費及び節８旅費は、会議開催回数の増による堆肥

センター運営委員会委員報償費及び費用弁償、合わせて１万６,０００円の増額です。 

３６ページをお願いします。 

項２、目２林道費、節１０需用費は、森林基幹道苓北天草線舗装補修等の修繕料１５

０万円の増額です。 

３７ページをお願いします。 

項３、目１水産業振興費、節１８負担金補助及び交付金は、新型コロナウイルス対策

事業として実施する燃油価格高騰に対応し、漁業者の燃油使用量に応じ令和２年との価

格差を半年間補助する漁業燃油価格高騰対策事業補助金１７４万円の増額です。 

目２、漁港管理費、節８旅費は、職員の研修会参加に係る普通旅費２万３,０００円

の増額。 

節１０需用費は、漁港外灯の電気料金値上げに係る電気料３万６,０００円の増額。 

節１８負担金補助及び交付金は、職員の研修会参加に係る漁港漁場協会全国大会等参

加負担金５万円の増額です。 

目３漁港建設費、節１２委託料は、松原川河口付近護岸嵩上げ工事及び町道東目線の

改良を含めた臨港道路から紺屋町避難地へのアクセス道路整備工事に係る測量設計委託

料の確定による１５万円の減額。 

節１４工事請負費は、松原川河口付近護岸嵩上げ工事及び町道東目線の改良を含めた

臨港道路から紺屋町避難地へのアクセス道路整備工事に係る工事請負費（単独）６,７

００万円の増額です。 

３８ページをお願いします。 

款６商工費、項１、目２商工業振興費は、令和４年１月２１日から３月２１日までの

６０日間分の町負担分確定による飲食店等営業時間短縮要請協力負担金１７６万１,０

００円の増額及び新規貸付１件の申請による苓北町中小企業振興資金利子補給補助金３

万５,０００円の増額です。 

目３観光費、節１０需用費は、四季咲岬公園ほか観光施設の修繕料８６万円の増額。 

節１２委託料は、ペーロン船格納庫改築に係る設計委託料の確定及び工事発注に係る
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監理委託料、合わせて１４０万円の増額。 

節１４工事請負費は、既存の格納庫解体費用を含むペーロ船格納庫改築工事費４,４

００万円の増額です。 

３９ページをお願いします。 

款７土木費、項１、目１土木総務費、節１０需用費は、電子入札システム導入に係る

消耗品費４万円の増額。 

節１２委託料は、電子入札システム導入委託料２５０万円の増額、節１７備品購入費

は、電子入札システム導入に係るＩＣカード読取機購入のための備品購入費６万円の増

額で、いずれも新型コロナウイルス対策事業として実施します。 

４０ページをお願いします。 

項２、目２道路維持費は、軽ダンプ修理等の町有自動車維持費及び富岡中央線外側線

設置ほか、町道の維持補修費合わせて５０５万８,０００円の増額です。 

４１ページをお願いします。 

項３、目１河川総務費、節１０需用費は、中段川護岸ほか修繕料３５万１,０００円

の増額。 

節１８負担金補助及び交付金は、申請箇所追加による土砂災害危険住宅移転促進事業

補助金１件分３００万円の増額です。 

４２ページをお願いします。 

項４、目１、港湾管理費は、電気料金値上げに係る外灯電気料４万８,０００円の増

額です。 

４４ページをお願いします。 

款８消防費、項１、目２非常備消防費は、節８旅費から節１７備品購入費まで、操法

大会不参加による合わせて３２１万４,０００円の減額です。 

目３消防施設費は、消防倉庫の電気料金値上げに係る電気料１０万円の増額です。 

４５ページをお願いします。 

款９教育費、項１、目２事務局費、節１報酬及び節８旅費は、学校教育審議会設置に

係る委員報酬及び費用弁償合わせて２１万６,０００円の増額。 

節１０需用費及び節１７備品購入費は、各学校用の空気清浄機購入に係る予算の組み

替えです。 

目３住宅施設費は、教職員住宅の老朽化した電気温水器取替等の修繕料６９万７,０

００円の増額です。 

４６ページをお願いします。 

項２、目１学校管理費は、小学校施設の電気料金値上げに係る電気料１５６万４,０

００円の増額です。 
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４７ページをお願いします。 

項３、目１学校管理費は、中学校施設の電気料金値上げに係る電気料９９万３,００

０円の増額です。 

４８ページをお願いします。 

項４、目１社会教育総務費は、上津深江区議会から申請された地域の祭りに関する伝

統文化の継承及び地域コミュニティの維持に係る県補助金採択による伝統文化団体支援

事業補助金４０万円の増額です。 

目３社会教育施設費、節１２委託料は、温泉プール改修工事の施工に伴う一時休館に

係るリスク分担分の町温泉プール指定管理委託料５７万４,０００円の増額及び、確定

による温泉プール改修設計委託料１０万６,０００円の減額。 

節１４工事請負費は、温泉プール改修工事費２,４００万円の増額。 

節１７備品購入費は、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業の不採

択による備品購入費（サッカーゴールほか）１０３万円の減額。 

節１８負担金補助及び交付金は、温泉プール改修工事の施工に伴う一時休館に係る自

主事業収入減分の支援として、苓北町温泉プール指定管理者支援金１１５万２,０００

円の増額です。 

目４文化財保護費は、トルレス記念広場内説明板貼替等の修繕料１５万６,０００円

の増額です。 

４９ページをお願いします。 

目２学校給食費は、学校給食共同調理場の電気料金値上げに係る電気料及び老朽化に

よる食缶洗浄機駆動シャフト等の修繕料合わせて２１３万円の増額です。 

５０ページをお願いします。 

款１０災害復旧費、項１、目１農業用施設災害復旧費は、７月豪雨による被災農地の

査定設計書作成に係る査定設計委託料２５万円の増額です。 

なお、別冊にて新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用した事業の

一覧表をお配りしておりますので、併せてご確認をお願いいたします。 

以上で、令和４年度苓北町一般会計補正予算（第４号）（案）の説明を終わります。

ご審議の程よろしくお願いいたします。 

○議長（錦戸俊春君） 説明が終わりました。ここで午後１時まで休憩をいたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時５０分 

再開 午後 １時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（錦戸俊春君） 休憩前に引き続き、本会議を再開します。 
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これから、令和４年度苓北町一般会計補正予算（第４号）についての質疑を行います。 

質疑ありませんか。 

浜口雅英君。 

○７番（浜口雅英君） １３ページと１４ページ、関連していると思いますが、土砂

災害危険住宅移転促進事業、これは場所はどこでですね、どういった状況にあられて、

移転に係る事業費のいくらをこういう形で補助されると思いますけども、その移転にか

かる総事業費はいくらぐらいなのか。それに対する補助率はいくらなのか、お尋ねしま

す。 

それから２１ページのＫＤＤの改修工事ですが、これは全員協議会のときにも若干質

問しましたが、総体的にはなかなかあれですが、この中の何だったですかね、雨樋、ル

ーフドレインが今回使う分だけにですね、４箇所だけ計上してありますけども、これは

鉄筋コンクリートで一体の家屋ですよね。とすれば、ほかの部分にはこういう雨樋から

の水処理はしてないのか。このルーフドレインは、この家全体のですね、例えば、昨日

の資料の２ページの赤の線の部分と緑の線の部分がありますが、このそれぞれの四隅に

は、最低でも四隅にはこういうものがあるんじゃないかと思います。 

やはり一般的な考え方の中ではですね、一体化した鉄筋コンクリートの天井部分、雨

漏り修繕するのであれば、この部分は緑の部分であっても、今現在、いろんな雑物が入

っとるわけでしょ。役場の使わない不用品がですね。そういったものを守るためにも、

この雨漏り対策はすべきじゃないかと思います。この雨漏り対策をしないから、ペーロ

ン小屋に雨が降り込んだとか、いろんな話が出てきますよね、結果として。ですので、

今のうちにそういう部分も改修すべきではないかとこういうふうに思いますがいかがで

しょうか。 

それから、３７ページの臨港道路ですが、これも昨日、全員協議会の中で話が出てお

りました。私もそう思いますが、この断面図の中でですね、私がちょっと勘違いしてお

りまして、このトン袋を置いてあるところは土嚢か、土嚢を置いてあるところは何か民

地で借り上げておられると。町が借り上げて現在の工事時に拡幅しましたよね。その分

の用地だというふうに思っておりましたところが、ちょっと２,３お聞きしたところそ

うじゃないということでした。とすればやはり、この境界までですね、民地境まで、例

えば、昨日の資料でいくとナンバー３もこの既設の法枠工ですか、があります。この一

番終点といいますか、一番下のところに一点鎖線があって、これが境界とする。 

しかし、今度の工事では、それよりも約２メーターぐらい海岸側に寄ったところに石

積み工が設計されています。で、もしこれが民地でここが残った場合は、ここは苓北町

特有の雑草地帯になるわけですね。それを誰が刈るかというと誰も刈る者がいない。ほ

いでいろいろ町民の皆さんから汚かやっかとか、どがんかせんかとかいう話が出てくる。
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しかし町は対応しない。そういう形になってしまう恐れがありますので、この一点鎖線

の民地まで民地境まで、いっぱいいっぱい広げたらどうかと思います。ほんでそうする

ことによって、このブロック積みの工法はもっと安い、１つの例を挙げると、一番基礎

をつくって、それに土羽をつくっていくということであれば、単価も安くなるんじゃな

いかというふうに思うわけです。そういうことができないのか、お尋ねをします。 

それから３８ページのペーロン船格納庫の改築工事ですが、この問題については、令

和４年６月２８日にですね、７月上旬の臨時議会の中で建設経済環境常任委員会から、

ペーロン小屋についての調査報告が出されています。 

それによりますと、富岡ペーロン船格納庫は、現格納庫は強度等まだ充分対応できる

ものと推測する。ほんで云々いろいろ書いてあります。 

これが７月の議会に提案されて、このことに対して議会から異議は出なかった。です

ね、そういうのが通って行ったにも関わらず、翌々日の議会の中には、補正予算として

改修工事が出されていると。とすれば、この常任委員会の報告というのは、一体どうい

う位置づけで町は見ておられるのか。あるいは議会は、議長はどういう形で受け取って

おられたのか。お尋ねをします。 

それから、４８ページの温泉プールですが、これも附帯決議の中で工事費を、若干の

工事はやむを得ないんだというふうなことで附帯決議で予算が通ったと思います。 

ところがこの常任委員会の資料の中では、そのときの附帯決議は、若干工事費が安く

なるようなことで取り組みをしたらどうかと、そういう取り組みをすべきだというふう

なことだったと思います。 

ところが、先日の全員協議会の中では、総合計でですね、当初工事費、今回工事費、

差と書いてありますけれども、その差がですね、プラス８７万３,０００円なんですね。 

これはどういったことなのかお尋ねします。 

以上です。 

○議長（錦戸俊春君） 土木管理課長。 

○土木管理課長（田尻 悟君） １３ページの土砂災害危険住宅移転促進事業補助金

３００万円の場所でございますけれども、ここは富岡の一丁目の住宅を春の迫へ移転す

るっていうことでご相談があっている部分でございます。 

内容につきましては、まだご相談の段階で詳細については申請をいただいておりませ

んけれども、申請をするに当たりまして予算確保をしたところでございます。 

あと、この事業につきましてはですね、住宅の除去費とか、あとは移転の経費、住宅

の建設費、購入費等の必要予算が全て交付されますので、普通３,０００万円等の金額

がかかりますので、上限額が３００万円ということで、この移転に係る補助金が決めら

れているところでございます。 
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以上です。 

○議長（錦戸俊春君） 総務課長。 

○総務課長（福田誠一君） ２１ページの旧郷土資料館の工事の分でございます。 

浜口議員さんお尋ねのルーフドレインの雨漏り対策でございます。浜口議員さんのご

指摘のとおり、一般的には全体の補修だと私も思いますが、今回、設計等７月に打ち合

わせを行いまして、今回の改修部分以外は雨漏りがございませんでした。 

しかしながら、この建物は耐用年数５０年でございまして、もう４７年経過しており

ます。一体的にした方が好ましいと思いますが、今回は２部屋のサテライトオフィスの

分のみの施工となっております。 

今後、長寿命化計画、サテライトオフィス等が今の２社分以上に来た場合がありまし

たら、また新しい補助金等を考えまして、年次的に上の部分の補修を考えていきたいと

考えております。 

以上でございます。 

○議長（錦戸俊春君） 農林水産課長。 

○農林水産課長（松井徹也君） 臨港道路の東目線とのですね、取付けの拡幅部分の

件ですが、先日の全員協議会でも同じご質問いただいてましたが、境界がですね、民地

の境界があって、その横が水路になってましてですね、水路から道路敷になっている。

水路の際が法尻となっている状態なんですけども、昨日ちょっと説明が漏れたというか

申し上げなかったんですけども、この東目線はすぐ海、海岸ですので越波っちゅうのが

想定されてましてですね、道路の下の法面はずっとコンクリートの法枠が施工されてま

して、越波してその海水を、法面ですね、コンクリート法枠で施工された法面を沿って

流して、その際の水路の方で処理をするという形になってます。で、拡幅してます、大

型土嚢とか積んでますその下にも同様にですね、コンクリート法枠が埋まった状態に今

現在なってまして、もしですね、境界と言いましても、水路は残さないといけませんの

で、水路の際から構造物をつくって上がっていくとしたときに、ひょっとすればその既

設のコンクリートの法枠をですね、全部取り壊さんといけなくなったりとか、新しい土

羽にも洗堀しないような施工をしなければいけなくなったりと、そういうような可能性

があります。 

一応、今、計画してます道路の肩にですね、ブロック積みを持ってくると部分的なコ

ンクリート法枠の取壊しで済む形になってるんですけども、ただ、確かにおっしゃるよ

うに、施工した場合の経費とか、それから工法が問題ないかっちゅうのは、ちょっと検

討してみないとですね、はっきりわかりませんので、工法比較をさせていただいて、比

較検討させていただきまして、その結果、おっしゃるように境界から上がっていった方

が工法的にも何ら問題がなく、工事費もより安くなるということでしたら、変更は可能
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となりますが、一応まず比較検討をさせてください。 

以上です。 

○議長（錦戸俊春君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（錦戸雅志君） ペーロン船格納庫の件についてのお尋ねでございま

した。 

おっしゃられるとおり、６月のですね、２３日に建設経済環境常任委員会の委員の皆

様にですね、現地を視察いただいて、その後、委員会の報告の中でご意見等頂戴したと

ころです。で、６月２３日現地させていただいた時点ではですね、倉庫の中に全部うち

壁が張ってありまして、そこを剥いでですね、確認しないと確認ができない状態の中で

ご確認いただきましたけれども、その後、シロアリ等の専門の診断士によってですね、

内壁と基礎部分と、あと両サイドのシャッターの部分の腐食が、食害がひどかったので、

調査をしていただいた結果、基礎土台に食害等が見られ、木材よりは耐久性が下がって

いるということと、あと外部及び内部にも多数のひび割れ、雨水の侵入が見られると。

またあと、基礎土台の上のですね、シャッター上の梁にまでも全部上がっていると思わ

れるというふうなところで、非常に耐久性が下がっているということが、シロアリ診断

の結果が出まして、あと耐用年数もですね、法定耐用年数１５年に対して、もう今年で

約３３年にもなるということ、並びにこれまでの船の揚げ降ろし等の危険性がありまし

たので安全性、並びにシャワー室と更衣室を特に女性の方がですね、更衣もできないと

いうこともございましたので、そういったご意見等もあってですね、それぞれいただい

たご意見をですね、それぞれつぶさにチェックをしてですね、今回、総合的に判断して、

ご提案させていただくということになった次第です。 

要望書はですね、平成２７年に１回上がってきておりまして、予算自体はもうその辺

を含めてですね、今年の当年度の予算でですね、設計も組んでおりまして、最終診断の

結果、今回ご意見等ございましたけれども、８月にも要望いただき、町にも要望をいた

だいておりまして、それも含めて改築の方をお願いしたいというふうなことになってお

ります。 

○議長（錦戸俊春君） 教育課長。 

○教育課長（西川文孝君） ４８ページの温泉プールの工事費ですけれども、約８６

万円増加をしております。 

これにつきましては、コロナ禍におけます物価の高騰を見込んでおりまして、主要部

材であるバスパネル等の単価がどうしても値上がりするという見込みでありますので、

ちょっと金額が増加をしているということです。 

以上です。 

○議長（錦戸俊春君） 浜口雅英君。 
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○７番（浜口雅英君） まず、４１ページの件ですが、これは３,０００万円というの

は事業費、それで３００万円ちゅうのは、事業費に掛ける１０分の１の限度額が３００

万円というふうな捉え方でいいんでしょうか。 

それから２１ページのＫＤＤですが、この雨漏りはですね、昨日の資料からすると、

これだけの傷み具合からすると、全部ですね、かなり錆びてますね。ほんで、ここはも

う緑、この２ページから見るとこれがここでしょう。サテライトオフィス②と郷土資料

展示室の上ぐらいですよね。後のところは、確認されていますか。何でここ２箇所だけ

がこんなになって、後のところは大丈夫というような感じでおられるのか。 

私はですね、もしこういうことであるのならば、せっかく町費を使って改修するなら

ば、この屋根部分だけはですね、すべきだろうと思うわけですよ。普通程度の常識のあ

る人は、この鉄筋コンクリート造りならば、一回にですね、天井部分はしてしまうと思

うとですよ。これがもし、鉄筋コンクリートにだけじゃなくて瓦でですね、東棟とか西

棟とか南棟とか北棟とかそういうものがあって、それぞれが独立した瓦であればですね、

私のその話は通用しないと思いますが。これは、鉄筋コンクリートで一体につくってし

まっているわけでしょう。そうすれば、この四隅に多分設けてあると、四つの角にそれ

ぞれ設けてあると思いますけども、これは同様のですね、同等の錆具合があると思いま

す。それで、こっからの錆から水漏れが発生して、全体的に腐食を進めていくというふ

うに思います。 

それから今、課長の話の中では、２社以上になってくればということですけども、今

の情勢の中でですよ、そういう２社以上すぐ手を挙げて待っておられるとか何とかそう

いうことあるんですか。ないんでしょう。やっとＫＤＤに２社見つけてきたと。それで

この２社もはっきり、もう確定してあるわけじゃないんですもんね。そういう感じ、考

え方じゃなくて、やっぱりやるならば、建て替えるとなれば話は別ですけども、その雨

樋の入り口のルーフドレインですね、ルーフドレインを取替えてしまう。それで、それ

に関わる、付随する簡単な左官工事ぐらいは出てこようかと思いますので、それも含め

て、このＫＤＤを改修していくということにされたらどうかと思います。 

それから、総務課長に言っておきますが、２社以上になったらとか何とか、そういう

ですね、恐らくそうならないだろうというような、理由づけはしてほしくないと思いま

す。 

それから３７ページですが、この断面図を使いますけども、この断面図の中に、ガー

ドレールがありますよね、既設のガードレールがですね。よっと見れば、この線が官民

道路と民地の境になっとっじゃなかですか。特に、このナンバー３なんかはですね、こ

のガードレールの下に、この法枠工の基礎石があって、一点鎖線があるということから

見ればですね、ここだろうと思うわけです。私が勘違いしとって、ここら辺は民地から
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借り上げてあるというふうに思っておりましたけれども、ちょっと確認したところ、い

やそんなことはないよということだったので、とすれば、旧ガードレール、着色してな

いガードレール、この根本は道路というならば官民境界の線だろうというふうに思いま

すので、これを目当てにやってほしいと思います。 

それから、ペーロンの件ですけれども、何か２７年に要望書が出たということですが、

そういう話になるのならばですね、この６月の議会からの常任委員会報告書は、一体ど

のように。 

それから、プールの附帯決議、そういうものについては、その要望書とか何か、それ

を言われるのならばですね、その常任委員会からの報告書。あれは議会から出してある

んですよね。これ要望書なんていうのは、言い方悪いですが、利害関係の方が出される。 

しかし、議会からの調査書、議会は町民の代表なんですよ。町民全体からの意見とし

て常任委員会の調査書を出した。そのことについて、議会で異議申立てがあって、それ

を却下したとか、そういうことはなかったわけですよ。ですね。そうなって議会で認め

たものを、何でそのすぐに、１カ月ぐらいで予算を立てなければならないのか。 

全く町民無視ですよ。そこら辺のところはですね、執行部、特に議長もやっぱ、執行

部もよく考えて対応してほしいというふうに思います。 

○議長（錦戸俊春君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（錦戸雅志君） ２７年にも出ておりまして、その中でずっと財源等

もなくて、そのままにしとりましたけど、町長申されましたように、診断ですね、診断

もありましたけれども、加えて、重ねてご要望がございましたので、今回上げさせてい

ただくということになりました。 

○議長（錦戸俊春君） 土木管理課長。 

○土木管理課長（田尻 悟君） １３ページと、４１ページのですね、土砂災害危険

住宅移転事業の補助金にかかる質問でございますけれども、私の説明がわかりにくかっ

たと思うんですけども、通常そういった除去をして、家を建てられたりすると、約３,

０００万円程度必要になってくるという説明と併せて、これにつきましては上限額、１

０分の１とかではなくてですね、上限額が３００万円という規定になっております。 

例えばですね、そのほかに賃貸住宅を借りられた、そこを壊されて、賃貸住宅を借り

られた場合につきましては、１年間分の費用はその対象になりますということで合わせ

た金額の３００万円までは全て出ますっていうことで、上限額が３００万円ということ

でご理解をお願いしたいと思います。 

以上です。 

○議長（錦戸俊春君） 浜口雅英君。 

○７番（浜口雅英君） 事業費のことはもうこれでですね、完璧にはわかりませんけど
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も、４、５日前に資料をいただいただけでは、完璧に理解することはできません。 

ただ重ねて、最後に質問したいのは、要望書がなくても、私の言ったことが正しいん

です。それでそれは何かというと、議会の常任委員会で調査をして、それをちゃんと正

式な手続きの中で議会に諮っている。その議会の中で何か異議が出たかというと、異議

は何も出ていない。賛成なんです。 

それにも関わらず、執行部は、すぐ次の議会に補正予算を立ち上げたということがで

すね、もう全く議会無視ではないかというふうに思うわけです。 

その議会は何かというと、町民の代表なんですよ。本当に町民の代表なのか、メンバ

ー見てみるとよくわからない部分もありますけども、一応、形とすれば町民の代表なん

です。そこの常任委員会なんです。それを、正式手続きに基づいて議会に提案して、そ

れが通ったんですよ。異議申立ては全然なかったわけです。そこら辺のところは充分、

執行部はですね、１２分に考えてほしい。先程言いました、ちょっと教育課長が立ち上

がろうとされましたけれども、その附帯決議も同じです。そういうことなんで、やっぱ

り議会で決まったことについては、やっぱ執行部も充分尊重してほしいということがあ

りますので、よろしくお願いします。 

○議長（錦戸俊春君） 町長。 

○町長（田嶋章二君） 当然、議会で決まったことについては、執行部も尊重しなけ

ればなりません。ただし、あのときは報告があって、作らないという決議はなかったわ

けですね。それで、その後にペーロンの団体から強い要望が、どうしても作ってくれと

いう要望がきておりましたので、協議をした結果、今回出させていただいたということ

でございます。 

○議長（錦戸俊春君） ほかに質疑ありませんか。 

廣田幸英君。 

○３番（廣田幸英君） ２８ページ、民生費の中で、目の４番、節の１８介護基盤緊

急整備特別対策事業補助金８５８万円組まれております。これの事業の内容をちょっと

教えてください。 

○議長（錦戸俊春君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（本田 保君） この８５８万円について、ご説明いたします。 

介護基盤緊急整備特別対策事業の中の１つのメニューがございまして、それが介護施

設等における新型コロナウイルス感染防止対策支援事業という中で、介護施設等におけ

る簡易陰圧装置の設置に係る経費支援事業が、この８５８万円になっております。 

事業の中身といたしましては、介護施設等において感染拡大のリスクを低減するため

には、ウイルスが外に漏れないよう気圧を低くした居室である陰圧室の設置が有効であ

ることから、居室等に陰圧装置を備えるとともに、簡易的なダクト工事等を行う事業 
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を対象とするものであるということで、今回、一社会福祉施設の方から希望がありまし

たので、これの分で簡易陰圧装置を３台分で合計８５８万円になっております。 

なお、財源につきましては、熊本県の方から１００％の充当がございまして、それを

町が受けまして、事業の実施の方に補助金として交付するというようなそのような流れ

になっております。 

以上です。 

○議長（錦戸俊春君） 廣田幸英君。 

○３番（廣田幸英君） 介護施設等のクラスター発生の予防のために使う施設がある

ということですね。はい、わかりました。 

○議長（錦戸俊春君） ほかに質疑ありませんか。 

髙戸幸雄君。 

○４番（髙戸幸雄君） ２点ほどお尋ねしたいと思います。 

２１ページ、文書広報費の委託料、ホームページ更新業務委託料と、３９ページ、土

木総務費の中の委託料、電子入札システム導入委託料、２件についてお尋ねをしたいと

思います。 

これはいずれも、新型コロナウイルス感染症対策に伴う苓北町支援策の実施状況、資

料の２の中の２６と３２にそれぞれ登載をしてございます。 

この中で、ホームページのリニューアル事業ということで６３６万３,０００円、う

ち半分が臨時交付金の適用対象事業、そして一般財源に３００万円、３１８万円、いず

れも５割、５割なんですけども、ここの中にホームページ作成管理システム導入費とし

て３００万円挙げてございます。新しく行革デジタル対策室ですか、横文字、私はカタ

カナ弱いわけですけれども、やっと言えることができましたけれども、この中で協力隊

員ですかね、あと一人おられますよね。あの人たちが新たなこういった事業に対して、

専門的っていうか、よく活動状況の中で、報告会等々でこういったことがあるようでご

ざいます。そしてまた、新たな対策室を設けて、専門の職員、社会人枠で２名を採用さ

れております。その人たちの活用の中で、経費の導入については、私はそれでいいと思

うんですけども、こういったこの作成については、その方たちにこういったお願いする

というか、もう職員ですから、お願いじゃありませんですね、してもらう、そういうと

ころでできないものか。幸いなことに、臨時交付金があったからこそ、こういったこと

ができると思うんですけども、普通ならば、３００万円かけて、ホームページのリニュ

ーアルというのはいかがなものかと思うわけです。 

この点について、よろしくお願いしたいと思います。 

それから電子入札システム。これについて私以前、一般質問の中で、県がもう電子入

札に入っておりますので、一刻も早く、コロナ対策ならば、むしろ、全員が１つの会場
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に来てですね、従来どおりの入札よりも、電子入札の方が良いのではないかというふう

な考えを持っておりました。 

それで今回、こういったことで導入がなされるわけですけれども、これに対応する事

業、要するに、県でいうＡ、Ｂランクについては、それぞれもう既に県が行っておりま

すので、電子入札可能だと思うんですけども、これを入札制度がどの範囲まで適用され

るのか、よろしくお願いしたいと思います。 

○議長（錦戸俊春君） 行革デジタル対策室長。 

○行革デジタル対策室長（山下晃弘君） 只今の髙戸議員のご質問ですけれども、ま

ずこのホームページのリニューアルですけれども、現在のホームページがですね、平成

２１年に構築、公開されておりまして、１０年以上経過しております。その間一度も改

修を行っておりませんので、ほかの自治体で普通に備わっているような災害時の特設ペ

ージであったり、文字の読み上げ、ほかのシステムとの連携機能などはなかったもので

すから、今回リニューアルをいたします。 

特に、ほかのシステムとの連携という点では、今年度準備を進めております防災行政

情報の配信システム、こちらとの連携もありましたものですから、全面的なリニューア

ルを考えておったところでございます。 

そこで、ご質問のですね、専門のここの職員にさせてはどうかということですが、今

年の４月からですね、確かに情報職員を２名採用させていただいております。その職員

のうちにはですね、ホームページの日常的な管理とか、更新とかという作業はしてもら

っておりますけれども、実際にいざ、ホームページを１からつくるというのはちょっと

難しいかなというふうに考えております。 

今回ですね、ちょっと見積り書を参考に取らしていただいている事業所は、例えば、

熊本県とか熊本市、天草市など、県内の多くの市や町のホームページを担当されており

ますけれども、例えば、熊本県であれば、職員１万８,０００人おられるそうですけれ

ども、やはりそれでもこういうホームページを作成するというのは、事業所にやっぱり

頼むしかないというのが現状のようです。 

ホームページというのはやはり町の顔といいますか、住民の方、町外の方でもそうで

すけれども、苓北町のことを調べようと思ったら、苓北町のホームページをまず見られ

ると思います。そのときの印象が良いか悪いかというのは、やはりそれが直接、苓北町

の印象につながってまいりますので、つくってもらおうと思えばつくれるんですけども、

果たしてそれで良いものというのは、ちょっと語弊があるかもしれませんけれども、例

えば、苓北町のホームページを見て、苓北町に来たいと思えるようなホームページにな

るかどうかという保証がちょっとございませんので、やはり餅は餅屋といいますか、専

門の方にお願いした方が良いかなということで委託をするものであります。 
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○議長（錦戸俊春君） 土木管理課長。 

○土木管理課長（田尻 悟君） ３９ページのですね、電子入札の参加の心配をされ

ているっていうところの中のご質問でございますが、これにつきましては、以前、髙戸

議員の方からご質問をいただきまして、アンケート調査を各業者様に実施をしておりま

す。２７社中ですね、２２社はもう既にほかの市町村と県に参加をされていると。あと

３者については参加をしていないけれども参加ができると。２５社については問題なく

できるのではないかと思っています。 

ただ、後２社につきましてはですね、未回答でございましたので、この部分について

は、確かに下位ランクっていうんでしょうか、そういう部分につきましては、紙での提

出もできますので、そういったことを併用しながら、どういった段階になっていくのか

については、今後検討していきたいと思っております。 

以上です。 

○議長（錦戸俊春君） 髙戸幸雄君。 

○４番（髙戸幸雄君） 電子入札についてはですね、私も一般質問するときに、業者

と少しやりとりしたんですけども、本当にでくっとやと、できるもできんもですねって、

県が既に電子入札制度を用いてるんですよと、ですから、対応ができるはずですという

返答をいただいて、ああいった質問をさせていただいたわけでございます。 

今、土木管理課長の方から紙の入札でもいいということでございます。確かに、Ａ、

Ｂランクはそれぞれのいろんな投資等々もできますけれども、最下位って言ったらちょ

っと語弊ありますけども、Ｃクラス、小さな企業については、なかなかそこで導入が出

できない可能性がありますので、今後とも、可能な入札については、電子入札でも結構

だと思いますけども、まだそこまで整備がなされていない業者の方の取り扱いについて

は、ご配慮方お願いしたいと思います。 

それから、ホームページの件なんですけれども、今、室長の方からいろんなことを述

べられましたけれども、私も先程申したとおり、こういった機器に大変弱い方で、いろ

んな質問するのが億劫になりますけども、ただ１つ、できたらですね、ふるさと納税、

あの欄だけはですね、ほかの町村並みにやってほしいと思います。 

私、ほかんとは見らんとですけれども、ふるさと納税の案内をするときに、天草市と

結構比べますけれども、やはりこう一目見てですね、やっぱ市と町村の違いかなあと思

うところがございます。例え、小さくても、独立をしてるんですから、天草市に追いつ

くように、そうすると必然的に、県下で下位の方でふるさと納税やっておりますけれど

も、天草市の方に毎日、毎日ある宅急便の業者がお店の方に来て、ふるさと納税の返礼

品を積み込んでおります。ああいった姿が苓北町でも行われるよう願っているところで

ございます。 
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以上です。 

○議長（錦戸俊春君） ほかに質疑ありませんか。 

松本良人君。 

○５番（松本良人君） １３ページにですね、県補助金の云々で書いてありますけれ

ども、それに関連して資料をいただきました。これもですね、関連でですね、この支援、

感染対策に伴い、いろんな補助金が出とるですね、交付金。合計いくらになるのか。合

計額を教えてください。 

それから、２１ページ。しきりに髙戸さん隣で質問しておられましたけれども、入札

資格申請書受付システム、それじゃかったかな、それと、それじゃなかったか。それか

ら、そこら辺ですね、例えば、ホームページ更新業務委託料、それから土地分筆測量委

託料、委託料がいっぱいあります。そして、導入用の委託料が２９万円。これ１回導入

したら、ずっとまたいろいろ更新とか何か要っとでしょ。こがんとはもうやめて、導入

せんやったっちゃ、小さな町ですので。我が家でですね、今までどおり呼んで、業者ば

呼んでしてください。これはもうやめて、こういったですね、システムば云々ちゅうて、

練習で云々てのがちょっと入ればですね、横文字が入れば、そうな良かぐらい思てから、

飛びつくですけれども、町民自体にあんまりメリットのなかっですよ。いくらぐらい金

が要っと思いますか、システム関係。そこら辺をですね、どのようにお考えかお尋ねし

ます。 

まず、入札資格申請書受付システムの導入は２９万７,０００円。入札資格申請書受

付システムは１７万４,０００円。それから、ホームページ更新業務委託料６３６万３,

０００円。これはしきりにですね、良いのができんと。せんけんでけんとですたい。業

者よか上手につくっとが町の職員ですよ。頭振るごたっとならやめてください。なんで

んですよ、真剣になって取り組まんけん、業者は隣と同じんごたっとしかつくらんとで

すよ。一本すらっとしとっとば付けて、苓北町は引っ付け。そうですよ。何でも、振興

計画でもそうでしょうが。業者に委託せろば。何で独自に、今、それは室長は、私はし

いきらんちゅわいばってん、部下の方は能力がある方がいっぱいおいでじゃなかですか。

お宅がしいきらんでも。部下の能力を引っ張るとが、室長の努めですから、引き出すと

が。そして、半年でできんとが１年かかる、１年かかるところが２年かかってですね、

こういったやつを業者に委託せんでも、独自に本当に苓北町の良さを引っ張っとは地元

の人間ですよ。はなからしきらんけん、業者に頼む。そがんことはなかでしょうもん。

業者さんも担当も人間ですよ。そして特に、お宅の課には優秀な人だけ寄せてあっじゃ

なかですか。自分がしきらんけん、部下もしきらんじゃのうして、自分が知らんとは、

部下からほかの能力を引っ張り出すというようなことを言ってきてください。 

私は、こういったことでですね、何億ぐらいですかね、この委託料がいろいろ含めて、
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毎回言いますばってん、こういったことはですね、もう１回、再度話おうてもろて、１

年ぐらいはですね、１回、２回ぐらいはですね、落ちたっちゃ良かっと思うとですよ。 

あまり、ホームページ見てですね、苓北町が良かちゅうもんは、あんまりようけおら

んとですから、まだ。実質は。ですね。そこら辺をですね、お尋ねをします。 

それから土地分筆測量委託１００万円。ここら辺もですね、もう今、技術者を特別に

頼んであるわけですから、やっぱり自宅でしてですね、我が家で測量ぐらいはして、今

もう座標あたりでぽっぽ、ぽっぽ出さるっとですから、図面もぽっぽ、ぽっぽ出てくっ

とでしょ。ここら辺もですね、できるだけですね、委託に頼らん苓北町をつくっていた

だきたい。ですね。私はそう思いますので、この土地分筆測量委託料１００万円を聞く

わけじゃなかですけれども、これは本当に苓北町の職員の方はしきらないのか。能力が

ないのか、あるのか。そこら辺をお尋ねをします。 

それから、２２ページもですね、システム改修委託料１８０万円。それから７２４万

９,０００円、ここら辺も、相当な金ですよ。職員さんを何人も雇われる。そこら辺の

はどういうものか、お尋ねをいたします。 

それからコロナ関係でですね、お尋ねしますけれども、ここに今朝ですね、役場の職

員が感染したということで紙をもらいました。この紙を。これは、町長から議長にやっ

てある。この中にですね、今後の対応について、当該職員は、他の職員等との接触はな

いため、業務への支障はありません。これは毎回、おんなじやつが来るわけですよ。こ

の文章が。この方は、一人個室で仕事をしておられる方なんですか。一人個室で、誰に

も接触しなくて。この病気が発覚したときに、おらんじゃったちゅうこっですか。感染

は１日前、２日前からも感染するわけでしょ。感染するわけでしょ。そのときもずっと

１人でおられたのですか。そしてその後も、役場の職員の方、何人も今までいただいと

っとですけれども、全く同じような形で書かれて、役場には関係なか。一人個室で仕事

しよっとよという言い方で書いてあって、これ実際、本当なのか、うそなのか。もし、

これがうそであったら、こういった安易な考え方が苓北町が感染の拡大がいっぱいあっ

て防げない。そうじゃなかかと思いますよ。一昨日から１８、９人ですかね、昨日８人。

よそと比べれば多かですよ。私はこのことについて相当ですね、言いよりますけれども、

対策について、あるいは手助け等についてどのようになったのか、お尋ねをします。 

○議長（錦戸俊春君） この補正予算の質問を･･･。 

○５番（松本良人君） だけん、新型コロナワクチン、感染のところで聞きよっとで

すたい。これは、本当は議長が聞いてもらわんばんことですよ。毎回来よるけん、同じ

んとが来よるけん、私が議長に代わって、こん場で質問してるわけですよ。 

それからもう１点ですね、感染された方がおいでになっとって、自宅療養になってお

られた方々が、もし、良うなられたときに、その家屋とか何かの消毒なんかもせないか
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んと思うとですけれども、そこら辺が感染関係でですね、どのようになっているのか、

併せて伺います。関連した質問でございますが、そっちも重要な問題だと思うんですよ。

この問題は。そこら辺、お願いします。 

それから３４ページ、農業委員会の関係で、タブレット保険料とありますけれども、

これについて教えてください。 

それから３５ページ、都呂々ダム共同管理費負担金が減額になっております。これは

水道も減額になっとりますけれども、安くなったとか、そこら辺をですね、事情を教え

ていただきたい。安なっとるですね。水道の関係の負担金も多分安なったと。その事情

をですね、どちらか１人でよかです。 

それから３７ページ、水産業振興費の中でですね、負担金補助及び交付金１７４万円。

漁業燃油価格高騰対策事業補助金ですかね。これが、漁業関係の方にあっとですけれど

も、農林業の方にはなかか。そこを併せて伺いますけれども、項目がなかったからここ

で教えてください。 

それから３８ページ、観光費の中の１２、１４でございますけれども、ペーロン船格

納庫改修工事について、ちょっと教えていただきたい。 

これ、浜口議員からですね、いろいろ質問あっとったですけれども、私、委員長とし

てですね、建設経済環境常任委員会としてですね、この報告書を全て採択を受けて、多

分、通知が行っとると思いますけれども、この中でいろいろお願いしてる文書がありま

した。ですね。その中で、確かにこのとおりやっとっとと言えば、そうだなということ

でございますけれども、そうでなかかもしれんので、そこら辺をですね、お尋ねをしま

す。 

まず１点ですね。少子高齢化の進展によるペーロン大会の見通し等の推移であります

けれども、今後の見通しはどのように、これは出してからまだ１カ月ぐらいしかならん

とですよね。その間に見通しはどのように立てられたか。見通しを立ててください。大

きかったら、存分に金を使ってかけていいですよ。しかし、先細りならば、ぎりぎりの

線で行ってくださいっていうのが我々委員会の要望でございました。 

それから、修理、改装、改築等より安価で、より安全性の高い格納庫を求めました。

そしてその中で、求めましたけれども、今回ですね、更衣室とかシャワー室とがが入っ

ております。これ１年に何回かしか使わんと思いますけれども、そのときも確かに、老

人福祉センターなんかを活用してですね、おいでになった方はゆっくりですね、下に広

い板ものもありますので、そこら辺を活用していただいて、もうすぐ近くですからね。

そして町長さん、大変あのすばらしい温泉をですね、いつもＰＲしとらっとですけれど

も、温泉も来ておりますので、温泉なんかで汗でも流してもらう。シャワーじゃなくて

ですね、水浴びでも結構ですけど。そうしていただければ、別に更衣室、シャワー室は
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要らないのじゃないかというようなこともあります。そして、今まで３３年ぐらいなっ

とりますということでございますけれども、今まで３３年、更衣室とか、シャワー室は

余り要求されなかったと思います。今からですね、ペーロンでやっとぞということにな

れば、金をかけないかん。本当に、本当に要るのかどうかですね。 

それから今回ですね、課長始め、いろいろ今回の説明もありましたけれども、シロア

リの問題が出ておりました。シロアリですね、シロアリが食うやっかと。これはもう一

番手っ取り早かとは、管理責任が、管理が悪かけんがシロアリに食わせとっとやかっか

って、私は思いますけれども、しかし食うてしもたら何にもならん。このシロアリ対策

としてですね、基礎高１６０センチのコンクリート基礎の上に建てるというような感じ

だと思いますけれども、シロアリはですね、コンクリートの中には入らんとかどうか。

コンクリートをつたわって登っていかんとかどうか。私は、シロアリはコンクールでも

何でもつたわって行くと思います。そして、今回は１６０センチの基礎をしてあるから

いらんとぞというような回答がございましたけれども、本当にそうなのかどうか。もし

そうでなかったならば、全く同じような形で、また、後３０年したら同じように食いつ

ぶす。そういうことになりますね。 

それからもう１点、ちょっと小屋組み部分がちょっと私なりに考えますと、ちょっと

不十分じゃないかなというふうな気がしました。それでもし、シャッター等が壊れて、

台風等のときにそこに空気が入ってならば、もしかして屋根あたりが吹き飛ぶようなこ

ともありはしないだろうかと。これまで現地を調査させていただいたことから見ると、

シャッターも錆くれてしもてですね。もうそれは見るだんじゃなかごたっですよ。いつ

壊れてもおかしくない。私たちもシャッターを使っとる倉庫なんかがありますけれども、

台風のときは必ず、トラックを前に置いて風が当たらんごとしたりですね、あるいは、

そこにですね、重石を置いたりして、シャッターは万全じゃなかですから、そういった

ことでして、中にもかんぬきをはめて止めたりはしますけれども、そこまで管理はどな

たがなされるのか。もしそれが外れて、飛んで周囲の船とか、あるいは、人間とかです

ね、車あたりに被害がでた場合、そういったことはどうなるのか、そこら辺を合わせて

伺いたいと思います。 

それから３９ページ、土木総務費の関係のこれも電子入札システム導入委託料が２５

０万円。これを導入せんばならんとかなと。これは初めてですかね、そこら辺の説明を

お願いします。 

４８ページですね。まず社会教育費の中の１８負担金の４０万円ですけれども、伝統

文化団体支援事業補助金が出ております。伝統文化団体というのはどういったものがあ

るか教えてください。 

それから、温泉プールの関係でございます。 



 

－ 150 － 

この件についてもですね、先の議会で附帯決議で、議員の中で決議をいただいて、町

の方に、教育委員会の方に文書が参っとっとじゃなかろうかなと思っております。 

その中の条件としてですね、まず１点目ですね、施行箇所は応急処置程度として、破

損個所の修繕のみとする。それから、利用実績を精査し収支、経費等を視野に入れ、存

続の検討を早急に行うこと等のことで条件が付いております。そこら辺ですね、どのよ

うに検討されたのかどうか。特に、利用実績を精査し収支、経費等を視野に入れるとい

うことが入っております。これは、今後、そのプールをどのように存続させるのか。今

回、どこまで金をかけたがよいのかというようなことを、そこら辺をしなさいというこ

とだったです。私はそう解釈しております。そこら辺をお尋ねします。 

そして、今後のですね、見通しとしてですね、一般の方のですね、子どもさんたちだ

けじゃなくてですね、私は小・中学校がですね、温泉プールを活用するのは反対でござ

いますので、一般の方の過去５年間の入館料の実績を教えてください。 

それから５０ページ、農業用施設災害復旧工事の査定設計書が２５万円組んでありま

す。２５万円ぐらいのデータのですね、何箇所かあっとじゃなかったと思いますが、組

んでありますけれども、箇所数と状況を教えてください。 

以上でございます。 

○議長（錦戸俊春君） 企画政策課長。 

○企画政策課長（宮﨑良成君） まず１点目のですね、配付させていただいた資料で

す。これは、国の新型コロナウイルス感染症地方創生臨時交付金を活用した事業の一覧

でございまして、今年度の当初予算から、今回の補正予算まで加えた分、全てをここに

計上しております。今回の補正予算分についてはですね･･･。 

○５番（松本良人君） 全部。 

○企画政策課長（宮﨑良成君） 合計額でよろしいですか。合計額はですね、一番最

後のページ、１０／１０のページの資料①+資料②総計のそこのですね、臨時交付金の

額ですね、１億９,５７１万４,０００円というのが、今まで、この補正予算を加えた臨

時交付金を活用した金額でございます。以上です。 

○５番（松本良人君） どこに書いてあっと。 

○企画政策課長（宮﨑良成君） 一番最後のページ、１０／１０ですね、一番下に書

いてあります。一番最後のページです。それの下から２段目に、臨時交付金っていうの

があると思います。そこの金額ですね、１億９,５７１万４,０００円ていうのが、今回

９月補正までを含めた全ての臨時交付金の額でございます。 

以上です。 

○議長（錦戸俊春君） 総務課長。 

○総務課長（福田誠一君） ２１ページの入札資格申請書受付システム導入委託料及
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び利用料でございます。町におきましては、２年に一度の指名願の受付を行っておりま

す。令和３年度が８８０社の受付を行っております。今回、新型コロナウイルスの総合

交付金を活用いたしまして、職員の負担、事務の負担軽減、１カ月程度受付を行います

ので、その分の軽減、あと書庫の方にたくさん書類が嵩張っておりますので、書庫の整

理にもなります。デジタル化も町としても進めておりますので、この機会に、入札資格

審査の受付を電算システムの方で導入したいと考えております。 

以上でございます。 

○議長（錦戸俊春君） 行革デジタル対策室長。 

○行革デジタル対策室長（山下晃弘君） ２１ページの中のホームページの作成委託

料ですけれども、先程の髙戸議員の質問と大分かぶる部分がございますので、回答の方、

一部割愛をさせていただきますけれども、ホームページ作成そのものはですね、つくろ

うと思えば、私だってできます。ここにいらっしゃる皆さん、どなたでもできるとは思

います。 

ただ、問題はその出来栄えがどうなるかというものです。例えて言いますと、皆さん、

どなたでもですね、歌を歌って、ＣＤ出そうと思えば出せると思います。ただ、それが

売れるかどうかはまた別の問題だと思います。１年、２年ですね、練習して歌が上手に

なったからといって、そのＣＤが売れるかどうかはまた別の問題になりますので、そこ

は売れるものをつくるというのと同じ考え方ということで、ご理解いただきたいと思い

ます。 

○議長（錦戸俊春君） 土木管理課長。 

○土木管理課長（田尻 悟君） ２１ページの土地の分筆測量委託料の内訳ですけれ

ども、これは２２６平方メートルの災害現場についての分筆測量でございます。 

これにつきましてはですね、自分たちでできないかっていうところの質問もございま

したけれども、これについては、やはり測量士または土地家屋調査士という資格を持っ

ている人はまずいません。苓北町の方にいません。そういう分筆の中で測量自体はでき

るんですけども、そういった部分をすることができないということと、あと機材、これ

をつくるのにはやはりソフトが必要でございますので、そのソフトを維持管理していく

っていう費用等考えると、こう言った委託業務で実施していくことが良いかと思ってお

ります。 

以上でございます。 

○議長（錦戸俊春君） 行革デジタル対策室長。 

○行革デジタル対策室長（山下晃弘君） では２２ページの申請管理システム導入・

ネットワーク構築委託料についてでございますけれども、こちらはですね、国がですね、

マイナンバーカードを普及させるとともに、マイナンバーカードを活用して、役場に行
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かなくてもスマホなど、インターネットを通じていろいろ申請ができるようにしようと

いうふうなことを国が進めておりまして、その対象となる手続きっていうのは、例えば

児童手当の現況届であったり、介護保険の被保険者証の再交付申請など、全部で今２７

の手続きが、現時点ですけれどもできるようになっております。 

その手続きをするに当たっては、住民の皆さんはインターネットを使って、申請をす

ることになりますけれども、役場の住民基本台帳であったり、税だったり、介護だった

りっていうシステムというのは、インターネットにつなぐことが絶対できませんで、そ

の間をつなぐためにはどうしても、機械であったり、そういう安全装置でいうものを導

入する必要がございますので、その機械代とか安全装置を入れるための費用、それとあ

とそれを、どうしてもやはり設定してもらう必要がありますので、こちらはさすがに専

門の方でないと難しいものがありますので、委託という形で出すことにしてさせていた

だいております。 

○議長（錦戸俊春君） 健康増進室長。 

○健康増進室長（田尻康彦君） コロナ感染の方でご質問でございましたけども、町

職員が感染した場合は、ホームページ等で公表することにしておりまして、町長名で議

長宛てに、職員の感染の報告をさせていただいたところでございます。 

それと、町職員が業務する際にですね、近くの席にいた職員が、マスクを外して町職

員が、感染した職員と１５分以上話した場合が、濃厚接触者というところになりますの

で、今回の役場職員が業務する際には、マスク着用のまま業務をしておりますので、濃

厚接触者はいないというところでございます。 

あと、コロナの消毒についてでございますが、当初、感染者が少ない場合のときには

ですね、天草保健所の職員が感染者宅を訪問いたしまして、そこで消毒の仕方、指導等

を行っておられましたが、現在は、感染者が多くなりましたので、天草保健所の職員の

手が回らずですね、現在は、感染者と電話のやりとりによりまして、消毒の仕方、指導

の連絡をされているようでございます。と、消毒につきましては、当然、感染者ご本人

が、あとは家族の皆様で実施をしていただくということになっております。 

○議長（錦戸俊春君） 農林水産課長。 

○農林水産課長（松井徹也君） ３４ページの一番上ですね、農業委員会費の情報通

信回線使用料、それからタブレット保険料ですが、これは農業委員会の方で農地パトロ

ールを行ってその結果ですとか、意向把握をしたその情報をタブレットに入力して、そ

れを目標地図の作成ですとか、それから農地の集約化に役立てるという、そのタブレッ

トを国の補助でですね、タブレット本体は国の補助で５台導入をするんですけども、そ

れは本体そのものは国の補助ですけども、その回線使用料ですとか、この保険ちゅうの

がちょっと国から出ないということでですね、町の負担になるということで、ここに９
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万４,０００円、１０万３,０００円それぞれ計上させていただいております。 

次に、３５ページの都呂々ダム共同管理費負担金がですね、減額になっているという

部分ですけども、これは共同管理費のですね、負担割合に基づいて水道分とそれから灌

漑分と言いますか、農業分の負担、農業分はちなみに２.７％ということですけども、

当初予算を組みますときには、その年度を今４年度から見ると前年度ですね、そこがち

ょっと見込みで計算をしてありますので、それが精算といいますか、確定をして、数字

が固まったときに減額、要するに共同管理費が見込みよりも安く済んだということで負

担金も減額になるものでございます。 

次に、３７ページの負担金補助及び交付金の中の漁業燃油価格高騰対策事業補助金で

すけども、これは今回の議会のですね、一般質問の中で田嶋議員のご質問のお答えの中

にもあったんですけども、漁業に対してはここに載ってます。補助金ということで、漁

船用の燃油の直近２年間の価格が上昇した分、具体的には、１リットル当たり２９円な

んですけども、それを支援する。これが漁業者に対する物価高騰の支援で、農業に対し

てはですね、３４ページ、すいません、３５ページの一番上に記載してあります農業資

材価格等高騰対策事業補助金、これが農業者に対しての支援はこれでありまして、これ

は経営耕地面積が３０アール以上の農業経営体に対しまして、１０アール当たり１,０

００円を支給する、補助ということでですね。 

漁業者に対しては、最初にご説明した３７ページの分、農業者に対しては、そのあと

ご説明しました３５ページの分ですね、それぞれ計上をしております。 

○議長（錦戸俊春君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（錦戸雅志君） ３８ページです。ペーロン船格納庫についての質問、

５点ほどご質問いただきましたので、まず、今後の見通しということが、まず１点目で、

残念ながらですね、コロナの影響で、３年ほどじゃっと祭のペーロン大会等、開催でき

ておりませんが、伝統文化をですね、継承するためにも、ペーロン大会は継承していく

ということと思っております。ただし、大会につきまして、開催方等につきましては、

じゃっと祭の実行委員会等で検討していただくことになると思います。 

今後ですね、せっかくつくりますので、利用者を拡大していく必要がございます。そ

のためには、天草教育旅行の受入れ協議会という中にですね、町のこのペーロン施設の

ペーロン大会等を通じて、修学旅行の受入れ体制に向けた旅行業者へのアプローチをま

ず行っていきたいと思います。 

そのほかに、あまくさ苓北観光協会のホームページが、昨年度新設されましたので、

そこの中にですね、ペーロン協議会で協議をしまして、ペーロン大会の受付サイト等も

併せて検討していきたいと思います。 

まずはですね、町内の各小・中学校、伝統文化をですね、ペーロンを継承していくた
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めにと、あと生徒さん、児童さんのですね、郷土愛を醸成するためにも、町内の各小・

中学校とですね、連携をして、ペーロン体験を通じてそのようなところの郷土愛の醸成

というふうなところにも取り組んでまいりたいというふうに思っております。 

ちなみに、先般の６月１０日の議会の折にですね、苓北中学校の１年生につきまして

は、ペーロン体験を実施しております。で、学校の方からはですね、地域の宝として大

切に育てていることへの感謝をしているというふうな旨のですね、そういったお言葉も

ペーロンの協会の方にもいただいておりますので、児童・生徒数が減少する中で、その

ようなことでですね、つくった後は、この施設をどのように利活用していくかというふ

うなところが重要になるというふうに思っております。 

そのようなところで、今後の利活用に努めてまいりたいと思います。 

次に、より安価でということでございましたので、今回３３年ほど経ちまして、いわ

ゆるその内壁がありましたので、その辺のところも、より安くということで協議をしま

して、内壁の方は今回、貼らずにですね、内壁を貼らないことで、湿気等もそこにこも

らないというふうな構造にもなりますので、その辺のところで、より安価なところで計

画しておりますけれども、昨今のですね、資材高騰物価上昇によりですね、いくらかの

価格が上がっておりますので、今回の予算となっております。 

またあと、シャワー室と更衣室は要らないのではないかと、老人福祉センターを利用

したらどうかということでございますけれども、先程、申し上げた小・中学生の体験等

も含めてですね、苓北以外の類似施設にはシャワー室、更衣室は必ず要るというふうな

ところで、どこのところも完備してあります。今までなかったので、仕方なく皆さんが

ご利用できなかったというふうなところもございまして、ペーロン協会の方からは以前

から、そういったところで、更衣室、シャワー室をつくっていただきたいというふうな

ところのお話がありましたので、そこは商工観光課としてはそのような形で整理をして

おりました。で、今後ですね、団体がみえられたときに、前みたいに、みんな一緒にで

すね、男子も女子も一緒の浴室に入ってというふうなところでは、今の社会の環境の変

化によってですね、それぞれ個室でのやっぱシャワーとかがやっぱ望まれておりますの

で、その辺も含めて、更衣室、シャワー室を併せて整備したいというふうに思っており

ます。 

あと次、シロアリですけれども、シロアリがコンクリート中にも入るんじゃないかと

いうことですけれども、私もそのように理解しております。で今回、シロアリというの

は、私よりも松本議員の方がもう重々ご専門であられるかと思いますけど、湿気を好む

ということで、今回も基礎のところにやっぱり湿度が、湿気がたまって、そこから食害

に影響するということもございますので、今回は先程申し上げましたとおり、内壁はな

くして、コンクリートを上げることによって、基礎高をですね、上げることによって、
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湿気を好まないような環境の構造物をということで協議をして行っております。 

最後に、シャッター等が壊れてですね、空気が入って、空気が煽ってですね、施設の

中等で飛散が起こらないようにというふうな、ご心配いただくようなご意見でございま

したので、この点につきましては、強風等でですね、シャッター等が煽って、そのよう

なことにならないように管理をですね、きちっとやっていきたいと思います。 

以上でございます。 

○議長（錦戸俊春君） 土木管理課長。 

○土木管理課長（田尻 悟君） ３９ページの委託料の電子入札システムの導入の説

明をというところでございます。これにつきましては、熊本県が整備した電子入札のシ

ステムでございまして、現在これ、平成１７年から熊本県が全市町導入を想定したシス

テムを導入されております。今のところですね、２８の市町が参加をされているところ

なんですけれども、それを今回導入するっていうところで、この導入をした効果につき

ましてはですね、やはり指名された業者さんがですね、役場の方に設計書を１回閲覧に

こられたり、また、入札会にはまた役場の中に、来ていただいて、入札会に参加してい

ただく、また職員と今度はその入札業者が交わりますので、そういった業者さんのです

ね、感染防止っていうところで今回、新型コロナウイルス感染防止対策事業の対策とし

まして、導入を図っていることになっております。また本年度ですね、１件はコロナウ

イルス感染されて、入札辞退をされた業者さんもいらっしゃいます。 

併せて、この導入の効果なんですけれども、発注者からですね、見ましたら、まず迅

速な情報公開ができます。それとやはり業務がですね、３人で立ち会ったり、入札責任

者が立ち会ったりということでそういった労務の軽減効果があります。 

また併せて、これ熊本県と同じシステムを利用しておりますので、コストの削減が図

られたり、あとは不正のですね、行為の防止効果がございます。また受注者からにおい

てはですね、入札参加のコスト、例えば、熊本から往復で１日、それを２回来られたり

する分についてはやはり燃料費等とかですね、人件費、そういった部分のコスト軽減に

もなります。住民側から見ました場合につきましては、入札という契約に関する情報を

ですね、ネット上から見れるっていうことになりますので、その効果がございます。 

これは、熊本県が共同しているシステムを導入するというところで、今回、このよう

なことで予算を計上させていただきました。併せて、昨年は５７件の入札がありまして、

その入札が、今回の効果を、費用の計算をしました結果ですね、２１０万円ぐらい業者

さんがですね、油を使っていろいろされたり、町の職員の労務削減とかを考えた場合は、

２１０万円ぐらいの効果があるっていうことと、試算を想定した中で今回予算に計上さ

せていただいたところでございます。 

以上です。 
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○議長（錦戸俊春君） 教育課長。 

○教育課長（西川文孝君） 松本議員からの伝統文化団体とはという質問でしたけれ

ども、これにつきましては、地域で存続してきております伝統文化の継承をされている

団体、例えば、祭りの継承･･･。 

○５番（松本良人君） はっきり言うてくれんか。 

○教育課長（西川文孝君） 伝統文化のですね、継承をされている団体ですね。で、

地域のコミュニティを維持するために、伝統文化の継承をされている団体ということで、

祭り、郷土芸能のですね、 

○５番（松本良人君） 箇所ば言えばよかじゃかね。箇所ば。 

○教育課長（西川文孝君）予算はですね、上津深江のですね、祭りの行列の団体にな

ります。上津深江区議会･･･。 

○５番（松本良人君） 裸祭りですかね。 

○教育課長（西川文孝君）裸祭りではありません。通常の祭りの行列のみこしと行列

ですね、地域の祭りをですね、保存、継承されている団体へのということで郷土芸能団

体となっております。 

あと４８ページの、温泉プールの件ですけれども、温泉プールにつきましては、議会

からのですね、附帯決議を受けまして、今回、工種の変更等によりまして、減額のです

ね、努力もしておりますことを申し添えておきます。 

温泉プールのですね、利用者ですけれども、手元にある資料ではですね、令和３年度

が２万４６０人、令和２年度が２万１,７８６人、令和元年度が２万６,１７５人と･･･｡ 

○５番（松本良人君） もう一回言うてくれんかな。５年前から。５年間と言うたも

ね。 

○教育課長（西川文孝君） 資料でまず令和３年度からいきます。２万４６０人。令

和２年度が２万１,７８６人、令和元年度が２万６,１７５人、平成３０年度が１万１,

８５１人、平成２９年度が２万６,００７人という状況です。 

温泉プールにつきましては、このように健康づくりですね、なくてはならない施設と

いうことですので、引き続き、継続をですね、して、今回改修工事費を予算計上してい

るところです。 

以上です。 

○議長（錦戸俊春君） 農林水産課長。 

○農林水産課長（松井徹也君） ５０ページ、農業用施設災害復旧費の査定設計委託

料２５万円ですけども、これは１件分になります。都呂々の松野のですね、字稗の迫と

いうところなんですけども。 

○５番（松本良人君） 工種は。 
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○農林水産課長（松井徹也君） 工種は、畑の復旧ですね。今から設計ですので、工

種は、まだはっきりわかりませんけど。７月の雨で崩れまして、この予算が通りました

らですね、設計をお願いするんですけど、議員がおっしゃる、職員でできないのかとい

うところがありますけども、私が今ちょっとぱっと考える中では、ちょっとなかなかで

すね、査定設計を、査定用の設計書っちゅうのは厳しいのかなというふうに、今思うん

ですけども、ちょっと課内でですね、担当者を含めまして、自分たちで何とかできない

のかというところは、研究はしてみたいというふうに思います。 

○議長（錦戸俊春君） 松本良人君。 

○５番（松本良人君） まず２１ページのですね、電算関係、特に室長から強く言わ

れましたけれども、文書広報費のホームページ云々の、これは毎年ですかねえ、６３０

万円。お宅たちの給料は何人でいくらですかね。この小さな町でですよ、今後ずっとこ

の問題抱えていかんばんとですよ、この問題。今、苓北町は救われとっとでしょう。ほ

とんどの事業がコロナ関係で、国費をいただいて、国費で支払いをされとる。おおよそ、

近隣の市町並みに苓北町はもらってきたんじゃなかろうかなと、コロナで。そういった

中にですよ、しきらんけん、格好ん悪かけん、上手にしきらんけん、私もしいきらんば

ってん、それ以上のことはしいきらんけん、業者に頼みますと。業者以上にしきるごて

努力すっとが当たり前じゃなかですか、担当になった人は。私はそうと思うんですよ。

公務員ですから、役場の職員ですから。なんもかんもしきらんけん、しきらんけんて、

システム、システムってずっと頼みよれば、人間はいらんごてなるばってん、頭数だけ

は揃えとかんばん。役場の中で何もしきらんごてなったって、なってしまわんですかね。

私はそう思いますよ。せっかく今回、町長の肝いりで、デジタル対策室をつくってくれ

らったっでしょう。その人たちが一生懸命なって、こういったできるとこからずーっと

巻き込んでいって、窓口、税務、それから農林、土木。我々がもうするごてなるけん。

もうせんちゃよかばいって。そういうことになるように今回、デジタル対策室なんかつ

くらしたっじゃなかっですかね。しきらんとならば、私が代わってそこに座ったっちゃ

良かっですばい。しきらんけん、業者頼むけん。私はそがんよんにゅ月給なんかいらん

ですよ。１日３，０００円ばっかいくれろば。そういうことになっですよ、全て。私は

そう思います。町長、後で回答ください。 

このシステムの導入関係は、全て私はそう思います。 

この次の２２ページもですよ、県がどうのこうの、あるいは入力ができないとかです

ね、あるいは県がつくったからつくるとか、県がつくったなら、うちはそがんとはしき

らんけん、うちだけ特別枠ばつくってくださいって言えばよかやっかな。私なら言いま

すよ。それだけの財政力がなかって、６,０００人ぐらいしかおらん苓北町で、これだ

けですね、負担は抱えきらんて。今はコロナでですね、ここら辺の部分は、支払いでき
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るかもしれんばってん、コロナが無かごてなれば、それは単独ですよ。きれいな単独費。

そこら辺ですね、もうちょっと努力してください。私はそう思いますよ。もうここら辺

は回答いりません。しきらんとじゃろけんか。 

それからコロナのですね、この通知文、マスクかけてしとったから、濃厚接触者じゃ

なかというような言い方をされたですけれども、ここに、下ん方に書いとってください。

マスクした方は、濃厚接触者には当たりませんて。ほんならこういったことをですね、

役場の職員だから、言われるかもしれませんが、一般の方がマスクしとる、マスクしと

らんって言われますか。もう少しですね、丁寧なやり方をしてください。マスクせんで

も、今、うちの局長は、発言した度にですね、机ば拭いて回りよるですよ。飲食店でも

そうですよ。食べた後はですね。従業員の方が来て、アルコールできれいに拭いて、は

いどうぞと言わっですよ。マスクはめとけばそがんとはいらんじゃなかですか。私これ

前からおかしかったですよ、役場職員は別室で１人ずつ仕事しよっちゃろかいと。そう

いった考え方やっけん苓北町は、増ゆっとじゃなかですか。いつも言うばってん。これ

は本当は、まちょっとですね、丁寧な書き方が必要じゃなかろうかと思いますが、議長、

ひとつここら辺はクレームをつけていただきたい。これではわかりません。マスクをつ

けとるもんは、濃厚接触には当たらんというのであればここに書いてもろて。通用せん

でしょ、これは。 

それから感染者の家屋等の消毒。これについてお尋ねしましたけれども、大変ですよ。

保健所がしきらんとなら、もう町がせにゃいかんとじゃなかですか。保健所に代わって。

最初のうちは保健所が来よったばってん、もう感染者が増えたけん、保健所がしきらん

けん、もうせんとですばい。罹った人が我がでって、しきるわけなかでしょう。そこら

辺のこういった安易な考え方でですね、本当に今後、コロナの感染拡大を受けきっです

かね。もう何回も言うですばってん、局長は、私が１回行ったたんびに拭きよっとです

ばい。私は菌は持っとらんかもしれん。町長も菌は持っとらんかもしれん。持っとらん

でも拭きよっとですよ。それを感染者が良うなったけんって、家全体ばですよ。高齢者

の方もおいでと思いますよ。就労世帯、２人世帯の方もおいでと思いますよ。それを我

がでせろって、消毒も買うてせろって。そんな言い方がありますかね。 

おまけに業者の行動をストップしておるので、消毒薬あたりも買いきるだけの能力の

なか方もおいでですよ。この前も申し上げましたけれども、日給月給の方が休んどけば、

費用にならんとやんないて。そういった方いっぱいですよ。年金暮らし、６万５,００

０円の年金で食いよっとやんないと。 

もう少しですね、町の状態を考えてください。今の町の状況を。もちょっと出歩いて。

私はもう苓北町の町民の方はかわいそうと思いますよ。お願いします。 

このタブレットの保険料はタブレット本体に災害用にかくっとですか、壊れたときと
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か何かに。そこんにきがわからん。通信料は関係なかったとばってん。保険料はどうい

ったもんかというのを聞いたんです。要するにタブレットが壊れたときの保険料、普通

の自動車保険と一緒か。はい、わかりました。 

それから、ダムの共同管理関係、私、水のかわりが安なったっじゃなかろうかなって

私が勘違いしたもんじゃっけん。私今までずっとですね、町長にお願いして、もう、都

呂々ダムはそうな銭儲けよっとやっけん、まちっと安してよかっじゃなかっかというよ

うなことを言いよったんですけれども、その関係じゃなかっですか。町長、一生懸命で

頑張っていただいたとそういう関係でか、もしよかったらそこら辺もですね、安なった

けんですね、これ良かよって思たっですね、はっきり言うてから。 

それから、燃料関係ですけれども、これですね、漁業者にですね１７０万円ぐらい、

農業者にはですね、もうちょっとよんにゅくれらすごて、前もちょっとありますという

ことだったんですけれども、頑張ってください。というのは、漁業者の方には軽油免税

何かがあるわけですよね。農業用にはですね、申請したらありますけれども、軽油でで

すね、仕事行きよらす方はあんまりおられんと思うとですよね。個人、個人でせんばん

から。漁業は漁協が一括してやりますのでね、良かですけれども。そこら辺もあります

ので、３反どうのこうのじゃなくて、例えば、農協からそういった目的で、ＪＡのスタ

ンドから買うたならば、その量を足し合わせて、いくらぐらいやるとかいうてですね、

やっぱり大きなところよりも小さな農業経営の方がきつかとですよ。そこら辺ももしよ

かったらぜひ今後検討してください。 

それから、ペーロン格納庫でございますけれども、３８ページ、この見通しとかはっ

きりせんとですよね。それから更衣室もシャワー室なんかが要る、要らんは、ようわか

らんとですよ。私も何回かですね、ペーロン大会に漕ぎ手として出たことがあっとです

よ。わっかときに。もう汗じゅっくりなっとってですね。シャワー室に行って、シャワ

ー浴びて着替えるだんじゃなかっですよ。汗じゅっくりなって。もう早よ帰ってから、

ビ－ルどん飲もかいなんか、そっちが早かったですよ、私の場合。 

本当にこのシャワー室が要るかどうか。もし要るとすればですよ、例えば、麟泉運動

公園、サッカーの方たちがして、汗じゅっくりなって、そっちの方が私は要っとじゃな

かろうかと思いますよ。ペーロンよりも。ペーロンは、はなから濡るってわかっとりま

すからね。かぶりますから。あるいは坂瀬川のグラウンド。そこら辺の方が、シャワー

施設、更衣施設は要っとじゃなかろうかなと思います。それから、使用頻度はそっちの

方がようけ使うと思うとですよ。この前の実績では、結構毎日使うぐらいのあれが出と

ったごたったですけれどもですね、あのすばらしいグラウンドにですね、サッカーしに

来とった人たちが、帰りにはですね、着替えてゆっくり、どっかで飯どん食ていくとい

うやり方が、私は当然じゃなかろうかと思うとですけれども、ちょっとそこら辺ですね、
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もう１回ですね、このシャワー室と更衣室関係、この施設がなくなれば、建築費っちゅ

うのは相当安なっですよ。これがこれだけある限り、あるために、結構かかると思いま

すよ。水処理の問題から入ります。それから横が広くなりますので、それだけ計算と何

かの、もう大きくなると思いますよ、高さの関係とか何かでですね。建築費は相当下が

るんじゃなかろうかなと、私は、私なりに思います。 

そこら辺をですね、やっぱり再度検討する、もうこれはもしさっとなら私は反対しよ

うと思いますけれども、そこら辺を検討するということであれば反対しませんよ。 

この問題はですね、今までなかった分はですね、私は衰退しよっとじゃなかかと思う

もんですから、なかった分をつくるというのには問題があっとじゃなかろうかな。私は

思います。 

それから、シロアリをですね、今後はですね、特に用心して、今後はな。１メーター

６０ぐらいしとってもシロアリはですね、シャッターの間ぐらいに、道つくって登っと

ですから。どっからでん、行くとですけんか。これでも、私は万全じゃなかと思います。

私先程そこら辺で会ったので、非木造にした方が良うなかろかいと言うたですけれども、

価格が大分高こなっとですばいということでございましたので、その部分については言

いませんけれども、私もこの非木造の方がいいと思いますけれどもですね。 

そこら辺どうお考えになるか、もう１回聞きます。 

この３９ページのですね、電子入力システム、これ導入しても良かと思いますよ。コ

ロナでタダみたいなもんですから。今つくれば。今つくれば、コロナで金もらうだけ。

国県支出金が２百何十万円になっておりますので。今後はずーっと金の要っとでしょ。

そしてですね、入札をですたい、来てもろて入札させてよかじゃなかですか。現場説明

どもしてですたい。そして土木管理課の組とですよ、あるいはほかの方と名刺でのやり

とりをして、そして和気あいあい、取ってください、取りました、ありがとうございま

したって、今後よろしくお願いします。そっで良かやかですか。こん電子入力システム

を導入すれば、顔は見えんごてすっとでしょ。入札さるってことでしょもん。こん細か

町でですよ。もうそがん太か事業はなかでしょもん。そがんと要るもんですか。 

たまにはですね、業者さんと和気あいあいですね、顔どん見るごてしとかんば。あそ

こは増えたぞとか、そういった情報をやっぱり聞いてですね、ああそうなって言うて、

そんならしてくだっせ。単独でよかですか。と言うぐらいの和気あいあいで良かと私は

思うとですよ。お宅たちが回りもせえでんおってから、１週間に１回、回りよっていう

ことで、この前、町長から報告あったですけれども、林道なんかはもういっちょん回っ

てなかですよ。林道がうっ壊れっとっとなら、そんならはねてくれんかって、人夫１人

分ぐらいでよかじゃかっていうぐらいでよかっじゃなかっかと思うとですよ。そういっ

たことをやっぱりこう小さい町ですので、お互いに支え合いながらいかんばいかんとじ
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ゃなかろうかと思うですよ。形ばっかり。きれいに作りきらんから。きれいに作りきら

ん。あるいは、入札も、入札に来んときは、失格すればよかっですよ。こらっとじゃっ

けん、取ろうと思うところは。ほんで今後は検討してください。これはもう要りません

ので、回答は。 

プールですね。プールの関係、聞いたかな。すいません。 

査定設計書の関係。査定設計書、こまかとの工事だと思いますけれども、２５万円組

んでありますけれども、どなたかに練習させなっせ。設計ぐらいですね。そして、もう

今後は外注せんごてした方が良うなかですか。全部外注でしょ。全部、役場職員が技術

力不足になってしまうでしょう。頭でっかちになってしもうて。自分で設計して、自分

で査定、査定設計書をつくって、そして自分で査定を受けて、それで自分で実績積んで、

自分も一緒に現場に立ち会ってきてみんですか。この現場というのはそうなかわいくな

っとですよ、役場職員一人ひとりが。そういう点は今全くなかでしょう。私はそういう

雰囲気をやっぱり今後はつくっていかんばんとじゃなかろうかと思いますよ。この小さ

か町がですたい、熊本県がしよるけんって、県と対等に考えとったっちゃどがんすっで

すか。県がしよるけん、すっとですか。私はそう思います。今後は頑張ってください。

この件について。 

それからもう１点ですね、すいません、総務課の言い忘れとったんですけれども、こ

のＫＤＤ跡地の問題。浜口議員から良い意見が出たと思うとですよ。少しでも雨漏りし

たら、相当、鉄筋コンクリートの中の鉄筋がやられてれば噴き出してしまいますからね、

膨れて。今んうちやっぱ漏れんようにしとかならんとですけれども、もったいないのは、

サッシですよ。サッシあたりも取り替えることになっとったですけれども、多分、上等

のサッシを使ってあるはずですよ。ＫＤＤですから、金持っとったですけんね。サッシ

は上手に使えば、半永久的に使えるわけですので、そこら辺はですね、防水処理なんか

もできますので、こすって防水すれば全く同じようになりますので、そういったことで

金を浮かせてですね、そっちのほうに回すという手立てもありますので、そこら辺をで

すね、やっぱ考えてみてください。私はそう思います。 

それからやっぱり、数がですね、２万６００名ぐらい一番新しいので、これは３６５

日を２６０日ぐらいで割ってみてください。１日何人ですか。１日。健康づくりで１日。

私、健康体操すれば１日１５人ぐらい来らっですよ。１カ月に２万人来るっちゅうなら

おおよそわかっですけれども、１年ですよ。少ないと思いませんか。延べでしょう、こ

れは。これで堂々とですね、健康づくりのどうのこうの、健康のためにって言いよる。

要は、この前お尋ねしたときに、パス券を持っとらす、年間契約してるっていうのが８

３名か４名ぐらいだったと思います。この方たちが１カ月に１０回来て８００、１年来

て８，０００になっとです。１０回来てですよ。１年の分のパス券を買うとられる方が。
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要するに８０名程度の方のために、何千万円という金をかけるわけでしょ。もったいな

いと思いませんか。もう１回そこら辺は考えてみてください。 

そして、最後に申し上げますけれども、今回、私は委員長として、この調査報告書で

すね、それを議会に提出して、納得を得ていただいて、それから、附帯決議もここでや

っていただいてそれを全く無視でしょ。私たちに言う答弁の中では、どこどこから陳情

書が出ております。陳情書が出ておりましたからしました。 

私は、浜口議員のおっしゃっとった、議員のおっしゃったのに全く同感です。全く議

会の軽視です。我々は少なくとも、やはり町民の方々からも、何人かから依頼を受けて、

町を監督しとっとですよ。それをですね、保育園から要望がありましたというような、

今後そういった言い方やめてください。 

以上で終わります。 

○議長（錦戸俊春君） 健康増進室長。 

○健康増進室長（田尻康彦君） コロナ感染者宅の消毒の件でございますが、私の説

明が悪かったのかなと思いまして、改めて申し上げます。 

結論といたしましては、コロナ感染者の住宅の消毒につきましては、当初から、感染

者本人あるいはご家族等で実施をしてもらうことになります。天草保健所職員の方が出

向いておられたのは、感染者が少なかったため、直接現場にて、消毒する箇所を指示さ

れておりましたが、今は、感染者が多くなりましたので、電話等のやりとりで、消毒の

仕方を口頭でおっしゃっているというところでございます。 

○議長（錦戸俊春君） 松本良人君。 

○５番（松本良人君） 私は、今あっとば言えって言うとっとやかっですよ。そうい

った事業は町民の方のためならんけん、もちょっと町が、もちっと町がな、援助をする

必要があっとじゃなかろかなと。町が援助をする必要があっとじゃなかか、金銭面から

何から、そういったことを言いよっとに、現状はさっき聞いたやかですか。そういった

ことやっけん、町は進展せんとですよ。言い訳ばっかでしょ。 

今後どうするかというのを聞きよっとやっけん、ここでは今後どうするかとしか聞か

んとですよ。 

○議長（錦戸俊春君） 健康増進室長。 

○健康増進室長（田尻康彦君） 天草保健所は、感染者がどなたなのかご存じなので、

連絡をされて消毒の仕方を電話で説明をされております。 

私たちの方にですね、町の方に、感染者の方がどうしても消毒できないということで

申し出がございましたら、私たちも出向いて、その点の実施には協力したいと考えてお

ります。ですから、感染者がわからない状況でございますので申し訳ございません。 

○議長（錦戸俊春君） ここで、３時５分まで休憩をいたします。 
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－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後 ２時５３分 

再開 午後 ３時０５分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（錦戸俊春君） 休憩前に引き続き、本会議を再開します。 

質疑を続けます。ほかに質疑ありませんか。 

山口利生君。 

○１番（山口利生君） 私も５点ほど、質問をいたしたいと思います。 

まず１点、２０ページです。町債の関係ですけれども、農林水産業債の水産業債２,

２００万円、消防債という中で緊急防災・減災事業債が４,５００万円ありますけれど

も、これ多分、漁港建設費の６,７００万円の事業の財源かなとは思ったんですが、東

目線の舗装工事にも、この緊急防災・減災事業費というのが充たるものなのかどうかと

いうのがちょっと、教えていただきたいと思います。あそこの臨港道路そのものが、減

災・防災事業債で今までやってきた事業であるならば、その延長線上というのがわかる

んですけれども、その辺りのいきさつがよくわかりません。それと、水産業債の緊急自

然災害防止対策事業債を充てる事業というのがどういうものなのかを教えていただきた

いと思います。 

次に２７ページ、福祉施設等感染対応緊急支援金５０万円。これの内容とできれば、

施設名が、補助金ですから個人事業、個人名じゃないから、これがわかれば、どのよう

な観点で支援金を出すようになったのか。 

それと次が３１ページ、ここの予防費の中の需用費、消耗品費２５１万円。これは、

さきほど抗原検査キットの購入費というような説明がこれにあったかと思います。どの

ような抗原検査キットを購入されるのか、またその個数、それとどのようなところに配

布予定なのかについてお聞きいたしたいと思います。 

それとペーロン船格納庫改築工事、先程いろいろと質問があっておりました。私もで

すね、建設経済環境常任委員会の方に副委員長としておりましたけれども、浜口議員、

松本議員のおっしゃることはもっともだとやっぱ思います。 

やっぱり議会からの意見書が出てる中にあって、すぐ９月議会に補正予算と、やっぱ

りよっぽどせっぱ詰まった状況がペーロン倉庫にあるんだということで、今回、予算化

をされたんだと思います。 

確かに前々回だったかな、私もあのペーロン大会に出たときですね、重いペーロン船

をですね、出し入れするというのが非常に大変な作業でした。やっぱり今まで事故がな

かったことがですね、幸いだったと思いますが、ここ２年ほどやっぱりペーロン大会や

ってないという中にあって、やっぱり事故が一番心配ですよね、やっぱあの重いペーロ
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ン船の下敷きになったりとか、骨折したりとかいうことは非常に心配なもので、ですか

らやっぱいち早く、やっぱり機械を使って、ペーロンを上げたり、下げたりっていうよ

うな機能をやっぱりそこに持っていかにゃいかん。 

前回も見に行ったときも、ペーロン倉庫はもういっぱいになってましてですね、船と

船の間にも、やっぱりいろんなものが置いてあると、あれはもう実状的に仕方がないと。 

今回、倉庫、また横に収納できるようなスペースを設けてあるというのはやっぱ画期

的なことだと私も思います。ですから、それについてはやっぱりもう少しその辺りもで

すね、充分説明をしながら、やっぱり私たちがわかるような形で、つくらにゃいかんっ

ていうんじゃ、そのつくらないかん理由が。だから、そういうお年寄りの方が一生懸命

頑張ってる中での事故防止というのがやっぱり一番の眼目かなというふうに思いますし、

やっぱり一生懸命ペーロンの協会ですか、ペーロン協会の方も、やっぱりペーロンを苓

北の大きなイベントとして残したいという、強い気持ちもお持ちですのでですね、やっ

ぱりもうつくるとなれば、やっぱりあと３０年、４０年は改築というのは非常に難しい

話ですので、やっぱりこの際、充分検討した上で、施工にあたっていただきたいという

ふうに思います。 

それと電子入札、３９ページです。先程の説明の中で、県の電子入札システムそのも

のを、町の方に入れると。これはそれでは一番良いかと思います。やっぱり自分で町独

自にすると、これ何百万円、下手すれば、１,０００万円超えるようなシステムになる

と思います。ただ、一番重要なのはですね、業者の方はもうマスターされてます。ただ、

職員がこのシステム自体に、対応できるのかどうか。やっぱり、県に私もいるときもで

すね、なかなか各課、上手下手もやっぱりどうしてもですね、習熟度が違ってきます。

それも各課ごとに設計書が違ってきますから、本当に業者にですね、迷惑がかからない

ように。やっぱり設計者自体を電子化、電子データでもらって、それをシステム中に入

れるということとやっぱり入札自体、本当に煩雑です、これは。簡単にはできないです

よね、机上と違う。ですから、やっぱり職員がマスターできるためには、建設技術セン

ター等へのですね、派遣研修あたりを何人か、計画的に派遣し研修をするような形をで

す、ね是非組んでいただきたい。多分、建設技術センターの受け入れの方は、相談すれ

ば、受け入れてくれるんじゃないかと思いますので、やっぱりシステム導入イコール、

職員がきちんと対応できるということを、ぜひ取り組んでいただきたい。 

これはもう要望です。ぜひ、そこはきちんとやっていただきたいと思いますので、た

だ１つだけですね、今、県の方は予定価格を電子入札を入れるときに、予定価格だけは

公表してますが、町としてもそこまで踏ん切る予定はあるのかどうか、ただ単に入札だ

けを入れ込むというふうにされるのか。そこのあたりはちょっと教えて、わかれば、未

定であれば結構です。以上、教えていただきたい。 
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○議長（錦戸俊春君） 企画政策課長。 

○企画政策課長（宮﨑良成君） １点目の起債の関係で緊急防災・減災事業債の活用

の件でございますけども、志岐漁港の臨港道路は、臨港道路等の役割と合わせてですね、

防災道路という役割も兼ねております。 

今回、紺屋町避難所へのアクセスと合わせてですね、東目線の拡幅工事も含めてです

ね、実施することで防災面の充実を図るというようなことで、その合わせたところで、

緊急防災・減災事業債の活用を考えております。 

農林水産業費に組んであります工事費ですね、残りの分、緊急自然災害防止対策事業

債は松原川のですね、河口の護岸の嵩上げに係る分でございます。 

以上でございます。 

○議長（錦戸俊春君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課（本田 保君） ２７ページの福祉施設と感染症対応緊急支援金につい

てご説明いたします。これは新規事業でございまして、目的といたしましては、新型コ

ロナウイルス感染症に係る集団感染が発生した高齢者施設または障害者福祉施設等に支

援金を交付することで、経営的な影響を軽減し、サービスの円滑の継続を図ることによ

り、利用者並びに利用者の家族等の安全安心につなげることを目的とする。 

交付対象となりましたのが、本年４月以降に町内においてクラスターが発生しました

事業所となっております。この当該事業所におきましては、５月に通常行っております

デイサービスが、クラスターの発生でデイサービスの提供ができなかったために、収入

の方が大幅に減少しておりまして、これを受けまして、この支援金の制度をつくったと

ころでございます。 

算定方法につきましては、町が算定しました損失額から、ほかの公的な制度より助成

金を引きまして、そこから引いた残りの５割、５０万円を上限としたそういう制度で、

今回提案をさせていただきました。 

以上です。 

○議長（錦戸俊春君） 健康推進室長。 

○健康増進室長（田尻康彦君） ３１ページでございます。需用費のうち消耗品費２

５１万円の中に、抗原検査キットの購入費が入っておりますので、これはオミクロン株

対応ワクチン接種に係る感染予防対策として、医療用の唾液によりまして感染の判別を

するもの、抗原検査キット１,５００本を購入する費用２３１万円です。残りの２０万

円につきましては、接種券発送等の事務消耗品というところでございます。 

配布につきましては、予算上はですね、すいません、オミクロン株の対応のワクチン

接種に係る分でございますので、対象者が５,７００人、そのうち、当日ですね、ワク

チンを接種しに行くときに、具合が悪い方に対して検査を行うものとして、率を４分の
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１を掛けたところで、１,４２５人分、予備ということで、１,５００本の購入という積

算をさせていただいております。 

○議長（錦戸俊春君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（錦戸雅志君） 只今ご意見いただきましたように、ペーロン協会の

方もですね、やっぱりこう事故を一番心配された中での今回のいろいろ構造等の計算に

ご協力いただいておりますので、引き続き、完成までですね、ペーロン協会の方々とも

ちょっと協議を行いながら進めてまいりたいというふうに思います。 

○議長（錦戸俊春君） 総務課長。 

○総務課長（福田誠一君） ３９ページの電子入札システム導入委託料でございます。

総務課が指名委員会の担当でございますので、私の方から答えさせていただきます。 

今回の導入にいたしましては、山口議員さんの方から職員の研修等のご指導もいただ

きました。土木管理課の方で主に導入いたしまして、事業課全てにわたりますので、こ

の導入効果が出るように頑張っていきたいと考えております。 

予定価格の公表につきましては、公表の方で考えて、予定をしております。 

以上でございます。 

○議長（錦戸俊春君） 山口利生君。 

○１番（山口利生君） まず、最初の町債の方はわかりました。ただ、過疎債もです

ね、去年からか、去年の４月１日から、過疎団体に指定されて、過疎債の活用されてい

ますけれども、やっぱり今回、今年特にハード事業が相当な金額が、過疎債を借り入れ

るという計画になっています。やっぱりこれまで、ずっと財源的な面でですね、良い起

債がなかったということで抑えてきたものが、一気に花を開いてしまったということで

ですね、いろんな施設の改修が必要になったのかというふうに思います。そこはもうそ

ういうことで、たくさん、今回改修すべき箇所があります。やっぱり事故等がないよう

にですね、また速やかに、できるだけ年度内に完成するような方向でぜひ皆さん、ご尽

力をいただきたいというふうに思います。特に計画的にですね、過疎債も使っていかな

いと、やっぱり借金は借金ですから、後々、これが積り積もれば、大変なことになりま

すので、その辺りは財政サイドでですね、充分目配りしながら、事業の採択の方は引き

続き行っていただきたいと思いますのでよろしくお願いします。 

次に抗原検査キット、これ今度秋からオミクロン株ＢＡ５の対応ワクチンのための病

院に配布するやつですか。私は今、コロナの感染者が町民の中に相当広がっております。

昨日からの説明も受けてですね、もう５００人近い、特に今年に入ってですね、非常に

感染者が急増してます。やっぱり近くの人たちもですね、やっぱりこういうコロナにか

かってですね、いつどこで、どう感染するのかというのは、もう本当にわからない。も

う風邪と同じような感じに今なってきてます。 
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ただ問題は、その病院で治療薬をもらえない。今現在ですね。そこが問題でですね、

罹りましたって自宅療養です。市販の熱冷ましとかを飲んでてもですね、治らない。そ

のうちに肺炎になると。この肺炎になった後が大変だというような、これ一般の人です

よ、基礎疾患がない人です。せきが止まらないからというところで、これは役場に言っ

てもですね、これこそ国の厚生労働省が早く医薬品を処方できるような仕組みをつくら

ないとだめですけれども、本当に困っていらっしゃいます。 

ですから、そのときももう最初だけ、検査キットを陽性反応受けた後はですね、あと

ないもんだから、だからその家族に罹ったかどうかというのがわかんないから、あとも

う自分でですね、検査キットを、自分たちで守るために、食料品じゃないけれども、と

いうようなことじゃなくてですね、やっぱり感染者が出た家庭にはですね、やっぱ家族

感染が一番心配だから、やっぱりそこで何人かいればですね、せめて感染者の家族には

２本ぐらい、相談があれば提供するとか、やっぱりその家族感染をいかに早く見つけて

行うかというような観点がですね、必要ではないか。熊本市は希望があれば、もう薬局

に行ったらもらえますよね。だから苓北町もそういうワクチンを打つときに、ちょっと

問題がある人にする、これは病院で多分検査をしてくれるはずだけん。ワクチン打つ段

階でどうですかっていうことをですね、聞かれますし、熱があれば、もしかしたらとい

うことで検査をしていただきますので、だからできるだけ、その感染した人の家庭に検

査キットを配布するとかですね、それとか施設、保育園あたりで感染者が出たときはで

すね、やっぱり先生に感染してないかどうか。何かあればすぐ、いったんこの検査キッ

トをした上で病院にＰＣＲ検査を受けに行くとか、やっぱそういうふうな、感染予防と

して、防災無線で呼びかけるのは、必要と思いますけれども、具体にやっぱりその自分

の体の状況がわかる、これはもう検査キットしかないじゃないですか。 

そういう面では、ここは重点的な町として、予防対策ですね、感染防止対策というこ

とで、やっぱり検討すべきじゃないかというふうに思います。それは、やっぱり苓北町

としても、何かその特色あるような感染予防というものも打ち出す必要があるんじゃな

いかというふうに思います。 

それと先程５０万円の助成金ですね。やっぱこれは、私も指定管理者に温泉プールで

あるとか、温泉センターとかに、やっぱりお客さんが減ればその分補てんしても、やっ

ぱりそういう面でもデイサービスをしていただいている。これはもう在宅の高齢者にな

くてはならない施設です。やっぱりそこで、どうしても感染が出てきた場合はですね、

止めざるを得ない。やっぱりそうなってくると職員の給料が払えないということで、こ

れはもう非常に私も大賛成。ですから、こういうのを待ち受け予算とかですね、もうい

くつか施設には、実際に発生してる施設が一箇所だけじゃないかと思います。それが集

団感染まで行かなかったけれども。幸い行かなかったけれども、もしかしたら行くかも
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しれないという意味でもってですね、すぐ対応できるような形で待ち受け予算という形

ででもですね、ひとつじゃなくても、３つぐらい予算化するとかいうふうに、すぐ対応

できますよというぐらいの気持ちを持ってですね、やっぱり予算要求をして施設の人た

ちも安心できるし、またそうすれば早めに、止めることができますよね、施設の方も、

こういうふうなことであれば。そういう面ではぜひ頑張っていただきたい。 

それと、あと先程のペーロン倉庫はわかりました。だけんやっぱりそういうふうにこ

れから先もやっぱり後戻りせんでいいような形をぜひ取っていただいて、進めていただ

きたいとお願いします。 

それと、電子入札システム、これは、先程申し上げたように、土木管理課が主管課に

なろうということかと思いますが、やっぱりほかの一番大きい土木管理課と農林水産課

あたりも含めてですね、土木管理課だけじゃなくて、これはもう、職員の問題になって

きますから、最後は。間違いない入札をするためには、やっぱり発注側がきちんとしと

かないと、後々相当な問題になりますから、ぜひそういう面では、職員の研修する旅費

とか業務内容をですね、充分見ながら、できるだけ研修を受けるような形で進めていた

だきたいと思います。 

あとは、以上で結構です。はい、ありがとうございました。 

○議長（錦戸俊春君） ほかに質疑ありませんか。 

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「討論あり」と呼ぶ者あり］ 

○議長（錦戸俊春君） 討論がありますので、冒頭に賛否を明らかにしてから行って

ください。 

まず、原案に反対者の発言を許します。 

松本良人君。 

○５番（松本良人君） 補正予算に反対の立場で意見を申し上げます。今回の反対は

２件についての問題があります。 

まず１点目です。款６商工費、項１商工費、目５観光費、節１２委託料４０万円から

１４の工事請負費４,４００万円について反対をいたします。 

先の令和４年７月５日、第４回臨時会において、所管事務調査、これ建設経済環境常

任委員会結果報告を会議規則第７７条の規定により議会に報告を行いました。常任委員

長の立場もありますので、要望との兼ね合いを踏まえて説明を申し上げます。 

この報告の内容は次のとおりですが、関係項目のみ、抜粋して申し上げます。 

まず、調査期日、令和４年６月２３日木曜です。調査場所は、富岡、ペーロン船格納

庫ほか８箇所、常任委員会委員、松本良人委員長、山口利生副委員長、石田みどり委員、
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倉田明委員、錦戸俊春委員、浜口雅英委員。出席については、このうち、浜口雅英委員

が欠席をされておりました。執行部からの出席は、商工観光課、錦戸雅志課長ほか３名、 

土木管理課、田尻悟課長ほか２名、農林水産課、松井徹也課長ほか５名、委員会の書記

として、龍岡学事務局長。調査の方法ですが、担当課の説明を受けながら現地調査を行

い、帰庁後、統括を行いました。出された意見・要望等。富岡のみを申し上げます。富

岡ペーロン船格納庫のみですね。現格納庫は、強度等まだ充分対応ができるものと推測

する。少子高齢化の進展により、人口が大幅に減少し、祭り等が中止、縮小せざるを得

ない状況にある。今後のペーロン大会の見通し等を推測され、ペーロン船格納庫建築に

係る設計に当たっては、修理、改装、改築等、より安価で、より安全性の高い格納庫と

なるように研究されたい。ペーロン船格納については、関係者の高齢化に伴う危険防止

の観点から専門業者への委託等、考慮されて計画に臨まれたい。なお、ペーロン船への

乗降に、船揚場の斜路が使われているが、滑りやすくなっている。より安全に漕ぎ手の

乗降ができるための配慮が必要であると思われる。統括として、普段における建物、機

器類の維持管理が不十分であり、今回の改修計画が浮上したものと思われる。今後は、

維持管理を徹底されるよう望む。全体的にですが、ひいては、本町におけるすべての施

設の維持管理体制の強化を強く求めるものであるという内容の調査報告書で、議会の了

承を踏まえたものであったと認識しております。 

今回の調査報告書は、苓北町議会、建設経済環境常任委員会としての調査結果報告で

あり、執行部としても重く受け止めていただくものと理解しているものでございます。 

このようなことから、この報告書に求めた少子高齢化の進展による、今後のペーロン

大会の見通し等の推測が、どのように行われたか。また、中１カ月で推測されたかは、

まだ疑問であります。また、修理、改装、改築等、より安価で、より安全性の高い格納

庫を求めた。これまで、数十年続いた大会に、今回加えられた更衣室、シャワー室等が

いるのか。近場に温泉付きの老人福祉センター等を活用する方法もあります。 

今回、申請された改築に至る主な原因は、統括のとおりでありますが、担当課の説明

によると、ほかにシロアリの被害が主な原因のように感じられました。今回、提案され

た図面と担当課の説明では、シロアリの対策として、基礎高１６０センチのコンクリー

トとなっております。シロアリは、基礎コンクリートで防げるのか疑問でございます。 

今回、提案されたペーロン船格納庫改築工事は、全額借入金によるものであります。

４,５００万円の借り入れによる工事は慎重にやってほしいと思われます。 

令和４年７月５日、第４回臨時議会において、建設経済環境常任委員会の結果報告を、

会議規則第７７条の規定により議会報告した内容に程遠いので、この工事に反対をいた

します。 

また、２件目でございますが、款９教育費、項４社会教育費、目４社会教育施設費、
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節１４工事請負費２,４００万円についても反対をします。 

この工事については、令和４年６月１０日、本会議にて附帯決議として提案をされ、

採択されております。 

附帯決議された内容について、提出理由についてお示しをしたいと思います。 

議案第２６号、令和４年度苓北町一般会計補正予算（第１号）に対する附帯決議。こ

のたび提案されている議案第２６号、令和４年度苓北町一般会計補正予算（第１号）歳

出、款９教育費、項４社会教育費の補正予算額１６０万１,０００円のうち、温泉プー

ル改修設計委託料１０４万１,０００円の予算執行に当たっては、下記要件に留意の上、

取り組まれるよう要望する。本件は、令和４年３月議会定例会に上程されたが、施設の

位置づけや補修内容等をめぐって論議がなされ、結果、当該予算の削減による修正案が

可決された。再び提案という事態を招いたことについては、執行部には、事業の説明不

足を含め反省の必要もあると考える次第である。 

しかし、本議会に、苓北町保育所連絡協議会から、苓北町温泉プールの継続と安全な

利用のための要望書も出されている。子どもたちの健康と安全性を考えれば、改修の必

要性も理解できる。今後、ボイラーの改修予定の説明もあったことから、最小限の予算

で改修を行うべきである。よって、今後この予算執行に当たっては、下記の事項に十分

留意され、取り組まれるよう、強くを求めるものである。１、施工箇所は、応急処置程

度とし、破損個所の修繕のみとすること。２、カビの発生は、管理者の責任とし維持管

理を適切にすること。３、利用実績を精査し、収支、経費等を視野に入れ、存続の検討

を早急に行うこと。４、工事請負費については、議案提出前に十分な説明を行うこと。

以上決議する。 

以上のとおりでございますが、今回、提案された温泉プール改修工事費には、議会が

付帯決議した案件については全く考慮されず、議会軽視も甚だしいというほかありませ

ん。また、工事費２,４００万円は全額借入金によるものであります。 

この２件で約８,０００万円の借金は非常に大きい。このようなことから、ペーロン

船格納庫改築工事、温泉プール改修工事に納得ができないので、今回提出された補正予

算に、私は反対をいたします。 

以上でございます。 

○議長（錦戸俊春君） 次に、原案に賛成者の発言を許します。 

廣田幸英君。 

○３番（廣田幸英君） ３番廣田です。私は、令和４年度苓北町一般会計補正予算

（第４号）については、賛成の立場で討論に参加をいたします。 

先程、熊本県介護基盤緊急整備特別対策事業補助金として、広域入所となる町内の特

別養護老人ホームへの簡易陰圧装置３台を整備する８５０万円が含まれております。簡
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易陰圧装置はベッド周辺に組立て式の陰圧テントを設置しテント内の気圧を、室外より

も低くする陰圧にすることで、ウイルス等で汚染された空気を室外に逃さないように閉

じ込め、高性能空気清浄機で、空気中のウイルスを処理して浄化するシステムだとの説

明がございました。非常に大事な事業でございます。 

また、ペーロン船格納庫改築工事費４,４００万円、ペーロン船格納庫改築監理委託

料１８０万円についても、ペーロン文化の継承、交流人口をより良い環境下でもてなす

ためにも必要な予算措置であります。このことをはじめとして、引き続きコロナ禍とな

る今、必要な補正予算となっていることを、私は思っております。 

よって、令和４年度苓北町一般会計補正予算（第４号）については、賛成をいたしま

す。 

○議長（錦戸俊春君） 次に、原案に反対者の発言を許します。 

次に、原案に賛成者の発言を許します。 

野田謙二君。 

○２番（野田謙二君） 私も原案に賛成の立場で発言させていただきます。 

反対の要件となりました、ペーロン船でございますけれども、今までのペーロン大会

だけを意識してたら、無駄なお金を使えないっていう環境も出るだろうと思いますけれ

ども、修学旅行とは、町外から来られる学生、その他ペーロンを体験したいという一般

のお客様等も来て、これはコロナ禍が終わったっていう前提ですけれども、町の交流人

口の増加、交流に来られた方々の消費っていうのを考えると、そういったサービスって

いうのは絶対必要なものだと思っております。 

よって私は、原案に賛成させていただきます。 

以上です。 

○議長（錦戸俊春君） 次に、原案に反対者の発言を許します。 

次に、原案に賛成者の発言を許します。 

田嶋豊昭君。 

○１１番（田嶋豊昭君） 令和４年度苓北町一般会計補正予算（第４号）について、

賛成の立場で討論に参加します。 

町民の健康と生活を守り、励ますためには、必要な補正予算となっていることを認め

ます。令和４年度苓北町一般会計補正予算（第４号）については、賛成します。 

○議長（錦戸俊春君） 次に、原案に反対者の発言を許します。 

次に、原案に賛成者の発言を許します。 

倉田明君。 

○１０番（倉田 明君） １０番、倉田です。原案に賛成です。 

今回の一般会計補正予算（第４号）（案）の事務事業に対し、それぞれ適切なる案が
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示されております。とりわけ、ペーロン船格納庫の建設については、いろいろとご意見

が出されております。 

この件につきましては、かねてより、ペーロン船格納庫の老朽化に伴い、建設を町当

局にお願いしてまいりました。担当課、職員を始め、関係各位に熱心に取り組んでいた

だきましたが、財源等の都合でシロアリ被害で大きく傷んだ部分のみを、応急的に補修

していただきましたが、充分な改修には至っておりません。あわせて、現在の手動ウイ

ンチによる船の格納には、多くの人員を要し、常に危険が伴っております。今回の計画

では、電動ウインチを導入され、人員も大幅に縮減でき、より安全性の確保と、シャワ

ー室などの設置、利用者の利便性が大きく図られております。 

ご承知かと思いますが、苓北町でのペーロンの始まりは、１６７３年長崎から伝わっ

たと言われ、近年においては、平成元年に復活し今日まで皆様方のご協力とご支援の中

で、じゃっと祭ペーロン大会として続いております。その間中止となったのは、平成３

年６月、雲仙普賢岳の火砕流被害のため、そして、コロナ禍による令和２年、３年、４

年の４回です。今年５月、長崎から伝わった、兵庫県相生市ペーロン１００回記念大会

が開催され、苓北町から関係者６名行かさせていただき、また、長崎大会は開催直前、

コロナ感染拡大のため、急遽中止となり、苓北選手団も参加できませんでした。相生大

会の折、相生市、長崎市、両市長も最近、ペーロン人口は減少気味であるが、だからこ

そ伝統ある文化、祭りを後世に伝え、あわせて、地域活性化へつなげていきたいと話さ

れておられました。全く同感であります。現在、苓北町内各地において、それぞれの行

事、政も人口減少などで停滞傾向にあり、本町のじゃっと祭、またお城まつりも、厳し

い中にも定着しつつありますが、どうにかして守り、育てていきたいものです。 

なお、先程から、建設経済環境常任委員会の報告等もあっておりますが、私も、その

委員会の１人であり、報告書に対し、委員は質疑応答が基本的にできないことになって

おります。その中で、委員会での充分な意見が反映されていない感があり、また、取上

げていない項目が表記されている感が私にはあります。 

そういう中で、改めて、平成元年第１回大会に向け、努力された方々の志に対し、敬

意を表し、伝統あるペーロン文化の伝承と地域活性化に活かしていくためにも、安全な

格納庫が求められております。あわせて、各事務事業の速やかな推進を望み、よって、

原案に賛成いたします。 

以上。 

○議長（錦戸俊春君） 次に、原案に反対者の発言を許します。 

次に、原案に賛成者の発言を許します。ほかに討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（錦戸俊春君） これで討論はありませんので、これで討論を終わります。 
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議案第４１号を採決します。 

本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

［「異議あり」と呼ぶ者あり］ 

○議長（錦戸俊春君） 異議がありますので、起立によって採決します。 

原案のとおり、可決することに賛成の方は起立願います。 

なお、起立されない方は反対とみなします。 

(賛成者起立) 

○議長（錦戸俊春君） 起立多数です。 

したがって、議案第４１号、令和４年度苓北町一般会計補正予算（第４号）は原案の

とおり可決することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１９ 議案第４２号 令和４年度苓北町坂瀬川財産区特別会計補正予算（第

１号）について 

 

○議長（錦戸俊春君） 日程第１９、議案第４２号、令和４年度苓北町坂瀬川財産区

特別会計補正予算（第１号）を議題とします。 

提案理由の説明を求めます。 

総務課長。 

○総務課長（福田誠一君） 議案第４２号、令和４年度苓北町坂瀬川財産区特別会計

補正予算（第１号）（案）についてご説明申し上げます。 

今回の補正は、歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ５５万２,０００円を減

額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１９６万円とするものでございます。 

それでは、補正予算の内容についてご説明いたしますので、 

６ページをお願いいたします。 

歳入でございますが、款２繰越金、項１、目１繰越金は、令和３年度の繰越金が確定

したことにより、繰越金５５万２,０００円の減額でございます。 

７ページをお願いいたします。歳出です。 

款１総務費、項１、目４分収育林事業費は、ふるさとの森分収育林事業の精算が令和

４年３月に終了したため、郵便切手代から補償費まで合わせて９０万６,０００円の減

額です。 

８ページをお願いいたします。款２諸支出金、項１、目１一般会計繰出金は、財源区

分の変更です。 

９ページをお願いいたします。款３予備費、項１、目１予備費は、３５万４,０００

円の増額でございます。 
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以上、ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（錦戸俊春君） 説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（錦戸俊春君） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（錦戸俊春君） 討論なしと認めます。 

議案第４２号を採決します。 

本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（錦戸俊春君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第４２号、令和４年度苓北町坂瀬川財産区特別会計補正予算（第１

号）は、原案のとおり可決することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２０ 議案第４３号 令和４年度苓北町都呂々財産区特別会計補正予算（第

１号）について 

○議長（錦戸俊春君） 日程第２０、議案第４３号、令和４年度苓北町都呂々財産区

特別会計補正予算（第１号）を議題とします。 

提案理由の説明を求めます。 

総務課長。 

○総務課長（福田誠一君） 議案第４３号、令和４年度苓北町都呂々財産区特別会計

補正予算（第１号）（案）についてご説明申し上げます。 

今回の補正は、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ７４万４,０００円を追加

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ５,４３６万５,０００円とするものでござ

います。 

それでは、補正予算の内容についてご説明いたしますので、６ページをお願いいたし

ます。歳入です。 

款２繰越金、項１、目１繰越金は、令和３年度の繰越金が確定したことにより、７４

万４,０００円の増額でございます。 

７ページをお願いいたします。歳出です。 

款１総務費、項１、目２財産管理費は、都呂々ダム公園内にある水神様階段の整備費

用として、都呂々地区老人クラブ連合会への補助、都呂々財産区地域振興補助金６８万

４,０００円の増額です。 
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８ページをお願いいたします。 

款２予備費、項１、目１予備費は、６万円の増額でございます。 

以上、ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（錦戸俊春君） 説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

松本良人君。 

○５番（松本良人君） ７ページでございます。都呂々財産区地域振興補助金の何件

ぐらい出してあっとかな。できれば団体あたりを。 

○議長（錦戸俊春君） 総務課長。 

○総務課長（福田誠一君） ７ページの都呂々財産区地域振興補助金は、都呂々地区

老人クラブ連合会からの１件だけの申請でございます。 

○議長（錦戸俊春君） 松本良人君。 

○５番（松本良人君） これは例の水神様関係ですかね、はい。 

○議長（錦戸俊春君） ほかに質疑ありませんか。質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（錦戸俊春君） 討論なしと認めます。 

議案第４３号を採決します。 

本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（錦戸俊春君） 異議なしと認めます。 

したがって議案第４３号、令和４年度苓北町都呂々財産区特別会計補正予算（第１

号）は原案のとおり可決することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２１ 議案第４４号 令和４年度苓北町国民健康保険特別会計補正予算（第

１号）について 

○議長（錦戸俊春君） 日程第２１、議案第４４号、令和４年度苓北町国民健康保険

特別会計補正予算（第１号）を議題とします。 

提案理由の説明を求めます。 

健康増進室長。 

○健康増進室長（田尻康彦君） 議案第４４号、令和４年度苓北町国民健康保険特別

会計補正予算（第１号）（案）の内容についてご説明いたします。 

今回の補正は、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ７３６万２,０００円を追

加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１０億９０５万２,０００円とするものでござい
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ます。 

今回の補正の主な理由は、歳入では、前年度決算に伴う繰越金の確定、歳出では、前

年度精算に伴う保険給付費等の確定によるものでございます。 

補正予算の中身について、ご説明いたしますので、６ページをお開き願います。 

まず歳入ですが、款１国民健康保険税、項１、目１一般被保険者国民健康保険税、節

１医療給付費分現年課税分から、節３介護納付金分現年課税分まで、合わせて２５２万

２,０００円の増額は、令和３年度分課税所得に基づく調定見込額の増額により補正を

行うものでございます。 

次に、７ページをお開きください。款４県支出金、項１県補助金、目１保険給付等交

付金、節１普通交付金は、特定財源となる熊本県国民健康保険団体連合会からの返還金

と第三者納付金の増額に伴い、２３３万１,０００円の減額、 

節２特別交付金は、特定健康診査未受診者対策事業費の確定による減額、未就学児均

等割に関するコクホラインシステム改修費及び傷病手当金の増額に伴い、特別調整交付

金６４万円の増額、特定健康診査等負担金の概算申請に伴う７１万８,０００円の増額

により補正を行うものです。 

次に、８ページをお開きください。 

款６繰入金、項１一般会計繰入金、目１、節５、未就学児均等割保険税繰入金３２万

８,０００円の増額は、令和４年度から国民健康保険税の未就学児均等割に対し減免制

度が実施されたことにより、財源補てんのため繰り入れるものでございます。 

次に、９ページをお開きください。 

款７繰越金、項１、目１、節１、３１７万１,０００円の増額は、繰越金の確定によ

るものでございます。 

次に１０ページをお開きください。 

款８諸収入、項２雑入、目１一般被保険者第三者納付金、節１現年度は、第三者納付

金の発生に伴い、１０万２,０００円の増額、目２特定健診等利用者負担金、節１現年

度は、地域健診の実績により１万７,０００円の減額、目３雑入、節１、２２２万９,０

００円の増額は、前年度の療養給付費の精算によるものでございます。 

次に、歳出でございます。 

１１ページをお開き願います。 

款１総務費、項１総務管理費、目１一般管理費、節１２委託料１６万５,０００円の

増額は、未就学児均等割負担金の交付申請等に伴い、コクホラインシステムの改修に係

るものでございます。 

次に、１２ページをお開きください。 

款２保険給付費、項１療養諸費、目１一般被保険者療養給付費は、財源区分の変更で
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す。 

次に、１３ページをお開きください。 

項６傷病手当金、目１、節１８負担金補助及び交付金５０万円の増額は、給与収入が

ある被保険者が、新型コロナウイルス感染症に感染して、就業できなかったことに対し

て、給与補償をするものでございます。 

次に、１４ページをお開きください。 

款３国民健康保険事業費納付金、項１医療給付費分、目１一般被保険者医療給付費分

は、財源区分の変更です。 

次に、１５ページをお開きください。 

項２後期高齢者支援金等分、目１一般被保険者後期高齢者支援金等分は、財源区分の

変更です。 

次に、１６ページをお開きください。 

款４保健事業費、項２特定健康診査等事業費、目１、節１１役務費は、特定健康診査

データの管理手数料１万４,０００円の増額、節１２委託料は、地域健診における特定

健康診査の受診者の確定、人間ドックの申し込み増加見込み、特定健康診査未受診者対

策事業費の確定により、合わせて４５万８,０００円の増額、節１８負担金補助及び交

付金は、特定健康診査の受診申し込みの増加見込みにより、４７万２,０００円を増額

するものでございます。 

次に、１７ページをお開きください。 

款５基金積立金、項１、目１財政調整基金積立金、節２４積立金３００万円は、歳計

剰余金による国保財政調整基金積立を行うものでございます。 

次に、１８ページをお開きください。 

款７諸支出金、項１償還金及び還付加算金、目５保険給付費等交付金償還金、節２２

償還金利子及び割引料６,０００円の増額は、令和３年度の特定健康診査未受診者対策

事業費の精算、目６国庫補助金返還金、節２２償還金利子及び割引料４万７,０００円

の増額は、令和３年度のマイナンバーカードの保険証利用申込支援事業に係る国庫補助

金の精算によるものでございます。 

次に、１９ページをお開きください。 

款８予備費、項１、目１、２７０万円の増額は、国民健康保険税の見直しに係る歳入

不足に備え、予備費を増額するものでございます。 

以上が、令和４年度苓北町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）の内容でござい

ます。 

ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（錦戸俊春君） 説明が終わりました。 
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これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（錦戸俊春君） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（錦戸俊春君） 討論なしと認めます。 

議案第４４号を採決します。 

本案は、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（錦戸俊春君） 異議なしと認めます。 

したがって議案第４４号、令和４年度苓北町国民健康保険特別会計補正予算（第１

号）は、原案のとおり可決することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２２ 議案第４５号 令和４年度苓北町介護保険特別会計補正予算（第１

号）について 

○議長（錦戸俊春君） 日程第２２、議案第４５号、令和４年度苓北町介護保険特別

会計補正予算（第１号）を議題とします。 

提案理由の説明を求めます。 

福祉保健課長。 

○福祉保健課長（本田 保君） 議案第４５号、令和４年度苓北町介護保険特別会計

補正予算（第１号）（案）についてご説明いたします。 

今回の補正は、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ２,０８５万３,０００円を

追加し、歳入歳出それぞれ１１億３７０万５,０００円とするものでございます。 

今回の補正の主な理由は、前年度実績報告によります国・県交付金精算及び繰越金の

確定によるものでございます。 

それでは補正予算の中身についてご説明いたしますので、６ページをお開きください。

歳入です。 

款３国庫支出金、項２国庫補助金、目４保険者機能強化推進交付金１７６万７,００

０円の増額と、目５介護保険保険者努力支援交付金、節１介護保険保険者努力支援交付

金１８１万１,０００円の増額は、ともに交付の内示があったためでございます。 

７ページをお願いいたします。 

款４支払基金交付金、項１支払基金交付金、目１介護給付費交付金、節２過年度分の

２８０万８,０００円の増額は、令和３年度実績報告に基づく精算金として交付される

ものです。 
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８ページをお願いします。 

款７繰入金、項１一般会計繰入金、目１介護給付費繰入金、節２過年度分の４８６万

９,０００円の増額は、令和３年度精算による介護保険特別会計の繰出金の増額でござ

います。 

目２地域支援事業繰入金、節２過年度分５２万７,０００円の増額は、令和３年度精

算による介護保険特別会計への繰出金の増額でございます。 

９ページをお願いします。 

款８繰越金、項１繰越金、目１繰越金、節１繰越金の９０７万２,０００円の増額に

つきましては、令和３年度においての歳入から歳出を差し引いた繰越金でございます。 

１０ページをお願いします。 

款９諸収入、項３雑入、目３過年度収入、節１介護給付費負担金過年度収入の１,０

００円の減額は、新たに別の款項目で、過年度分を作成したので、この款項目が不要と

なりますので減額いたします。 

１１ページをお願いします。これより歳出です。 

款１総務費、項３介護認定審査会費、目１介護認定審査会費、節１１役務費の通信運

搬費の２万円の増額は、専用回線使用料のためでございます。 

１２ページをお願いします。 

款１総務費、項４地域包括支援センター事業費、目１地域包括支援センター事業費に

つきましては、財源区分の変更でございます。 

１３ページをお願いします。 

款３地域支援事業費、項１介護予防・日常生活支援総合事業費、目３その他諸費、節

１８負担金補助及び交付金の５万９,０００円の増額につきましては、高額介護サービ

スの支出増が見込まれるためでございます。 

１４ページをお願いします。 

款３地域支援事業費、項２包括的支援事業・任意事業費、目２任意事業費、目４認知

症総合事業支援事業費につきましては、財源区分の変更でございます。 

１５ページをお願いします。 

款４基金積立金、項１基金積立金、目１介護給付費準備基金積立金、節２４積立金の

４７７万９,０００円の増額は、繰越金からの基金の積立金に充てるものでございます。 

１６ページをお願いします。 

款６諸支出金、項１償還金及び還付加算金、目１第１号被保険者保険料還付金、節２

２償還金利子及び割引料の８万７,０００円の増額は、過年度分保険料の払戻金でござ

います。 

目２償還金、節２２償還金利子及び割引料の１,５４４万７,０００円の増額につきま
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しては、令和３年度の事業費確定によります、国・県・社会保険診療報酬支払基金に対

しましてのそれぞれの返還金でございます。 

１７ページをお願いします。 

款６諸支出金、項２繰出金、目１一般会計繰出金、節２７繰出金の４６万１,０００

円の増額は、令和３年度の精算によりまして、一般会計に繰り出すものでございます。 

以上が、令和４年度苓北町介護保険特別会計補正予算（第１号）（案）の内容でござ

います。 

ご審議のほどよろしくお願いします。 

○議長（錦戸俊春君） 説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（錦戸俊春君） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（錦戸俊春君） 討論なしと認めます。 

議案第４５号を採決します。 

本案は、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（錦戸俊春君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第４５号、令和４年度苓北町介護保険特別会計補正予算（第１号）

は、原案のとおり可決することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２３ 議案第４６号 令和４年度苓北町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第１号）について 

○議長（錦戸俊春君） 日程第２３、議案第４６号、令和４年度苓北町後期高齢者医

療特別会計補正予算（第１号）を議題とします。 

提案理由の説明を求めます。 

健康増進室長。 

○健康増進室長（田尻康彦君） 議案第４６号、令和４年度苓北町後期高齢者医療特

別会計補正予算（第１号）（案）の内容についてご説明いたします。 

今回の補正は、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ７１万２,０００円を追加

し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１億３,０９５万６,０００円とするものでございま

す。 

今回の補正の主な理由は、歳入では、前年度決算に伴う繰越金の確定、歳出では、後
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期高齢者医療広域連合納付金の確定によるものでございます。 

補正予算の中身についてご説明いたしますので、６ページをお開き願います。 

まず歳入ですが、款４繰越金、項１、目１、節１、５８万１,０００円の増額は、前

年度繰越金の確定によるものでございます。 

次に、７ページをお開きください。 

款５諸収入、項２償還金及び還付加算金、目１保険料還付金、節１、１３万１,００

０円の増額は、熊本県後期高齢者医療広域連合からの前年度保険料歳出還付分返納金の

確定によるものでございます。 

次に、歳出でございます。 

８ページをお開き願います。 

款２後期高齢者医療広域連合納付金、項１、目１、節１８負担金補助及び交付金５５

万７,０００円の増額は、令和３年度被保険者保険料負担金の確定によるものでござい

ます。 

次に、９ページをお開きください。款３諸支出金、項１償還金及び還付加算金、目１

保険料還付金、節２２償還金利子及び割引料１３万１,０００円の増額は、前年度保険

料歳出還付金の確定によるものでございます。 

次に、１０ページをお開きください。 

項２繰出金、目１一般会計繰出金、節２７繰出金、２万８,０００円の増額は、令和

３年度決算額の確定によるものでございます。 

次に、１１ページをお開きください。 

款４予備費、項１、目１、４,０００円の減額は、繰越金確定により調整するもので

ございます。 

以上が、令和４年度苓北町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）の内容でござ

います。 

ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（錦戸俊春君） 説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（錦戸俊春君） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（錦戸俊春君） 討論なしと認めます。 

議案第４６号を採決します。 

本案は、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 
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［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（錦戸俊春君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第４６号、令和４年度苓北町後期高齢者医療特別会計補正予算（第

１号）については、原案のとおり可決することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２４ 議案第４７号 令和４年度苓北町水道特別会計補正予算（第２号）に

ついて 

○議長（錦戸俊春君） 日程第２４、議案第４７号、令和４年度苓北町水道特別会計

補正予算（第２号）を議題とします。 

提案理由の説明を求めます。 

水道環境課長。 

○水道環境課長（松本康秀君） 議案第４７号、令和４年度苓北町水道特別会計補正

予算（第２号）（案）についてご説明をいたします。 

今回の補正は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ９５５万２,０００円を追加

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２億８９５万６,０００円とするものでご

ざいます。 

４ページをお願いします。 

第２表、地方債補正です。 

１廃止は、前年度繰越金の確定により、過疎対策事業債を一般財源に振り替えて事業

を実施するため廃止をするものです。 

次、７ページをお願いいたします。歳入です。 

款５繰越金、項１繰越金、目１繰越金は、前年度繰越金の確定により、１,６３５万

２,０００円の増額です。 

８ページをお願いいたします。 

款７町債、項１町債、目２過疎対策事業債は、４ページの第２表地方債補正でご説明

したとおり、６８０万円の減額でございます。 

９ページをお願いいたします。歳出です。 

款１水道費、項１水道管理費、目１一般管理費、節１０需用費は、電気料金と坂瀬川

浄水場非常用発電機制御盤の修繕料合わせて８５３万９,０００円の増額です。 

節１８負担金補助及び交付金は、都呂々ダム共同管理負担金の額の確定により、４７

４万１,０００円の減額です。 

１０ページをお願いいたします。 

款３積立金、項１積立金、目１積立金は、前年度繰越金の一部を積立金として、５７

５万４,０００円の増額です。 
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以上で、令和４年度苓北町水道特別会計補正予算（第２号）（案）の説明を終わりま

す。 

ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（錦戸俊春君） 説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（錦戸俊春君） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（錦戸俊春君） 討論なしと認めます。 

議案第４７号を採決します。 

本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（錦戸俊春君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第４７号、令和４年度苓北町水道特別会計補正予算（第２号）につ

いては、原案のとおり可決することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２５ 議案第４８号 令和４年度苓北町下水道特別会計補正予算（第２号）

について 

○議長（錦戸俊春君） 日程第２５、議案第４８号、令和４年度苓北町下水道特別会

計補正予算（第２号）を議題とします。 

提案理由の説明を求めます。 

水道環境課長。 

○水道環境課長（松本康秀君） 議案第４８号、令和４年度苓北町下水道特別会計補

正予算（第２号）（案）についてご説明いたします。 

今回の補正は、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ９７６万５,０００円を追

加し、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ３億４,１６８万１,０００円とするも

のです。 

６ページをお願いいたします。歳入でございます。 

款３繰入金、項１繰入金、目１一般会計繰入金は、前年度繰越金及び償還利子の確定

により、事務費分、公債費分、合わせて１００万円の減額です。 

７ページをお願いいたします。 

款４繰越金、項１繰越金、目１繰越金は、前年度繰越金の確定により１,０７６万５,

０００円の増額です。 
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８ページをお願いいたします。歳出です。 

款１公共下水道事業費、項１下水道管理費、目１一般管理費、節３職員手当等は、職

員の時間外手当１６万４,０００円の増額です。 

節１０需用費は、電気料と舗装の保守修繕ですね、修繕料、合わせて６１８万７,０

００円の増額です。 

節１３使用料及び賃借料は、白木尾第１マンホールポンプ場の非常用発電機故障に伴

う発電機の借上料１３２万円の増額です。 

９ページをお願いいたします。 

款２公債費、項１公債費、目２利子は、償還利子の確定により９万４,０００円の増

額です。 

１０ページをお願いいたします。 

款３予備費、項１予備費、目１予備費は、前年度繰越金の確定により２００万円の増

額でございます。 

以上で、令和４年度苓北町下水道特別会計補正予算（第２号）（案）の説明を終わり

ます。 

ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（錦戸俊春君） 説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（錦戸俊春君） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（錦戸俊春君） 討論なしと認めます。 

議案第４８号を採決します。 

本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（錦戸俊春君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第４８号令和４年度苓北町下水道特別会計補正予算（第２号）につ

いては、原案のとおり可決することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２６ 議案第４９号 令和４年度苓北町宅地造成事業道特別会計補正予算

（第１号）について 

○議長（錦戸俊春君） 日程第２６、議案第４９号、令和４年度苓北町宅地造成事業

特別会計補正予算（第１号）を議題とします。 
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提案理由の説明を求めます。 

土木管理課長。 

○土木管理課長（田尻 悟君） 議案第４９号、令和４年度苓北町宅地造成事業特別

会計補正予算（第１号）（案）についてご説明いたします。 

今回の補正は、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ２７万６,０００円を追加

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７４３万３,０００円とするものでござい

ます。 

補正の内容につきましては、６ページをお開きください。歳入でございます。 

款３、項１、目１、節１繰越金２７万６,０００円の増額につきましては、令和３年

度からの繰越金の確定に伴うものでございます。 

７ページをお開きください。歳出でございます。 

款３、項１、目１予備費２７万６,０００円の増額につきましては、繰越金を予備費

とするものでございます。 

以上で、令和４年度苓北町宅地造成事業特別会計補正予算（第１号）（案）の説明を

終わります。 

ご審議のほどをよろしくお願いいたします。 

○議長（錦戸俊春君） 説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（錦戸俊春君） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（錦戸俊春君） 討論なしと認めます。 

議案第４９号を採決します。 

本案は、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（錦戸俊春君） 異議なしと認めます。 

したがって議案第４９号、令和４年度苓北町宅地造成事業特別会計補正予算（第１

号）については、原案のとおり可決することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２７ 報告第７号 教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価

報告について 

○議長（錦戸俊春君） 日程第２７、報告第７号、教育に関する事務の管理及び執行

の状況の点検及び評価報告について。 
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その報告書が提出されましたので、お手元に配付しております。 

朗読は省略します。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（錦戸俊春君） 質疑なしと認めます。 

これで報告第７号を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２８ 発議第６号 苓北町議会委員会条例の一部を改正する条例について 

○議長（錦戸俊春君） 日程第２８、発議第６号、苓北町議会委員会条例の一部を改

正する条例についてを議題とします。 

趣旨説明を求めます。 

倉田明君。 

○１０番（倉田 明君） 発議第６号。令和４年９月１日。苓北町議会議長、錦戸俊

春様。 

提出者、苓北町議会議員、倉田明。 

苓北町議会委員会条例の一部を改正する条例について。 

上記の議案を、別紙のとおり地方自治法第１１２条及び会議規則第１４条第２項の規

定により提出します。 

提出の理由でございますが、ご承知のとおり、先の令和４年６月８日、議員全体会及

び、令和４年８月９日、議員全体会で申し合わせました第１８期苓北町議会議員の議員

定数が１０人となる中での議会委員会の組織運営につき、議会委員会の定数を６人から

５人、議会運営委員会の委員の任期について、常任委員会のそれを準用し、２年とする

ことの当該条例の一部改正が必要であるためでございます。 

以上。 

○議長（錦戸俊春君） 趣旨説明が終わりました。 

お諮りします。 

先の議員全体会において、議員全体で協議した内容での条例改正（案）となっており

ます。このことについては質疑・討論を省略したいと思いますが、これにご異議ありま

せんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（錦戸俊春君） 異議なしと認めます。 

発議第６号を採決します。 

本案は、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 
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○議長（錦戸俊春君） 異議なしと認めます。 

したがって、発議第６号、苓北町議会委員会条例の一部を改正する条例については、

原案のとおり可決することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２９ 発議第７号 苓北町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例

の一部を改正する条例について 

○議長（錦戸俊春君） 日程第２９、発議第７号、苓北町議会議員の議員報酬及び費

用弁償等に関する条例の一部を改正する条例についてを議題とします。 

趣旨説明を求めます。 

倉田明君。 

○１０番（倉田 明君） 発議第７号。令和４年９月１日。苓北町議会議長、錦戸俊

春様。 

提出者、苓北町議会議員、倉田明。 

苓北町議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について。 

上記の議案を、別紙のとおり地方自治法第１１２条及び会議規則第１４条第２項の規

定により提出します。 

提案理由でございますが、この件につきましては、先の令和４年６月８日の議員全体

会で申合せました第１８期苓北町議会議員の議員定数が１０人となる中で、当該条例中、

常任委員長と特別委員長と区分することなく、委員長として規定するため、今回、発議

するものです。 

とりわけ、現行の議会広報特別委員会委員長の議員報酬月額を示すことになります。 

現在の２２万８,０００円を２３万１,０００円とするものであります。 

以上です。 

○議長（錦戸俊春君） 趣旨説明が終わりました。 

お諮りします。 

先の議員全体会において、議員全体会で協議した内容での条例改正（案）となってお

ります。このことについては、質疑・討論を省略したいと思いますが、これにご異議あ

りませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（錦戸俊春君） 異議なしと認めます。 

発議第７号を採決します。 

本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（錦戸俊春君） 異議なしと認めます。 
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したがって発議第７号、苓北町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一

部を改正する条例については、原案のとおり可決することに決定しました。 

お諮りします。 

９月１０日、１１日は休日のため休会、９月１２日から１４日にかけては、決算審査

特別委員会による審査のため休会としたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（錦戸俊春君） 異議なしと認めます。 

したがって、９月１０日から１４日までの５日間については、休会とすることに決定

しました。 

次の本会議は、１５日（木曜日）、午前９時３０分から開会します。 

以上で、本日の日程は全部終了しました。会議を閉じます。 

本日はこれで散会します。 

どなた様も大変お疲れさまでした。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

散会 午後 ４時３３分 
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令和４年９月１５日（木）  

（第４日目） 
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令和４年第６回苓北町議会定例会会議録（第４日目） 

 

令和４年第６回苓北町議会定例会は、令和４年９月１５日苓北町議会議場に招集され

た。 

 

１．午前９時３０分開会 

 

２．応招議員は次のとおりである。 

１番  山口 利生          ２番  野田 謙二 

３番  廣田 幸英          ４番  髙戸 幸雄 

５番  松本 良人          ６番  石田 みどり 

７番  浜口 雅英          ８番  野﨑 幸洋 

９番  山本 政人         １０番  倉田  明 

１１番  田嶋 豊昭         １２番  錦戸 俊春（議長） 

 

３．不応招議員 なし 

 

４．出席議員は、応招議員と同じである。 

 

５．欠席議員は、不応招議員と同じである。 

 

６．議会書記 

  事 務 局 長    龍 岡   学    書    記  田 中 めぐみ 

 

７．地方自治法第１２１条の規定により議案説明に出席した者は、次のとおりである。 

町 長    田 嶋 章 二    副 町 長  山 﨑 秀 典 

教 育 長    濵 﨑 敏 和    総 務 課 長  福 田 誠 一 

税務住民課長    吉 本 英 明    企画政策課長  宮 﨑 良 成 

教 育 課 長    西 川 文 孝    土木管理課長  田 尻   悟 

農林水産課長    松 井 徹 也    商工観光課長  錦 戸 雅 志 

水道環境課長    松 本 康 秀    福祉保健課長  本 田   保 

健康増進室長    田 尻 康 彦    会 計 課 長  松 村 保 則 

  行革ﾃﾞｼﾞﾀﾙ対策室長 山 下 晃 弘     
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８．議事日程 

日程第 １ 認定第 １号 令和３年度苓北町一般会計歳入歳出決算の認定につい 

 て（委員長報告） 

日程第 ２ 認定第 ２号 令和３年度苓北町坂瀬川財産区特別会計歳入歳出決算

の認定について（委員長報告） 

日程第 ３ 認定第 ３号 令和３年度苓北町都呂々財産区特別会計歳入歳出決算

の認定について（委員長報告） 

日程第 ４ 認定第 ４号 令和３年度苓北町国民健康保険特別会計歳入歳出決算

の認定について（委員長報告） 

日程第 ５ 認定第 ５号 令和３年度苓北町介護保険特別会計歳入歳出決算の認

定について（委員長報告） 

日程第 ６ 認定第 ６号 令和３年度苓北町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決

算の認定について（委員長報告） 

日程第 ７ 認定第 ７号 令和３年度苓北町水道特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて（委員長報告） 

日程第 ８ 認定第 ８号 令和３年度苓北町下水道特別会計歳入歳出決算の認定

について（委員長報告） 

日程第 ９ 認定第 ９号 令和３年度苓北町農業集落排水特別会計歳入歳出決算

の認定について（委員長報告） 

日程第１０ 認定第１０号 令和３年度苓北町特定地域生活排水処理事業特別会計

歳入歳出決算の認定について（委員長報告） 

日程第１１ 認定第１１号 令和３年度苓北町宅地造成事業特別会計歳入歳出決算

の認定について（委員長報告） 

日程第１２ 請願第 １号 旧統一教会と政界との深い関係を政府の責任で徹底解

明し関係を断ち切るよう求める請願書 

日程第１３ 陳情第 ７号 ペーロン船格納庫建設に関する要望書 

日程第１４        陳情等文書表について 

日程第１５        閉会中の継続審査（調査）の件 

日程第１６        議員派遣の件 
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９．議事の顛末 

開会 午前９時３０分 

○議長（錦戸俊春君） おはようございます。 

只今の出席議員は１２人です。定足数に達しておりますので、只今から本日の会議を

開きます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第 １ 認定第 １号 令和３年度苓北町一般会計歳入歳出決算の認定につい

て（委員長報告） 

日程第 ２ 認定第 ２号 令和３年度苓北町坂瀬川財産区特別会計歳入歳出決算

の認定について（委員長報告） 

日程第 ３ 認定第 ３号 令和３年度苓北町都呂々財産区特別会計歳入歳出決算

の認定について（委員長報告） 

日程第 ４ 認定第 ４号 令和３年度苓北町国民健康保険特別会計歳入歳出決算

の認定について（委員長報告） 

日程第 ５ 認定第 ５号 令和３年度苓北町介護保険特別会計歳入歳出決算の認

定について（委員長報告） 

日程第 ６ 認定第 ６号 令和３年度苓北町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決

算の認定について（委員長報告） 

日程第 ７ 認定第 ７号 令和３年度苓北町水道特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて（委員長報告） 

日程第 ８ 認定第 ８号 令和３年度苓北町下水道特別会計歳入歳出決算の認定

について（委員長報告） 

日程第 ９ 認定第 ９号 令和３年度苓北町農業集落排水特別会計歳入歳出決算

の認定について（委員長報告） 

日程第１０ 認定第１０号 令和３年度苓北町特定地域生活排水処理事業会計歳入

歳出決算の認定について（委員長報告） 

日程第１１ 認定第１１号 令和３年度苓北町宅地造成事業特別会計歳入歳出決算

の認定について（委員長報告） 

○議長（錦戸俊春君） 日程第１、認定第１号、令和３年度苓北町一般会計歳入歳出

決算の認定についてから、日程第１１、認定第１１号、令和３年度苓北町宅地造成事業

特別会計歳入歳出決算の認定についてまでの１１件を一括議題としたいと思いますが、

これにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（錦戸俊春君） 異議なしと認めます。 
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したがって、認定第１号から認定第１１号までを一括議題とします。 

本件は、決算審査特別委員会に審査を付託しておりました。 

報告書の提出がありましたので、その写しをお手元に配付しております。 

会議規則第４１条の規定により、決算審査特別委員長に審査結果の報告を求めます。

山本政人委員長。 

○決算審査特別委員長（山本政人君） おはようございます。 

決算審査の結果につきまして、報告書に基づき、説明をいたします。 

苓北町議会決算審査特別委員会審査結果報告書。 

令和４年第６回苓北町議会定例会において、本委員会に付託された令和３年度苓北町

一般会計及び各特別会計の歳入歳出決算の認定について、次のとおり審査の結果を報告

します。 

記。 

１．審査年月日、令和４年９月１２日、９月１３日、９月１４日の３日間。 

２．審査場所、大会議室、第１・第２委員会室。 

３．委員の出席、山本政人委員長、野田謙二副委員長、山口利生委員、廣田幸英委員、

髙戸幸雄委員、松本良人委員、石田みどり委員、浜口雅英委員、倉田明委員、田嶋豊昭

委員。 

４．委員の欠席、なし。 

５．委員外の出席、錦戸俊春議長。 

６．監査委員の出席、登本玄一代表監査委員、野﨑幸洋監査委員。 

７．執行部の出席、町長、副町長、教育長、総務・企画政策・会計・土木管理・農林

水産・商工観光・税務住民・福祉保健・水道環境・教育の各課長・健康増進室長及び行

革デジタル対策室長。 

８．委員会の書記、龍岡議会事務局長、田中総務課長補佐（１３日、１４日）、田平

総務課長補佐（１２日）、西川企画政策課長補佐。 

９．審査の過程、本委員会は、令和３年度苓北町一般会計及び各特別会計の歳入歳出

決算書に基づき、監査委員及び執行部の出席を求め、提出を求めた各資料を含めて慎重

に審査いたしました。 

１０．審査の結果、 

①認定第１号、令和３年度苓北町一般会計歳入歳出決算の認定について、 

②認定第２号、令和３年度苓北町坂瀬川財産区特別会計歳入歳出決算の認定について、

③認定第３号、令和３年度苓北町都呂々財産区特別会計歳入歳出決算の認定について、

④認定第４号、令和３年度苓北町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について、

⑤認定第５号、令和３年度苓北町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について、 
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⑥認定第６号、令和３年度苓北町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について、

⑦認定第７号、令和３年度苓北町水道特別会計歳入歳出決算の認定について、 

⑧認定第８号、令和３年度苓北町下水道特別会計歳入歳出決算の認定について、 

⑨認定第９号、令和３年度苓北町農業集落排水特別会計歳入歳出決算の認定について、

⑩認定第１０号、令和３年度苓北町特別地域生活排水処理事業特別会計歳入歳出決算の

認定について、 

⑪認定第１１号、令和３年度苓北町宅地造成事業特別会計歳入歳出決算の認定について、

以上１１件、全て認定すべきものと決定しました。 

１１．併せて、次の事項について執行部に対し要望することを決定しました。 

１） 一般会計、 

○歳入につきまして、 

①税負担の公平性を図るためにも徴収率の向上に引き続き努力されたい。 

②脱炭素社会に向けて、国の政策等情報収集に努められたい。 

○歳出についてであります。 

①町の魅力を発信するため積極的に情報発信を行われたい。 

②町民の生命と財産を守るため、防災対策についてさらに努められたい。 

③企業誘致については、引き続き努力されたい。 

④町有施設の管理体制の強化に努められたい。 

○特記事項。 

①新型コロナウイルス感染拡大防止にさらに努められたい。この中には特に、実際の

感染者、濃厚接触者となられた方への支援について考えてほしいという要望がありまし

た。 

２）坂瀬川財産区特別会計。①特記事項なし。 

３）都呂々財産区特別会計。①特記事項なし。 

４）国民健康保険特別会計。①特記事項なし。 

５）介護保険特別会計。①特記事項なし。 

６）後期高齢者医療特別会計。①特記事項なし。 

７）水道特別会計。①特記事項なし。 

８）下水道特別会計。①特記事項なし。 

９）農業集落排水特別会計。①特記事項なし。 

１０）特定地域生活排水処理事業特別会計。①特記事項なし。 

１１）宅地造成事業特別会計。①特記事項なし。 

令和４年９月１４日、苓北町議会決算審査特別委員会委員長、山本政人。 

苓北町議会議長、錦戸俊春様。 
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以上でございます。 

○議長（錦戸俊春君） 委員長の報告が終わりました。 

決算審査結果報告についての質疑を行います。 

質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（錦戸俊春君） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（錦戸俊春君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから採決を行います。 

採決は、認定第１号から認定第１１号までをそれぞれ起立によって行います。 

認定第１号、令和３年度苓北町一般会計歳入歳出決算の認定についてを採決します。 

本件に対する委員長の報告は認定すべきものです。 

お諮りします。本件は、委員長報告のとおり、認定することに賛成の方は起立願いま

す。 

(賛成者起立) 

○議長（錦戸俊春君） 起立多数です。 

したがって、認定第１号、令和３年度苓北町一般会計歳入歳出決算については認定す

べきものと決定しました。 

次に、認定第２号、令和３年度苓北町坂瀬川財産区特別会計歳入歳出決算の認定につ

いてを採決します。 

本件に対する委員長の報告は認定すべきものです。 

お諮りします。本件は、委員長報告のとおり、認定することに賛成の方は起立願いま

す。 

（賛成者起立） 

○議長（錦戸俊春君） 起立多数です。 

したがって、認定第２号、令和３年度苓北町坂瀬川財産区特別会計歳入歳出決算につ

いては認定することに決定しました。 

次に、認定第３号、令和３年度苓北町都呂々財産区特別会計歳入歳出決算の認定につ

いてを採決します。 

本件に対する委員長の報告は認定すべきものです。 

お諮りします。本件は、委員長報告のとおり、認定することに賛成の方は起立願いま

す。 

（賛成者起立） 
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○議長（錦戸俊春君） 起立多数です。 

したがって、認定第３号、令和３年度苓北町都呂々財産区特別会計歳入歳出決算につ

いては認定することに決定しました。 

次に、認定第４号、令和３年度苓北町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定につ

いてを採決します。 

本件に対する委員長の報告は認定すべきものです。 

お諮りします。本件は、委員長報告のとおり、認定することに賛成の方は起立願いま

す。 

（賛成者起立） 

○議長（錦戸俊春君） 起立多数です。 

したがって、認定第４号、令和３年度苓北町国民健康保険特別会計歳入歳出決算につ

いては認定することに決定しました。 

次に、認定第５号、令和３年度苓北町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について

を採決します。 

本件に対する委員長の報告は認定すべきものです。 

お諮りします。本件は、委員長報告のとおり、認定することに賛成の方は起立願いま

す。 

（賛成者起立） 

○議長（錦戸俊春君） 起立多数です。 

したがって、認定第５号、令和３年度苓北町介護保険特別会計歳入歳出決算について

は認定すべきものと決定しました。 

次に、認定第６号、令和３年度苓北町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定に

ついてを採決します。 

本件に対する委員長報告は認定すべきものです。 

お諮りします。本件は、委員長報告のとおり、認定することに賛成の方は起立願いま

す。 

（賛成者起立） 

○議長（錦戸俊春君） 起立多数です。 

したがって、認定第６号、令和３年度苓北町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算に

ついては認定することに決定しました。 

次に、認定第７号、令和３年度苓北町水道特別会計歳入歳出決算の認定についてを採

決します。 

本件に対する委員長の報告は認定すべきものです。 

お諮りします。本件は、委員長報告のとおり、認定することに賛成の方は起立願いま
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す。 

（賛成者起立） 

○議長（錦戸俊春君） 起立多数です。 

したがって、認定第７号、令和３年度苓北町水道特別会計歳入歳出決算については認

定することに決定しました。 

次に、認定第８号、令和３年度苓北町下水道特別会計歳入歳出決算の認定についてを

採決します。 

本件に対する委員長の報告は認定すべきものです。 

お諮りします。本件は、委員長報告のとおり、認定することに賛成の方は起立願いま

す。 

（賛成者起立） 

○議長（錦戸俊春君） 起立多数です。 

したがって、認定第８号、令和３年度苓北町下水道特別会計歳入歳出決算については

認定することに決定しました。 

次に、認定第９号、令和３年度苓北町農業集落排水特別会計歳入歳出決算についてを

採決します。 

本件に対する委員長の報告は認定すべきものです。 

お諮りします。本件は、委員長報告のとおり、認定することに賛成の方は起立願いま

す。 

（賛成者起立） 

○議長（錦戸俊春君） 起立多数です。 

したがって、認定第９号、令和３年度苓北町農業集落排水特別会計歳入歳出決算につ

いては認定することに決定しました。 

次に、認定第１０号、令和３年度苓北町特定地域生活排水処理事業特別会計歳入歳出

決算の認定についてを採決します。 

本件に対する委員長の報告は認定すべきものです。 

お諮りします。本件は、委員長報告のとおり、認定することに賛成の方は起立願いま

す。 

（賛成者起立） 

○議長（錦戸俊春君） 起立多数です。 

したがって、認定第１０号、令和３年度苓北町特定地域生活排水処理事業特別会計歳

入歳出決算については認定することに決定しました。 

次に、認定第１１号、令和３年度苓北町宅地造成事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついてを採決します。 
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本件に対する委員長の報告は認定すべきものです。 

お諮りします。本件は、委員長報告のとおり、認定することに賛成の方、起立願いま

す。 

（賛成者起立） 

○議長（錦戸俊春君） 起立多数です。 

したがって、認定第１１号、令和３年度苓北町宅地造成事業特別会計歳入歳出決算に

ついては認定することに決定しました。 

先ほど、特別委員会審査結果報告書の中にありました執行部に対し要望することとし

た事項については、苓北町議会決算審査特別委員会委員長を苓北町議会議長、苓北町議

会議長を苓北町長に読み替え、議長として、町執行部に対しての要望とさせていただき

ます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１２ 請願第１号 旧統一教会と政界との深い関係を政府の責任で徹底解明

し関係を断ち切るよう求める請願書 

○議長（錦戸俊春君） 日程第１２、請願第１号、旧統一教会と政界との深い関係を

政府の責任で徹底解明し、関係を断ち切るよう求める請願書についてを議題とします。 

お諮りします。 

請願第１号については、議会運営委員会にお諮りし、会議規則第９２条第２項の規定

によって、委員会付託を省略したいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（錦戸俊春君） 異議なしと認めます。 

したがって、請願第１号は、委員会の付託を省略することに決定しました。 

紹介議員の説明を求めます。 

石田みどり君。 

○６番（石田みどり君） 請願書。 

旧統一教会と政界との深い関係を政府の責任で徹底解明し、関係を断ち切るよう求め

ます。 

苓北町議会議長、錦戸俊春様。 

提出者でございますが、熊本県天草郡苓北町都呂々２０７番地、塚田達。 

紹介議員、石田みどりでございます。 

世界平和統一家庭連合（旧統一教会）と政治家との癒着関係、世界統一家庭連合によ

る政界工作の実態が次々に報道で明るみにされてきています。国会議員、地方議員を問

わず世界統一家庭連合の集会や式典に出席し、祝辞を述べ、祝電を打つという行為が目

立っています。また一方では、別の名称を名乗った実行委員会主催の体裁をとったりし
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たイベントを開催し、そこに議員の参加や自治体、報道機関などからの後援が行われる

などしている。こうした行為はいかにも世界統一家庭連合の活動が社会的に承認されて

おり、問題のない団体やイベントであるという「お墨付き」として利用されている。 

世界統一家庭連合は、統一教会と名乗っていた頃から、信者の人権を抑圧し、霊感商

法による金銭的搾取と家庭の破壊等の深刻な被害をもたらしてきた反社会的な団体であ

り、世界統一家庭連合に名前を変えてもその体質は変わっていない。世界統一家庭連合

の名前を知らず、祝電や集会、イベント等への参加、後援を行っていたとしても、政治

家や自治体等におけるお墨付きは結果的に世界統一家庭連合による反社会的な活動を容

易にしたうえに、是正を困難にするものとして悪用される。 

こうした状況を根絶して、新たな被害を生み出さないようにするためには、世界統一

家庭連合からの工作によって形成されてきた癒着関係の実態を明らかにして、それを断

ち切るための取り組み、ルール作りが決定的に必要である。それは個人任せではなく、

政府、政界をあげて取り組まなければできないことである。 

世界統一家庭連合の活動によってもたらされる被害の防止と政治、行政への信頼回復

のためにも、岸田政権がまさに先頭に立って、世界統一家庭連合と政界との癒着の実態

を解明して、その関係を断ち切る取り組みを進めることを強く要望するものです。 

２枚目に一応（案）として、旧統一教会と政界との深い関係を政府の責任で徹底解明

し、関係を断ち切るよう求める意見書（案）としてあげております。 

中身は今、説明をしました請願書と同じになっておりますので、ちょっと省略をさせ

ていただきたいと思います。 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出するということで、内閣総理大

臣、岸田文雄様、衆議院議長、細田博之様、参議院議長、尾辻秀久様。 

苓北町議会。ということであります。 

やっぱり旧統一教会との関係ある議員が、自民党の中で大多数を占め、その中でも安

倍派が一番、最も多いと報道もあります。人間の弱みにつけ込んで、多額な金を献金さ

せ、高額な物品を売りつけ、家庭と家族を窮地に追い込んでしまうカルト集団と、政治

との関わりを立ち切らなければならないと思うので、政府を挙げて解明するための意見

書をぜひ上げていただきたいというふうに思いますので、よろしくお願いいたします。 

以上です。 

○議長（錦戸俊春君） 以上で、紹介議員の説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（錦戸俊春君） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 
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［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（錦戸俊春君） 討論なしと認めます。 

請願第１号、旧統一教会と政界との深い関係を政府の責任で徹底解明し、関係を断ち

切るよう求める請願を採決します。 

この採決は起立によって行います。 

請願第１号を採択することに賛成の方は起立願います。 

(賛成者起立) 

○議長（錦戸俊春君） 起立少数です。 

したがって、請願第１号、旧統一教会と政界との深い関係を政府の責任で徹底解明し、

関係を断ち切るよう求める請願については、不採択とすることに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１３ 陳情第７号 ペーロン船格納庫建設に関する要望書について 

○議長（錦戸俊春君） 日程第１３、陳情第７号、ペーロン船格納庫建設に関する要

望について申し上げます。 

関連する議案第４１号、令和４年度苓北町一般会計補正予算（第４号）が、原案可決

されたことに伴い、同一会期中の一事不再議の原則の観点から、陳情第７号、ペーロン

船格納庫建設に関する要望書は、みなし採択とします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１４ 陳情等文書表について 

○議長（錦戸俊春君） 日程第１４、陳情等文書表についてを議題とします。 

本会議まで受理した陳情等は先にお配りしました１件になります。 

陳情第６号、「中国共産党による臓器収奪の即時停止ならびに人権状況の改善を求め

る意見書の提出に関する陳情」については、議会運営委員会にお諮りし、会議規則第９

５条の規定ならびに議会運営に関する申合せにより、議員配付することに決定しました

ので、お手元に配付しております。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１５ 閉会中の継続審査（調査）の件 

○議長（錦戸俊春君） 日程第１５、閉会中の継続審査調査の件についてを議題とし

ます。 

総務文教厚生常任委員長、建設経済環境常任委員長、議会運営委員長及び議会広報特

別委員長から、会議規則第７５条の規定に基づき、閉会中の継続審査調査の申し出があ

っております。 

お諮りします。各委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続審査調査とすることに

ご異議ありませんか。 
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［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（錦戸俊春君） 異議なしと認めます。 

したがって、各委員長からの申し出については、閉会中の継続審査調査とすることに

決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１６ 議員派遣の件 

○議長（錦戸俊春君） 日程第１６、議員派遣の件を議題とします。 

お諮りします。議員派遣の件については、お手元に配付したとおり、派遣することに

したいと思います。 

なお、議員派遣の変更があった場合、議長に一任とさせていただきます。 

ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（錦戸俊春君） 異議なしと認めます。 

したがって、議員派遣の件については、お手元に配付しましたとおり、派遣すること

に決定しました。 

以上で、本日の日程は全部終了しました。 

本日の会議を閉じます。 

令和４年第６回苓北町議会定例会を閉会します。 

どなた様も大変お疲れさまでした。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

閉会 午前９時５８分 
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地方自治法第１２３条第２項の規定によりここに署名する。 
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